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は じめ に

本資料 は、 「知 的資源利用調査研究委員会」の活動の中で、平成6年10月 に

実施 され た、委 員会構成 メンバ ーである各委員への インタ ビュー記録 であ る。

イ ンタ ビューの 内容は、委員各位 の専門領域か ら特定 の枠 を決めず に、知 的資

源 の利用 にっ いて 自由な意見を述べ ていただいた ものであ る。もともとインタ ビ

ューは、委員会事務局資料 と して の利用を前提 に行われ た もので あるが、インタ

ビュー終 了後 、報告書本編 には紙面 の都合上盛 り込め なか った数多 くの意見や、

先見性 に満 ちた提 言等示唆=豊かな内容が含 まれて いることが確認 され 、委員各位

の了承 の下 にあえて修正 を加 えず 、公開 された ものであ る。

本編 の報告書作 成の背景資料 と して、また本編で掘 り下 げ ることので きなか っ

た様 々な提 言を補 足 して理解す る上で貴重 な資料 と して位置付 け られ る。

(注)イ ンタビューの際に使用 した資料 を参考 までに巻末 に添付 した。
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合原 一幸委員

事務局 まず、先生 のご専 門のカオスについてお教 え下 さい。

合原 私 の研究分野 は、 たぶん21世紀 に向けて色々な応用の可能 を秘めているのだと思 っているんで

すけれど、それが 「デー タベース」 とどう関わるかは専門外 なので分か らない。で、なぜ 「カ

オス工学」が重要か とい うと、 もちろん色 んな応用可能性 を持 っているとい うこともあ ります

が、その他 にも今、工学の基礎理論 に非常 に重要な影響 を与 えつつあるとい うことがあ る。例

えば 「工学の基礎 理論」 にどんなものがあるか というと、 「予測理論」 とか 「制蜘 理論」、 「計

算理論」な どです。それは 「工学」 の根幹をなしている理論 です。 「カオス」 の研 究が きっか

け となって、そ うい う従来の工学基礎理論に対 して新 しい 「パ ラダイム」 と言 っていいか分か

りませんけれ ど、新 しい研究分野が開けてきている。例 えば、 「予測理論」 に関 しては、従来

の 「予測」 はそのほ とん どが 「確率 ・統計的」な予測理論 である。 ところが、 カオスという現

象 は 「決定論」 に従 ってそうい う非常 に複雑 な、一見 ランダムな動 きが出て くる訳 です。そ う

す ると、カオスのような決定論 に従 って複雑 に動 いている現象 を予測するには 「決定論 的な予

測理論」が必要 になって くる訳です。そうすると、従来の確 率 ・統計的な予測理論 と同 じぐら

いな広 さの研究分野がほとん ど手付かずで残 っていることになる。そ うい う分 野がある。

合原 それから 「制御 理論」で言 うと、従来の制御理論 というのは主 として一定の値 を安定に保 とう

というものであった。 これは例 えば ウィーナーの 「サイバネティックス」 に も関連があるが、

従来生 き物 の原理 というものはホメオスタシス とい う概念 で説明 されていて、一定の状態 を保

つ とことによって生命 の機能 を維持すると考 えられてきた。一方最近 、生物 をカオス的立場 で

見 てい く研究が色 々行なわれると、生物 とい うのはむ しろ 「揺 らいでいる」。そ ういう状態で

機 能を果た してい るとい うことが色々分 かってきた。そういうのを 「ホメオダイナ ミックス」

と呼 びます。ホメオダイナ ミックスという新 しい、生命、生体 システムに対 する原理が分 か り

つつある。が、 そうすると 「ホメオスタシス」 という概念 は今 日の 「一定 の値 を保 とう」 とい

う制御 理論 とカップ リングしているけれ ども、 もし生物 に 「ホメオダイナ ミクス」的な側面が

あるとすると、それにフィッ トしてそれか ら学べ る理論があるか も知 れない。それを 「ホメオ

ダイナ ミカル制御」 ととりあえず呼んでいる。つ まり、 これは 「揺 らぎ」 をもっと積極的に使

う制御 で、そ うい うのが当然 あ り得 る。 もちろん従来の一定値 を保つ ような制御 というのが重

要な分野 は山ほどある。けれ ども、 もっと動 いている状態、動的 な状態 を作 り出す制御 をかけ

ることによって機 能が上がるようなものは当然ある訳で、そういう新 しい繍 卸理論が必要だ と。

従来 は一定値 を保 つんだけれ ども、揺 らいでいる状態 を保つ。 この ような広 い研究分野 が手付

かずに残 っている。

合原 「計算」の方で言 うと、今 の計算機 というのはほとんど100%デ ジタル ・コンピュー タです。 と

ころが コンピュータの研 究の歴史 を振 り返ってみれば分 かるように、50年 程前 まで遡 ると、実

はアナ ログ ・コンピュータとい うのはまだまだ現役で、アナ ログ ・コンピュー タとデジタル ・

コンピュー タが同 じくらいの力 を持 って 「力較べ」 を していた。 これは科学技術 の世界では よ

く起 きることなんですが、 ほとんど同 じくらいの力 を持 ってい る二つの技術 が あった時 に、

ち ょっとの理由で一方が リー ドす ると、アッという間に正のフィー ドバ ックがかかってその リー

ドが決定的な差 になって しまうということがある。他方の技術 も基本的にほ とんど等価の力 を

持 っているのに世の中か ら消 えて しまうとい うのが よくあるんですね。まさに コンピュー タの

歴史ではそれが起 きている。それか らハー ドウェアが飛躍的に進歩 して、計算原理 もアラン ・
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チュー リングとフォン ・ノイマンの二人 によって きちんと確 立 されていた。そうい う理由で圧

倒的にデジタル ・コンピュータが世 の中 を席巻 して しまった。 ところが実は50年 前にあったア

ナログ ・コンピュー タに もいい側面 はいっぱいあった。それが現代的な意味で復権 してきてい

るのが 「ニュー ラルネッ ト」 とか 「ニューロ」 とか、 「ファジー」 とか、そ してカオスなんで

す。そ ういう意味で、新 しいアナログ ・コンピュータの原理 が出て きている。そうするとその

観点か ら言えば、計算理論 の立場で も非常 に大 きな分野が手付かずに残 っている。工学におけ

る基礎理論が新 たな局面 を今迎えつつあるとい う状況です。そ して、カオスが新 しい局 面を迎

えるための トリガーになると。そうい う感 じが しています。

合原 研究の重要性は こうい うことですが、 ここに も書いたように、新 しい と列記 されている基礎科

学 にカオスを含めて しまって もいい と思 います。 「データベース化」 とい うことで この分野 と

の関連 を言 うと、要するにカオスは非常 に広範な分野 を含 んでいる。 カオスというのは数学 に

も出て くる し、物理、工学 にも出て くる し、それから生 き物 にも、バ イオ素子 にも出て くる。

従来の科学技術 とい うのは細分化 されて狭い分野 を深 く掘 り下げてい くとい う話が多 かったん

ですカ1、 「カオス」 はそ うではなくて、色んな分野で横 断的 に出て きて、 またがっている。そ

うすると色んな分野で どんどん論文が出て くる し、研 究 している本人 もカオスとは気付 かずに

カオスの研究 を している ことも多 い。だか ら、例 えば一人で全部 を読 もうとす ると一分 に一本

の論文 を読む ようでない といけない状況(笑)に なってきている訳だか ら、そ ういうものが き

ちんとデー タベース化 されて、例 えばキー ワー ドで検索で きるというのが必要であ る。 カオス

が色んな分野に またがっている し、多分データベースを作 ること自身 も大変ですが、あ るいは

本人 もそれ とは気付 いていないでカオスの研究 を しているか も知 れない。カオスはもともとの

概念が数学の世界 から始 まっているか ら、ち ょっと特殊で他分野 の人はコンセ プ トがよ く分か

らない とか、 「専門用語の壁」 とい うの も当然他分野 にまたが るか らある。そ うい うものが解

決で きれば非常 に我々にとって も助 かる し、 この分野に とっても助かる。それ と全 く同 じこと

が、多分 「脳神経科学」 にも言える。今、 日本ではその研 究が盛 んになって、21世 紀 を 「脳 の

世紀」 に しようとい う大 きな動 きがあるけれ ども、 この脳神経科学 というの も、実験があ り理

論 があ り、実験の中で も生理学、分子生物学 など非常 に多岐 にわたるので、当然一人の人がそ

の分野の最先端の知識 を全部把握 しているというのはあ り得 ない訳 です。そ うする と、やは り

そ ういうものはデータベース化 しないといけない。他の関連 している分野で何 が行 なわれてい

るかを知 らずに研究 を各 自が しているという状況があるので、この分野全体 の研究 にとって も

非常 にデメリッ トになる訳です。それから、脳 の中に も色々場所 によって名前がついているけ

れ ども・生理学者 と医者 はそうい うの を覚えていて も、理論 をやる人 にとっては脳 の場所 とい

うのは全然 よく分からない。その場所 の名前が 「学派」 によって も違 うという話 もある。そ う

い うことが整理 されない と、 この分野 の研究の 「現状」す ら把握 できない
。 こういうことに今

なっている。

事務局 基礎研究の分野でもパ ラダイム ・シフ トに近いものが出て くる。では、普通の人達に も変 わ

り方が見 えやすい ような将来的事例 はあるで しょうか。

合原 もの凄 く 「見えやすい」 とい う話だ と、家電製品な どが挙 げ られる。例 えばさっきの 「ホメオ

ダイナ ミクス制御」 を使 った石油 ファンヒーターとい うのがある。従来のエアコンとか石油 ファ

ンヒー ターは温度 を一定 の温度 にす る。それを 「1/f揺らぎ」 という人間にとって心地 よい よう

な揺 らぎを作 り出す時にカオスを使 っている。 「班揺 らぎ」 というのはカオスを使 うと数学的

に非常 に簡単 に作 れる。 カオスを使 って 「1!酷らぎ」 をする石油 ファンヒー ターというのはも
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う製品 としてある。 それか ら皿洗 い器。カオス的回転 を使 って非常 に効率 よく洗 うような皿洗

い器 も出ている。

事務局 哲学 とか、思想的な面で社会 を変えて しまうようなものには どんなものが挙 げ られるで しょ

うか。

合原 それは色 んな重要 なコンセプ トを与えている訳で、その一つ は、カオス とか複雑系 のコンセプ

トとい うのは従来の還元主義 に対す るアンチテーゼである。つ ま り非線形 に相互作用 している

か ら、全体 は要素の単純 な 「和」 としては表せない。その意味で逆 にシステムを組む場合に、

要素 に分解 して考えても分 からない。これは非常に大 きな話なんです。ただ、 ち ょっと誤解 さ

れている ところがあって、要素に分解 してその和 としての全体 は捉 えられない とい うことは正

しいけれ ども、それは必ず しも要素 を調 べて もダメだ とい うことにはつなが らない。実 はカオ

ス とか非線形 の複雑系 で も、要素を徹底 的に調べることによって得 られる知見 とい うのは場合

に よっては非常 に深 いものがある。だか ら、還元主義 を否定 はするけれ ども、実は要素 を調べ

ることによって、複雑系 とかカオスに関 しても得 られる知見 とい うのは非常 に深い ものがある。

これは注意 しておかない といけない。

合原 還元主義ではダメなんだけれ ども、エ レメン トを調べないでいいか とい うとそ うではない。エ

レメン トを徹底的に調べて本質を抽出 し、その上で非線形 システムとして再構成することによっ

て、単純 な還元主義 によっては得 られない非常 に深い理解 を得 られることがあるということな

んです。

事務局 フロンガスを一人がち ょっとシューとや っただけで南極 のオゾン層 に穴があ くというような

ことはカオスのバ タフライ効果の考え方で説明できるので しょうか。

合原 あれは多分、一人がやったとい うことではな くてみんながやっているということだと思 います

けれども(笑)、 複雑 な非線形のシステムで はある種 の 「因果律 の連鎖」が起 きる。その時 に

ち ょっとした差が どんどん拡大 してい きますか ら、従来の因果律 で捕 えようと したらつなが ら

ない ようなことが因果の連鎖の中では思いがけない原因と結果が出て くる可能性があ りますね。

それは逆の見方 をすると、従来の因果律 でカオスとか非線形 システムを理解 しようとすると、

間違 った理解 や狭 い理解 になる可能性がある。例 えば気象 の例 だ と、異常気象 をす ぐエルニー

ニ ョが原因だ という捉え方 をして しまう。 これはまさに従来 の安直な因果律 で捉え ようとして

いるんであ って、僕 は違 うと思 う。 「気象」 というのは色 んなものが相互作用 しなが ら動いて

いるんであ って、一見エルニーニ ョが原 因 となって起 きているように見 えるんだけれども、実

はそれ 自身 もお互いに因果の鎖 で結び付 いている。異常気象の原 因をエルニーニ ョとか、ある

特定の もの に帰着 させ ようという考え方 自体 は従来の非常 に単純 な因果律 を安易 に使 っている

話です よね。ああい う考 え方では本当の理解 にもならない し、解決 にもな らない と思 う。それ

と同 じことがフ ロンなどにも言える訳で、フロンによってオゾン層が破壊 されたか らといって

逆 にオゾンを空 中に出せばいいか とい うとそ うではない(笑)。 複雑 な因果の非線形ネ ッ トの

中でああい う現象が起 きて しまったのだか ら、それを解決 しようとい うときにも、非線形 ネッ

トの 「オゾンに穴 があ く」そのメカニズムが何 かとい うことを安直な因果律 ではな く非線形系

として捉 えなければ解決 にはならない。少 な くともフロンが非常 に大 きな要因を与 えているこ

とは確 かだか ら、そ こを押 さえようとい う考 え方はいい。けれども、本当の理解 というのは非

線形のネ ッ トワークとしてオゾン層の問題 を捉 えて、その中の部分的な もの と して 「フロンと
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オゾンの穴」 という一つの 「パス」 を見ない といけない。それは唯一のパスではないのだから、

もっと総合的で全体 的な捉 え方を しない といけない と思 う訳 です。

事務局 そ うすると、人間の社 会活動 とか、人間 と他の生物 との関係 にもそ ういう捉 え方 を しない と

いけないものがあるのですね。

合原 それは当然あ ります。そ もそも生 き物 とい うのは 「非線形 な存在」で、環境 自身も非線形 な存

在 ですから、環境問題 もそ うだ し、人間 と他 の生物 との関係 もそ うだ し、人 間 と機械 との関係

も、人間が非線形ですか らそうです。だから、常 にカオス とか非線形の考 え方 を しない と本 当

の理解にはな らない と思 うんです よね。

事務局 そうすると我 々は、 自分の分からない ような変化が伝播 する可能性があると常 に考 えていな

い といけない。 そうす ると地球環境問題 なども、 そういう考 え方か ら考 え直 さない といけない

ということですね。

合原 これまでの科学技術 というのは、線形理論 とい うのは もうきちんとした体系 としてで きていた

か ら、線形 の考 え方はキチ ッと使ってきた。それはまさに還元主義 と相性がいい訳で、つ まり

線形 システ ムとい うのは 「重ね合わせ」 が起 きるか ら、 まさにその要素 を調べればその重ね合

わせと して全体 が出て くる。 ところが、カオス とか他 の非線形 システ ムの研究 によって、そ う

じゃない現象が当た り前 のようにあるとい うことが分かって きた。だか ら、そ うい う考 え方で

社会現象 とか経済現象 を見てみる というのは非常 に重要だ と思います。

事務局 「フ ラク タル」 と 「カ タス トロフ ィー」 の関係 につ い てお うかが い したい のです が。

合原 「カオス」 と 「フラクタル」 と 「班揺らぎ」 とい うのはよ く一緒に議論 されるんですが、 「カ

オス」の立場か ら見 ると、 カオスを幾何学的に特徴 づけようとするとそ こで フラクタルの概念

が必要 になるんですね。 とい うのは、多 くのカオスというのは幾 何学的な次元 を計 る と 「フラ

クタル次元」、はんぱな次元 になって しまう。そ うい う意味でオーバ ーラップ しているんです

けれども、 どち らかが一方 を含 んでいる とい うのではない。 フラクタルはフラクタルで、自然

界 に多数ある自己相似 な図形 をどうやって理解 するか とい う理論体系ですから、重なってはい

るがそうでない分野 を各 々が持ってい ます。それか ら、 「1fi揺らぎjに 関 しては、ある種 のカ

オスは時間的な振 る舞い を見ると 「1rf的揺 らぎ」 をす る訳 です。 しか し当然、確率的な 「1rs揺

らぎ」 もあ り得 る訳です。そ こもち ょっと重なっているんですけれども、当然 そ うではない分

野 を各々が含んでいる。そ うい う捉 え方がで きると思い ます。 「カオス」の立場か ら言 うと、

カオスの幾何学 を論 じようとすると 「フラクタル」が必要 になる。 カオスの揺 らぎを説明 しよ

うとする と 「M揺 らぎ」 と関連があると。 「カタス トロフィー」は数学的 に言 うと、ある種 の

分岐現象です。 システムの定性的な状態 が、パラメーターを変 えてい くと突然 ガラッと変 わっ

て しまうという現象の一種 なんです。そ うす ると、カオスが どうやって起 きて くるかというこ

とを考 える時 には、 カタス トロフと関連 があって、それは 「分岐構造」 を調べ る。カタス トロ

フ的にカオスが発生 した り消滅 した りす る現象 もある。だから、従来の トムの 「カタス トロフ

理論」 は、ある平衡点が消えた り生 じた りとい うことだったけれども、その平衡点が実はカオ

ス状態で もいい訳です。 ある平衡点か らある平衡点に突然変 わるので はな くて、あ るカオス状

態からあるカオス状態へ突然変わるとか、あるカオス状態か らある平衡点へ と突然変 わるとか、

逆 にあ る平衡点 からあるカオス状態へ突然変 わるとか。そ ういう現象 もあ る。いずれにせ よ、
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その辺の話 というのは 「非線形科学」 というタームで大枠 としては くるんでおいて もいいか も

知 れない。 この資料 では、下の非線形 を消 して上 に分散 して含 まれ たんだ とい う解釈ですよね

きっ と。それはそれでいいんだと思い ます。

事務局 「揺 らぎ」 とい う概念 は 「カオス」 よりも大 きい概念ですか。

合原 大 きいです。それは確率的 な 「揺 らぎ」 とい うのが当然あ りますから。

事務局 この分野の研 究の国際的 なレベルはどうなっているのですか。

合原 我 々は工学の立場でやっているんですが、工学の立場では日本 は世界的に非常に高い レベルで

すね。 もちろん物理 とか数学の世界 で も、日本ではカオスの研究 は盛 んで、高 いレベルにあ り

ます。で、なぜ 日本でカオス工学の研究が盛んかとい うと、歴史が古 い。実は1940年 代 から日本

では電気工学の分野で非線 形現象とい うのが扱 われてきた。特 に京都大学の林先生、山口先生、

椹木先生などの電気の研究室 を中心 として世界の最先端 の研 究が行 なわれてきた。多分 そのキッ

カケとしては、例 えば電気工事の分野では第二次大戦後 日本で色々 と電化 をやるようになって、

電気 の トランスを使 った。その トランスが非線形なんです。その トランスが非線形現象 を生 じ

てた とい うことがモチベーションとしてあったらしい。世界 で も非常 に最先端の時期で、カオ

スの研 究があ まりや られていなかった時期 に、カオスとい う言葉 は使 わなかったけれ ども、電

気工学の分野ではカオスの研 究が行 なわれていた。そ ういう歴史があるので 日本の工学ではカ

オスの研究が活発で、そ ういう背景 もあ って、僕は 「カオス工学」 というコンセプ トを提言で

きたんです。

事務局 時間的な軸 ということでは、基礎研究が社会生活 にインパ ク トを及 ぼす時期 とい うとどの く

らいの先 で しょうか。

合原 電力の需要 を予測 した りと、すでに産業応用は一部始 まっているんです。関西電力 とかがや ら

れている。かな り、具体的な産業応用の研究が始 まっているか ら、21世 紀の始め頃には色 んな意

味でカオス的なテクニックが使 われて くると思います。今盛 んにや られているのは、電力予測

とか、水道の浄水場 の水 の量 の予測 とか。そんな ものをカオス工学で開発 されたテクニ ックを

使 ってやる。それか ら、色んな複雑 なプラン トとか溶鉱炉 とかの設備診断であるとか。健康診

断 にカオスを使お うとい う話 もある訳です。それと同 じように、色 んな複雑な工学 システム と

い うのは非線形な訳 です。すでに人類 は非線形の システ ムを作 り出 して使 って しまってい る

(笑)。 ところが、ち ゃんとしたモデルすら書けないシステム とい うのがある訳です。溶鉱炉

な どはまさにそうで、あれは非常 に複雑 なシステムでちゃんと数学モデルが書 けない。人類 と

い うのはちゃん とした基礎理論 がな くて も、ちゃん と作 って使 っち ゃってる。 ホモ ファーベル

的な側 面 とい うのは昔か らある訳です。要するに、人間の中に流 れているホモファーベル的 な

血 というのは、理論 なんかな くて も要請があったらモ ノを作 っち ゃうとい うところがある。人

類 は創 造性 にあふれているから、作 っち ゃう。非線形 な もので既 に動 いているものは沢山世の

中にある訳です。そうすると、 「カオス」 という概念 は自然 の理解 に ももちろん重要だけれ ど

も、非線形 な工学システムの理解 にも当然重要なんです。で、健康診断でカオスを使 うの と全

く同 じようなセ ンスで、非線形 なプラン トとかシステムの健康診断をする。 これを 「予知保全」

とい う言葉で言い ますが、そ うい うもの にこういう非線形の考 え方が どんどん使われている。
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事務局 そういうものは、今 まで知 らなか ったけれ ども経験的に乗 り切 ってきた ということですね。

合原 まさにその通 りです。溶鉱炉の場合は、昔か ら 「宿老」 ともい うべ き人達がいて、溶鉱炉の医

者 の ようにず っとその状態 を見ていた。町医者 のように溶鉱炉の状態 が手 に取るように分 かっ

ていて、具合がち ょっと悪 くな りそ うだ というのが分かる。そ うい う人達がだんだん減 って き

ていて、理論化 していかない といけない訳です。非線形 な工学 システムをどうやって診断する

か という点で、そ こで今非常 に大 きな壁 にぶち当たっていると思い ますね。今 まではそれは人

間がやっていてなん とかできた。今度 はそれをなんとか機械化 し自動化す るとい うことで、そ
'の 時にはまさに非線形 システムを扱 わな

いといけない。

事務局 動物実験のような レベルではカオスはどのように使 われてゆ くんで しょうか。

合原 生 き物 というのは非線形の固 まりですから、当然 カオスを出す訳です。脳 からもカオス を出す

し、循環器からも出る し。だか ら、生 き物の広 い意味での 「リズム現象」、そういうものを理

解するキーにカオスはなると思 います。僕 の学位論文 はイカの神経で書いた。生 き物は本当に

カオスの宝庫 なんです。

事務局 生物の突然変異 とか種 の滅亡 や淘汰 もカオスの概念で説明できる分野 なので しょうか。

合原 カオスというか、 もっと広 い複雑系 という概念でシ ミュレーシ ョンは色々行 なわれてきている

ので、そ ういう可能性 はあるか も知 れません。特 に、進化 というのは実験で きない、一回 きり

のパスで来ているものですか ら、そ うい うものを調べる ときには コンピュータを使 って可能な

色 んな 「パス」 を調べて、 こんな可能性があ るとい う研究 は非常に重要だと思い ます。

事務局 恐竜 の骨のDNAを 調べて、恐竜が鳥へ進化 したんだ とい うのがあ りましたが。

合原 そ ういう分野があることもあ りますが、 「ミッシング リンク」 というのはいっぱい進化の問題

の中にあ りますよね。そういう時 に非線形 なシステムとしてそれ をシ ミュレー ションしてみ る

というのは非常 に重要な仕事 にな ります。

事務局 非線形の分野 の、職人 さんの経験の ようなものが継承で きるようになると、今 までで きな

かったことに光明が見えてきますね。

合原 そ うですね。要 するにだから、 「エキスパー ト・システム」 とい うの もそこを最初 に狙 った と

思 うんですが、色 んなノウハ ウ的なものは言語化 で き概念化 で きる ものはこれまでのAIの 取 り

組 み方でいい。 ところが、 「よ く分か らないけれ どもこうなんだ」 とい うことは非常 に多い訳

です。その部分 に関 して何 らかの数学的枠組みを作 ろうというのが、我々がやっている、プラ

ン トとかの設備診断にカオス的な手法 を応用 しようというこ となんです。

事務局 情報処理のパ ター ン認識 というのがあ りますが、 カオスチ ップな どが出て くれば、飛躍的に

進みますね。

合原 カオス とかニューラルネッ トとい うのはまさにそ こを狙 っている。結局、パター ン認識 などを

言語的な ものや 「離散的」 なものでやろうとする と、当然壁がある。 とい うのはパ ター ンは無
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限個 あ ります から。そ うい うものをうまく分類 する時 にはアナログ的な コンセ プ トが要 る。

ニュー ラルネッ トが今一番 プロ ミシングな技術 だと思 いますが、そういう意味で、そ うい うも

のでやる とい うのは一つの重要な方向ですね。かつそれを並列 的に処理 してい くというのは極

めて重要ですね。人 間の脳 はそれをやってい る訳です。例 えば視覚認識 を考 えて も、人間の脳

は素子 の速度が非常 に遅い。パルスが 「ミリセカン ド」のオーダーですか ら。だか ら今 の工学

的なコンピュータと較べ ると10の6乗 は遅 い訳です。 ところがパ ター ン認識は非常 に早 くで き

る。そのカラク リは何 かというと、一つの重要なキーは並列 とい うことがある。例 えば我々が

ものを見 た ときに、一旦網膜でそれを受容 して後頭部 に運 びますが、片 目あた りだいたい百万

本のケー ブルを使 って運んでいる。それで10の6乗 ですか ら、 もうそこで取 り戻 していることに

なる。だか ら、並列的にやる。ニューラルネッ トのようなアナログ的 な素子 を使 って並列的に

やるというのは、パ ターン認識 に関 しては非常 に重要な項 目にな ります。

事務局 「カオス工学」の広が りか らします と、 ここの分類 の3番 に書いてあるように、 「人類の歴史

的蓄積 データの新活用」 とい うことで先生の ご研究に役立つ部分があると思われるのですが。

合原 例 えば、先程の 「予測」みたいな話をする時 には、色んな時系列データで試 してみ る必要があ

るんですね。そ うい う時 に色 んな過去のデー タ、例えば年輪 とか気候 とか色んなデータがある

と、 どんな法則があったんだろうか とかそうい う話がで きる。だか ら、非常 に長い時間にわた

る色 んなスケールでの自然界 のデータ、ポ ピュレーションとかそういうデータがあると、 こう

い う手法で 「カオス」 という立場で理解で きるかどうかというチェックがで きる。それは重要

なんです。実際 にはそういうデータベースがないので、我々は苦労 して色 んな人 と共同研 究 を

や ってデータをもらった りしている。 「時系列 データのデータベース化」 とい うのは、特に こ

の分野 にとっては非常 に重要なんです。

事務局 そ ういうのは非常 に重要な21世 紀 に向けての事業 だとい うことで、提言する価値が大いにあ

りますね。

合原 あ りますね。例 えば地球環境問題 の関連 で将来予測 をす るときに、 それまでのデータがあれ

ば、デー タから法則性 をうまく抜 き出 して将来 どうなるかの予測がで きる訳ですよね。それに

はデータがないことには何 もで きない訳ですか ら。

事務局 最後 に先生の分野で提言 しておかれたい ことがござい ましたらお願 い します。

合原 最近 テ レビでカオスの番組があったのですが、テ レビで見たいのを見逃 した人が後 でテ レビ局

に問い合 わせて も ビデオは もらえないら しいです よね。ああいうのはこうい うデータベースで

自由に取 り出せ るようになっていればいいん じゃないか。色 々著作権 とか問題 はあるで しょう

け ども、そ ういうものがあると非常 にいいん じゃないで しょうか。 まあ、テ レビというと妙 な

番組 もあ りますが、貴重 な番組 も割 と作 っている。そういうのをちゃんと検索で きて、過去の

科学番組 とか取 り出 して見れるとい うサービスは必要だろうと思います。それは一つのテレビ

局ではで きないことで、色 んなテ レビ局 にまたがることなんでこうい う大 きなプロジェク トで

やる しかないだろうとは思います。

事務局 最後 のページで、報告書の内容 はこんな感 じでと考えているんですが、修正 とか追加 とか強

調 すべ きで あるとか、 もしあ りま したら教 えていただきたいのですが。
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合原 前の 「知的資源立国への道」の箇所 で、 「情報 の自己増殖作用 の活用」 とい うのが あ ります

が、 これ ともう一つ 「情報の非線形相互作用 の活用」 とい うのが多分必要 ですね。情報 とは色

んな情報が非線形 に相互作用 することによって非常に価値が高 まる訳 ですか ら、そこは強調 し

ておきたい ところです。 まさにカオスの研究が非線形相互作用の研究であるんですが、 こうい

う情報 のデータベース自身が非線形の相互作用 を産み出す源 になる訳です。

事務局 それは現在のイ ンターネ ッ トなどのネッ トワーク上で も起 こっているんですか。

合原 そ うですね。それが上手 く起 こしやすいようになっていれば、それが 「価値の創造」 につなが

る訳ですか ら、そ こはそういうカラクリが欲 しいです よね。

事 務局 そ うい うこ とが起 こ りやすい ネ ッ トワー ク ・シス テ ム、 あ るいはデ ー タベ ー スの利用 システ

ムが大 事 だ と。

合原 そ うですね。一見関係が ないような分野が、実は関係 がある ということを利用者が上手 く取 り

出せるようになるといい。例 えば 「非線形科学」 な どはそ うですよね。そ うい うものが重要 に

なるん じゃないか と思います。

事務局 本 日は有難 うございました。
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安達 淳委員

事務局 ご専門の領域 について、将来的展望 も含 めてお話 しください。

安達 私の専 門はコンピュータのなかで も、デー ターベース及びネッ トワークの応用 といったところ

で しょうか。デー ターベースや、ネ ッ トワークを実際 に使 った情報 システムを作 って行 くとい

うことが専 門です。学問的には、ソフ トウェア工学、データーベース、ネ ッ トワー クなどが関

連 します。 それに、 コンピュー タのさらに中心部であるオペ レーテ ィングシステムも関連 して

い ると考 えてい ます。ネ ットワークのプロ トコルを設計 した りデータベースシステムを設計 し

た り、動 か した りとい うのが実際の仕事 です。将来展望については、私 どもの ところでやって

い るデータベースは学術 的で、儲か らないものなので、学問的に関連する活動 自体 が、 ビジネ

スと してはなかなか成 り立たないものである事は周知 の事実で、 どこの国に於 て も国からお金

を補助 とい う形で集 めて、広い意味 で社会 に還元 してい くというシステムの一環 です。私 ども

のや ってい るデー タベースを作 るという活動 で採算が合 うとい うことは一切 あ りません。広い

意味での研 究 とか教育 とか学術 的な中に しか存在意義 を考 えることがで きない訳 ですか ら、 ビ

ジネスのデー ターベースとはその意味で全 く違 います。

安達 人間の活動 のなかで電子 的な情報 を使 うことが ます ます多 くなってゆ く中で、ネ ッ トワークと

かデー タベースが、 どう使い こなせ るか については、非常に危惧 す る面の方 が多いです。世の

中で一般的 にイ ンターネッ ト等 に期待す る声が多いですが、私 は逆 に、ああい う非常に捉え処

のない無政府 的なアクティヴィティーは、社 会の人間の活動がネ ッ トワークに投影 されたもの

で、実際に どう加 わっていったらいいのか よく分か らない。世の中 には 「秩序」 と言 うものが

あ りますが、その秩序 を電子 的なコミュニティーの上で どう保つ かとい うのは、今 までにない

話 であ りまして、これは技術的な話ではない。その中で時代の流 れは もっともっと競 争的になっ

てい き、社会が競争的になればギスギス して くる という悪い側面 もあると思 う。情報 というも

のに絡 んで言 えば、仮 に情報 というものが価値 を持つ ものになれば競争になって くるので閉鎖

的 に使お うとい う動 きが出て くる。それが どうなってい くか、私 の関係 してい るような情報は

基本 的にはオープンで とい うことになっているのですけども、実際 の ところはそ うではないん

です よね。実際 には、自分 自身にとって貴重な情報は囲い込 もうとい う動 きもあるわけです。

その中で、一人だけでは成 り立たないので、 コミュニティーのなかで成 り立つ ものですか らそ

の中でオー プンに してい く。従来電子的なコミュニケーションの手段 のない状態で安定 してた

コミュニティーが、新 たな安定状態に行 くためには過渡的には混乱状態があるとは思います。

今そ ういう混乱期 に入 りかけてるのかなという気 でお ります。21世 紀 になる とそれが どう安定

するのか、 これを探 るのが今 回の話なのかなという気 もしています。

安達 私 は比較的通信 に近いところでずっと仕事 をしてきましたので、通信 に関す る 「嘘」 というも

のを随分見て きま した。例えばマルチメディアとい う時、いつ も思い出すのは 「ニューメディ

ア」 とい う言葉です。今マス コミで言 われてるほど私は、 「ネッ トワーク」 とか 「マルチメディ

ア」 とか とい うものには期待 を持 ってません し、かな り醒 めた目で見 てい る。多分、大部分 の

試み は失敗 に終 るだろうと思 います。その中で 日本の アクテ ィビティーが不健全 なのは、やは

り経済 とかモ ラルとか秩序 とか、そういうところの認識が甘い。ただ、光 ファイバーケーブル

を引 けば何 とかなるなどの発想がおか しい。 アメリカの方が まだ健全 なのは、 もうかるか も知

れない というのでや って るわけです。その方が健全 で、一発 当てて もうかれば、時代の寵児に

なれる し、 その中で失敗 してい く会社 が沢山ある訳ですね。のるかそ るかの競争 を してます。
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それが今、世界 的なコンセンサスのあ る取 り組み態度 であ って、 「官」 とかその辺が主導 して

持 ってい くとい うのは もう無理 な話 だと思い ます。本当にそ うい うものが人間の生活に どう役

に立つのか というところが分からない面 もあ ります。

安達 一方、 ビジネスではで きない面 もある訳 です。例 えば教育 や医療 な ど、そ うい うところを

「官」がやるというのな ら判るのですが、 しか し人間の ビジネス活動 に関わる ところまで 「官」

が 「ああせい、 こうせい」 とい う時代では もうないだろうと思い ます。政府が主導 して光 ファ

イバーを引 くとかいうのは少 し置いといて、例 えば民間会社のNITが どう取 り組む とか、それに

対 して他 の通信業者が どう取 り組む とか、CATVの 会社がどうやって事業 を拡大 したいか とか、

民間の活力 と言いま しょうか、それに期待 した方がいい と思います。規制緩和 などとも関連 し

て くる話題だ と思、います。

安達 基本的にNIIの ような ものは必要だ し、考 え方 をはっきりさせなければならない と思 う。 日本で

は高速道路 は誰が作 るのかな どは、 まだはっき りしてなくて、料金が毎年上がってい くとい う

ひどい話があ ります。情報の高速道路 を作るのであれば、アメリカのインターステー トハイウェ

イの ように国が作 ってタダで使 わせる とい う考え方 を取 るのか、不健全 な 「受益者負担」 とい

う形 で日本の高速道路は動 いてますが、そのような考 え方 でいけばその上 に流 れる情報 を使 う

ということに於 て、国民の間に格差 と言い ますかそういうのが出て来 る訳です。それか ら思っ

てお りますのは、従来の通信 というシステムは滅 びな くてはいけないだろ うと。つ まり東京都

内は3分 間10円 であって、市外料金 は距離 に応 じてお金 を取 るとい う料金体系 ですね。 このまま

では新 しい時代 の通信 はできない。おそ らく、1ヶ 月当た り1万 円の料金 を払 えば後 は使いたい

放題 とか、国民の権利 として光 ファイバー1本 は使 える権利 があるな ど、そ うい う形でないとも

うやってけないのではないか と思 う。映画 を2時間光 ファイバーを通 して観るのには、300円 とか

400円 位 しかみんな払 わないで しょう。 もしそれ よ り高ければみな ビデオ屋 さんへ行 って借 り

て、誰 も新 しいサ ービスを使わない。料金 の方はそっちの方か ら決 っている訳で、動画を2時 間

400円 で観 られるのであれば、音声 の通信はタダに しかならないですよね。郵政省 などはそ うい

うところを本当は判 ってるんだ と思 います。 そこへ どうや って軟着陸 させるのか監督官庁 とし

て非常 に難 しい。だから、ハイビジ ョンが どうの こうのなんてのは軽 い話題で(笑)、 通信料

があの省 が抱 えている一番むずか しい問題だ と思い ます。

事務局 「一品種 一生産」 というような産業構造 をかな り変 えてゆ くような感性中心社会が来たら、

今 の産業構造 ない しは、色んな事柄が、 こう変 るという事例 を一つ挙 げてみたんですが、それ

について先生 はどのようにお考 えですか。

安達 感性 とか感情 というのは、非常 に扱 いに くい ものだと思います。私はエンジニ アですか ら、何

か役 に立つ ものを作 るというのが、基本的な志向性ですので、人 間の持 っている感 じ方の仕組

み を分析するとか、それは理学のすることです。物事 に関する視点が違 うと思 う。感性、芸術、

文化 とか、人間の社会のなかの非常 に重要な要素であるとは認識 してい ますけ ども、従来技術

はそれ とは距離 を置 いていま して、最 も人間 ら しいところが ここだったと思 う。私 はそ うい う

ところをず っと残 してお くべ きで、それを操作 するな どということを危惧 しているという感 じ

です。 この メモに関 して言いますと、情報社会 が文字中心 から画像、動画 になってい くという

のはほとんど意味をなさない分類だ と思 う。従来人間は動 くもの を見て きた し、画像でパター

ンを認識す るのに長 けていたわけですね。 コンピュータがで きなか った訳ですか ら、動画 を処

理 した り、絵 を見て判断するのは全 部人 間がや ってきたわけです。その際、 しょうがないから
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絵 は絵 の まま蓄 えてみた り、動画は動画のまま蓄えてみた りやってきた訳で、人間の社 会的な

活動のなかで きち んと、位置付 けられてきたものです。それ をコンピュータのなかで自律 的に

情報化で きるようになったか というとまだダメで、従 来か らの私 の理解 ではパ ター ンの理解 と

か画像 の理解、動画の理解 というのは非常に難 しい情報処理の側面で、20㏄年 頃になったとして

もコンピュータで賄 える部分は少ないと思い ます。バ ーチ ャル リアリティーに して も、画像 の

合成の話 ですか ら、逆 に風景 な どを与え られて何 をしているのか理解せ よとい うことをコン

ピュータにや らせ るのは、基 本的 にはまだ無理 だと思 う。あ と20年経 ってもなかなか厳 しいん

じゃないかな。ですから、そういうものから情報 を抽出する とい うのは人間の仕事、人間のや

る情報処理 な訳で すね。ですか らこれは、非常に感覚 的な議論 を してるように思います。

事務局 人間が本来持 っている機能の部分 と機械であ るコンピュー タの持つ機能の部分 とははっき り

分 けて認識 した方が、正 しい と言 うことですか。

安達 はい。機械 は機械です。

事務局 「情報 は自己増殖 してゆ く」 とい う議論があ って、 自己組織 性 とい う言 い方 もされてい ま

す。先程のインターネッ トでのモラルとか秩序 と言 うこととも対応すると思い ますが、情報 の

自己増殖性 とか、 自己組織性 と言 うことにつ いてお聞かせ下 さい。

安達 基本的に人間が昔か らやってきた情報処理 はそういうものだった訳です。つ まり、世代 を越 え

て生 きてゆ くために必要 な行動 の様式 を伝 えて行かなければいけないので、それは、親が働 く

姿 を子供が見て覚 えるとい う段 階か ら、学校 を作 って組織 的に情報 を与えてい くとい う形 にだ

んだん世の中が組織化 されて きた。結局、人間が生産 する情報は断片的なんですね。生の情報

を考 えてみて も、政府の出す統計 データーとか、外国 から流 れて くるデー ター とか、経済指標

とか、景気 が悪 くなるとか、,と いう最終的な情報 まで。抽象度 と言いましょうか、 レベルを上

げてい くとい うプロセスは常 にある話なんですね。現状 のコンピュータシステムの使 い方 を見

ます と、 コンピュー タは生の情報すなわち断片的に切 り取 られた情報 をそのまま与 える とい う

ことで しか機能 してない。ですか ら、 「株価 の動 き」 を見 るとか、少 し便利 に して、ある会社

が過去数年間どうい う株価の動 きであったかというような情報 です。情報は色 んな形で切 り取 っ

て与えることはで きますが、最終的に買 うべ きか どうか とい うのは大体は人間が判断する。 ア

メ リカの方ではそれ を上手い コンピュータプログラムで判断するという方へ少 し動 いている。

しか しそれは、 コンピュータ同士でチェスをさせ るの と同 じで、言ってみればゲームの ような

ものですね。そ うい う意味で情報は 「自己増殖的」 なので はな くて、素材 は沢山ある。 ある意

思決定 とか判断 をす るために、 どの情報 とどの情報 をどうい う風 な形で処理 を して意思決定 を

するか とい う、 プロセスが問題 なのであって、情報 自体 が自己増殖 して も人間には直接 的なメ

リッ トはない。例 えば、株価 の生の情報があ っても、毎 日毎 日そこからグラフを出す とい うふ

うに使 われるのであ って、何 にも使 われないのに情報 を勝手 に作 って貯 めておいて もそれだけ

では特 に意味はない。自己増殖 させるさせない とい う問題 は別 として、何か意思決定 や判断 を

しな くてはならない、 とい う位置か らものごとを見ない といけないと思います。別 の言い方 を

します と、 ロボ ッ トなどを設計するときに、結局何 をプログ ラミングするか とい うと、今いる

状況でいろいろなセンサーか ら入って くる情報 をベースにどう判 断するか という仕組み を作 る

ところに本懐があ るのであって、 「何があるか判 らないので全部のパターンを用意 しま しょう」

とい うのは経済性 がなさすぎますね。それは、学校教育で も同 じです。学校 で九九 を覚えて計

算するということを教えさえすれば、 どんなところへ行 って もお金の計算はで きるだろうとか、
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字 は書 けるだろうということであの ような教 え方 をする訳で、その中だけで 自己増殖 的に情報

を作 って も、 どれだけ意味のある物が出て くるのか判 らない。それ よりは、世の中に出 して経

験 の上でいろんな活動 をさせる とい うや り方 を取 る。 「自己増殖 的」 とい うのはメカニズムと

しては面白い し、それは何かに使える とは思いますけ ど、それだけでシステムが完結するとは

思い ません。

事務局 今、先生の御活躍なさっている分野 と、異分野で重な り合 ってる専 門分野 と言えば どういう

分野があるで しょうか。

安達 コンピュー タの分野 は専 門 としての独 自性 をなかなか打 ち出せないところが問題です。例 えば

マルチ メディアといって も色 んな分野の人が入ってきてお り、そ ういう意味 で色 々なところ と

重な り合 うと思います。特 に私 は応用ですので、応用分野 ごとに重 なると言って もいいで しょ

う。逆 の言 い方 をします とコンピュータは、 システム、大 きな全体 システムを作 る ときの素材

にな りますので、すべての分野がコンピュータに関わらざるを得 ないのではないか と思います。

事務局 先生がデータベースの構築 とか利用 について研究 されてるとき、他 の違 う分野の研 究でその

研 究成果 を応用 して、問題 を解決で きる可能性 を持 ってるとか。そ ういう研 究分野が理学の方

面 にあ るとか。

安達 それな ら半導体技術 ですね。圧倒的 に速い コンピュータがやは り必要 です。それからもう一つ

は、生理学な どに関連することだ と思 うんですけど、脳のメカニズムを解 明す る、その分野の

研究が インパク トがあると思います。

事務局 例 えば、 どういう事柄が関連 しているので しょうか。

安達 人間の脳 の 「素子」 と言いま しょうか、神経細胞 の速さはコンピュータほど速 くはな くて、 こ

の大 きさの中に何百僚 とい う数があ る訳ですが、基本的に僕 は脳 を機械 で作 ることがで きると

思 うんです。 しか し数が、今のニューロコンピュータの ように何 十個 の レベルでは、オモチ ャ

に しかならない訳で、半導体 の技術 と脳 の仕組みの解明 というのが進む ことに よって、人間の

やっている情報処理、先 ほど申 し上 げたとお りパター ン処理ですね、従来型の コンピュータで

一番処理の しに くい情報処理ができるようになるかも知れない。それが、新 しい局面 を切 り開

くような気が しますね。 コンピュー タサ イエ ンスの中で も、 コンピュータを使 わないで脳の仕

組み を考 える、人工知能、認知科学、あの方面の非常 に地味 な研 究に期待 するところが大 きい

です。

事務局 変革 を切 り開 くキー概念 について教 えて ください。

安達 通信 とい うものが今大 きく変 ろうとしていますが、電話でない形の通信が どこまで人間生活に

入 って来 るかについては、予測 し難い ところ もあるが、少 な くとも後10年 後 に過去 を振 り返 る

と、随分変 ったなと思えるだろう。通信 というのはそれほど大それた技術ではな くて、例 えば

将来 どう発展 してい くか判 らないような基礎的な技術 ではな くて、既 にある光 ファイバ ーの技

術 などで何 とかなる ものです。そういうもので大 きく変 るように思 います。残念なが ら、 ここ

に書いてあるい くつかの技術的 な課題は、人 間の日常的な生活 に入 って くるような形で進歩す

るとは思 えない。 コンピュー タが色 々情報処理 をするか ら変 るとい うのではな く、人間がいろ
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んな物 を受 け取 ることができるか ら変わるのではないか。画 像処理 は コンピュータがで きな く

て もよくて、ただネッ トワー クが送 って くれればそれを見て色 んな事 を考 えてそれが人 間の生

活 の仕方 を大 きく変えるだろう、そ ういう気持ちです。何 か技術的な ことで例 えばシステムや、

機械 が凄い ことをやって くれて世の中が変 ると言うんではない。距離的 な制約 ってのが どう し

て もあると思 うんです。 どうしても会 って話 さない と物事が決 らない とかですね、東京から大

阪 まで新幹線で2時 間、3時 間かかるな どの制約です。距離的な制約 が をネ ッ トワークが どの位

縮める ことがで きるかですね。先端 的な技術 開発、技術で世の中が変 わる と言 うことはあんま

りな く、 これから起 こ りそ うな通信の革命が相当程度世の中を変 えるんではないか。

事務局 通信 の一番のキーポイ ン トになる変化 とい うのは どんなもので しょうか。電話が変る という

ことは、 もうち ょっとリアルなイメージで会話がで きるとい う感 じなので しょうか

安達 この100年 以上にわたって音声 だけで通信するというや り方で社会が成 り立 っていたわけです。

60年 代か らテ レビ電話を作 ろうとい うのが通信 の研 究者の悲願 だったのです。残念 なが らまだ

特殊 な用途以外では使われていない。パーソナルコンピュー タとい うのが出現 して きて、 コン

ピュー タを使 って新 しい人間同士のコ ミニュケーションが生 まれつつ ある訳です。 これが社会

的な活動に どう影 響を与えるのかが読めない。ただ、 もの凄 く影響 を与えているのは事実です。

それは動画が送 れるから変 るというのではな くて、 もっと、地理的に離れてるから普段会えな

い、東京 にいるから味わえる雰囲気 であ った ものが、距離 を越 えて雰囲気 が出来て しまうとか

活動が出来 る とか、そう した事がで きて くるということで、変 ってい きそ うだとい う気が して

います。

事務局 今、東京 に情報が一極集 中 していることがあ り、そ うい う対極 に置 いた位 置での変化 という

ような ことを考 えれば よいで しょうか。 ネッ トワークは個人同士です ることにな りますか ら、

東京みたいに情報 を一元化 している場所 の必要性はな くなると。

安達 その通 りです。それが社会的 にどうインパク トを与 えるのか とい うのが読 めない。 と言 うの

は、あ まりに今の社会 というのは人間同士が直接に会 って、せいぜ い電話 を使 って、電話 とい

う形が相 当程度 に社会に染 み込 んでますので、ある意味で例 えば電子 メールなどを社 内で使 う

と中間管理職 を飛ば して上 と下が情報交換 して しまって、更 に人員削減 を促進するなどとい う

側面 もある と思 いますが。端 的にそういった形になるん じゃないかなあ と思 う。それは画像 で

テ レビ電話的に話ができるとい うこととは全然関係無 くて、非常 に原始的な文字の情報 のや り

取 りだけでそういうインパ ク トがある訳 です。若い世代の人達がそ ういうのをどう使 うかです

ね。その辺が判 らない。いい方向 に行けば一極集中 しな くて も済む と考 えられる。

事務局 最初 に 「通信の嘘」 ということを言われ ました。その中でネ ッ トワークとか、マルチメディ

アにはあ ま り期待で きない と。

安達 いや、期待 は しています よ。 していますが、その中で何 が残 るのか と言 うことは極めて厳 しい

話であ りま して、それほど甘 いもんじゃないだろうと(笑)。

事務局 どうい うものが有意義 な もの と して認 め られてい くか、 とい う

ど。

「使い方」の部分ですけれ
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安達 全 く地 を這 うような意見なんですけ どね、人間の活動 ってのは、お金 に非常 にセンシテ ィブで

す。情報サ ービス もそうです。紙の情報 ってのは安 いんです よね。本屋 さんに行 けばあの値段

で買 える訳です。情報量、情報 の質、例 えば写真 も沢山入 っている訳です よね。紙の情報って

のはとても安い。例 えば、新聞の持つ機能を、電子的な手段で代替できるか、なかなか難 しい。

朝、眠たい頭で何 が起 こったか大体掴みたい とか、そういうことをパソコンの上でや らせ よう

とするのはなかなか難 しい話 なんです。ですから電子新聞 なんてのはそう簡単 に定着 しない。

定着 しなければ月3㎜ なんぼの新聞のイ直段ほ どには下げられない。それより高ければ系鮒 定着 し

ない。相当思い切 った価格 を付 けなければ新 しいマルチメデ ィアサー ビスは定着 しない。思い

切 った価格 を設定するにはそれだけの度胸が要 るんですね。それには多 くのユーザーが飛 びつ

くような斬新なアイディアが必要なんです。 とい うわけで、マルチメディアとい うのはなかな

か厳 しい話題、ですから教育 とか医療 とか、お金 は余 り気 に しないみんながお金以外の ところ

で使 う様 な ところの方 がや りやすいんで しょうね。

事務局 「オンディマ ン ド」 と言いますが、 自分 から要求 を出 してい くというのが非常に難 しいと思

います。新聞の話で もそ うですが、確 かに新聞 な しで何 か知 りたい情報 を探す となるともの凄

く迷 うと思 います。 これまで、私たちは与え られた中か ら選ぶ というのに慣れて しまっていま

すが、本来 そういうものなので しょうか。 ネッ トワーク、マルチメデ ィア社会 になって知 りた

い情報はいつで も手 に入 るようになる とすると、習慣 その ものが変 わるで しょうか。

安達 パソコン通信 で も 「ROM」(リ ー ド ・オンリー ・メモ リー)と いう言い方があ ります。 しか し

大多数の人 は読 むだけなんです。それに対 して積極的 に何 か を言 っていこうとい うのは、社会

の普通の生活 を している中でも、ち ょっと変 った奴が、ああだこうだ と、訳の判 らん ことを言

うということではないで しょうか。おっしゃる通 りで、ネッ トワークで 「双方向」 と言って も、

人間アクテ ィブ じゃないとダメなんです。それはけっこう面倒臭い話で、キー を押す と面白そ

うなのが次 々出て来るので探す ぐらいの ことはや っても、 「こんな馬鹿な ことやって、それは

違 ってるよ」なんて ことをわざわざ入れてやる人はそんなに多 くないですね。我々の専門的な

ニ ュースグループで も、何回か質問を出 した ことがあるんですけでも、非常 に専門的な質問を

出 して も誰 も応 えては くれませ んよね。下 らない事ばか りに対 して、 「いやそれは知 ってる」

とか自慢げな解答が返って来るだけで、それは本当のプロフェッショナルがああい うネッ トワー

クの上で、年齢 とか専門、経歴 とかを無視 して参加 してやっていけるかどうか判 らないですね。

イ ンターネッ トで も、 「付 き合 える仲 間だけで狭 いコミュニティーを作ろ う」 と言 うところへ

行 きますのでね。そ ういう意味で人間社会の活動 を反映 していると思います。

安達 酒の席 で私 の友人がマルチメディアの時代 に何 が一番欲 しいかという話を したところ、 「もう

字 を読むのは飽 きた。頭 に何 か刺す と本の情報が入 って きて読 んだ気 になるようなものを作 っ

て くれ」 と(笑)。 自分 からキーボー ドを叩 いてなんかす るのは面倒臭い と。それは非常 に当

たってると思 うし、今のネッ トを見ててもそ う思 う。仕事であるとか、何か人間を駆 り立てる

ものがない限 り、人間は怠 け者ですか らね。そ うい う意味で、一番成功するのは 「ビデオオン ・

デマ ンド」 とか、CATV系 で しょうね。何か面白いのやってないか探そうってい うのが一番 いい

です よね。 ショッピングなんての も大変ですね。 カタログがパ ソコンの上 に出て きて嬉 しいこ

とがあ りますかね。 カタログをパラパラみて探 す、人間の情報処理 というのは物凄 い ものがあ

り、色合い とかスタイル とか見て 「あ、 これがいい」 と言って、そこを じっ くり見 ると。パ ソ

コンの上でそれをやれ って言 うのは無理ですか らね。テ レビみたいな装置 を開発 してそ こに絵

をパ ッと流 して、そのなかで面 白そうなの をパ ッと止 めるってい うような操作 はで きますが、

一14一



それをすべての家庭 でやらせ るというの もなかなか大変で しょう。警察 に納める、指紋 を見つ

ける装置 と言った専門的 な目的なら、大量 に画像 を処 理するシステムなんてで きるか も知 れま

せんけ ど、経 済的 に成 り立つか どうかが問題 なんです。

事務局 先生がおや りになってる学術 情報 の分野 では、マルチメディアとか、そういう意味での情報

データーベースをという強 い要望があると思 います。教育 とか医療 とかの専門分野 でマルチメ

ディアが情報 データーベースとして乗 り、 自由に送れて自由に検索がで きるようになったら学

術研究の成果 が飛 躍的に伸 びるとか。そ うい う事 はあるので しょうか。

安達 マルチメデ ィア情報の蓄積 というのは非常 に重要なことだと思い ます。 データーベース という

ものには、 日本 は余 りお金 をかけてこなか った。 この種 の ものにもっとお金 をかけて情報の蓄

積 にもっと投資すべ きだと、従来から思 っています。その成果 は10年 とか20年 とか経 ってから出

て くるものなので、今蓄積する とす ぐこうい う効 果が 出て来 るか らや りなさい、 これはある種

の役所 的合理主義か ら出て来る議論 だと思 うんですが、そ ういうのを捨 ててや るべ きものだ と

思います。逆 に言い ます と、アメリカが情報で力 を持 ってるのは、過去何十年 間その時代時代

に応 じたや り方で行 ってきた情報の蓄積が今 になって力 となっている訳 なんですね。ですから、

文化遺産的な もの とか埋蔵データなんて ものは、何 のために金かけてデー ターベースにするん

だ、みたいな意見 もあるで しょうけど、そ うい うふ うな言 い方を して しまうと、のちのち情報

資源 という形で困る ようなことになる気 が します。そ こで問題は何 か と言います と、 「蓄積 さ

れた情報の利用 の仕方」 なんですね。従 来は 「常識」 とい うことで社会のシステムがで きてい

たのだ と思 う。例 えば図書館 とい うのがあ ります。博物館 とい うがあって大学 があ って、そ こ

に先生 を養ってお く。 こうい うのは、ある意味で古典 的な知の蓄積 の手段 だった訳 です。 ファ

シリテ ィー として大学な どというのを置いて、先生 をおいてお く。大学の先生 に何 をさせて き

たかと言 うと、蓄積 して きた情報 の情報処理 をさせてた訳です よね。 それで、 どんな時 に戦争

をすべ きか、すべ きじゃないのかとか、景気は良 くなるか、よくならないのかとい うこと、 「情

報処理 」をさせていた訳です。

安達 情報 を取 り巻 く全 ての分野で蓄積 という 「ス トック」の部分 と、処理 という 「フロー」 の部分

がある。 ネッ トワークは どち らか と言 うとフローの部分で、 フローの部分が変 るので社会が大

きく変 るだろうと申 し上 げた。一方、ここに載 ってい るようにス トックの話があって、ス トッ

クのないところで処理 はあ り得 ないので、 まずス トックを作 って、その上で非常に難 しい処理、

知的 な処理 とい うのをどう今後築 き上 げてゆ くというのが重要 な課題です。 しか し循環 問題 に

なって しまうが、知 的な処理 ってのは どうや ってやるんだ と、人工知能な どまだ判 らないこと

が多いです、 とい うことになって しまう。 じゃあス トックを大 きくするのまで意味がないん じゃ

ないか とい う議論が返って くるのがおか しいんであって、ある意味で情報の蓄積 というのは ど

ん どんやってお くべ きです。それをベースに知的な処理 とい うのが起 こって くると。そ して、

ス トックと処理技術 が一体 となって、議論 になってい る知 的資源 ということになってい く。ス

トックだけでは知的資源 にはな り得 ないです よね。逆にス トックだけやる と、色んな有用 な情

報 を取 り出すのは人間の仕事 にな りますので、人材育成 とい うことになる。 「日本 にはそうい

う知的なス トック と人材があ ります」 というのが、売 りにな る訳 です よね。その人材のかな り

の部分 が、 コンピュータを使 った処理 とい うことに置 き換わ っていけば、考えてお られるよう

な情報資源 とか、情報 システムになってい くんではないか と思います。

事務局 蓄積 というのが たいへ ん重要である と。今 まで、ハー ド主導で経済成長 してきたと言われて
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いて、ハー ドでは追い付 け追い越せがで きる、けれども、 こういう情報の蓄積 だと1年遅れたら

もう取 り戻 せないんだ と、 こうい う危機感がある。 これは どうで しょうか。

安達 産業 の空洞化 とい うことがいろいろ言われ ますね。私 も非常 に心配 は しているんですけ ども、

ハー ドを作 る、モノを作 るとい うことが、今の言い方 をする と、易 しいことなのである という

ことにな ります。それはアジアの諸国にそのうち行 くで しょう、 そ して易 しくない ことが、ソ

フ トなのである と。 こうい う前提が なん とな くあると思 うんですけど、僕iはそれは嘘だ と思 い

ます。逆に言 うと、ソフ トウェアというものは何 もないものであ って、それはハー ドウェアと

い うもので実現 しない限 り、最終的な決済 はできない訳です。人間は、霞 を食 って生 きてはい

けない訳で、情報 だけでは生 きていけない訳です。 しか し、お米があれば生 きてはいける。 自

動車があれば、なにか生産活動がで きる。 しか し、情報 とか通信の弱 さは、それだけでは成 り

立ち得 ない。ですから例 えば、テ レホンショッピングをやっても、佐川急便 とかクロネコヤマ

トが無い と(笑)、 サービス としては完結 しない訳 ですね。 ソフ トウェアはモノを作 るために

ある、 あるいは、、何 らかの形で人 間生活に還元 されるものであ る。情報 だけでかな り価値が

あるというものは、小説 の本 だ とかテ レビの番組 だとかそういうのがあ りますけ ど、映画を作

るに してもハー ドウェアが随分必要な訳 です よね。人間が演 じてやるという時代 から、完全 に

コンピュー タグラフィックスでやるとして も、そ うい うハー ドウェアが絡 んで くる側面が多い

と思い ます。では純粋 にソフ トウェアだけで価値 を産み出せ るか、それはあ り得 ない。先程の

ような議論 の とき何 が問題か と言 うと、これはジ レンマなんですけども、情報が共有化 される

か ら、例 えば産業の空洞化が起 こる。 コンピュータが作 るような情報 は台湾 にもある。 これは

ジ レンマで、情報 というのは もの凄 く早 く質 を失 わずに移れる。台湾 でで きることならイン ド

で もで きるで しょうし、アフリカで もと、考 えた方が いい。結局は、 「人 と違 うものを作 らな

い とダメですよ」 という結論 に しかな らない と思 うんです。そうすると何 が大事 かと言 うと、

そ うい う物 を作 ってい くとか、 システムを組み立ててい くとか、そ うい う知的なものの処理能

力 と言 うか、今の ところそれは人材 で しかない。人材 の中に蓄えな くても、共有 で きるような

ソフ トウェアは どん どん台湾 とかに流れてい くだろう。私 は、ソフ トウェアに回帰 するのでは

な くハー ドウェアに戻 って行 くのが重要 だと思います。例 えば医療の分野で、他の分野で作 れ

ないような、高度な手術がで きるな り検査 がで きるとい う機械 を作 ると、そういう機械 を作 る

ノ ウハウというのはそう簡単 に他 国へは流れて行 かない と思 うんです。全部人間の中にある、

そ うい うのがたいへん大事なんだろ う。そういうものまで ソフ トウェアと言って しまえば、そ

れに尽 きるんですけ ど。 もう一度整理 します と、 コンピュー タの、ソフ トウェアらしいソフ ト

ウェアでで きるところ というのはどん どん共有化 されていって、普通の ものになる。それで儲

けることは無理だろう。で、 コンピュータに乗 らないところで もって付加価値 を作 るしかない。

それは本当の知的資源であ り、 コンピュータに乗 って しまう知 的資源 は過 当な競争 の下に世界

中 に流れて行 って しまう。

事 務 局 「日米 の ソ フ トウ ェ アギ ャッ プ」 と言 い ます が、 あ あい う こ とが起 こって くる とい うの は

元 々 は何 で し ょうか。

安達 アメ リカは分か りやすい国です。何 故かというと、歴史が無いか らとい うせい もある し、色 ん

な国からの移民が来 てるせい もある。 「システム」 を分 か りやす く、受け容れやす くする努力

は、 日本 の江戸時代 あた りか らず っとや って きた訳です。 そのために も社会的な費用 もかけて

ます し、人種 の問題 とかですね。わが国はそ うい うことは一切無 くて、永 い歴史の中で複雑 に

絡 み合 った社会 をや って きた訳 ですか ら、言葉 に言い表せない色 んな ことがあ る。それは歴 史
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のある国ならどこで もそ うだと思 う。 ヨーロッパの諸国だって、なかなか外か ら入 りに くい と

い うのがある し、 日本 は、そ ういう形で社会 システムと して完結 していたところへ、アメリカ

が入 り込 もうとして 「入 りに くいよ」 と言っているに過 ぎない。それは、 アメリカが、 イン ド

の社会に入 り込 もうとしたらもっと大変で しょうという話 と同 じで、中国でも相当大変だろ う。

歴 史のある国な らみんな大変である。ただ違いは、 日本があ る側面でアメ リカよ りも進 んでい

るか もしれない とい うことで、非常 に危機感 を感 じている。それに尽 きる と思い ます。 日本 が

もうち ょっと技術的 にも発展途上国で、経済的に も低 かったらこうい うことはなかった。 これ

は基本 的には外交、政治的な話だ と思 うんで、 どう解決 していいのか僕i自身にはわからないで.

すね。ただ情報 に関 しては、アメ リカは過去、そうい う意味で大変 にお金 をかけて きま した。

その意味では圧倒 的に強 いん じゃないですか、 アメリカは。 日本 は困っち ゃい ます よね、 これ

か らしば らくの間は。

安達 人材育成 に関 しても、 まず日本のハ ンディキャップ として、英語 を覚 えな くち ゃいけないです

ね。 これがマルチメデ ィア時代の一番大 きな問題 になる と、僕は見てます。例えばインターネッ

トで、 アメ リカと日本の小学校 をつ ないで何 かや りま しょうなんて話があ った。 アメリカの小

学生 にとってはネッ トワークは全部英語でや るんで違和感はない。 日本人の子供 に とっては、

まずそ こで 「バ リアー」(障 害)が あ ります。色 んなカタカナの言葉 を覚えなければいけない。

アメ リカ人 は世界 中の人間は英語で話 してると思 ってるらしいんで(笑)、 いや冗談でな く、

アメ リカは世界中の人間が英語 で話 しているという論理でこのまま行 くつ もりで しょう。 この

ネ ッ トワークの時代 、 日本 はある意味で、 これに迎合する ような形でいかざるを得 ないのでは

ないか。 コンピュー タとい うのは全 て英語 をベースにで きてい ますか ら、 これは圧倒 的な強 さ

です。では逆に、産業界 として 日本語で動 くようなコンピュー タの システムを作 りました と、

これの商品価値 は余 りないです よね。 日本でもいいソフ トウエアーは沢山あ ります よ。 しか し

市場は 日本 だけです。その問題 というのは色 んな局面 に出て くる と思 います。先端 的な機械 を

作 るとき、マニュアルを全部英語で書いて、外 国人が使 えるようにするというのは、 日本 にとっ

て大変大 きなバ リアーになる と思います。大企業が今 ままでそれ をや って きたが、今度 は中小

がやらな くち ゃいけない。言葉の問題 とい うのは非常 に大 きいです。

事務局 これからのネッ トワーク社会 「M」 、 「Gll」などでは、そうなると、英語が事実上の世界語

になって しまうようなこともある訳ですね。

安達 終戦直後辺 りに戻 っちゃう感 じですね。英語ができればデカイ顔 がで きると(笑)。 慶応大学

の情報環境学部 に見学 に行 って、最初はこれはひどい と思 ってい ました。専門性が ないが、 コ

ンピュータが使 えて外 国語が使 える。法学部卒で もコンピュータ学科卒で もな く、 いわゆる従

来の枠組みの専門性 がない。学生 にとって、将来何 になるのか分か らない。従来型 の専 門性 が

やは り必要 なのではないか と思 って、 これはひ どい と、第一印象 と して思 ったんですが、色 々

考え直 して見 ると、今の日本では これが正解なのか も知 れない。何 もで きな くとも、 コンピュー

タ と外 国語 さえで きれば世の中で何 とか生 きていける。 この ようなところに落ち着 くのかなと

いう気が しま したね。さて次 は、 ここに載ってる色 々な先端的な話があ ります よね。 こんな仕

事でバ リバ リやってい く人材が、さっきのような環境で出て くるかというのが私 の心配な面で

す。そ ういう意味で、実 は知的資源 とは何か というと、私は人間だ と思 ってます。創造性 をもっ

て新 しいものを作 り出 していける人材 をどう作るか、 とい うのが これからの日本 のポイン トか

な と思 います。
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安達 一番 の具体的な話は、小 中学校 でパソ コンを使 うとい うことが今 の日本ではそれは当然 の方向

であると、 これからのマルチメディアの時代、そ うい うことな くして 日本 の将来はあるかとい

うような ことが言 われている。 しか し、 これは本 当か とい うことをもう少 し議論すべ きだ と思
シ

う。私 は自分の子供である程度実験 を しているんですが、子 どもたち にとってパソ コンとい っ

のはゲーム機械 の一種 です。だか ら、教育 とパソコンとい うのは直接的には関係 ない。それを

どう関係付けるかというのは教育関係 の人達にとっては非常 に大 きな課題だ し、 これは真面 目

に取 り組むべ き検討課題だ と思いますね。例 えば画面 に足 し算の問題が出て きて、それに答 え

ると声が出てきて正解 で した と言ったか らといって、子 どもたちがせ っせ と勉強するか と言 う

と、子 どもたちだってそんな面倒臭 いことは しない。そんなのが出て くるパソコンは誰 も使 わ

ない。先生が この時間はや りなさい とい うから子 どもたちはやるんで しょうね。そうい うふ う

にパソコン使い出 したら子 どもたちはパソコン嫌 いにな ります よね(笑)。 どうやって教育 に

パ ソコン使 うのかというのはなかなか難 しい問題 だ し、ある意味で、 うまく誘導 しないと成功

しない事例の一つにな る可能性がある。10年 も前から教育市場は非常にいい市場である といわ

れてきました。 コンピュータ業界 では、親は教育 のためといえば多少の金 は出す、教育 もので

当てるとこれは大 きい商売 になる、 と言われてきた。 しか しいっこうに市場 としては開かない。

マルチメディアの時代 に、本当に教育で儲けてみようというのが一番面白い課題ではないで しょ

うか。そこには子 どもたちに伝 えるべ き 「知的資源」が コンピュー タの中に蓄 えられるわけで

しょうが、人間が面 白おか しく知的資源 を自分の ものにするプロセスを教育用 のパ ソコンの上

で実現するのは非常 にいい研究課題 で しょう。今 のように先生が後 ろに立 って操作 させている

ん じゃ、せいぜい 「コンピュータを使 って個人の進度 に合 わせた多用 な教育がで きる」 ぐらい

しか言えないで しょう。私はその意味では、 コンピュータに関 してかな り危機感 を持 ってます

ね。

事務局 昔 ソロバンを教 えたことと今のパソコンを教 える というのは全然違 うとい うことなんで しょ

うか。

安達 人材育成 と言 ったときに、 どうい う人材が欲 しいか というと、問題解決能力 のある創造性 のあ

る人材が欲 しい訳です。今の中高年 の世代の人達の意見 は共通一次試験がかな り具合 を悪 くし

た という意見 を持 ってますね。何 故か とい うと、 自分の能力 を測 るスケールが一つ になった訳

で、偏差値 とい う、 これによって社会的な位置付 けが決 まって しまうとい う話になった訳です。

本 当はそうじゃないのに.パ ソ コンなどの道具 を使 って・多灘 のある創造力 のある問題鱗

能力のある人材 を育 て られるか。 これは今教師で もで きない ことをパ ソコンにや らせる とい っ

ことで、そう簡単 な問題ではない と認識 しなければな らない。そうすると教 師の補助的な道具

で しかない。黒板 に書いた絵 では見せ られないものを色々 と見せてみるとか、理科の実験 に代

わるようなもの を見せ てみる位 しか思い浮かばない(笑)。 非常 に ミクロの分野 としては・教

育分野 においての知的資源の継承が ・・かに可能か というのが・聾 なテーマだ と思 います・ こ

れはやは りビジネスの問題ではな くて 「官」、行政が責任 を持つべ き問題 である ように思いま

す。少な くとも文部省 に任せてお くと動 きが鈍いで しょうし、コンピュータの業界 に任す とそ

の辺の解決は程遠い。その中で知 的資源 をいかに蓄積 して子供 たちに非常 に効果的に知識 を与

え、それをベースに考える力 を養 うようなマルチメデ ィアシステムをどう作 るかなんてのは こ

れか ら5年 ぐらいの間でのいいテーマだと思います。

事務局 何 か新 しいテーマを入れ といた方がいい と・ご示唆はあ りますで しょうか。
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安達 知 的資源 とい った場合は、語感 としてはス トック的な意味合 いが強 いですね。情報にはフロー

が意味 を持 つ側 面 と、ス トックが意味 を持つ側面、ス トックの上でのフローをベースに した処

理が意味 を持つ側 面がある。それですね。関係 を抽象的に議論 してもあま り意味 はない と思 い

ますので具体 的にフローの部分 です と、ネッ トワークとい うものが拡大 してい くもの として期

待 されている訳ですが、ネ ッ トワークの上で フローが量的に増える、あるいは多様化が起 こる

ときにどうなるか という分析 。 これは理工学 的ではな くて どち らかとい うと社会学的な行動科

学 の側面 も出て くると思います。そ うい う分析が必要である。それとフローがで きた とき当然

そ こに流 れる情報が必要になって くる訳 ですけども、我が国の場合、ス トックが少ないときに

そ こに流れる情報の価値 というものには余 り期待で きない。だからCATVぐ らい しか流れて価値

のある情報 とい うのはあるとは思 えない。そ こで、どうい うス トックをベースに流れる情報 を

作 るか、その中でス トックと処理 とい うものが必要になって くる。 こうい うような議論、及び

提 言が あれば非常 に有 り難い と思います。

安達 もう一つは 「知 的資源の整備」の問題 なんですが。国の税金 な どでない とやらないとい う分野

と、そ うで はない分野 というのはやは りきちんと分 けて、 自律的 にス トックが溜 まるというメ

カニズ ムもぜひ考 えていただ きたい。放 ってお くと、 ビジネス とか証券 とかの経済的なデー タ

ベース しかない ことになる。それらはどのように関係 しているか と言 うと、学術的な情報 は結

局 は社 会全般の産業界 の活動 の反映なのです。産業界が発展 して拡大傾向 にない限 り、情報が

その ように回って こない。学問的な情報の蓄積 も必要であろ うとは思い ますが、全体的 な社会

の アクティビティーが高 くない とダメです。例 えば、学術 的な情報 は大学 だけに任せておけば

なんとかなる とい うことでは決 してなくて、産業界が色々技術 開発 を して くれ大学 に人材 を求

め た り期待 もするか ら、大学での情報蓄積 や、 どんな役 にも立つかわか らない蓄積 も大事だ と

い うことになる。社会全体 のサ イクル として、情報蓄積 をうまく位置付 けることが重要 だとい

う視点 が欲 しい と思、います。

事務局 実現可能か どうかによらず、

う。

「望まれる利用 システム」 というのは どんなものがあるで しょ

安達 具体的 に書 けと言 われればこうい うのがあ ります。大学の偉 い先生 の講 義を全部動画でデー

ターベースにする。ATMの 回線で学生がいつで もそれを呼 び出す ことがで きる。そ ういったも

の を作 ったらどうか と。そ うす ると従来の大学の枠組みは崩 れて くる。勉強 したい学生 なら他

の大学 の偉 い先生 の講義 を聞 くこともで きる。そうす ると過去 に遡 って見 られるので、例 えば

エ ンジニアリングにとっては厳 しいですよね。10年 前全 くいいかげんなこと言ってたのが10年 後

ガラッと変 わって しまって、そ うい う意味では大学の先生 にとって も非常 にいい効果がある。

つ まり評価、 自己評価 とい う意味ですよね。

事務局 今 の話です と、講義 を聞 くとい う面 だけでは大学自体 は要 らな くなる と。

安達 しか し、講義 を受け身で聞 くとい う意味で、大学が崩れていって も、それだけではダメだとい

うのが残 る。大学 に若い人 を集めてか き混ぜない とダメだと(笑)。

事務局 従来 の大学 の持 ってい る役割が変わって くるというか、新 しい ミッシ ョンが出て くるので

しょうか。従来 のように上か ら言われたことを下に伝達 して行 く下か ら言 われたことを上 に上

げて くとい う役割 はいらないと。 もっとクリエイティブな ことに変 わってい くということが あ
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るんで しょうね。

安達 ええ、ですか ら、その意味で学生 にとって も非常 に厳 しい と思います よね。そ ういう大学は学

生 にとって も厳 しくて、普通の勉強 はテ レビを見てやっておけといううことになる。本当の議

論 とい うかセ ミナーとい うか、ある意味での 「シ ョー」みたいな場に教室はなってい くと思 い

ます。そうい う意味で色 んなインパク トはあると思 います。

安達 「資源の蓄積 については、合理的な効果 をあ まり考 えないでやる」 とい うのは、ぜひ加 えて欲

しいと思います。それと人材 の問題 も加 えて下さい。

事務局 本 日は長 いお時間 を有難 うござい ました。
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甘利 俊一委員

事務局 それではまず先生 のご専 門の内容からお聞かせ くだ さい。

甘利 では私の専門みたいな ところか ら話を始めたいと思い ます。大 きく分 けて二つあ ります。何 か

ということなんですけれ ども、 「研究対象」 という立場で言い ます と一つは 「脳 の理論」、な

い しは 「神経 回路 の理論」 とい う切 り口がある訳です。その 目的は、例 えば人 間の脳ですけれ

ども、脳の中で行なわれているような情報処理の仕組み を明 らかにしたい。 コンピュータがやっ

ている情報処理の仕組み は我々はよ く知 っていますか ら明 らかにす るまで もない。 まあ我々は

知 っているか らそれ を作 ってい るんですけども、脳 はそれ とは基本的には違 う立場で情報処理

を しているんだ と。 そ うい う脳 の情報処理の仕組みを解 明するということは、一つには 「脳科

学」、それか ら 「人 間への理解」 という意味での大 きな方向性が拓けると。それか らもう一つ

は 「技術へのインパク ト」で、 これは人間と馴染みのいい ような新 しい情報処理技術 を開発 す

る一つの方向になるだろうと。そういう立場で 「脳 の理論」 とい うのを研究 している とい うの

が一つの専門です。実はそれだけではあ りませ んで、今度 は 「方法」 にな りますけ ど、 もう

ち ょっと広 い立場か ら 「数理科学」 とい うのをやっている。我々は多少 「工学」 という ものに

力点 を置いているので、 「数理工学」 と呼んでいますけれ ど、 まあ同 じことですね。 ただそれ

,は 「純粋数学」で はない し、昔呼 ばれていた 「応用数学」 というものよ りは枠 が広い。

甘利 それで数理工学 と応用数学 との違 いと言 うと、 もちろん言葉 の定義の問題だか ら微妙 ですけ ど

も、応用数学がニュアンスとしては何 か既にで きあがっている数学、例えば 「解析学」ですね。

そ ういうものを応用 して色んな工学的な、 ない しは自然物理的な現象 を解 明す る。 これに対 し

て数理科学 の方 は、現象 その ものに内在 するような 「数理的な構造」 とい うものを手掛か りに

してその現象の仕組み を解明す る訳です。現象はそれ こそ 「脳の情報処理」で もいい し、 コン

ピュータで もいい し、例 えば 「統計学」で もいい。 もっと色 んな 「材料科学」みたいな もので

あって もよい。 こういう立場 で広 く 「数理科学」 とい うものを捉 まえてみ たい。数理科学全部

に興味 はあるんだけれども、そ う何 か ら何 までで きる訳 ではない し数理科学 というのは広いで

すか ら、具体的 にはその中で も 情 報幾何学」 というの を一つの切 り口としてやってい くんだ

と。こうい うことです。ある意味では 「方法」みたいな ものの広 が りと、具体的な脳 という 「対

象」 とがあった訳 で、そ こに共通の接点があって もいいだろう。それで、脳 の科学 を 「情報幾

何 」 という方法で研 究す るとい うの もその一つに入 って くる。大 まかに研 究の専 門分野 をひと

ことで紹介 して しまうと、 こういうことにな りますね。

事務局 今の ご専門 とされている二つの分野 についてですが、それが将来的に どうい う領域 にどんな

インパ ク トを与えてい くので しょうか。

甘利 それ も二つ に分 けて言 った方がいいと思います。 まず、いわゆる 「脳 の科学」 とい う立場か ら

の議論 を します と、 これ まで も現在で もそ うですけれ ども、脳 の理論の圧倒 的多数 はこれは医

学部でやってい る。 それは脳 というのは人間の持 っている非常 に重要 な器官 だか ら、医学部が

やるのは無理 もないです よね。 ま して老人ボケだ、精神病 だ、それから脳出血 とかの色 んな脳

の病気があ ります。 それはそ うなんだけれども、脳 というのは確 かに生物学的な実在 ではある

けれど、 「脳」 とい う現象 の持 つ我々人類社会に対す る意味合い というのはもっと広い。それ

は単 に生物学的 な脳 があったというだけではなくて、一つは我々の 「精神機 能」 とい うか、存

立 の基本 に関わることだか ら、 これはそれこそ人文科学、心理学、認知科学、哲学 を含 めて、
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人 間の在 り方 を問 うものの基礎 に脳 の科学が くっついてい ると。 もう一つは、機能面で言えば

脳 とい うのは情報処理 という大事 な機能 を担 っている訳 だけれども、 これ を工学の立場で言 え

ば、そうい う人間の機能 を人間の中に閉 じ込めておかないで 「技術」 として外 に出 してい くと。

それが人間の手助けをするということで技術 が発展 してきた訳ですか ら、 「情報処理」 とい う

技 術だってそれは例外 ではない。大昔 なら 「ソロバン」 とかああいう非常 に単純な人間の 「数

を数える」 ことを手助 けした機械があ りましたけ ど、現代 はコンピュータという形で人間が思っ

ている以上 に大掛か りな ものが実用 化 されて きた訳です。だけれ ども、それはまだ人間の脳 が

持 っている機 能の仕組み を捉 え切 っていない。将来的にはもっともっと発展 してい くだろう。

そ うすると将来の 「脳科学」 とい うものは、そういうもの全部 を含めて、つま り医学的ない し

生物学的な基礎 と、 もう一つ は 「人 間科学」 とい うか人間性 の一 つの精神機能の基礎、それか

ら 「情報科学」 情 報処理工学」、 こういうものの基礎の上 に立って、 これらのものを総合 し

た非常に大 きな学問 とい うか領域分野 に育 っていかなければならない し、い くんだろうと思 う。

脳 の理解 というのはそんなに簡単ではないですか ら、3年 や5年 で どこまでい くのか というのは

難 しいですが(笑)、 少な くとも21世紀 においてはね。20世 紀においては、 「物理学」 というの

は非常に基本的な科学だったと思 うんです。それは21世紀で も変わらないけれ ども、20世 紀物理

学 である意味では役 に立つ ことはほ とんどみんな解明 されち ゃった と。これは言い過 ぎかも知

れないですけどね。 「素粒子」が まだ分かってない と言 ったって、あれがす ぐに応用で きると

い う訳 ではない。 ピックバ ンが分 かったからと言 って我 々が ピックバ ンを作 って見 せる訳 には

い きません。だから、基本的な我々の手の届 く範囲の技術 的なことは、例 えば トランジスタと

かの形でもう実用化 されちゃっている訳 ですよね。そうす ると21世紀の一つの科学 というのは、

や っぱ り医療だけではな く、今言 った広い意味 での脳科学 になるだろうと。そのためには難 し

い問題が色 々あって、例 えば医学部の脳 の研究者 と情報科学や工学部の研究者 とは発想が違 う、

教育が違 う、バ ックグラウン ドが違 う。実は研究の 目的 も違 っていた りす る。 しか しそれを相

互 に協力 して、大 きな科学 になってゆかなければならないだろ うと。そのための研 究体制 とい

うのが非常 に重要 になって くる と思 う。医学部 と工学部が完全 に分 かれている今、 どうやって

この協力関係 を作 ってい くのかが難 しいんですね。工学部の中でだって学科 ごとに全然違 う訳

ですか ら。一方では、 ここに色々書 いてあるように 「カオス」 とか 「ゆ らぎ」 とか、 「フラク

タル」 とか 「非線 形」 と、こういうのはある意味では 「現象」で もあるし 「方法」でもあって、

だから特定 の学問 を越えている訳で、横 に横 断的 な視点で広 がっている訳です。脳科学 という

のは、 もちろん 「方法」 ではな くて 「対象」ではあるけれ ども、それはやっぱ り非常 に横断的

な方法論 を取 り入れた広 い分野 に育 ってい くんだろうと。

甘利 それか らもう一つの 「数理科学」 について言いますと、数学の展 開を長いタイムスケールで見

れば、例 えば19世 紀の数学 は計算 と密接に結 びついている し、特 に18世紀、19世 紀は数学 も物理

も一緒 とい うか、知的な産物だった訳 です。20世 紀 に入 って前半か ら数学の現代科学化 という

のが起 こります。20世 紀の半ばか ら数学は極度 に抽象化 される訳です。それによって数学が進

んだ というのは間違いない。極端 に抽象化 して、妙な ところで手足 を縛 らないで抽象的な数学

をやろうと。 ところが一方で最近 になって、数学 の本当の進歩の方向性はそれでいいんだろ う

か という疑問が起 こって きていて、東大で もそ うです し他 の ところで もそ うですが、格好だけ

はそういう方向になってきている。東大の場合は大学院を 「数理科学研究科」に名称 を変えた。

じゃあ実際 に私 が言 うような数理科学 をやろ うとしているのか というと、それは希望 としては

持 っているけれ ども、合 いる先生はオール数学の先生 とい うことですからそうす ぐに変 わる訳

ではない(笑)。 ただ数学者 自身が一種 の危機感 を持っていて、数学の在 り方 とい うのがひ ょっ

とすると21世紀 は変 わって くるん じゃないかとい うのはあると思い ます。 その一つの キッカケ
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が物理学か らの刺激 であった。素粒子論 に してもそ うだ し、数学者が数学 をやっているだけで

本当に 「数学」 が伸 びてい くか と言 うとそうではない。実 は物理学者 が物理の理論 をやろうと

したらそのための 「数学」が ないか ら自分 たちでやって しまおうと。その ぐらい抽象化 して く

る と本当の純粋数学 になっちゃうんですね。逆に数学者が考 えなかったことを物理が考 えよう

とい うことで、そ こで数学 と物理 の融合 が起 こる と。 もう一つは コンピュータだ と思 う。 コン

ピュー タ上 で起 こっている現象 が数学者 に非常に大 きなイ ンパ ク トを与 えた。そうい う意味で

は 「情報科学」 と広 く言 って もいいですが、数学が現実の現象の 「根」 を絶ち切 っちゃって純

粋論理 だけでい くとい うのは、いい点 と悪い点がある。確 かに悪 い点 ばか りではないのだけれ

ども、いつ も一方では現実の現象 に根 を持 っていかなければいけないのではないか。 もし仮 に

数学の抽象化が高 い山だとすれば、本来ならなだらかに裾野が広が っていかなければならない

のに、極端 に抽象化 が突出 して横 の方 を数学でない と言 って全部切 っちゃった。それは明 らか

に間違 えていたん じゃないか、そういう反省があると思 う。 そういう意味 で総合的な数理科学

というのは、今言 ったように物理か らも出て きた しコンピュータの方 からも出て きた。生物科

学 における色々な もろもろの曖昧であやふやな現象 を、数学的 にす っきりしない とい うだけで

それか ら逃げて しまっていいのか と。それは 「ゆらぎ」 にもなるし 「カオス」 に もなる。脳み

たいに複雑 な現象 や 「遺伝」で もいいですが、ああいった種類の現象 を数学 として どう取 り込

む のかは数理科学 としては随分 問題 になって くる訳です。そ して、 これは私 の希望で もあるん

だけれ ども、21世 紀 の 「数学」 とい うのは20世 紀があ る意味でそれを純粋化 するということで

いっぺん高 く昇 っていったとすれば、それを降ろす ことではないけれ ども、 もういっぺん数理

科学 と して広が った 「根」 を持 った体系 になってい くんではないか と思 うんです。

事務局 今あるコンピュー タに対 し、先生 のご研究が どのように影響 を与 えて将来的に どの ような も

のが実現 してい くと考 えれば よいので しょうか。

甘利 それは難 しいんだけ ど、非常 に簡単に言っちゃうと今の コンピュータの基本的なアイデ ィアは

遡ろうと思 えばキ リが ないけれ ども、数学的な形できっち り議論 したと言 うと、A・ チューリン

グ ぐらいまでになる。あの論文が出たのは1936年 ですか らそれだって大昔です(笑)。 要するに

A・ チ ュー リングの機械 というのは、記号 を使 い論理 を使 って情報 を処理すると。 プログラムと

いう言葉 を使 ったか どうか知 りませんが、やっていることはプログラムとアル ゴリズムで、記

号 とか0と1で 表現 された情報 を機械的に処理す るということが どの ぐらい汎用性があるかを議

論 した訳です。少な くとも 「コンピュータ ・サイエンス」はそこに遡 ったところが基礎 とい う

ことになる。チ ュー リングはその時どういう提案をしたか と言うと、いわゆる 「チ ュー リング ・

マ シン」 とい うものを作 ってプログラムをその上に乗せ ることで一種 の万能性 を獲得で きるの

だと。そういうことを提案 した。それ を後でフォン ・ノイマ ンあた りが 「プログラム内蔵方式」

とか色 々なことを言って、技術的に実現するのは1940年 代の半ばから後半ですが、やっぱ り真空

管では技術 としては実用 にならなかった(笑)。 あれは軍事研究で強引にお金 を出せばそれは

で きますけれども、真空管 のコンピュー タでは使 えるようにはならなか った。けれ ども、 「ト

ランジスタ技術」 とうまい結合 が起 こって実 に驚 くべ き発展 をとげた。それは半導体技術 の勝

利だ と言 ってもいい。その上 にコンピュータ ・サイエ ンスが花咲いた訳です。だけ どその基本

は、敢 くまで 「記号 と論 理」 ということを煮詰めていった訳で、それは人 間が記号 を使 って論

理的に思考 できるか らとい うことが基礎 にあるからです よね。それで 「数理論理学」 とい うの

があるんで、その部分が技術の力で非常に優 れた性能 を実現 した訳です。 しか しそ うは言って

も、人 間の脳のやっている情報処理 というのはもっともっと総合 的な もめで、実 を言 うと定義

で きる記号 と論理 を使 って ものごとを整理 した り情報処理 をした りす る部分 というのは、人間
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の場合意識 に上がっているほんの氷 山の一角であって、その 「意識」 に上が る前、 「論理」で

理路整然 とした思考 をする以前に、無意識のところで人間は非常 に多量の情報処理 をやってい

る。 もっと言えば、人 間は実 は意識 に昇 っている部分 はあ ま り得意ではない。 こうい うことも

分かっている訳です。例 えば三段論 法に して も、人間がそれ を本 当にで きるか というとそ うで

もな くて、認知科学の実験 による と、 「AはBでBはC」 だ と 「だか らAはCか 」 とい うのが三段

論法だけれ ども、それを もっ と具体例 で 「誰々は美 しい」が 「美 しい人は弱い」 とか具体例で

や らせると。そ ういう時、人間は三段論法で考 えないで 「例」で考 えて しまうのです ぐ引っか

かっち ゃう(笑)。 論理 としては こうなる筈 なのに、実際 としてはおか しな例 にす ぐ引 っかか

ち ゃう。だか ら人間は論理で考える ことはで きるけれ ども、そんなに論理が強 い訳ではない。

するとその基礎 になる、 もうち ょっ と総合的な思考だ とか 「感性」 もそ うだ と思 うし、 「直感

的な思考」 と言 って もいいけれ ども、そういう思考 を解 明 してみれば今 のコンピュータに欠 け

ている一つの技術的なものを埋めた 「総合的な情報処理装置」 とい うものがで きるだろ うと。

甘利 今のコンピュータの動向は、 ここ数年は 「超並列」、マ ッシブリ ・パ ラレルでやろうというの

が一つのブームになって きています。けれども、 フォン ・ノイマン方式の今 までの コンピュー

タとい うのは基本的には 「直列逐次型」の機械 と言われていて、CPU、 中央処理装置があって、

それがいわゆる 「フォン ・ノイマ ンのボ トルネ ック」 になる と言 われている。 そこだけが働 い

ているから、他の装置が「杯あるのにCPUだ けが忙 しくて困ると。 じゃあスーパーコンピュータ

でそれを何台か並列 に しましょうということになって、マ ッシブリ ・パラレルだ と100台 、1㎜

台 と持 って くればいいんだ と。 ところがそれがあんまりうまく働かない。現在 で も100台 の並列

コンピュータというのは売 っているんだけれ ども、 もし100倍性能が出れば これは普通ですね。

200倍 性能が出た らいいんですけれども、今は100台 つなげたら10倍 ぐらいの性能が出るという具

合 です。 これが なぜか と言 うと、ある 「問題」 を分割 して解 かせるのに、それ を分割す る手間

とそれぞれが解 いた答 えをまた集 め直す手 間とあるから、そっちの方が膨大 になって しまって

とても動 きがつ かない。 だか ら、今 は何 とな く超並列マシンがこのままではうまくいかんとい

う雰囲気 もあって、将来 の技術方向 は[体 どうなるのか と。 もちろんコンピュー タその ものは

安 いのだから、100台 つなげるんで も性能 をlo倍 に したい というならそれでいい訳ですけれ ども

ね。何が違 うか と言 うと、情報 を記号 で表現 したままで、つ まり今 までのパラダイムを維持 し

たままで超並列 に しようとしている。人間の脳 はもちろん超並列 なんで、色 んな部分で色々な

別 なことをやっている。 その中の一つ一つが フォン ・ノイマ ン式 の記号処理マ シンをやってい

てそれを全部つ ないでいるのか と言 うと、そうではない と思 う。だか らそ こか ら見 ると、将来

の コンピュータで情報を表現するのに、記号で表現する今のコンピュータでやるや り方 と別 に、

もうち ょっと 「情報 の場」みたいな ものを考 えてその中に情報 を散 らばせて情報処理 を展開 し

1てい くとい うや り方があって もいいのではないか。 「ニュー ロ ・コンピュー タ」 という言葉 を

使 っちゃうと、 いかにも 「ニューロ ン」みたいな ものを作 って人間の脳 を真似 たものを作 ると

い うイメージが あるけれ ども、技術的にそ うい う神経細胞 とい うのはもの凄 くよ くできてい ま

すから、それを作 るのはまだまだ21世 紀に入 ってもす ぐには作 れない。少 なくとも2010年 じゃで

きないです よね(笑)。 だけれども半導体 テクノロジーを使 って、そ ういう 「情報 の場」 を実

現するということはで きるか も知れない。それは脳 にヒン トを得 て脳 の原理 を学んだコンピュー

タであるけれ ども、脳 をそのまま真似 たコンピュー タではない と。そ ういうことになるんだ と

思 う。一方では今のフォン ・ノイマ ン型 コンピュータは優iれていますか ら、論理だけに限れば

人 間よりはるか に能力が ある訳 ですか ら、それを止 めち ゃうなんて もったいない話はない。だ

か らそれは二つが 「コプロセ ッサ」 というか、足 りないところを補 うような形 でつながったも

のになるだろう。その時 に、人間の場合 は 「氷 山の一角」で、意識に昇る部分 はほんのち ょっ
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とだけれ ども、多分技術 としてそれを取 り出 したときには フォン ・ノイマ ン型 の論理 を使 った

コンピュータが主導権 を握 って、ニューロ風 ゴンピュータを手足 のごとく使 って自分が主導権

を持 ってやると。その辺が人間 とは違 って くるだろうと思 っている訳です。

事務局 「感 問 とか 「直感」 とか 「ひらめ き」 というようなことをコンピュータに取 り込む ことが

で きる とい うことですね。

甘利 ええ。人間の脳 というのは別 に神秘的なものではないですか ら、物理的に作 れるものである筈

なんです。人間 に 「ひらめ き」 があるか ら、その機械 にひらめ きがあって もいいだろうと。た

だそれは、論理的に初めか らこうやって次は何 をやって と、 プログラムをただ単 に書いてで き

る とい うものではな くて、 もうち ょっとあい まいな 「情報のかけら同士の相互作用」みたいな

ものか ら自動的 に発生 して くる ものだと。つ まり非常 にた くさんの要 因が うまく総合 しない と

出てこない というようなものだ と思い ます。

事務局 「複雑系 の科学」 と、先生の言われている 「脳の科学」 との関係 は。

甘利 脳 とい うもの もそ ういう意味では 「複雑系」 として見ない といけないだろうけれ ども、ち ょっ

と変 な言い方ですが、 「複雑系 の科学」の場合 にはある意味では まだ単純 なんです。脳の場合

は、色々な情報 がほうぼ うに散 りばめ られていて、それが相互作用 をする ことにようて何 か色

んな 「ひらめ き」 とか 「直感」 とか言われる ような現象 を呈 して くる と。 いわゆる 「創発1生」

ということです よね。そうい う部分 はまさに複雑性 の科学が狙 っているところだか ら、複雑性

の科学にとっては脳 とい うのは一つのいいモデルになると思 うんです。だけど脳の難 しい点は、

なおかつそれが非常 に組織化 されち ゃっているということ。脳 には非常 にはっきりした分業体

制があ ります。その 「分業体 制」があって、脳の各微小 な領野 の中で もかな り整然 とした構造

を持 ってい ると。その上で全体 を通 じていわゆる 「複雑系」 が呈す るような創発 性、 「エマー

ジェンス」みたいな ことが出ているんだと。そういう訳です。だか ら非常に極端に言うと、我々

が脳 の情報処理 をやるんだというとよく悪 口を言われるんだけれ ど、も、例 えば猫の脳 と猿 の脳

と、人間の脳 を較べても大脳皮質はそんなには違わない訳です よ。 だか ら一生懸命 やって、凄

い高度 な情報処理装置 を作 るんだとやったら、やっと猫の脳がで きたと。 これでどうして言語

処理がで きるんですか、 とい うことになっちゃう。 どこが違 うのか と。ほ とん ど同 じな訳です

が、猫 にい くら教育 したって言葉 なんか喋 らない。だからその微妙な違 いは、単 に今 「創発 園

とい う言葉で片付 けちゃっているものだけじゃな くて、 もうち ょっと高度 な組織化 とい うこと

が必要 になって くるん じゃないかと思 う。 もちろんそ こまで含 めて創発 性 とい うことを言えば

いいんだけれども、今 「創発 幽 と言 うと、 「ジェネティック ・アルゴリズム」 とか 「アーテ ィ

フィシャル ・ライフ」 とか、いわゆる 「セル ・オー トマ トン」 とい うことで もいいけれ ども非

常 に沢山の要素がある訳で、 これは 「単純な規則 に基づ く現象の中から非常 に複雑 な現象が起

こって きて 自分 を組織 化 される」 ということだけれども、何 とな く 「割合単純で平坦な ところ

で さえ複雑 なこ とが起 こる」 とい う意味 に取 られているrし か しそれはそ うだけれども、加 え

て 「高度 に組織化 されている」 ところの中か ら 「創発性」 と、そ して より高度 に組織化 されて

い くという現象が絡み合 って起 こって きて、高次 の情報処理 がで きて くるんだと。 こういう風

に捉 えたいですね。 だか ら脳の研究 には、そのために創発性 みたいなアプローチ をすると。そ

ういう方法 も使 えば、 またもっとミクロに各 ニューロンが どうい う役割 を していて各 ニュー ロ

ンが働 くとどういうことが起 きるか という、 もっとミクロで着実 なアプローチ と、そ うい うも

のが全 部絡 まって こない といけない と思い ます。
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事務局 「脳 の自己組織化」 とい うことにつ いて もう少 し詳 しくお話 しをお聞かせ くだ さい。

甘利 「自己組織 化」 というと、 まずは脳 の作 り方 を見 てみ ると、 これは遺伝子 に書いてある訳で

す。 ともか く遺伝 情報があるので人 間の子供 は人間の脳 を持 って生 まれて くる。 「発生」の段

階でまず神経細胞 に対応 す るものが どん どんで き始 めて、それが場所 を変 えて移動 しなが ら

「脳」 を作 ってい く。その時 に 「大脳」がで き 「小脳」がで き、 「脳幹」 がで きて、大脳 の中

で も6層に分 かれていてそ こをニューロンが時期 によって違 いなが ら少 しつつで きて くる。だか

ら、 こういうラフな設計図 とい うのは遺伝 情報に基づ いて作 るんだろ うと。 ところが、それで

で きた脳が普通の成人の脳 みたいにちゃん ときちんとした脳 になるか とい うと、実はそうでは

ない。神経 の 「配線」 を見 ると、2層 か ら第何層 に線がっなが っているとかあって、 もっと極端

に言えば 目の網膜 か ら脳 の真 ん中を通って頭の後 ろまで情報が伝 わって、 目で見 たものは最初

に頭の後 ろで分析 している。 これはやっぱ り配線がないと困る訳 で、その 「配線」は しないと

いけない。それは遺伝情報 を手掛か りに してで きるんだけれ ども、 目の場合 だと取 り敢 えずは

「場所対応」になっているんですね。だか ら、例 えば網膜 の右上 の部分 はそ こを分担する脳の

場所があって、左側 はそれを分担す る部分 で行なっているか ら、そこに神経が行 かない といけ

ない。 ところがそこまではなかなか きちんと行けない。 どう して もプ レち ゃう訳です。従 って

どういうことをやるか と言 うと、始めは相当デタラメに線が ワー ッと伸 びて行 ってどっかにくっ

ついちゃう。その線が伸びてくっついたのを後で直す ということをやる。間違 ったところにくっ

ついちゃった線 は後 で切 っち ゃう。足 りない ところにはまた線が伸 び直 して、 ここにないとい

かんというところに行 くまで伸 びてそ こに落 ち着 くけれ ども、他 の要 らない ところは切 れて し

まう。そういう風 に自分 の構造 を自分 で作 ってい く訳です。では、その自分の構造 を自分で作 っ

てい く時の手掛か りは何 か と言 うと、一番単純 には情報処理 をす ることによって、外 の情報 に

合わせてこういう 「配線」が必要だということを作 ってい く。 もっと具体的に言 えば、 「発生」

の初期 に必要なもの を見せない ように してお くとその情報が作れない。 これは音大問題になっ

て、 「未熟児網膜症」 とい うのがあって、未熟児 は酸素吸入器 に入れてお くけれども、その酸

素が網膜 によくない という話があったので眼帯 を して酸素 に触 れないように しておいた。 とこ

ろが後 になって、実は外 の色々なものを見 ることによって、 目の分析装置が脳 の方 にで きて く

る時期 だった と。あれは裁判 になって、裁判ではその時に医者が科学論文 を読 んで知 っていれ

ばやらなか ったのにと、医者は どこまで知 っているべ きであるか とい う責任問題 になった。 し

か しともか く、非常 にプ リミテ ィブなベースで、外 の情報 に合 わせて自分 の内部 を作 っていく

ことがで きるとい うことな訳です。

甘利 これは一番 プリミテ ィブなことだけれども、 もうち ょっと進 んで きた ときで も、例 えば我々が

こうやって字 を見 てパ ッと読 めます よね。 ここにある 「情報」 なんて字 も 「こざとヘ ン」 に

「青」だなんていちいち分析 している訳ではな くて(笑)、 まとまった字 として覚えちゃって

いる。 これは日本人 や中国人 には、脳の方にそれに対応 する仕組みがで きちゃっている。 とこ

ろが外 国人が 日本語 を覚 えるのは大変 な訳 ですが、彼 らも慣 れればそ うい う仕組みがで きて く

る と思 うんです。だから、それはむ しろハー ドウェア的 に、ある意味 では 「ワイヤ リング」で

作 っちゃっている。 だか らそれが 「自己組織 」なんです。脳 の仕組み というのは基本 的な枠組

みはあるけれ ども、それに加 えて外部の情報 に適合するようにどんどん自分 を作 ってい く。 もっ

と非常 にプリミティブな例だったら、 よく言 われているんだけれ ども、例 えば幼児の頃に脳の

ある部分がダメージ を受ける。一番極端 には 「言語野」が何 かで失 くなって しまう。その時何

が起 こるか とい うと、別の場所 に言語野がで きる。それは全体が言語情報処理が必要 というと
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きに、その部分が失 くなって しまうと困 るから、脳 の他 の部分がそ うい う風 にや りましょうと

全体が詰め合 ってや る。そ うい う非常にフレキシブルな能力 はやっぱ り発生 の初期 から若い時

で、我々が言語野が脳出血でやられて しまって もなかなか変わって くれないですけ どね(笑)。

で も 「自己組織 」 とい うのは色 んな部分でで きていて、そ ういう具体的なハー ドウェアの 自己

組織 とい うの もある し、 もっ とハイレベルでは我々の 「記憶」 とい うのがあって、やっぱ り自

己組織 に似 ている訳です。 コンピュータの記憶 とい うと、 とにか く覚 えたいことをデ ィスク と

かどこかの物理 的なバ ッチに書 いてお くしかない訳で、それから後 はデータベース をどう作 る

かで、 デタラメに書 くと引 き出せないのでそれをなるべ く組織的にうま く作 ろ うとい うことを

やる。 これがデー タベースの腕 の見せ どころ とい うことになるけれども、いずれに して もそ こ

には 「在 りのまま」が書 いてある。人間の記 憶の場合 は、 どうも在 りのままの情報が書 き込 ん

である訳ではな くて、 「思い出す」 とい うことは 「作 り出す」 ということなんですね。必要な

情報が 「再現」で きると。 どこか らか引っぱって くるとい うのではな くて、情報 を作 り出す よ

うな 「機構」 を脳 の中に作 ってい く。そのためには昨 日何 やったかζいうの{ま一週間 もすれば

忘 れち ゃうけれ ども、やっぱ り大事なことは覚 えてい る訳で、要 らない情報は始 めは覚 えてい

るけれ ども切 ってい く。そうい う記憶構造 の 自己組織 ということもやっぱ り脳 の中でやってい

て、それは今の 目で映 った情報 をどう伝 えるか という一番 ロー レベルの自己組織 に較べ れば、

記憶内容の 自己組織 なんてい うのは随分高次の レベルだけれ ども、やっぱ りそ うい う全体 を通

じて人間の脳が非常 にフレキシブルだ と。 「学習」 も同 じような意味 に使 ってもいいと思 いま

すけれ ども、 「記 憶」 「学習」 「自己組織」 と。こうい うところに一つの根があるものですね。

事務局 先程、他 の分野 との協力 とい うことを言われましたが、具体的にそ うい うプロジェク トや取

り組んでお られるテーマがあるので しょうか。

甘利 そうですね、脳の場合、脳 の研究の歴史 をず っと見てみれば、 これは生理学、特 に20世 紀 の半

ばに 「微小電極」 とい うものができて、あれが技術 の進歩 としては非常に画期的 なもので、一

個一個 のニ ュー ロンに電極 を刺 してそこの電気現象 を観測すると。だか らこれによって実際の

脳 のニュー ロンが観測で きるのだか ら、 これで脳 のことは調べ さえすればみんな分かつちゃう

と。そ う一時 は思われていたんだけれども、実はそうはいかなかった。何故そ うはいかなかっ

たかと言 うと、結局脳の中での情報の表現 とい うのは一個 一個のニューロンが重要 なんではな

い。極端 に言 うと、一個一個 のニューロンが死 んじゃったってあ まりたい した影響はない。やっ

ぱ り全体の共 同現象 で情報 になっているから、ほんのち ょっと一つ一つ を見ていっても全体 は

見えない ということですよね。だから、脳が何 をやっているか理論 を作ろうという時が1960年 代

の始めにあったんだけれ ども、やっぱり一つは難 しくて どうにもうまくいかない というのと、

もう一つはそれ を技術的に実現 しようと思って も当時のテクノロジーでは とて も実現で きない。

脳みたいな複雑 なもののモデルはで きない.と。それよ りは コンピュー タが素直 に発展 してい く

から、 コンピュータに合 った方法で情報処理 を開発 していった方がいい と。 こうい う流 れだっ

た訳です。で1980年 代 の半ばだから今から10ttf－ぐらい前 にいたっ・て、 コンピュータ万能主義 に対

する反省 が また起 こって くる。 もちろん ここには 「脳 は面白い」 というものが基礎 にある訳 だ

けれども、ただ脳が面白いというだけではな くて、脳 の仕組み を解明すれば今 やハー ドウェア

でその仕組 みを実現で きるような、脳の真似 とい うか、同 じ形でな くてもその方法 を取 り入 れ
シ シ

た情報処理 を作 るのは不可能ではない と。現実問題 と して もできるではないヵ・と。 こっい っの

があった。それは技術 と して役立てたいとい うことではな くて、実は脳の仕組み というもの を

解 明す るために も何 か理論的 に脳 とい うのはこうい う方法で情報 を表現 を し、 こうい う計算 を

することによって上手 く情報処理 をしているんだとい う仮説が欲 しいと。で、 その仮説が立 て
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ば本当にそ うか を実験で調べ る。 こうい う方法で実験 を組み立てれば脳 の研 究は もっと進むの

ではないか。 こうい うもっともらしい理屈があって(笑)、 交流が始 まったんですね。だけ ど

も現実 にはなかなか難 しい訳 で、一つは例 えば生理学の北米神経科学会 というのがあ りますけ

れども、ああいう大 きな学会は参加者が2万 人 とか3万 人 とかいて、神経系 の大 きな大会で も計

算論 的神経科学、 「コンピューテー ショナル ・ニューラル ・サイエ ンス」 という言い方 をしま

す けれ ども、そういうセッシ ョンを設 けてそういう立場か ら脳の仕組 みを議論 しようとい う動

きは盛んにあ ります。一方工学系 の人達 も、1980年 代の後半に一種 のニューロブームとい うのが

あって、一番端的にはニューロ家電 というやつで、ち ょっと使 ってみ ようと、ニュー ロ ・エ ア

コンとかが出た。 まあ単純であま り面 白 くないけれ どもね(笑)。 そうではな くて、 もうち ょっ

と深い ところで生理学的な記憶の仕組み だとか、 そうい うもの と結 びついて研究 をやっていこ

うとい う協力関係 を作 っていか なければいけないん じゃないか と。

甘利 さっき数理科学の時に言 ったように、数学 は結局 こうなっち ゃって(笑)、 結局おか しい とこ

ろに行 きがけま したけど、脳 だってそうなんで、工学 と結 びついた生理学 と本当の生理学が分

けられちゃうようではおか しい。で もお互い大変 なんです よね。相手 のところを見るというの

はね。ついついサボタージュ しがちだけれ ども、それはやっぱ り間につ ながってい くような、

そういう広が りを持 った科学に しとかない といけない。それが どうい う形 で実現で きるかアメ

リカの例 で言 うと、 「ボス ドク制度」 とか 「サバテ ィカル制度」 とい うのがあって、 「ボス ド

ク制度」 というのは大学院で ドクター を修 めた人が後2、3年 いて修業するのにそのための資金

を出すんですが、本人が貰 う場合 もある し、プロフェ ッサーがその枠 を持 っててここでち ょっ

とやってみうと、専門を変えて仕事がで きる。 日本はなかなかそ うなっていない事情がある訳

で、難 しいです よね。ただ、 日本 の生理学界 では工学的な情報 とい う観点か らも議論 は必要 だ

という話 はあって、例 えば今 日本学術会議の会長 をおや りになっている伊藤正男先生なんかは

早 くか らそ うい う工学 との交流が必要だ とい うことを力説 されていま じた よね。文部省で科学

研究費 というのがあ りますが、彼 らは神経生理学 とい うことで脳 の生理学 とい うことでチーム

を組 んで もらうんだけれ ども、その中に工学 の人 も少 しは入れてお く必要があると。そ うい う

こともやって きた。それで5年 前 くらいに医学部の人達 とも文部省 とも話 し合 って、少 し入 れる

ん じゃな くて5分5分 の共 同の何 か研 究組織 というか、研究会 を作 ろうではないか と。正直言 う

とそうい うことによって研究費が取 れればいいや とい うこともあるんだけれども(笑)、 もち

ろんそれだけではなくて研究会なんかを共通で持 った りしますか らお互いに他 の分野の ことも

分 か ります し、また更にご若い人で柔軟 な人が、それこそ自己組織能力のある人が、 もっともっ

と共通の分野 に進出できるのではないかな と。文部省は3年 しか認 めて くれなかったか ら、3年

やって、非常 な成果が上が った と。それでこのまま終わって しまうとこの成果が死んで しまう

ので もったいない ということで、令弟二期 目に入っています。一 回目は私 が責任者で二回 目は

医学部の人に責任者にな ってやって もらっている。そんな風 に交流 を持 ってい るとい うのはあ

る。それで今、 どう実 ってい くか知 らないけれ ども、総合的に発展 させ ようということで、21

世紀 を 「脳の世紀」であ るとス ロー ガンにして大 きなまとまりに しようとやっている。 まあ研

究者 というのは脳関係の大 きな予算 が取 りたい というんでやっているんだろ うけれ ど(笑)、

そのいい点 はそういう大 きな脳 の科学 とい うのは、生理学 としての脳 だけではなくてその基礎

である分子生物学の立場か ら脳 の仕組み を探 ることか ら、認知科学、 もうち ょっと人間の精神

機 能に光 りを当てると。それか ら脳 の工学 と新 しいや り方の コンピュー タと。そ ういうの を全

部総合 しない と大 きく成果 は挙 げられないだろうと。そ うい う立場で共同 した推進 の方策 を考

えていこうと少 しや りかけているんですけれ ども、なかなか難 しくて どういうふ うにやったら

いいか考 えているところです(笑)。 これには実はお手本 がアメリカにあって、1990年 にブッ
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シュの時に議会宣言 という形で、来たるべ き1990年代 の10年 は脳の世紀 であると宣言 をした。そ

の時 に宣言 を立 ち上 げるのに何 を宣伝材料 に使 ったか というと、現代 の老人 ボケ とい う問題で

医療費 がい くらかかっているかと、その1%で も研究費 に回 し'たら凄 いことがで きると、医療 の

ことだけを宣伝 した。 これはやっぱ り非常 に狭 い言い方 なんで、1本当はもっとそ うではな くて、

文化、工学、全体 を通 じた議論 を しようではないか とい うことです。アメ リカの脳 の10年 の話

は一時立ちあがったんですけれ ども、ク リン トンに代 わってち ょっとおか しくなって きち ゃっ

ていますが ね(笑)。

事務局 先生 も話 され ましたが、そ うい う研究が もっと広 い領域 にわたって横 断的に広がって行 くた

めには、例 えばニューロ ・コンピュー タではなくて も、現在 の コンピュー ター技術 を使 った も

ので も、 どんな方法があればもっと他分野の情報 を取 りやす くなるので しょうか。

甘利 それは非常 に難 しいんですよね。20年 前 に大学紛争があって、あの頃か らよく言われていたこ

とですが、学問はますます専門化 して学者はタコッボになっちゃって自分 の髪の毛一筋 ほどの

専 門的 なことは よく知 ってい るんだけれ ども回 りの ことが全然見 えな くなっちゃう。そ う言わ

れていたんだけれ ども、今 になって見る とそれからもっと細分化が進むのか とい うとそ うで も

な くて、学 問の総合化 とい うのが また起 こってきているんではないか とい う気 がするんです。

それは一つには例 えば 「カオス」 とか、 それ こそ 「ゆらぎ」だ とか 「複雑系」、 「非線形」、

そ うい う切 り口で共通部分が出てきたということがあって、学問は細分化 だけ じゃない とい う

気 が している。一方、それは私が歳 をとって きたか らか も知れないんです よね(笑)。 それで

一人 の人間にとってみてどうい うことがで きるかを考 える と、私 の専 門は 「数理工学」 とい う

ことを公称 している訳ですけれ ども、数理的な方法論で色 んな対象 を見 るということをやって

いる訳です よね。その時 よく私が言 っているのは、オ リジナ リティを保つ には どうすればいい

か と。一つの方法 は専門 を変えればいい と。一つの ことを深 くやっている とその ことを熟知 し

ち ゃう。論 文がい くらで も書 ける。知 ってることの最後 にほんの1ミ リで も加 える と論文 にな

る、 また1ミ リ加 えると論文 になると。始めは凄 い苦労する訳です よね。論文 をひとつ書 くと

いうのは大変 なことなんですが、その苦労 もな くなって しまって、いわば悪 い意味 での論文書

きの職人 になって しまう。感激 がない じゃないか と。それを全然違 う分野 に行 ってみれば ド素

人な訳で、それは苦労はするか も知 れないけれども、その専門家の職人が持 っていない視点 と

いうのをも しか したら持 っているか も知 れない。そ こで何 か また一つ新 しい仕事がで きる し、

その人 にとってもプラスになるし、その分野の専門に とってもプラスになるのではないか。だ

か ら一人の研究者 として見た場合 に、そういう形で自分 のテ リ トリーとい うか分野 を広げていっ

て、そ うい うものがい くつかあると総合 してある程度全体 が見えるようになるのではないか と。

そ うい うことを僕iは言っているんです。 それは数理工学なんていう比較的実験 は してないでサ

ボ リサ ボ リしなが らやれる学問ですから(笑)、 そ ういうのがや りやすいのか も知 れませ んけ

ど、研 究者 というのは年令 に応 じて色々 とものの見方 を広 げていかない といけない時期 があ る

んだ と思 う。そのためには若い ときからそういう覚悟でやらない と。 しか し、本当に若 いとき

に何 かやる時 にあれ もや りこれ もや りというのは無理ですよ(笑)。 みんな散 らばっち ゃい ま

す よね。だか ら本 当にこれが面白いと思、ったらこれ一筋にや る しかないんですけれ ども、それ

を2、3年 やってみたらち ょっ とよそ も見 てみる とか、そ ういう可能性 が出て くるだろ うと。そ

れで、それ を助 けるようなコンピュータとか補助手段があるかと言 うと、 これは非常に難 しい。

む しろ これは人間の問題 だか ら、そうい うものを助けるようなものは大学の システムとか学会

のシステムなんだろうと思 う。例 えば大学の システムだったら、 「サバテ ィカル ・イヤー」み

たいな形で アメ リカだったら7年 に1年好 きなとこへ行 って好 きな ことをしていい。人 によった

一29ご



ら3年 に半年取 って、好 きな とこへ行 って好 きな ことを して くると。そ うい うようなことをやら

せ ている。 日本 だったらそういう習慣 もない しそ うい う制度 もない。今だに自分 の大学 を出て

そこの先生 になって、学問が髪一筋だけ じゃな くてポジシ ョンも髪の毛一筋 ってい うの もや っ

ぱ りまだ圧倒的に多いですよね。逆にポジションだって、10年 ぐらい、7、8年 で もいい し15年で

もいいんだけれ ども、 自由に移 り換 われるぐらいの自由度 があった方がいいん じゃないか と思

う。妙 な話 だけれども、ちょっと学問にゆとりがなさ過 ぎるんではないか とい う気 がする。 こ

れをどう保証 してい くか というと難 しいです よね。私 なんか もうボケてますか ら(笑)、 こう

い うところでイ ンタビューに呼び出 され時間を取 られても仕方がないかなんて言って られます

けれど、若 い人 はもっともっ と自由 に、遊 んでいる ぐらいの時間のゆ とりが ない といけないん

だけれ ども、最近の若い研究者は本 当に忙 しくしてい ます よね(笑)。 普段だ と忙 しくて、ボ

ケ ッと考 えてまた何 か休む という時間が もったいないから、その時間があるとルーチ ンの仕事

をやっち ゃうんですよね。だからやっぱ り余裕 ある時間が持 てるような保証が必要だ と思 うん

ですよね。

事務局 「複雑 系の科学」 とい うことでご意見が色々出て きまして、最近になってそ うい う従来 の考

え方や価値観 を覆すような考 え方が出て きている訳ですけれ ども、パラダイムシフ トに重要な

鍵 となるような分野に先生は どんな ものを挙 げられ ますか。

甘利 そうですね、 ここには色 々いっぱい書いてあ りますけれ ども、大 きい もの もある し小 さい もの

もあってなかなか面 白い と思 いますけれ ども、例 えば複雑性 で 「カオス」 「ゆらぎ」 「フラク

タル」 とあ ります。 だいぶ前 からよく近代合理主義 というか、合理的な分析的 な科学、全て要

因に分解 して因果関係 をはっきりさせてち ゃんと掴 んでい くとい う科学 に対 して、そ うではな

いんだ と。要するに分解 できない複雑 な ものがあ るんだ とい うことが対 峙 されています よね。

それは判 るんだけれ ども、僕 は どちか というと保守的な方で(笑)、 最近 こうい う言い方 は流

行 らないんだけれども(笑)、 僕 は数理科学で どちらか とい うとはっきりとした視点で もの を

見 てみたい。 どんなに複雑 に見 えることの中にも視点 を上手 く使 った り、方法 を上手 く開発 す

ることですっき り見 えるものがあるんだ と、 こう思 ってい るんですけれども、それは結局 自分

の美意識ですよね。 その上で今の複雑性の科学 とか、例 えば 「アーテ ィフィシ ャル ・ライフ」

で もいい し 「ジ ェネティック ・アルゴリズム」な どを見ていると、現象 と してはまず面白いで

す よね。 こんな面白い現象があるのか と言ってや っているんで しょうけれ ども、それは第一段

階に過 ぎない。悪 口を言えば、100や ってみて1個 面白いものがあれば他の99は 捨 てちゃって 「こ

んな面 白い ものがあるのか」 と言っている訳で、それはそれでもいいけれ ども、その うちゃっ

ぱ り本当の科学 として栄 えるのか、科学 として基礎的な体系 に育 ってい くのか、やってみたら

面 白いだけで終 わって しまわないか。それだけで止 って しまうか どうかは、 やっぱ り何 か内在

的な仕組み とい うかこういうものが原 因 となって、それはある確率性で もいいですが、 こうい

う現象が生 じて くる可能性があるんだ と。ただ、複雑なことをやってみた ら面 白いで した、 じゃ

あないんだ と。視点が掴 めるかどうかがそれが これか ら更 に科学 にな り得 るか どうか というこ

となんだ と思 う。 こうい うことを言えば 「量子力学」 が出た時だって、 ミクロに行 くと現象 が

複雑怪奇 でニュー トン力学が どうもダメら しい、全 く説明がつかない とい うところか ら量子力

学 というものが生 まれた。実 は全然違 った立場で現象 を見れば、それが統一的 に捉 まえ られる

んだと。そんなすっ きりした ものが複雑系 にある とも思えないけれ ども、それに してもそれ を

合理的な立場で見る視点が これから育 って くるんではないか と思 う。 だか ら今の複雑系 その他

の人達が、あれは今 までの合理的、分析 的な科学 とは思想 的に全 く違 うんだ ということを言 っ

ているのは、実 は嘘ではないかと。結局分 かって くればまたそち らになって、その中か らまた
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分 からないことが出て くると。ただ対象は どんどん複雑 になってい きます よね。だから、ニュー

トン力学は非常 に単純 だけれども、で も例 えば統計力学 とか熱力学みたいな現象 はまさに昔は

複雑系 だった訳 ですね。今や統計的な手法で非常 に単純 な論理で解明で きるけれ ども、 まあ昔

はこういうものだったです よね。それはやっぱ り、人間の認識 とい うものはそうい うものを上

手 くつかまえまえる ようにで きているんだと思 っているんですけれ どもね。 これは皆 さんの意

見 とは大分違 った意見で、大分古臭い ところがあるとは思 うんですけれ どもね(笑)。

事務局 アナ ログ コンピュータのお話 しで、なぜそういうことがで きるか分 かればデジタル処理でで

きる筈 だ と、そうい うことを聞 きましたが、先生のお話 しと何 とな くつ なが りますね。

甘利 それは よく言われる話ですが、 「脳 とコンピュータ」 ということで、 コンピュータはデジタル

処理で要す るに 「チ ュー リング機械」 だと。一方で、チュー リング機械 の限界 とい うのが数学

のゲーデルの 「不完全 性定理」の ようにああい うもの と対応 して、論理的に何 か ら何 まで機械

処理で きる訳ではないという話があ ります。で よく言うのは、だから脳はアナログ ・コンピュー

タなんだか らフォン ・ノイマ ン型ない しチューリング型のコンピュータを超 えたものを持 って

いる と。 こうい う議論があ り得 るんだけれ ども、それはち ょっ と違 うんだろうと僕 は思 ってい

る。そ の辺 の話 は非常 に微妙 な ところがあるんだけれ ども、要す るに脳の原理が分 かって しま

えば、 それはデジタル ・コンピュー タでほとんど脳 と同 じに働 くようなものは作 ることがで き

ると思 う。ただ、 どっちの方が より効率がいいか とい うと、脳み たいなことをやらせるのに普

通のデジタル ・コンピュータでや らせれば例 えば100倍 手間がかか って しまう。それを脳みたい

な ものにや らせればよっぽ ど簡単 にで きるではないか とい う、その効率の違いなんだろうと思

う訳です。で、アナログ ・コンピュータとい うのは40年 ぐらいの昔 に一時期流行 ったんですけ

ど、結構簡単です ぐで きて便利 に使 えると。それが どんどんすたれていって全部 デジタルに置

き換わっていったのは、要するに精度 というか誤差の問題 なんです。簡単な問題 ならばいいけ

れ ども、 どん どん大掛か りな ものを作 ってい こうとす るとその誤差が積 もり積 もって最後 は誤

差 だらけで、 もうどうに もな らない。それをデジタルで きっち り刻 んでいけば誤差 を一回一回

全部抑 え込む ことができるか ら、誤差が積 もり積 もってゆかない と。 こうい う訳 です よね。そ

うするとニュー ロ ・コンピュータみたいな話になって しまうんだけれ ども、 じゃあ脳 はどうなっ

ているんだろうと。一応脳の中ではニューロンの 「発火」 というパルス、つま りデジタル ・ベー

スはあるんだけれども基本的にはアナログ ・コンピュー タということですよね。情報 は脳の 「発

火頻度 」み たいな形 で表現 されていて、それがアナログの度合 なんだ と。 ところが、発火頻度

と言 えば結構誤差が ともなうものです。ニュー ロンーつ とってみて も相 当いい加減なところが

あ って、いつ もいつ も再現性 のあるピッチ リした情報処理 をやっている訳ではない。だから、

誤差が どん どん出ているのにどうして誤差は積 もっていかないのか と。その計算 の仕組みの中

に誤差 を消 し去 る、つま り誤差がな くなっちゃう、そうい う計算 の仕組みを埋 め込 んでいるか

らなんだ ということですね。だから今はLSIみ たいなものを使 ってニューロンを作 って、ニュー

ロチ ップみたいに してコンピュータを作 ろうとい う議論 もあるんだけれども、あれ もアナログ

派 とデジタル派 で色々議論がある。デジタル派の言 うのは、結局 デジ タルに分解 しちゃった方

が途中の計算の精度が よくで きるということと、それからデジタル技術 というのはもの凄 く進

んで きていると。 こ こまで極限 まで開発 されちゃった もの を使 わない手はないということです

ね。それか らアナログ派の方 は、アナログでやった方が装置がはるかに単純 になるとうことと、

それと発熱量が少 ないか らエネルギーを食 わないと。将来大 きな もの を作 るのにはアナ ログの

方が得 ではないか と。 こうい う議論があって、それは今 はやっぱ り両方の考 え方に分かれてい

ますよね。 ただ、いずれ どち らの立場に しても、デジタルで非常 に精度 よくやろうとすると複
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雑 にな り過 ぎるから、仮 にデジタルでやって も実 はビッ ト数 を削 って相当いい加減 にやって、

それで も誤差が積 もらないような仕組みを内蔵 していかないといかない。情報処理 の 「仕方」

ということです よね。そ うい うことになると思 う。

事務局 さっ きアメリカの例 を言 われましたが、 日本の脳科学の水準 とい うのは欧米 な どと較べて ど

うなので しょうか。

甘利 まずアメリカ、 日本、 ヨーロッパ と大 きく分けて三極構造 とい うことができますが、やっぱ り

アメ リカは研究者人口が例 えば脳 の生理学 をとってみて も日本のIC陪 多 い。生理学者がよ く言

うのは、研究人 口は10倍 多 くて、研 究予算 は100倍 多いと。それで研究の実力 はアメ リカは日本

の倍 ぐらいだ と。少 な くとも日本が10分 の1と か100分 の1ぐ らいの実績 ということではないん

で、対等 に付 き合えるだけの基礎科学の実績 を持 っています。ただ しょせ ん人口が10分 の1と い

うのはやっぱ りかな り苦 しくなるんですね。裾野 がないといけない。 それは非常 にいい研 究同

士 を較べればあ る部分で はコンパ ラティブだ と言 っても、裾野が持 っている トップを押 し上 げ

る力 とい うのは大 きいですからね。 ヨー ロッパ について言えば、予算規模 は日本並 みなんだろ

うけれども、そ う言 っちゃうと日本 の予算 もやっぱ り全体 的に見 て政府予算、つま り基礎研究

予算が少ないです よね。 ただ、 「研究予算」 と広 げて しまうと、企業 の 日立だ とか東芝なんか

は凄い予算 を持 っていますから違 って くるんで しょうけれ ども、 まあ ヨーロバはオーダーにす

れば10倍 とかい う差はな くて、 ヨー ロッパはやっぱ り研 究資金 は少 ない。研究人 口もアメ リカ

程 は多 くない。 日本 よりは少 し多いか も知 れない。私 なんかから見ていると、 ヨーロッパでは

工学 というものが もの凄 く軽視 されていると思 う。アメリカは例 えばMITと かあ ります。まあ、

今 は工学 と理学 はほ とん ど同 じ山になっちゃってますよね。同 じ山の理学方面 と工学 の側 と分

け られるぐらいで、共通部分が多い し、基礎的なことをやる工学 というの もあるんだけれども、

ヨーロッパは伝統的に理学が偉 くて工学は二の次だ とい う意識 を引 きずってい ますよね。 日本

の よかつた点は、例 えば東大 だったら 「理1」 とい う形で同 じような学生が入 って きて、優秀

なのが理学部に行 って悪 いのが工学部に来 るということにはなっていない。 日本 は有 り難いこ

とにそうなっているけれ ども、 ヨー ロッパはそ うなっち ゃってい る。それはち ょっ と学問をア

ンバ ランスに して、それこそ理学 と工学 とのつなが りが持てるような広 い裾野がなければいけ

ないところが、 ヨーロッパの場合 はそ こが切れち ゃっているんではないか と。それが ヨー ロッ

パ の欠点なんで しょうね。

事務局 先生 のお立場 から今回の委員会の最終報告 に対 し、何 か提言やご意見があ りましたらお願い

します。

甘利 いや本 当に各 自が勝手なこと言ってるんで(笑)、 難 しい仕事だなと感心 しているんですけれ

ども(笑)。 だけど、 「知的資源」 というのは、それを活用 するようなマルチメディア技術だ

とかデータベースの技術 だとかそうい うものが必 要だろうけれども、結局は人間 をどうやって

活かせ るかということだと思 うんですね。これは難 しいです よね。正直言 うと、だんだん歳 を

とって くると研 究の幅は広が って色 んなことを知 って くるか ら研究 はよくなって くるんだけれ

ども、 よくなって くる代 わ りに研 究の本当の鋭 さはやっぱ り失 くなって きます よね。大体 よく

あ りがちなのはそ うなって きて もや っぱ り俺 は先鋭 なんだと思 ってい る人 もいるし、そうい う

の も困 るんだけれ ども、 と言 って、ある程度力があって色んなことを知 っているのに管理的な

仕事 だけに没頭 しているの も困る し、その辺の人間の使 い方 とい うか役割、配置、 これが どう

やって上手 くで きるか と。それが難 しいと思 う。単 にその人の 「力」 と言 ったって、力 にも色
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んな ものがあ りますか ら、非常 にもの を知 っている人 もいれば、非常 にモデル化するのが上手

い人 もいれば、 またそ うい うものはまた個人で変 わってきますから見てないといけない。そ う

いうものを最後 まで活かせるようなシステムですね。 それはやっぱ り簡単 に機械がサポー トす

るだけ じゃない と思 う。それが どうやって作 れるかということだ と思 う。 それは優 れた人材 を

国 とか社会が活 か してゆ くシステムということですね。 ただ、だからって、あの人はいいからっ

て皆 んなが聞 きに来 たら潰れちゃいまけどね(笑)。

事務局 先生は先程、基礎研究 とい うことを言われましたが、その方向で どんなところを日本 はもっ

とやらな くてはいけない とお考 えですか。

甘利 私 は個人的趣味 か もしれないけれ ども、皆 さん脳の話 は大切だ とよく言 うし、技術 だとマルチ
"
メディアが大事だ とよく言 う訳ですが、やっぱ り数理科学 とい うのは地味 だけれ ども色 んな分

野 をつな ぐ方法論 だろうと思 う。それは純粋数学 とは違 った、数理科学 とい うのは実は もっと

力 を入れて もいいんではなかろ うか と。それを核 に学問間の違 う領域 に内在 するような、 「非

線形」だって 「ゆらぎ」だって、 「カオス」だっていいですけれ ども、それ以外 に も色 々ある

と思、う。そ うい うところを育ててい くと。 こういい う視点は非常 に重要なんだ と思 っている。

だけ ど皆 んな自分 のや っていることはみんな重要に見 え ますからね(笑)。

事務局 デー タ同士 を相互作用 させ るようなアルゴ リズムを見つければ純粋客観 の中で実験が行 なえ

る。数理科学の中には こうい う命題 も含 まれているのですか。

甘利 そうですね、やっぱ り数理科学 と情報科学 とは密接 な関係 にあ りますか ら。確 かにコンピュー

タの中でデータ同士 を相互作用 させて何 か出てき得 ると。それは例の 「創発 性」です よね。そ

う言 うんだけれ ども、ただ相互作用 させればそれで出て くるのか と言 うと、そ ういう訳ではな

い。 じゃあ100相 互作用 させ て一つだけが実は出てたんだ としても、 どの一つが答えを出 してい

るんだか分 か らない と困 る訳 ですよね。だか ら数理科学の役割 とい うのは、そのデータが相互

作用する とい うのは非常 に重要 なことで、それはいいんだけれ ども、それを更 に総合 的に もう

一段上か ら見る とい う視点 を確立することに絡 んでいるんだ と思 う。数学だって脳が作 ってい

るんで、それだってデータの相互作用 には違いない(笑)。 よく言 うのは、猿 の脳 を非常 によ

く調べて、 どのニューロンとどのニューロンが どの くらい くっついているか全部調べて仮 にコ

ンピュータに全部入 れた とす ると、猿 の実験 を しな くでもどんな刺激 を与 える とどんな反応 を

す るか とい うことが コンピュー タを見ていれば全部分 かるのだと。本当にで きる訳 はないけれ

ども(笑)、 まあ原理 としてはで きると。 しか し、 これで猿 の脳が全部分かったことになるの

かとい うと、実は何 も分かってはいないではないかと。そ ういうことです。つ まり猿の脳 とい

う本当の脳があろ うが、同 じものの コピーが コンピュータに入 ってい ようが、やってみればそ

れは確かに答 えは出 るけれ ども、それが どういう原理 で動 いているか。それをもう一段 高い視

点か ら、数理的にで も情報的にで もいいけれ ども見 る。 これが 「科学的認識」 なんではないか

と。 こうい う訳 です よね。だか ら、世の中にシ ミュ レーシ ョンというのがあって、例 えば流体

力学で も方程式 を解かないで全部 シミュレー ションで解 けるか らいいん じゃないか と言 うけれ

ども、'それはそ うだが、やっぱ り人間の認識はそ こに留 まらないのではないか、そ う思 うんで

すね。それがやっぱ り数理科学の役割 ではないかと。

事務 局 今 のAIの レベ ル とい うと、 ニ ュー ロ ・コン ピュー タの理 想像 か ら言 う とどの レベ ル に来 てい

るので すか 。
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甘利 そ うですね。AIも 歴史的な変遷があって、一つの発端はまさに人工知能で、知的なものを作ろ

うではないかと。その当時か らコンピュータに依拠 して論理的に作 ってい こうとい う立場 と、

脳 みたいな よく分か らない もので、それ こそデー タが相互作用 するという中か ら知 能が発生 し

てい くようなものを作 ろうという立場 と、両方あった。で、いわゆる 「人工知能」 と呼ばれて

いるようなのは、その中で 「記号」 と 「論理」で情報 を作 ってい くのが早道であると。人間の

脳 の ようなあんな訳の分か らない ものは忘れて しまえ とい うのが、極端に言 うと主流 になって

きた。それが1960年 から70年 ぐらいにかけてですね。その時に色々なことを考 えた訳で、例 えば

数学の定理 を証明するようなそ ういう人工知能が作れるのか とか、実験 データを与 えると概念

を発見 して、天体 の運動データを与 えるとケプラーの法則 を出 して くるん じゃないか とか、そ

ういう 「発見」がコンピュータ ・プログラムでできるのかとか、そういう議論 がずっとあった。

で きる とかできない とかに して も難 しい ものがあって、つ まり簡単な例 だ とやって もで きちゃ

うんですね。 じゃあ、 と言ってそれが どこまで一般的なものに通用 するか とい うと非常 に難 し

い訳です。そのうち1970年 代 になってコンピュータがよくなってくると、そういうことはお遊び

的 な面 になっていって、 どうせ本格 的 にできないならばもうち ょっと役 に立つ ことで しか も難

しくないことをやろ う・と。具体 的には 「エキスパー ト・システム」、つ ま り専 門家 の知識、例

えば法律家が法律 の条文 と適用の仕 方 を全部覚えているとか、医者の知識 とか、 もつ と単純な

のは列車でダイヤを組む 「線引 き」 とい うのがあってあれはプロが一生懸命やっているんだけ

れ ども、そのプロが持 っているノウハ ウを全部 コンピュー タに入れればいいと。そ うい うもの

なら実用 になるのではないか という研究がlsr70年代に行 なわれて、80年 代 にAIブ ームが始 まる訳

です。それはやっぱ り記号 と論理 だけでできる。それこそ推論マ シンと非常 に膨大 なデータを

デー タベースとして用意 して、推論 マ シンがそこで決め るんだ と、そ うい うことだった。現実

にはそれは易 しい問題にはかな りうま くい く。だけど難 しい問題 には うまくいかない。 「難 し

い問題」 というのは、情報 が時間 とともに変 わっていっち ゃった り、矛盾 してた り曖昧だった

りして、そ うい う部分 でちょっとどう しようもないことになる。 それでや っぱ り80年代 になっ

て今度 は認知科学の中から、そ うい う記号処理だけで人間の認知 を捉 えるのは間違 いだ とい う

動 きが出て きて、それは 「コネクシ ョニス ト」 と言 う訳で、やっぱ りさっ きの ようにデータを

相互作用 させる ということが分 からない と人間の認知は分 からないのだ という立場 に立 ってい

て、それがまたニューラルネ ッ トワーク と結びついて くる訳です。ある意味で、狭 い意味での

人工知 能 とい うのは行 き詰 まって しまった。行 き詰 まった と言 って も、それはそれでで きるこ

とはい っぱいある訳です。 じゃあそれ をニュー ラルネ ットワークだ とか、今言 った創発性のあ

る計算 システムとどう融合 させてい くか。一方、創発性だ とかニ ューラルネッ トワークだけを

考 えている と、 とか く低 い レベルに留 まりがちなんですね。パター ン認識で人 の顔 を見分 ける

とか、 プラン トの非常 に微妙 な故障診断 をするとかはいいんだけれ ども、 それプラス もう一段

論理的な推論 を積み重ね ようとすると、それが分離 しち ゃう。だか らそれを融合 させ るのが本

当の意味での人工知能の道 なんだとい う訳 です。それ に対 しては まだまだ難 しくて、今 の人工

知 能 とい うの は歴史的 には記号処理 の方か ら来てい ます し、ニュー ラル ネ ッ トワークはもう

ち ょっとミクロなレベルで相互作用 をやっているんだけれども、やっぱ りまだギャップがある。

それを埋 めないと本 当の知的な機 能の技術的な実現 とい うのはで きないん じゃないか。それは

21世 紀 ということですね。だか らさっき言 った脳 の科学 というのは、人工知 能みたいなもの を

当然含 んでいなければいけない と。何 とな く人工知能の人達 と脳 の研究者が対立 している とい

うこともあ って、人によるけれ ども、柔軟で両方必要だ とい う人 もい るし、あんな ものは科学

じゃないよと言っている人 もいる。 しか しよくよく問い正 してみる と、自分の学問の縄張 り争

い もあれば、片一方が流行 ると予算 がそっちの方 に行 っちゃって こっちに研究費が来 ない とか
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(笑)色 々言 う人 もいますけれども、やっぱ りそれでは困 るんで、視点が違 うけれ どもやっぱ

りどっち も大事 は大事なんです よね。数理科学によってそ ういう立場 も育 てていきたい し、そ

れには数学者 です よね。知的資源 とい うことですから(笑)、 数学者 をあそこに閉 じ込 めてお

くのは もったいない と思 うんです よね。

事務局 どうもお忙 しいところを有難 うございま した。
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岡澤 元大委員

事務局 変革 を導 く3つのキー概念 とし・うことで、 「新 しい科学観 による変革」、 「科学技術や知的技

術 の進歩に よる変革」、 「人類 の歴史的蓄積データの新活用 による変革」 とい うものが議論 さ

れて きま した。以前 にコメン トをいただ きましたがその、 「複雑系への視点 を持 った知的資源

の整備」、 「知 的データをアナ ロジーとして利用で きるシステムの構 築」、 「人の認識過程の

究明」 などの観点 からお話 しいただけるで しょうか。

岡澤 私 は 自分の興味 のあること しかお話 しできませ んが(笑)、 最近発見 して、一番強 い共感 を

持 った ことからお話 ししたい と思 います。古 くて新 しいテーマなのですが、バ ネバ ・ブッシュ

の 「Aswemaythink」 という論文です。要するに、人間は基本 的な脳構 造を作 り上げるのに、

それがいつかは分か りませんが、非常 に基礎的で文化的な周囲の環境によってその 「シナプス」

が決定 され る。端 的に言います と、皆 さん若い頃育 った ところの言葉が 「なま り」 としていつ

まで も抜 けない とい う、ある意味で奇妙 な現象があるのにお気付 きだ と思います。あれはまさ

しくそれ を現 していると思 うんです。それでこの シナプスの形成 は一個人の体 内に留 まらず、

国家社会の持つ特徴 として現 われていると私 は思 う訳です。従 って 「Aswemaythink」 、 「人

間が考 えるように」 というテーマで研究するについて も、 アメ リカ人が考 えるもの とイギ リス

人、 ドイツ人が考 えるもの と、 日本人、中国人が考 えるもの と、みんな違 う筈 である。その文

化的単位 ごとに、 「Aswemaythink」 という世界がある筈 だと思 ってます。その単位 ごとに作

られているであろ う世界で 「新 しい世界」や 「平和 な世界」の最終形 を考 えてみた場合 に、こ

れは非常 に大 きな社会の思考単位 ごとの、 「ツリー構造」ではな くて、 「ネッ トワーク構造」

で世界 をカバーす るようになるだろう。その中で力強い情報集積 とシナプス構 造 を持 っている

国が、次の 「情報ヘゲモニー」を握 るのではないか。 これが一つの大前提 となるイメージです。

岡澤 それをブ レーク してい くことによって、次 に必要な分野が出て くる。実は、ブ レークして思考

す るとい う作業それ 自身が今言 った仮説 に大変矛盾す るや り方である。で も矛盾 するや り方で

あって も、ネッ トワーク型で考 えていって、壁 にぶつかった時に次にツリー型 に思想 を変えて、

情報 を探 る。そ してツリー型で分かんな くなってきた時には、 またネッ トワー ク型 にフィー ド

バ ックす る。人 間の頭の中はそ うい う構造を持 っているように思 うんです。 とい うのは、実 は

「ネ ッ トワーク型構造」 というのは、 「フェーズ3の 眼」の中で柳 田邦男が書い たと思い ます

が、 これは猫の話 で、縦縞の箱の中で育 てた猫 と横縞 の中で育 てた猫 とビヘイ ビァが全然違 っ

て しまう。それは後 で回復 することがで きない。縦縞 の箱 の中で育 てた猫 はテーブルとテーブ

ルの間 を飛び越す ことがで きない。それに対 して横縞 ばか りの ところで育 った猫 はテーブルの

脚 をよけることがで きな くなる。その中で書 いている結論 は一種の科学小 説のような話 だけれ

ども、動物の頭の中 に生成するある部分の認識 シナプスについては、成長段階のある期 間にお

いて しか生成不可能であるという結論 になっている。で、人間の原始的な個々人のシナプスは、

親子 や小 さいコミュニティか ら形成 されると思い ますが、その後教育 によって、 シナプスを補

強するある何 かが作 られる。 これは全部、ツリー型の構造 になって 「教育」 と して身に付 けら

れてい く。教育 だけ じゃな くて、人間は 「霊感」や 「直感」があるように見 えますが、それ は

もう一つのシナプスの構造であって、 ツリー型のシナプス構造 ともう一つのシナプス構造 との

キャッチボールか ら出て くるものである。で、新 しい政策に して も新 しい科学的発見 にしても、

新 しい疑問に して も、全 てこの二つのシナプスのキャッチボールの中か ら生 まれて くる という

感 じが してな らない。 ところが今 は、教育 というものを通 じてツ リー型のもの しか教えない と

同時 に、人 と話 を して伝 える時 にはツリー型 のことが 「論理的である」 とされ、 ツリー型の横
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造の頭の整理度 が高い者の方が主要 な、重要なポス トを占める。 そ して国家社会 を運営 してい

る。 この中に、本質的にクリエイテ ィビティに著 しく欠 けた政策 しか生 まれない原 因があるし、

またそういう形で しかデータベースが作 られていないために、本当の新政策 を打 とうとすると

使 えない ものになっているのではないか。

岡浮 そ うなると、先程言 うところの、 「Aswemaythink」 の方法で新 しいデー タベースを構築 しよ

うとする動 きがある。例 えば今、ア ップルのマ ッキン トッシュの中にハイパーカー ドとして標

準装備 されいますが、 またそれをもっと広げるべ き知恵、知識、研究 を整備するために、確 か

カ リフォルニア大学が中心 となって 「ネメックス研究所」 というのが1989年 にアメリカでで きて

いる。そういう人間の持 っている情報 の基本構 造をうま く支 えるデータベースになっているか、

またはデー タベースのソフ トがそ うなっているか見た時に、 日本 とは全然違 うな、 とい う気が

する訳です。 「知的資源」 というのをベース部分で共通のものと して見た場合に、私 はその 「編

集構造」 というかソフ トの構造が、 これからよく研究すべ き課題 と してあると思 う。それにま

た実 は 「知的資源」 とい う概念、それそのものを変えていかねば ならないだろ うと思 う。 とい

うのは、 「資源」 という言葉 は 「値 打ちがあるもの」 とい う意味ですが、 ところが 「知識」 は

単体 としては値打ちが全 くない。知 識は全 く値打 ちがゼ ロの ものだ とい う認識 をするところか

ら始めない と、例えば、ツリー型 とネッ トワーク型のキャッチボールか ら産み出される何 かと

い うものの値打 ちが分か りに くくなって しまう。 もちろんベースは必要で、 「材料」は必要で

ある。材料 にどの くらいの 「値打ち」 や 「重み」 を意識するかは人 によって違 うけれども、材

料 はイコール商品か とい う問題 になって、余 り材料 に重みを持たせ過 ぎると、 また本来の知的

資源の持つ 「知的活動」 の持つ意味合いが薄 まって しまわないか と。 こう思 う訳です。

事務局 ここでは、単純 にモ ノとしての資源 と対置 させて 「知的資源」 と言 っている議論 な訳です

が、従来の発想 と違 う形で取 り組 まない と知的資源に対 する政策は出て こない と委員はお話 し

をされ ました。その辺 りをもう少 しご説明 して下 さい。

岡澤 「発想」 ということは 「組み合 わせ」 なんですね。連想 の面白さが連鎖 して 「文化」 というも

のが作 られている訳です。 ここに二人の人がいる。一人は博識で もう一人は碩学であるとする。

どち らの葬式 に人が多 く集 まるか と言 うと、それは碩学の人である。例 は悪いけれども(笑)、

これは博識 と碩学の差 のようなもの を表 しているのであって、 「碩学」 とい うのはベースはさ

ほ ど値打ちを持 たせていない くて、それを体系化 して全体 の中で位 置付 けて説明 し、それが ま

ことに正鵠を得ていて、 もちろんそれが 「感覚論」ではな くてデータベース的 にもしっか りし

ている。それが碩学です。言 うなら、知識の相対連関関係が明確 に意識されているのが 「碩学」

であって、ただ知識が詰 まっているというのが 「博識」です。 「博識」 は博識 に しか過 ぎない。

どっかの字引を引けばいい話です。 「碩学」 の場合 はその本人に聞かない と解 が出ない。その

碩学の人の話を聞 くというところに 「商品価値」が生 まれる。 これはなぜか と言 うと、そこか

ら出て くるラジエーションみたいな、 「反射 光」があるんですね。受 け手 の人間の心 は、敏感

な人はそれを気持 ちよく大量 に受け取 る。博 識の人 は、 「ああ分 かった」 という、それだけで

す。だか ら、 「知的資源立国」 とい うのは、その博識 を巨大 に しようとい う動 きであるとした

ら、ち ょっ と考えな くてはいけないな。それが私 が言っている、 「カオス」であ り 「揺 らぎ」

であ り、 「フラクタル」 であ り 「ファジー」 の意味合 いとつ ながるんです。 これ らは渾沌を整

備 しようとすると 「碩学」 の世界 になるんです。

事務局 双方向の情報 コミュニケーションをどうこれか ら活用 して生活 を豊 かにしてい くか、またそ

一38一



れは可能で しょうか。

岡澤 それは もう、可能だと思い ますね。非常 に大 きく変 わるで しょうね。ただそれがメインの産業

か とい うと、ち ょっと違 う気 もするけど(笑)。

事務局 個人でアクセス して自由に解決策を見つけていくとすると、個人の価値観 やライフスタイル

や、人生観 に して も特徴 的な ものが発生 して くるとい うご意見があ ったのですが。

岡澤 それは全 く賛成で す。前 の委員会の時 にも申 し上げ ましたが、 「漢詞の世界」、 「連歌の世

界」 なんていうもの も無意識の うちにそ うい うことになっているん じゃないで しょうか。相互

研鑛 を経 なが らスパ イラルアップして色 んな ものを産み出 したような。本人 も満足 し周辺 も満

足 し、その集団が大 き くなって、それが歴史に残 った文化的遺産の ような気が しますね。

事務局 知的資源 を何 のために役立てていけばいいので しょうか。あるいは何 のための知的資源整備

であるとすれば よいので しょうか。 日本人の考え方がパ ラダイムシフ トしてい くという基調で、

これを説明 して もいいので しょうか。

岡澤 「パ ラダイムシフ ト」 の何が どうい う具合 にシフ トするか、僕 は全 く判 らないですね。 「新 し

いパラダイム」 はい ったい何 か、提示 して くれた人 も誰 もいない。 「パ ラダイムシフ ト」 とい

う単語がいわば泳いでいるんで、僕iはこれはブラウン運動 の ように どこにい くのかな、なんて

見 とるんです よ(笑)。

事務局 価値観が変 わるとい うのはパラダイムシフ トとは言わないで しょうか。従来 は国家 とか企業

とか、集団が持 っている 「価値」 というものが大事であって、それで個人が まとまっていま し

たが、 それが変 わって 「個」 の価値観 を大事 にするとか、主張が されるとか、個人の全体 から

の在 り方が変 わって くるとか、そ うい うパラダイムは考 え られないか と。

岡澤 それは社会状況 が変 わった らいっぺんでひっ くり返 ると思 いますね。平和 な状態 を前提 とし

て、た また ま日本人がそ う生 きていただけであって、例 えば アメ リカのように有事の際 には団

結す るとい うの と似 たような感 じで、分散 した り団結 した りするのが一つの社 会単位 なんだ と

思 う。 けれ どもその団結 する側 を50年 間全 く忘れちゃっているか ら、 どうなるか分か りませ ん

ね(笑)。

事務局 日本 の戦後 とい うのは団結でやって きたんではないで しょうか。

岡澤 いや違 うと思 い ます。それはある意味では 「団結」 でやって きたと言 うこともできるで しょう

が、私が言 う 「団結」 というのか らすれば違 うと思い ますね。 これは生物体全 てに言えること

だ と思 いますが、 「エゴイスティック」 とい うか、 「生存 のための快適環境 の確立」 とい うも

ののために、 ビールスか ら人 間に至 る全 ての動物は努力 する。それは 「他者」 を抹殺 して もそ

れをやっていこうとする世界 です。それともう一つ、生物 は自然の産物ですか ら 「自然 と共 に

ある程度生 きてい く快適 さ」 という気持ち もあるんです よね。あたか も 「自然 に還れ」 と、 い

う動 きがあ る如 く見 えるけれ ども、そこで言われている 「自然」 は 「抑制 された自然」で、お

どろお どう しい自然 ではない。例 えば、 「海岸 に行 きたい」 と言 うのは、海岸線 では潮風 とか

様 々な厳 しい条件 の中で植物層 とかは制約 を受 けている。高山で もそ うです。その中では存在
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す るものが、相対 的に人間 より劣位 の ものばか りだか ら快適 なんです よね。ジ ャングルなんか

では、一生懸命 自分 を守 るという意識が起 こって、 自分の安全地帯 のために樹 を切 り払 って、

その中に柵 を作 って、場合 によっては雑草が生えない ようにッルッルに して(笑)、 汚水 は外

側 にザ ッと流すだろ う。それが生物 だ し人間だ し、本然の生 き方であ りますな。 「平和 ボケ」

の中で、生存の根底 まで考 えない非常 に表層 的な意味でパ ラダイムシ フ トが起 こっているとは

言えます。ただ し私 はこれは 「流行」 なのであると認識 してい ます。

岡澤 「パ ラダイムシフ ト」 ともし言うとしたら、 これ らかのマルチメディアの時代 の中で、人 間が

知的刺激 を容易 に受け られる環境が飛躍的に増大する。 これは 「環境の変化」 と言 うことがで

きるか も知れないですね。知的刺激 を大量に受け られる状況 というの は、例 えば、国内での移

動の自由が確保 されてそ うなっていった り、新 聞なんかが出てきてそうなっていった り、 ラジ

オでステップアップしてテ レビでステップアップしていきます よね。 それで人 間の思考性 も豊

かにな り色 々考 えられるんだけれ ども、同時に自由になればなる程心細 くなっちゃって、人 間

は何 かにバイアスをかけた発想 を した くなるんですね。あ る種 の制約条件 が与 え られない と人

間は新 しい発想 が生 まれないの と同 じで、余 り情報 に対 して制約 な く自由であ ると、何 がなん

だか分 か らな くなって しまう。だか らどう見 たらいいか、その手掛か りを求めるようになる。

要するに、それを求めず にパ ッと自ら考 えることので きる人間が碩学なのですな。多 くはそ う

はならないか ら、宗教 とかそういう ものに依存 して一つの切 り口を決めて もらう。 それで安心

感 を確 立する面があるん じゃないですかね。だか ら 「情報化社会」 の もう一つの局面 には、明

るい楽 しい ところ、発想が豊かになって色々なものが出て くるであろ うという側面の裏 に、そ

ういう面 に辛 さを感 じて、拒否 までは しないけれ どもバイアス をかけて自分の安心 立命 を図ろ

うという動 きもできて くるで しょうね。それがまた一つの社会集団 としてパワーを持 ちますか

ら、ややっこしいで しょうね。それ を知性 とか哲学で乗 り越 えられるというのは到底思 えない

か ら、多 くの場合は 「政治的妥協」 とい う形で社会的 には処理 してい くということになるで しょ

うね。 まあち ょっと、ややこしい話で、あまり 「データ」 とは関係 ないか も知 れないけれ ども。

事務局 「一品種一生産」 とい う考 え方があ ります。将来、情報化 は 「感性情報」 を取 り扱 う傾向 に

進み、消費者 も自分の主張 を発信す るようになって、 やがて生産構造 自体が純化洗練 されてい

く。それは技術的変革 とい う程度の問題 なのか、 もっ と大 きなものなのか、委員は どうお感 じ

になるで しょうか。

岡拝 まず、それは技術的な変化の範囲だと思い ます。それから二番 目に、 それが全 てを覆 う訳では

な くて、 自分のそういう物 を考 え抜 く人はそ うい う情報発信 の手段 を使 うで しょうが、多 くの

人 は事前の 「整理」 を求めると思い ますね。私 どもが もし、洋服屋 に行 って洋服 を選ぶ時、端

か ら見 てい くとどれがいいか分か らな くなって しまうで しょう。一つの例証だけれ ども、ベル

リンの壁が崩壊する前 にウィー ンにキ ャンプがあった。そこには二種類 のキャンプがあ って、

一つは西側 に逃げてきて次 の仕事 を見つけるためのキャンプと、私 たちはキャンプとい うのは

それだけだ と思 っていたけれ ども、 もう一つのキャンプは、西側 に亡命 して逃げて きて東側 に

帰 りたい とい う人のためのキ ャンプだった。 もう疲れたと。東側 の世界 にいたならば冷蔵庫が

欲 しくて もどんなものが来るか分か らない、 どんなデザイ ンの ものが来 るか分 からない。だけ

ども欲 しい ものは何年後かに届 いて来 るし、それに文句 を言 う気 も起 こらない し、非常 に気分

的に楽だ。それに対 して西側 にいると、何か ら何 まで判断 して、自分で決めなければならない。

そ してその都度失敗の反省 も必要 になる。 これはたまらない。このような人が少数ではな くて、

もの凄 く沢 山いた。 こんな大切 な情報が流れていない ことが 日本のジャーナ リズムのけったい
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な ところなんですが(笑)。 だか ら、本当は両方ある。

事務局 「情報化社会」 といい ますが、農業革命があって産業革命 があって、情報革命 なんだ と。他

の前の段階ではそれは人間の生存 にとって確実 な利便性 であ り、変化 だった。では情報化社会

で は、一般の国民や大衆 レベルでは どんな生活の利便 があるのか。その辺 をお聞 きしたいので

すが。

岡澤 それは私 も分か りませんが(笑)。 ですが、みんなが逃げ出 しそうな気が しますね。 「先見的

直感」みたいな もの を大事 に して、 自分 の安心 のために、その中に閉 じこもるような気が しま

すね。そ ういうことが起 こるん じゃないか。 もちろん、 自分の好 きな部分で情報化 を特化 して

楽 しむ ことはあって も、基本的 には利便 と言 うことで情報化 を選別 して行 くことはなかなか難

しい。多 くの人は情報 と関係 の ないある種 の 「構造」 に逃げ込む ような気 がす る。 しか し一部

の学者、行 政官 を含 め た優 れ た人 たちは、情報化社 会 の コンピュー タネ ッ トワークの中で

UnsichtbareFakultatfraltesliberales－ 自由学芸のための見 えざる大学 一 を作 ることになるで

しょう。

事務 局 もう一つは、情報通信 や交通手段 の発達 によって藩が国家 になった。 これか ら情報 ネッ ト

ワークが発達すると国家概念 も薄 くなって、 「世界国家」の ような帰属感 になるような気 が し

ますが。

岡澤 なかなか厳 しい ご質問だけれども。今の日本で も、 「脱藩」 というか 「脱国」 とい う形 で起 き

てい ると思 うんです よ。では、それのよってきたるニーズ とい うのは、税金が高いか らとか土

地が高 いとか、別の理 由なんですよね。それでは脱藩 した者 を一つにまとめて 「世界連邦」 と

か 「世界国家」 の ような ものがで きるか というとどうか。 「国家」 というのは 「外圧」 があっ

たか らできた。世界 国家が作 られる場合、その外圧がいったい何 かというのが分か らない。 も

し、外 の宇宙から攻めてこられたら僕iはそれはできると思 うんです よ。それがない状態ではね。

事務局 「地球環境問題」 とか 「人口爆発」 とい うのはどうで しょうか、我 々人間が産み出 したもの

ですが、 「外圧」 と して考 えられ ないで しょうか。

岡澤 う一ん。 どうで しょうか。私 はその二つ とも 「知的 ゴース ト」 の産物 みたいな形だ とい う気が

します。本当は、人 間には認識 できる範囲 というのは限 られていて、そこから先 は もう一つそ

れを越 えた認識 の仕方 とい うのがあって、その認識 の仕方は 「教 え られることによって到達す

る」 という世界。宗教の世界 もそう。それ と同様 に 「地球環境」の世界 も、教 え られて認識 す

る 「信ずる」 という行為がある筈ですな。 「黒船がやって きて大変だ」 という認識 と、 「地球

環境が汚染 されて大変 だ」 という認識 と同じなんだ ろうか。

事務局 「複雑系の視点 を持 った知的資源の整備」 とい うご意見 について、 もう少 し詳 しく事例 を交

えて教 えて下 さい。

岡澤 私 は科学者 でないか ら正確 で ないか も しれませ んが、基本的 に今の システ ムには 「アナロ

ジー」 の研究が欠 けている。 まず、子供 のゲームを見 て もお もち ゃを見て も、登場人物 は何 か

のアナ ロジーなんです よ。 アナロジーのない発想 とい うのはまずない。 これこそオ リジナルだ

というものは僕iは見 たことがあ りませんわ(笑)。 あれはアナロジー として何 を取 り出すかの
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セ ンスの問題ですね。 まずこれが根 っこにあ ります。 だか ら、ギ リシャはオリエ ン トの真似 を

し・ローマはギ リシャの真似 をし、 ルネッサ ンスはローマ とギ リシャの真似 をし、そ して近代

イギ リスか ら昭和10年 、20年 までニューヨークの ビルを建 てる ところまで。そこまで 「アナ ロ

ジーの連鎖」が続いていると思 うんです。そこか ら先 は建物 の形が変 わって しまう。その理 由

は・丁度マルクシズムが一斉 を風靡 したように、グロピウスのバ ウハ ウス運動が猛威 を奮 うか

らです。 とにか く、まずアナロジー というのが基本形 としてある。 アルハンブラ宮殿 を作 る時、

どの模様でいこうか という最初のモジュール、基本設計はもの凄 く磨 き上 げて精緻 なものになっ

ている。これを点対称、面対称等16種 類の対象形 を使って、ず っと広 げていって一つの構造

物 がで きる訳ですけれども、 このや り方が 「フラクタル」です。相似形 の拡大。で、 これが少

し行 き過 ぎた、ちょっと馴染 まんな、短 くしようという試行錯誤がフ ァジーでね。 この三つの

構造の中で人類 はものを考 えて歴史 を生 きて きた と思 うんです。で、 「フラクタル」の逆側 か

ら見 て整理 した概念 としてつかまえ出されたのが、僕 は 「カオス」 だ と思 うんです。産み出 し

た過程 と、産み出 した結果か ら戻 るや り方。人間が ものを産み出す過程 というのは、今言 った

三つで尽 きているんではないか。 こんな感 じがする。それで これが自然界 だと、完結 している

か ら人間にとって快適に感 じられる。過去の優 れた建築物 というのは、 この要素 をだいたい満

た している。即 ち、モジュールが しっか りしていて、それが拡大 されたものである。だから部

分 を見 て も大 きな全体 を見て も、違和感がない。部分 と全体 が一体 になっている。 「生命体」

は全部そうですね。それに対 して、現代 の建築物 は全体 から始 めち ゃうんですね。近づ くと汚

かった りする。見たことはないけれ ども(笑)、 その代表的な ものに、 「チェチェの搭」なん

かがあるら しいけれ ども。要す るに普通 は、部分 を見 ても全体 を見 て も人間のある種 の美意識

を満足 させる ものがあ ります。

事務局 もっと議論 しな くてはいけないテーマや、欠けていると思われ る問題意識 に何 かあ りますで

しょうか。

岡澤 それは、個人 として、国家 として民族 として、一 日で も長 く生 き抜 くためには何 を武装 してお

かねばならないか とい う基 本姿勢が まだ不足 していると思い ます。平和 でハ ッピーなんて、手

にで きるのは当然いい ことだけれ ども、それはどっかへ引 っ込 んで自分 だけの世界 を作 った時

に考えるべ きであって、社会集 団である限 り、政治 も行政 も生 き抜 くということを本気で考 え

な くては責任 を果た したことにはならない。 しか し政治行政が どうもその点が シャープでな く

なって、加 えて我々 もみんなそ うで な くなるのは当た り前 なんだけれ ども、やは り次に大 きな

お金 を使い何 かを作 ろ うとす るならば、 「生存」 とい う視点で、やは り新 しい情報 システムと

い うか、情報の収集体系が作 られていなければならないと思い ます。

事務局 ここに議論の中でい くつか出た言葉 を並べてあ りますが、 これ以外 に何 か基礎科学 とか技術

観 とか重要 なものはあ りますで しょうか。

、岡澤 「連想 の研 究」 というのが一つ必要だ と思います。

事務局 「ひ らめき」 とい うことをコメ ン トに書 かれてお りますが。

岡澤 スムーズな連想が 「ひ らめ き」 なんですね。なかなかで きないけれども(笑)。 ひ らめかない

な という時、それで何 を考 えて自分 は 「ひ らめかない」 と言 っているのかなあ、そ う思 うと、

連想 がアナロジー を見つけ られない時 にそう言っているのだと思 いますね。
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事務局20年 か ら30年 のスパ ンで、企業 に焦点 を絞 ると、 どういう面が どう変 わっていかねばならな

い とお考 えで すか。

岡津 企業の寿命 は30年 という説があ ります。その頃にはみんな終 っちゃっているん じゃないで しょ

うか。 どんな具合 に変わるかち ょっと予測で きません。 ただ二つのことは言える。企業 は一種

の 目的的 な統制単位 であ り、収支を合 わせない といけない。それから社会的に有用 なものを作

り出 さない といけない。 この三つの構造は変わ らない と思 う。それをどんな手段で どの ように

してな され るかは分か らないとい うことです。

事務局 一番最後の報告書 の内容 なんですが、 こうい う章だてになっています。 これを変 える必要は

あ りませんか。

岡澤 第一章の ところで、 「イ ンテ リジェンス」 と 「インテ レク ト」 とい う言葉があ りますね。 これ

は渡部昇一 さんの言葉なんですが、要するに、 「インテリジェンス」が ものを解決するのでは

な くて、 「イ ンテ レク ト」の方が ものを解決 すると。 「イ ンテレク ト」は 日本 語にする と 「英

知」 である。 「インテ リジェンス」は 「知性」であると。 「英知」 というのは一つの決断であ

り、碩学の世界 である。 「インテリジェンス」 は博学の世界 かも知 れません。 「知的資源立国」

とい うことを今 の中間段 階 として使 うというのは適切 だ と思 いますが、最終段階 と しては存在

しない と思 ってお ります。やは り、政策 として使い易いならばそれで よい し、何 か変 わらねば

いかん とい う問題意識 としてそれはテクニックとしてはいい と思 うんです よ(笑)。

岡津 本 当に難 しいな。人間の頭の中を語 り合 っているところがあ りますか らな(笑)。 これは余談

にな りますが、あれからみんなで実験 を してみて 「雅号」を作 り合 って交換 し合った。80く ら

いのデータが結構集 まって、その中に過去出たケースがみんな現 われていて、それぞれの興味

の度合 い とい うの も出て面 白か った。で、あの世界が またたぶん再度生 まれるであろう。そ こ

でその世界 はお互い にコミュニケー トで きるネッ トワークの世界 になるだろ う。人 間に とって

出 したい部分 と出 した くない部分があって、出 したい部分 を自由に出せる構造になっていると、

知的ネ ッ トワークが豊かになる。プライバシーの問題 も生 じない。 このところの仕切 りの仕方

とい うのはアメ リカ型の議論 を深めていっても解決 しない。 ところが 日本型で、過去を振 り返 っ

てみるとこれは案外 スッと乗 り切 れるか も分か らない。そうするとソフ トの問題で も、統計的

に強 いの弱 いの言 えないけれども、そんなに悲観 しな くて もいいん じゃないか と思 います。

事務局 今のお話 しでいい ます と、ネ ッ トワークがで きて、今 よりもっとインターフェースのいい機

械 で行 なわれるようになった ら、昔の江戸時代の時のように地縁の中でやっていたことがで き

るようになって、 これは喜びにもなる と思うのですが。

岡澤 それはあると思い ます。安心感 と快適感。安心感 に裏打 ちされた 「快適感」 を求めて人間は動

く。それを作 りだす構造が、今言 われた地縁や血縁、 「座」 とかそうい う世界 だ と思 うんです。

事務局 そ うすると今 の日本は企業 を中心 にしたつなが りが強いですが、それが もう少 し開けて、同

時 に国際的なつ なが りが持 てることに も期待 ができるんですね。

岡澤 そ うですね、期待が持て ると思い ます。それがない と会社 を卒業 した ときに路頭 に迷 うことに
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な ります よ。否応な しにそ うい う状況 に一人一人が追 い込 まれて。それぞれがそうい う 「座」

か 「雅号」 とい うような 「場」 を持つ だろうと思 ってます。

事務局 今、 「Gll」ということが世界的に も言 われていますが、そ ういうことによって世界 の産業的

に どのような変革が予測 されるのか、そ してその中で 日本 は どんな役割 を果 たさなければなら

ないので しょうか。

岡澤 それは政治行政ベースの喋 りやすい貢献 の仕方 と、実務ベースの貢献 の仕 方がある と思いま

す。建 て前論で言えば、やは り 「地球環境管理 システム」 というようなことを言 うで しょうね。

「グローバル ・インフォメーション ・インフラス トラクチ ャー」ですか。ただね、 どんな形で

使 われるか、 どんな ところに日本の役割があるか と言 うと、例 えば、アメ リカやカナダの大学

は実験装置 をイ ンハ ウスで持 っていて作 る。 だか らヘ タなんです。荒 い。 日本の大学の場合 は

どうしてるか というと、割 と中小の企業 のお じさん と仲 良 くなって作 って貰 っち ゃう。最近 は

廃 れつつあ りますが、それが 日本の研究 を支 えてきた。実 は企業 の中で も実験 に取 り組 もうと

する場合、実験 のアイデ ィアを実現するための機器 の購入 に苦労するそ うですよ。単体一つ一

つでそんなに高いものは買 えない。一番適当な格好の材料 を探すためにパ ンフ レッ トだけ掻 き

集める。実験の度 に馬 に食 わせ る程集 まって(笑)。 ち ょっと買 ってバ ンと捨 てる。 こういう

繰 り返 しなんですよね(笑)。 カタログを捨 てる場所 にも困る ぐらいで、みんな内心伍泥 とし

た思いでやっている。 もし市場が広 ければ、多分作 る側 も楽だ し、使 う側 も機動 的にで きる。

私 どもが関西で実験 をやろうとしているインフラス トラクチ ャーのひとつ にこの 「通信販売」

というものを考 えているんですが、その通信販売のメニ ューの位置付 け というのが こういうも

のであ る。 「こういうものがで きます よ」 とブロー ドバ ン ドで送 り出す場合、 スペ ックを豊富

に書 き込む ことがで きる。サイズから品質か らあらゆるデー タをぶち込む ことがで きる。従 っ

て購入 する前に、一つ一つの仕様 によって間違 いない ものを選ぶ ことがで きるのではないか。

で、これを写真 に撮 って解説 を加 えて映像の中にぶち込む という行為 自身はさほど金のかかる

ものではない。 これが次々 と選択的に引 っぱ り出せ るようになって、実に細かい色 んな商品が、

大量生産 でないハン ドメイ ドに近い小量多品種 の商品まで、 しか も非常 に精度 の高 い ものが実

験材料 としてデータベースか ら引っぱ り出せる ようになる と研 究者 は大変楽 になる。この部分

は日本 は うまいこと世界貢献で きるような気 がす る。 まあ、精度 が高い ものを提供で きるのは

日本 だけだか ら世界 貢献 になるとか、 そんな言い方 は国会答弁 には使 い ようがないけれ ども

(笑)、 実務 的にはもの凄 く役 に立つ筈 です。

岡澤 もう一つは、例 えばこういう通信 の中で 「ふるさと物産」みたいなものをやろうと言 う話があ

る。今 はそういうのは印刷媒体 を通 じてやられてい ますが、何 万部刷 るという条件 があるから

量産品以外 の ものはなかなか提供で きない。加 えて、印刷 されるからには品物が保 証されない

といけない。数量 も金額 も保証 されなければいけない。品質 も保証 されないとけない というこ

とになると、大手の商品 を選ぶ ことになる。そ うすると大手 の商品の 「ふ るさと物産」 を選ぶ

ことになるが、 ご存 じの ように、お い しいものはパパママス トアにあ る。パパママス トアにあ

るもの を電子 ファイルに入れておいて、商品がな くなったら消せばいい。値段 を変 えることも

簡単にで きる。 これは電子 ファイルだか ら簡単 にで きる。つま り、通信販売の仕組 みを根 っこ

か らパパママス トア的に変えることが、地域振興 に寄与するんではないですか。 なんで京都 の

漬物 というと 「大安」が出ないとい けないのか。 もっと 「吉 田屋」 とか 「加藤」 とかちっぽけ

だがおい しい漬物屋 はいっぱいあるんですよ。そんなのを載せ られる仕組みは、今 の印刷媒体

の方式 だったらダメです。それに沢山売 れだ したらそれで味 も落 ちぢ ゃう。 もう、失 くなった
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らやめ ようとい う商売 は現実 にある訳だか ら、そういう方向 も取れる。 もっと通信 を活用する

と供給の性質に合 うような形での新 しい商品 ネッ トワークがで きるんではないか。 そんな話 を

しています。衣料 の方 もやっているんですけれ ども、 自分のサイズを打ち込 んで色 を見 てと、

通信販売 と一緒 にや っていますけれ ども。 こういう分野 も当然必要になる し、好む人 もあるで

しょう。 きっと市場 もで きると思います。 しか し、高級店 と量販店 と二つあるように、 これは

高級店の世界 か も知れ ません。関西学園都市でやって、色々 と見ていただいています。

事務局 関西学園都市 に して も、従来のメディアを越 えたインフラですか ら、それで新 たな情報が

乗 ってこない といけないので はないで しょうか。

岡澤 その通 りなので、 こういうことに してい ます。質問 されてそれは、 「それはで きます」 と言っ

ても50点、 「で きません」 と言ったら30点 だと(笑)。 「いまを研究中です」 と言 ったら70点、

「良い考 えを頂 きま した。次 のプランに入 れさせていただきます。」 と答 えた ら100点 。 とにか

く相手の言葉 に対 して商機 を逃 さず、 ということにな りますな(笑)。

事務局 では在宅勤務 とい うか、在宅研究的なことはで きるようにはな ります よね。

委員1え え、で きるで しょうね。人間の意識、それは全 てこの図の二つの軸 に制約 されて調整 され

てい くんです。 「楽だ」 とい うの と 「面白い」。即 ち、 「横着心軸」X軸 と 「生 き甲斐軸」Y

軸。第一象限 にあるものは成功 するだろ う。第二象限 にあるものは趣味 の世界、楽ではない こ

とが また面 白い。第三象限はビジネスの成功のための最低条件。第四象限 は、 しば しばやった

ふ りをするため、管理統制 を して、で きる管理者 という評価 になるけれ ども、その人がいな く

なった ら早晩消 えてなくなる世界です。 ビジネスで同 じことやるんだったら手抜 きがで きるよ

うに考 えないといか ん。 もし人 間がマメだったら今で も石器時代 です。石器 か ら木器 にな り鉄

器 になって きたのは、 「手抜 き」するためで、同 じエネルギーで よ り大 きな成果 を上げるため

に技術開発がされて きたんです。趣味の世界では、 「手抜 き」が必ず しも善ではな くて、ゴチャ

ゴチ ャとやるところがいい こともある。でも、何か新 しいプロジェク トを立てるという場合 に

は第一 の象 限か ら始 めない といけないのではないか。 これがテーゼです。

事務局 今 の段階で 「知 的資源」の定義 をもう一度 まとめて頂 けませんで しょうか。

岡澤 欲 しい と思 うデータ、 これは 「ヒン トの源泉」ですが、それに楽に面 白くアクセスで きる仕組

みが 「知的資源」で あって、 「積んである荷物」ではない と思 います。知的資源 システムの再

構築 というのは必要 だろ うとは思 うけれ ども。

岡澤 私 は事務屋 ですか ら、研究は したことはあ りません。 しか し、これか らの将来が どうなってい

くか ということとか、そういうのは趣味 の分野か も知れ ませんね。私 は新聞で もジ ャーナリズ

ムで も、教 えていただ くだけで(笑)。

事務局 「複雑適応系 の科学」 をやっていかねばならないのだと。漢方が 日本では医学 として認め ら

れていないの と関連す るようにも思います。

岡澤 漢方 は認 められて ませんね。なぜか というとデー タが不足 しているか らです。 しか し、西洋医

学 と漢方 との融合の ようなことは必然だ と思 うし、それが複雑系の科学の必要 を示 していると
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思 う訳です。

事務局 従来 のデータでは量的 にも質的に も不十分 だとい うことですが、その複雑適応系の科学 をも

う少 し深 めてい く場合 に、必要 なデータの在 り方 とか、感性 データの可能性 とかをお話 しくだ

さい。

岡澤 今 までのデータの集 め方 というのは、近代科学が分類分類 と来たか ら、典型的には植物学、動

物学 もそ うですが、分類の中では常 に相似 と相違 を確認 した上でツリー状に描 くんですね。い

かにツ リー状に描 くか とい うことが課題であって、そのツリーにす ることは、他 との違いを確

認 してデータを集めてやっている。それでデータを集めると同時 に、先程 の医学 の話で もそう

ですが、 「部分 の実験 」による確認 を積 み重ねてきた。このデー タは沢山あ ります。 ところが

人体 の構造 もそ うだけれ ども、 どう も部分解だけ じゃだめで、相乗作用がある訳 で、そういう

ところが未解 明の分野になっている と思い ますね。 「知的データ」 とい う意味で言 うと、 どこ

が不足 しているかとい うと、連想系 の部分が不足 していると私は思 う。要するに、 自分で考 え

る とき連鎖反応みたいに考えますよね。そ この構 造が近代科学の中では上手 く伝承 されていな

い。 ところが徒弟制度 の中では、その部分 を伝承 させ るんですよね。だから、 ここはこれから

ち ょっ と解明が必要 な部分 じゃないかな と思い ますね。人類 なんて所詮 は真似の連鎖 ですから

な(笑)。 それがい くつ も経てい くと分か らなくなってくる(笑)。 知的徒弟制度 というのが

なかなかない。 まあ今反省 してみる と、 「発想構造」 とか 「縦軸横軸論」 とかのそ ういう構造

的なものは、無意識の うちに徒弟制度 みたいなことで教わって きた ような気 が します。

事務局 本 日は本 当にお忙 しい時間を、有難 うございま した。
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委員





梶田 博委員

事務局 これまでの ご活動 の概要 をお教 え下 さい。

梶 田 それではご指示 に従 ってお話 ししたいと思います。都市開発 の業務 に従事するに至 るまでに、

私 に とって大事な契機 があ りました。そ こで、 まずそれか らお話 ししたい と思 います。入社 し

てから18年 ぐらい前 までは私は、 ごく一般の管理業務 とか企画業務 とか、工場の工程管理を し

ていたんですが、第一次 オイルシ ョックの後の昭和51年52年 頃の不況時に関連会社 が潰れかけ

て、その会社 に出向を した。実 はその時から、世の中 を全 く別の 目で見 るようになった。企業

というのは潰れる ものだ とい うことを本 当に実感 した。それか らは目からウロコが落 ちるとい

うか、それまでの紙 の上で しかなか った資金繰 りだ とか、銀行 との交渉 とか、債務 の取 り立 て

のための裁判所 への提訴 だとか、今の会社では経験 で きない ことをさせて もらった。それから

一旦本社 に帰 ったんですが
、 この間の分類でい くとオイル ショック後 の 「効率 の追及」 の時期

ですね。特にオイルシ ョックの後で は 「情報」が もの凄 く大事 になってい ましたが、大阪では

どうして も遅れて しまう。それで東京に企画部門を置 くべ きだという提案 を して、言 い出 しっ

ぺ とい うことで私 が東京 に昭和53年 に出て きた。それか ら暫 くして、た またま所属 する業界の

構造不況が起 こった。 うちは塩 ビパ イプをやっていたから、塩 ビ業界あげての構造改善 に手 を

つけることになって、当社が業界幹事だっため ぐり合 わせで、通産省の方 と一緒 に業界 の取 り

まとめに入 った。それか らデータを見せてもらった りして、通産省 の方々 と夜 も昼 もな く一緒

に仕事 をした。 この10年 間の間、 もの凄 く勉強 させ て もらいました。意思の疎通があって共通

の コンセンサスがあるとい うことはこんなに大事 なのかとつ くづ く感 じました。それか ら、当

社 はリゾー トや レジャー関連 には進出 しないということだったけれ ど色々経緯があって、 リゾー

ト開発の勉強をすることになった。それから今 まで、単身赴任で大阪に行 っている訳です。で、

オイルシ ョックの後の高度成長時代 ですから、 うち と一緒 にや りま しょうということで関連 し

た引合 いはある し、当社 と直接関係 のないプ ロジェク トにも入 っているようにな ってま したの

で、実質的には断る仕事 をやっていた。当社 として も今 までない仕事ですか ら、 トップマター

としてやるのにその都度社長 と打ち合 わせをしていた。で、バ ブルがは じけても、結果 として、

当社 は損失 もな くうま くいきま した。 しか し考えれば、 うちはメーカーですか ら、 「コス トと

品質 とサー ビス」 というモ ノサ シは当た り前なんです よね。そ ういう目で見 れば他 の踊 ってい

る ところよ りはずっ とものがよ く見 えた。今 は大阪の難波 の再開発 をやってます。 また林野庁

の管轄で大阪府 と和 歌山県の境 に松喰虫にやられた国有林 があって、それが665ヘ クタール、約

201万 坪ある。で、それを関西国際空港の支援機 能を持 ったキープロジェク トに しようとい うこ

とでそれ も8年 ばか りやっている。関西で生 まれ育 った会社 ばか り18社が集 まってや っている。

会長 を当社が努 めている関係 で事務局 をやっていますが、その時 に、塩 ビ管の業界の原料、川

下 も含 めて まとめた経験がなければ これはで きなかったな とい う気が しました。そ うい う意味

では、 その前の関連 会社の建て直 しの仕事がなかった ら東京の仕事 は出来なかった し、東京の

仕事 がなかったら今の仕事 もなかったろうと(笑)。 そ ういう感 じが強 くしてい ます。

梶 田14ヘ クタール程 の大手民間企業の本社地区を再開発 しようという難波再開発が今 の大 きな仕事

のひとつですが、当然 のことながら、業種業態規模 も違 う会社が たまたま地縁 の関係 で集 まっ

ている。民 間開発ですが許認可権の関係 で大阪市 と大阪府が係 わっていて、それ を 調整す る

ようなこともやっている。 ここ8年 ほど前か ら外 国を見 て回る必要があった。特 に関西経済連合

会の仕事 を一部 やった時 に岡澤 さんと知 り合 った。僕 の方 はたまたまベイエ リア開発研究会 に

呼ばれただけですが(笑)。 で、外 国を見た りしていると、今迄 と違 った意味で 日本 を見 るよ
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うになった。18年 前に関連会社 に出向 した時何に気が付 いたかと言 うと、今 まで気がつかなかっ

た自分 の会社の凄 さが見 えた訳です。それと同 じで外 国に行 く度 に日本が見えるとそ ういう思

いがあ った。 日本は本当に特殊 な恵 まれた国だな と。製造業界 も構造 不況の時代 に入 った。そ

れ までは効率一本や りで、利益 がなければ全てがない とい うようにしてやっていた し、利益が

全 てではないがそれがな くては何 も始 まらないと。その観点か らや っていれば色んな手 が打 て

た し、だいたい成功 を得 られる ような方策 を見つけることがで きた。都市 開発 とリゾー ト開発

に して も、それらは絶対 に必要不可欠 ということはない し、その中で多額 の資本 を投下 しなが

ら、 しか も異業種 を集 めるまとめる。沢山の 目的 を同時 に解決する解 を見つ ける。それが業務

その ものになったのです よ。なおかつその中で将来直接 じゃな くても、手前 どもにとって もプ

ラスにならない といかんという責務 もある。今 までの私の経緯のお話 をしましたが、 これはす

べ て何 かをするのには とて も勉強 になったというのが実感です(笑)。 これか らは役 に立たな

い こともあるか と思 うけれ ども。ですから、広が りのある業務、他 と一緒 にしな くち ゃいかん

という業務。それから、利益 に直結 は しな くて も大阪全体 にとってプラスになるという業務。

そ ういう仕事 を今はや っているとい う訳 です。

梶田 私 は 「プロジェク ト」 というのは三つの本質 を持 っていると思います。一つは時間的に非常 に

長期 にわたる事業であるとい うことですね。その 「長期にわたる」 というのは経済 的にも政治

的 にも、社会風潮的にも色 んな波 を くぐらざるを得 ないとい うことですね。二つ 目は 「大規模

事業」である。大 きな資本が要 るということで、それはもう避け られない。それか らもう一つ

は、 「複合的な事業」であるということだ と私は思 うんです。他 の人 とスクラムを組む という

ことも複合的ですが、同時平行 的に色 んなファクターが進んで くる訳 です よね。 これをや らん

とそれはで きないけれ ども、 これをやるにはあれが関係す るとか。 こうい う色々多岐にわたる

関係 があって、 しか もどっか一つがつ まついたらダメで、決 して前 に進まない し、サ ドンデス

もあ り得 ると。そうい う意味では多 目的同時解決型の業務であ り、 しか も長期 にわた り、大規

模 であ ると。 プロジェク トは こう した本質 を持 っていると思い ます。

事務局 「知的資源」 とは何 か、それが何 の役に立 ってい くのか、委員に もア ンケー トにお答 えいた

だ きま したが、 これか らの日本 を考 えて見た場合 に、その中で優先順位 をつけるとするとどう

な りますで しょうか。

梶 田 どの部分に関係 を置 くかですが、私 は今、直接今期の利益 とか コス トとか、ノルマ とかと直接

関係 のない仕事 をしてお ります。 しか も、長期 にわたって行政 とも関わ りをもちなが らやって

い る訳です。そのためそ うい うものへの関心が薄 くなって、 ターゲ ッ トというか、関心は大 き

な ものになって しまう訳です。一番 関心があるのは、政治の行方です。 なかんず く具体 的な政

策、そ してその展開、それを国民 に理解を求める手順です。そうい うものが ピンチにあるん じゃ

ないか と。そういう気が します。政治 もガタガタです し、関係省庁 に行 って も、同 じ局の中に

あるA課 とB課 の課長が伝統的に対立 している。そ ういうのを見 ると本 当にガッカ リしちゃうと

い うか、途方に暮 れて しまいます。 これでいいのか と。そ して、それ にも拘 わらず国がガタガ

タ していない というのはどんなことになっているのか と(笑)。 そ うなる と、 もういっぺん改

めてこれか らのことを考 えてみ ようと思 ってい ます。 ヒステ リックに叫んで もどう しようもな

いのですから。週末 に帰って くると異業種の仲間が待 っていて、酒 を飲 みなが らデ ィスカッシ ョ

ンをする訳です。そういう連中 とも最近 はあま り企業の話 を しないで、天下国家の話か人間に

ついての話をしているんですよね(笑)。 そ ういう意味で前 にもコメン トしたと思 うんですが、

国の運営システムの部分 で我 々がお役 に立てたらいいなという気が しますね。特 に関西 はそう
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なんですが、伝統的風土的に中央行政 に対 して、インフェリオリテ ィ ・コンプ レックス と、そ

れだけではない反発 と、両方ある。私 自身もそ ういうムー ドがあったと思 うんですが、 しか し

そうい う矛盾の ある中で も一部の若手官僚が 「ルールはこうだが、こうい うことは適用 もで き

る」 と一生懸命 やっているのを見 ると、 この人達の力 とい うか判断力 とい うか、 もっと言 えば

その人達のセ ンスや広が り、 こういうものに最終的には頼 らざるを得 ないのかな と思 った りも

する。それに資す るものができたら凄いなと。今 はそ ういう感 じが しているんです。政治家 と

いうのは非常 に政治的な判断で、合理性が優先 しませんから、その意味で官僚制度、特 に優 れ

た役人 にはよ り合理性が ある筈 だと。彼 らが使用 できる資源が、 システムや方法論 があれば少

しで もプラスになるんではないかなとい う感 じが しています。私 はこうい うところが一番のプ

ライオ リテ ィだと思いますね。

事務局 この委員会の大 きな目的が、人間と しての感性や判断、それをサポー トする知的なシステム

は何 か とい うことか らきているんですが、例 えば2010年 にもっとネッ トワークが発達 したとし

て、自由なアクセスが可能になったと前提すると、さっき言われ ました 「官僚 のセ ンス」がアッ

プ してい く可能性 についてどう思 われますか。

梶 田 まず、情報が高度ですか ら、データとか情報 によってある種 の選択の方向はか な り高度 になる

と思い ます。 しか し、最終的 にそうするのは人間だとい うことにな ります。 「頭がいい」 とい

うのは確 かに大変なことですが、本質的に大事 なことじゃないな とい う感 じが します。これは

色んなことでリカバ リーはできる。 もっと大事 なのは、その人の数字 には表せない ような 「質」

ですね。人に対 する思いや りであるとか、バ ランスの感覚であるとか、自分 に対す るス トイ ッ

クなまでのある種 の誠実 さですね。それがみんな同一の レベルだ とい うこ とだったら、そうい

うシステムが向上 した りデータが豊富になればなる程凄 い判断ができる と思 う。そのデータが

例 えかな り不完全 な ものであっても、人 間的な ものでの リカバ リーは十分で きる し、これは歴

史で もそうです よね。だか ら、広い意味で言 えば、今 のような双方向の情報ネ ッ トワークがで

きるというのは大事 なことですが、同時 にそれ とバ ランスするだけの家庭内の教育、教育 には

「徳育」 と 「体 育」 と 「知育」があると言い ますが、その内の 「徳育」 なんかはある意味では

本当に 「常識」 なんですよね。 それにみんなが どうやって気が付 くのか、それは家庭で しかで

きない ような気 が しますね。それができるとすれば残 るのは、企業だ と思い ます。学校 ではで

きないです よね。今の先生ではで きない。変 な話ですが、私 の会社 に行 くまでの間に専 門学校

や予備校 があって、そ この前 を通 ります と、ほとんどの子供が最近の横 に大 きいカバンを持 っ

ている もんだか ら大抵ぶつかる。 こちらが機嫌が悪いときには叱った りします と、ほとんどの

子供 が謝 るんです。ですか ら最近の子供 は態度が悪いん じゃないんですね。家庭で教えない も

のだか ら気 が付 かない。 アメリカ人 などは人 と擦 れ違 うときには神経 を使 い ますよね。仮 にぶ

つ かった りするとビック リするほど謝 ります よね。最近の若 い人 はそ うい う 「目配 り」がで き

ない。教育 によって 「バ ランス」 を培ったら、 こっちの 「ネ ッ トワーク」 の効果が更に大 きく

な りますよね。年寄 りじみた意見ですが(笑)。

事務局 そ うい う意味で、

るように思 えます。

「情報 に触れる時の本人の行為がないとダメだ」 とい う意見 と共通 してい

梶 田 何 ごともそうで しょうが、本当に感性が豊かな人だと凄 く少 ない情報か らす さまじいばか りの

情報 を自分で吸い取 っちゃう。広 げちゃうんですね。昔の 「偉 い人」・はやって きたようですね。
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事務局 近年、 「情報 の共有化」 ということが言われていますが、一般の企業 についてこういう傾 向

というのはあるので しょうか。

梶 田 これは業種 や業態、規模 によって も違 うと思 います。例 えば手前 どもの例 で説明 します と、六

つの 「事業本部」がある。 これは実質的に事業本部ごとに一つの会社 のような ものですね。そ

の中にい くつか 「部」があ り、 またその下に 「課」 もしくは 「グループ」があ ります。それぞ

れが三角形 を成 しなが ら全体 を構成 している訳です。それぞれの ライ ンを囲んでいる面 につい

て言います と、事業部全体です と事業部会議 がある。本部全体ですと本部会議があ る。会議 と

いうのは本来、情報 を共有 して決定するということですね。そ して決定 に対 してみんなが納得

して持ち場 に帰 って、や らな くちゃな らないことを分業 していきます。 それが本来で、昔か ら

そうだったですね。最近、事業本部間で格差があ ります し、その下の部 門間で も格差がある。

時代 のテ ンポが早いですから、売れ筋が変 わった り、 そういう外 的要因に よって会議が トップ

ダウンではな くて、 「情報の共有」 と 「それに基づ く認識」 と 「方向の決定」 と 「分担の確

認」、 こういうことを会議で決めてい く傾向が強 くなっていると思い ます。生 き延びるために

は緩慢にせ よ変 わらざるを得 ない。儲 かっている部門の方がその変 わ り方 はス ローですね。寡

占状態であれば商品力が強いですか ら、 トップダウンにな りますね。 また、 「会社」 とい う全

体 から見 ると、 どこも役員会議 とい うのは形骸化 しているようです。 ただ、手前 どもの場合は

「革新戦略会議」 というのがあって、 これは意思決定 が中心です。月初 めに会長、社長、副社

長、事務局専務以下、六人程 でやるんですが、 これはおざな りじゃない。一つのテーマについ

て とことん じっ くりや ります。 ここでは結論が出 ます。私 の会社の例 を挙 げるまで もな く、形

と しては各種の会議 や ミーティングを通 じて、そ うい う傾 向は強 く、 よそ様 ならもっとスピー

ディに もっと濃密 にや られているん じゃないかと思い ます。かつての トップダウンだけではな

くて、本当に 「情報の共有 に基づ く方向性の決定」、 「意思決定」、 「分捌 、 「領分の確認」

という機能。各社 とも本来の意味で の 「会議」 というものに却って 「回帰」 しているような気

が しますね。

事務局 主に外資系 な ど、それをパソコンのネ ッ トワークでや られているところ もあ りますが、委員

の会社 ではどうで しょうか。

梶 田 手前 どもでは、 「情報化推進室」 とい う独立 した ものがあ ります。それは今、全体 の情報網 の

再構築 にかかっています。 しか しそれ以前 には、たまたま手前 どもでは商品によってはルー ト

セールスが多か った ものですか ら、 その場合 は 「受注」、 「発注指示」、 「出荷伝票」 など、

そうい うものをホス トコンピュータを置いてネ ッ トワークを組んでいた。関連子会社で 「クボ

タ情報 システ ム」 とい うの もあ ります し、 「鋳物屋」 の割 にはそ うい う関心 は高 いですね

(笑)。 新入社 員は入社 時にパソコンやワープロその他 の研修 をや ります。社 内に等級 があ り

ます し、 しょっち ゅう研修 を しています。今 は管理職 を含 めて合宿 をやって ます。大抵 の課長

クラス、部長 クラスまでは自分でパ ソコン、ワープロは打ち ますね。 まあ、字がヘ タだからと

思いますが(笑)。

事務局 ネッ トワーク化 はされているのですか。

梶 田 例 えば 「人事情報」、 「管理情報」、それと 「経理情報」 は全社的 に持 ってますね。それ以外

はその事業本部の中で ネッ トワークされています。
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事務局 コメン トには 「知的資源は人間である」 とお書 きになっていますが、今 こうしてお聞 きして

も、基本姿勢 は変わってはお られ ませんか。

梶 田 そ うですね。 「人間である」 とい う言い方 より、 「人間が判断するのに役立つ ものは全 て知 的

資源である」 と。 こうい う定義があ りましたね、あれは素晴 らしい定義で あると思 って ます。

つ ま り人間が判断するのに役立つ もの、それは どこかの人か も知 れない しデー タで もいいんだ

けれ ども、それは全 て 「知的資源」 なんだ と。これを言 われちゃうと他 に何 も出て きません よ

ね。平成5年 度のアンケー トを書 く際にそれがあ りましたけれ ども、あれは強烈で した。マルク

ス ・エ ンゲルスの 「それ を掴 んだら後方への旅が始 まる」 というのがあって、それが何 かを掴

んだらそれに役立つ ものが何かを探す旅が始 まると、委員会でそれをち ょこっと申し上げたら、

竹内 さんだけは高い声でち ょっと笑 われた。 こりゃあえらい勉 強 している人だなと(笑)思 っ

た記憶 がある。だか ら、 「知的資源 は人間で ある」 とい うところに行 き着 いたな ら、それ を

ズー ッと戻 して こない といけないです よね。

事務局 「行政の情報化 の新 しい段 階」 とい うことで来年度か らの五 ヶ年計画でス ター トして、総務

庁がその基本的な進め方 をまとめたようですが、その中で 「『青報 ネッ トワーク」 を整備するこ

とで、制度改革 の必要な部分は変 えてい くと。趨勢 と して、企業 もそうい う行政の変革に合 わ

せ て情報化 を進 めてい くで しょうが、するともっと創 造的 な仕事がで きる とか、社 内の合意形

成が円滑化 するとか、そういう展望は持 っていいので しょうか。

梶 田 お答 えが前後 するか も知れ ませんが、例えば、いままで委員会 に出 させていただいて、色 んな

区切 りとい うか、歴 史的な状況 に対 する 「整理1と い うのを していただいた。 「戦災復興」か

ら 「高度成長」へ、 「高度成長」か ら 「効率化」へ と、その後気 が付いた らキャッチアップす

べ き相手 も見つか らずに、国内で特段の区切 りもない し、 目標 を見失 っている。そ ういう捉 ま

え方 を していると、今 ご質問 されたようなことが本当 に進む とすると、それは どうい う時なの

か、 どうい う影響が あるのか、それを話 させていただ きたい と思 います。 まず、 「危機管理」

というか、国全体が ピンチになったときにこれは もの凄 く効果 を持つで しょうし、外務省 だけ

では応対で きない、防衛庁だけで もダメ、そ うい う時の国内的な対応策 とい うのが同時 にバ ッ

となければな らない。そ うい う危機管理の面 にターゲ ッ トを置 きます と、 こうい うものは本 当

に効果があ るん じゃないで しょうか。平和な段階で改革 を しようと思えば、今 までの 「歴史 の

厚 み」 とい うものが立ちはだかって潰 されると思 うんです よ。それだって必然性があってずっ

とやって きたことですか ら、 あるいは骨抜 きにされるか も知 れない。だか ら、 もし非常事態が

起 こった ときにどう対応するのか、 という形で ターゲ ッ トを危機管理 とい う面 にあてて、各省

庁 の情報化 をザー ッとネ ッ トワーク化す るな ら、 これはで きると思 う。 もし本当にこれを進 め

るんなら、方法論 としてはこうい うや り方 をすべ きであると思い ます。で、一箇所で きれば、

その後 これ に準 じる ものを ドン ドンやっていって整備 してい くことがで きる。私 の東京 での経

験 か らすると、業界 をよくしていこうと言 ったって、み んな疑 已・暗鬼 なんです よね。その疑心

暗鬼 を失 くして、あいつ もこういうこと考 えていたのか と、薄紙 が剥 がれ るように疑 じ・暗鬼 か

ら離 れ、その感動 を味わった ことがあるんですよ。 もっともっとレベルが高い し広 いです し、

頭のいい人ばっか りですから、そう素直 じゃない とは思い ますけれ ど(笑)。 しか し、そうい

うことを狙われるというのは具現化するための大変大事な着眼 点だろうという気が しています。

梶 田 それで、そ うい うものがで きたときに、企業が どの ような変革の仕方 をするかです。 「企業」

とい うのは常にある種の 「危機管理」 をやっている訳 です。つ ま り、潰 れは しないか、同業者
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に負けは しないか。で、そういう危機管理がモロに出て くる時 と出てこない時 とい うのはあ り

ますが、究極的には民間企業 とい うのは国家権力がある訳 じゃないですから、経 営の よろ しき

がなかったら、あるいは資金繰 りのよろ しきがなかったらア ッとい う間に潰 れちゃう訳です。

そ うい う点では常に危機管理 とい うものをやっている訳です。だか らまとまる。ただ一点、そ

れだけです よね。 しか し、国家の場合、特に日本の場合、 ここ何 十年の間に歴史的 にも類例 を

見ないような恵 まれた進み方 を して きた。だか ら、かえってこうい う問題は難 しいと思 うんで

す よね。従 って本当にそ うされるんだったら、架空の ように見 えるけれ ども、例 えば 「湾岸戦

争」で もいい し、そ うい う危機 に対応 するように していけばいい と思い ますね。あれは もの凄

い無駄だった。 もしあれ を正確 に理解 するような政府 レベルであれば、 もっと論議 して しかる

べ きであった と思 う。

事務局 ある委員が言 われたことですが、情報ネ ットワークに して もそれに見合 うだけの大量 の情報

の提供が必要であると。そこで趣味でやってる人の情報 もそ うだ し、企業が蕾めている情報 も

そうなんだと。企業 の方に も情報 を公 開す るメリッ トとい うのはある し、する とオープ ンな競

争 というの も十分 にあ り得 ると。その上 「共生」の概念か らすれば、企業競争 にまつわる情報

の閉鎖性 というのは克服 してゆ く必要がある と。その点で、 「企業情報の公 開」 とい うことに

関 して、 どうお考 えで しょうか。

梶 田 まず、本当の意味での新 しい、今 までなかった情報 を求めるというのは、ナンセンスだ と思い

ますね。む しろ逆 に、今 まで 自分が知 らなかった情報、最先端の情報、それを どうや って自分

の ところに持 ってきて、それによって自分のやろうとしていることに資するか、 これが全てだ

ろうと思 う。ですか ら、 さっきのご意見 には賛成です。ただ 情 報の公開」の問題 に関 しては、

目的に もよるし段階があ る。 「ステージ」がある と思 う。先程 申 し上 げた関連会社の建 て直 し

の時は、私 は銀行 と付 き合 ったことがなかったので義父に相談に行 ったところ、 「嘘は言 うな、

ただ し銀行 に知 られた くない ことは言 うな」そ う言われま した(笑)。 「言 う必要 のないこと

は言わないでいい」 と。彼 は経理、財務 を歴任 してきた男 だったので相談 に行 ったんですが、

その後、業界 のスポークスマ ンをやった ときにも同 じだった。 「嘘はつかないが これは言 えな

い」 と。民間企業の場合 には、 「情報の公開」 ということには特 に敏感で、一生懸命 や ってい

る ところを理解 していただ くという部分 はあるで しょう。 しか し、情報の全 てを公 開で きるか

とい うことになると、私 はノーだと思 う。無理だ と思 います。その選択がその企業 のある種 の

「スタンス」です。都合悪 いことは隠 し、都合のいい ことだけを言 うというのではなくて、 どっ

か しらパ ンッー枚残 してお きたい(笑)。 こういう部分が僕 は会社 のスタイルなんだと思 うん

ですよ。そ うい う意味での情報 の公 開はすべ きだ と思 う。 それか ら、最近 「社史」 の例 で、昔

は失敗例 は書かない と言 うケースが多かったですけれ ど、銀行 も含 め商社 も含 め失敗例 を書 く

ようになった。 これは 「情報 の蓄積」 にとって、大変 な進歩である。 これは勇気 が随分 と要 っ

たことだ と思 う し、 「当然そ うすべ きである」 という広 い意味での情報 に対 する認識がベース

にあるんだと思 うんです。それがなければ、 どれだけ担当者 に勇気があってもできないことだっ

たと思 うんです よ。社会全体が情報 に対 してフェアだ とい う気が します。そういう意味で、あ

らゆる機会 を通 して、企業は企業のそれぞれの立場で公 開 してい くで しょう。 また、その公 開

した情報 に対するバ ッシングも含 めて、公開することによって理解 が生 じる。 「企業」 という

のは、その時代 や地域 と共生 できないと生 きていけないです よね。生 きてい くために も、ある

程度 の情報の公 開は絶対 に必要 になる と思い ますね。

事務局 企業 だけではなぐ、まずアメ リカや欧米 の行政 と較べて も、 日本 の行政の公開度 というのは
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低 い。 イメージ として、 日本 で情報 を公開 しなが ら新 しい価値観 を作 ってい くような民主制度

の環境 とい うのは、で きるようになると思い ますか。

梶 田 これは、総論 と部分論 とに分 けてお答 えする必要があ ると思います。 アメ リカに何 度 か行 っ

て、そ この行政の連中 と話 した りする機会があったのですが、彼 らは、中央は別ですけれ ども

郡 とか市 ということになると投票で決 まった任期 しかないですか ら、政策 をガラッと変 えた り

しますね。例 えば、公約 としてコンベンション ・ホール を作 ると。 コンベンション ・ビューロー

を設立 して、 コンベ ンシ ョン ・ホールを作 って、コンベ ンシ ョンを開催 する。 それで、 自分 の

都市 に多 くのお客 さんを呼びます。そ して財源 としてホテルの客か らベ ッ ドタックスを取 りま

す。バ ーンとやる。 日本の行政のや り方だと、こういう ドラスティックな変革 とい うのはない。

地方行 政 もそ うだ し、中央省庁 もそ うですね。だか ら、 トータルでいけば、そ うい う行 政の公

開、一大変革 というのは 日本では難 しかろうと思いますね。 ただ、私 は部分で も申 し上げな く

ち ゃいかん と言 いま した。 というのは、私が プロジェク トで色 々やってると、行政の担当の窓

口は最初 は不可能 とばか り言 う訳 です。それが一緒 に海外 に視察 に行 った り、その際通訳 をし

た りしてる と段 々と息が合 って くる。それで話ができるようになって彼 らが言 うには、そ もそ

も行政 のス タンス というのは民間に対 してノー と言 うことから始 まる、 もし社会的 に必要でや

る意志がち ゃん とあ るのな ら、何 を言って も民間は何度 もくるだろうと。何で もかんで もイエ

スか ら始めていたのでは管理がで きないのだ と。それで、長 い付 き合 いになって くると、 「こ

うい うのは面倒 なことだが、オ レな らこうやる」 と言 って くれて、そ うやって段 々 と深 く話 を

す るようになって具体的な話 をする ようになって くる。それはずっ とその仕事 をしていればそ

うい うや り方 は分 か りますが、一生懸命 やる気 で行 っただけではノー とい うことをまずいって

くる。 こうい うプロジェク トをやっていると痛感 します。そ うい う意味で、 「個」でいけば、

人 によっては、 また事柄 によっては、行政面 での公 開 ・変革出て くることもあ り得 ますが。全

体 としては難 しい とい う気が しますね。

事務局 今の情報 の公 開度 とい うのは低 いために、官僚が情報 を集中 して掌握 しているとい うのはあ

りますね。 だか ら、行政情報 を我々がネッ トワークで直接取れるようになって くると、 こうい

うことも変 わるのではあ りませんか。

梶 田 それは別 の見方 もある と思い ます。行政 との接触 という経験か らする と、それな りに 「市政だ

よ り」 とか を通 じた りして、その他色 んな計画について も、一生懸命パ ンフレッ トを作 った り

してやっていますよね。あれは膨大 な費用がかかるんです よね。 それに支部 に行 きます と、公

示板 と告知板 とが必 ず二つ ともあって公示 ・告知が張 ってある。 しか し殆 ど誰 も見ない。見て

もらえない ような一方的な情報 の出 し方 をして、自分 の ところは オー プンに している筈 だ と

(笑)、 思い込 んでいる。私 の ように民間にいますと、本 当の情報 とい うのは人 間関係 である

とい うことに尽 きるような気 がする訳です。 だから、 たまに来た人間 にまずノーでな しに、そ

こで情報 を公開するのがロコ ミで広が る訳です よ。それをや らないで行政の情報が システム と

して流 れるというのは考え られない。必ず窓口の人間 という媒介がいて、 まず彼 らがその気 に

な らないといけない。今はシステムは不完全で時代遅れ、窓口は事務 的で、時間 と金 をかけて

やっている訳ですよね。それが もの凄い ロスだと思いますね。それをどうやって変 えてい くの

か問題 です。

事務局 恐 ら く、申請に対す る審議過程 とか、そ ういうところまで含 まない と情報公 開にな らないで

す よね。そ こまでい くと、 どこまでや らない と通 らないかが申請する側 に も分 か りますね。そ
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うならない といけないですね。

梶田 そ うですね。特 に地方の行政の窓口を見ています と、 ビック リする ぐらい煩雑 で、沢山の人が

来 ていますね。彼 らはそんなに応対 で きる訳がないという頭があるで しょう。 だか ら、最初 に

ノーと言ってふるいにかけてい く(笑)。 例 えば 「制度」 に して も、ある施設 を作 るための会

議 をや りますね。そ こに新聞記者 を同席 させていることを彼 らは 情 報公開」 だ と言 う訳です。

「情報公開が原則だから、新聞記者の諸君 にも来 てもらってます」 と。関係書類がバー ツと回

りますね、みんな持 って帰 ります。で、第二次会議があ ります。その部分 には記者 は入れない。

「情報公開 をしてい ます よ」 とい う形作 りは建前 としてせ ざるを得 ない。 しか し、議員 に叩か

れた り特定 の思想 を持つ人に突 き倒 されるものですか ら、その防御 がまず表 にきている。だか

ら、行政だけを責め るわけにはいかない。やっぱ り我 々一般の レベルが上が らない とダメだ と

思います。権限や建前の問題だって、今 は矛盾 をきた してい ますが、それはあ る時期 には必然

性があって作ったルールなんですよね。それによってメリッ トを受けた人達 も沢 山いる訳です、

む しろ多いか も知れ ない。それがアブナ くなっている。それを変 えなくち ゃいかん時期 には来

ているとは思 いますが。

事務局 最終的な方向 としては、 これか らの 日本 の方向 を 「知的資源立国」へ と変えていこうという

コンセプ トがあ ります。 メーカーの立場から、 どう思 われるかお答 え下 さい。

梶 田 バ ランスの問題 だと思います。 「少資源国」だから、これか ら人類 にとって必要 になる 「無限

増殖で きる知的資源」 をどんどん構築することによって、 これか らの 日本は 「資源 の豊富な国」

になるんだ。 これはある一つの 「表現」だと思 いますね。 ただ、一方 を強調するあ まり、物理

的な資源はそれ程大 したことはないんだとい う表現をする とすれば、それは大問題だ と思いま

すね。む しろ間違っていると思 う。今 まではどち らか とい うと 「資源情報」 というと、物理的

な ことばか りを考えていた。 これか らはより効果的な活用 を含 めて、知恵 を出 し判断をする上

において、物理的資源 をもっ ともっと大事 に使 うために今 まで以上に 「知的資源 」が必要にな

る、こうい う トーンであるべ きだ と思います。 「霞 を食っては生 きていけない」 とい う言葉が

あ りますけ ど、私は 「知恵だけを食 っては生 きていけない」 と思 う。特 に 日本 の ように人口が

多 くて、 レベルが高 くて、物理的な資源の少ない国にあっては、海外 か らの資源が どうなるか

ということを含 めて、エネルギーから基礎資材 か ら、 これに対 するものの考 え方 とい うのは今

まで以上に気 を付 けない といけない。そこで、気 を付 けるには知的資源が役 に立 って くるのだ

と思い ます。

事務局 今の産業界の 「空洞化」 の動 きについては どうお考えで しょうか。

梶田 私 は、長期 トレン ドとしては避け られない と思い ますね。 これは決 してペ シミスティックとい

う訳ではなくて、民 間の企業 が合理的な活動 をする限 りにおいてはそ うせ ざるを得 ない。つ ま

り、高度成長 と効率化の追及 に よって、国内で必要以上 に能力が高 まったものが世界 に分散 し

てい く、これは避 けられないと思 ってお ります。20年 ぐらい前は台湾ヘ プラスチ ックや農機具

も含めて、ザー ッと流れた。その時 どうなったか とい うと、 もの凄 く安い賃金、人件費 で集め

て きた人達に製造の教育 をした。すると、後か ら来 た企業がその工員 さんをもっと高い賃金で

引 き抜 く、その後か ら来た企業 はもっと高い賃金 で引 き抜いた。そうすると、地元 では賃金が

上がって、働 く場所 も増えて、経済 的な レベルは全体 として上が る。 これを見逃 してはいかん

と思 う。ある段階ではその地域 をす ごく潤 した。 もう台湾はダメだ と、それでそれから韓国へ、
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それが ダメになったらタイへ、イ ン ドネシア、ベ トナムへ と、今 それがずっと広が っていると

思 う。 これは先進国のある意味で義務 だと思 う。 「義務」 というのは自分で決 める ものですか

ら、 これはむ しろ 「流れ」だ と言っていい。 メーカーの立場 から言 えば、 それは辛いことです

けれどもね。

事務局 そ うする と最終的に 日本 の国内のメーカーの存立は。

梶 田 淘汰 されるで しょうね。 これは しょうがない。企業 というのは潰れる ものだと18年 前に仰天 し

たと言 ったけれ ども、私 はその時本当にそ う思いましたね。事業がその時代 にその地域 に合わ

な くな くなったら、その事業は役割 を終 えたんです。 そ して企業は別の形 で生 き残 るか閉鎖す

るか、選択 としてはそれ しかない。で、それを ドラスティックに しないために、み なリエンジ

ニ アリング をやっている訳です よね。

事務局 「高度情報化社会」になると言いますが、それは農業革命 や産業革命 とは違 うと。前の段階

の変化 はそれは人間の生存 に直結 した、確実 な利便性があったか らだ と。では、産業の空洞化

が必然 なのだか ら、それを迎 えるような心の準備 を してお くための材料が知的資源 なのだ とい

えるのではないで しょうか。

梶 田 ち ょっ と言 い過 ぎか も知 れませんが、 「工業化社会」 や 「産業化社会」 の後で 「情報化社会」

が来る というその表現は間違 っているんだと思います。 「情報化社会」 とい うか らイメージが

沸 かないのであって、産業社会の後にはこれから 「生活社会」が来る、 こういう表現 をすれば

もっとイメージが沸 くと思 う。 「情報化社会」 という 「くくり」 には、その時はみんな飛び付

いたけれども、私はそれは間違っていると思 う。それでは今 まで 「情報」がなかったのか、 「情

報」がなければ、工業 もできなかったし農業だってで きなかった。今 まで以上 に情報の ウェイ

トが大 きくなる、あ るいは今 まで以上に情報 に関連す る産業が ウェイ トを占めるとい うことな

のです。産業がそれだけウェイ トを置 くのは、それだけ付加価値 が増えるか らだ とか、従業員

の雇用が増 えるか らだとか、そんなことはあ りえない。 「都合がいいか ら」ではないです よね。

それがある意味では危機管理などのハイ レベルな部分、 また下の方では、今 まで考 えられなかっ

た双方向テ レビとか、色 んなものがある。 これらは全部生存生活に密着 している訳ですね。そ

れか ら考えると、 「情報化社会」 という表現 の仕方そのもの を変えるべ きです。 もっと適切 な

言い方があるんだか ら、捉 まえ方 を変えな くちゃいけない。情報が色 んな意味 でネ ットワーク

されると、 より連帯感が広が り、そこで人間性 を競い合 うんですから、情報ば っか り進む とか、

そんな感 じではない。 「情報」 とい う言葉の中には冷 たい感 じがある。その辺 の ところを考 え

直 さな くち ゃ駄 目です。私、驚いたんですが、先週広 島に行 った時 アジア大会 の関係 でお年寄

りが街の角々に立 っている。彼 らはボランテ ィアで、行政 や委員会か らの呼びかけで集 まって

いる。彼 らのほ とん どはカタコ トで外人の選手や客 に答 えるんだろうけど、本当に一生懸命やっ

ている。 これはこれからの時代 のイメージだ と思 うんですね。特 に広島県人 は排他性が強い、

県人同志で まとまる傾 向が強 いと言われていたのに、 それをましてやお年寄 りが外 国人 を相手

にボランティアで街 の案内 をしようとしている。感動 しま した。だか ら、 これか らの国際化 と

い うは どうい うことかというと、今 まで以上 に沢 山の外 国人が来 る、 これが一つ。 それからそ

れを受 け容れること、これが二つ目。三つと してその中か ら何 か新 しいものが生 まれる。そ う

い う意味 では確 実に国際化 されている ような気が しますね。 だか ら、 「1青報化社会」ではな く

て、 もう少 し違 う表現であるべ きでその中で、間違いな く情報の果たす役割 というのは今 まで

以上 に生活 に密着 し、末端 まで正確 に行 き届 く、そうい うことなんだろうとい う気 が します。
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事務局 歴史の長い企業であればある程、

の再活用 は難 しいので しょうか。

「情報の蓄積」があ りますが、 「知的資源」 とい う意味で

梶田 蓄積 されたノウハウは歴史が長ければ長いだけある、 というのは間違いあ りません。それはプ

ラスの方向 とマイナスの方向 と両方あ りますね。長い歴史 のために何 か新 しいことがで きない

とか、それから儲かっている商品を長いこと抱 えているがゆえに新 しいものに対 する積極性が

失 くなって 自ら命 を縮めてゆ くとか。そ うい う意味でプラス とマ イナスがある と思 います。そ

の上で何が ノウハウか というと、乱暴 な言い方 を して しまうと、定量的な もの と現象的 ・定性

的な ものがあるような気 が します。定量 的な ものの中では、例 えば一つの もの を作 る部品の組

み合 わせ とか、あるいはそれ を作 るスピー ド、それを改良 してい く蓄積 とか、売 る場合 のノウ

ハ ウとか、代理店 を見つ けるとき何 を基準 に見て代理店 にするとか、そういうものがあ ると思

うんです。 プラスもマイナスも、その会社の風土みたいなものによって、 より顕著 に出て くる

だろうと思 うんですよ。 「風土」 というのはある種 のソフ トであ り蓄積そのものですね。私 が

就職 してか ら4年程 たった正月に父代 わ りの恩師の所へ挨拶 に行 きま した ら、お前 は重い ものを

一生懸命持ち上げようとする雰囲気、お前の会社 の雰囲気が出て きて、大分会社の男 らしくなっ

た ようだ、 と言 うんですね(笑)。 男がその会社 の男 らしくなった とい うのは最大の褒め言葉

だ とい うんです(笑)。 自分の会社 として こんなことはやってはならん とか、 こうい うところ

では社運 を賭 て まで大胆 に踏み込むべ きだ とか、そ ういうものはギ リギ リの時出て くるんです

ね。蓄積 というのはそういうことです よね。それは最終的には人なんですね。人は会社で長年

にわたってその風土の中で育 てられている訳です。伝統的な、タスキを受け継 いだ駅伝 のラン

ナーの ように走 っている訳です。人 は違 っているけど 「タスキ」は一つ、だ と。そ うい うこと

は多々あ りますね。

事務局 そ ういった色 んな情報蓄積 を利用 した、マーチ ャンダイズはで きるもので しょうか。

梶 田 今 までのところ、それは随所 でな されてい ます し、 これか らもそうだろうと思い ます。 と言 う

のは、例 えば潰れかけた会社 に人 を派遣 します。それが役 に立 っているか どうかは別 に して、

その時 には派遣 された人は情報 を全 て持 った存在 として送 られている筈なんです よ。ある意味

では役員 もそうかも知れませんが、本来 はそうい うものな筈 です。それが 「マーチ ャンダイズ」

か どうかは別 として、情報 を活かすための人間を派遣することで、 また会社が生 き返った りす

る。それが本来 の狙いだった筈です。支配関係 をはっきりさせ るためにお 目付役 を送 り込 んだ

とか、金 を出す代 わ りに経営権 を握 ったとか、 こういうものは本質的には間違 っていると思い

ますね。

事務局 そ ういう紙 に書 けない情報 をデータ化 して、例 えばマルチメディアやバーチ ャル ・リア リ

テ ィを利用 した りして、人間が行 かな くても有効 に活用で きるようにで きればいいですね。

梶 田 私 は、今 までの全てのデータ ・情報 が大な り小 な りそ ういう役割 を果 た してい ると思 うんです

よ。ポール ・バ レリーという人の言葉 に 「ものの価値 は受 け取 る人 によって決 まる」 というの

があ ります。そ うい うバ ーチャル ・リア リテ ィに して もマルチメデ ィアに して も、受け取 る人

によっては 「徒弟制度」のような受け取 り方が出来ると思 う。そうい うものが進化 すれば、 こっ

ち も受 け取 るものが大 きくなる。 しか し全 部ではない。 これは しょうがない(笑)。 委員会の

中でも 「人 を育 てるにはフェイス ・トゥー ・フェイス しかないんだ」 とい う発言があ りました
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が、私 もそ うだろ うと思 います。 しか し、そのつ もりでマ ン ・ツー ・マ ンでやったから 「タイ

マッ」 を確実 に受 け継いで もらったかとい うと、 これはまた別 ですね。だけ ど、 「本当の意味

で分かって もらお うとするならそれ しかないだろう」 とい うあの発言 も事実だろうと。 これか

ら、情報 というのは敢 くまでハイレベルのことをやるけれ ど、最後 は受け取 る人に よって違 う

ん じゃないか。 これ以上 のことを求 めたら、 ロボッ トばか りで国 をやっていか ない といけない

ことになる(笑)。 だか らそ こに最終的な人間の意義があるのではないか と思 いますね。

事務局 本 日は有難 うございま した。
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委員
東海大学 情報処理研究教育施設





上條 史彦委員

事務局 最初 はご専門についてご説明いただいて、それか ら、情報 とは、知的資源 とは何 なのかにつ

いてお話 ししていただきたい と思 います。

上條 私 自身はソフ トウェア馬鹿です。昭和35年 か らコンピュータ ・ソフ トか ら離 れてお りません。

技術、行政のお手伝 い、実際のプログラム開発、今 は 「教育」 をやってますが、全部 コンピュー

タ ・ソフ トだけです。従 って、他の ことは何 も知 りません。私達 の年代か らコンピュータ ・ソ

フ トをやっていた人 間は 日本では大変少ないんです。今 日は、専 門分野 から離れて二、三主張

したい と思います。 アンケー トはアンケー ト項 目に縛 られて、全部 を書 くわけにはいかなかっ

た。マ ッチ したところだけ記入 したということもあって、かな りズ レています。

上條 まず、一番基本 になっている知識。知識は、お役所 的発想か らい くと、知的所有権 の裏付 けが

あるもので ないといけない。それ以外 のものは、寿命 が短い し、 よそから真似 される。ですか

ら、なかなか主張することがで きない。誰が オリジナルかは、 なかなか言 えない。二番 目は、

新 しい知識が どう現 われるか という新規性 の問題です。新規性 を考 えるとき、二つ の立場があ

る。一つは、 「天才」が現 われて何か発明を して くれ るんだ とい う発 明待望論。個人的にはナ

ンセンスだ と思 う。 「なぜ 日本で発明が ないのか」 といって も、それは確率 の問題であって、

今 の世の中にマ ッチするような発明でない発明が沢山 されていると思 うが、それ らは世 に出な

い。確率 はそんなに変 わる ものではない。 また非常 に小 さい。だか ら、非常 に小 さな確率に国

が依存 するのは危険である。その逆の立場は、 「人 よりも紙一枚上 に行 きなさい。 それが発見

になってい く。」 とい う考 え方です。それが問題の第二点。

上條 第 三点は、 情 報が、情報が」 と言 う時に、情報 だけでな く、裏に何 らかの 「モノ」があるこ

と、 「モノ」 と言 うのは何 らかの重 さがある という意味ではない。何 モノ も付 随 していない よ

うな情報に踊 らされていることが最近多 い。マルチメディアがその最 たる ものだと思 う。裏 に

何 も付 いていない。 これは長続 きしない と思 う。では、長続 きする情報は何 か と言 うと、少 し

古い例 だが、 「ジー ンバ ンク」、 「遺伝子バ ンク」 な どが例 となる。遺伝子情報の解析が表面

にあって、それに対応する遺伝がある。こういう世界 は長続 きすると思 う。情報はプロバイダー

次第で、作 るのは人間だか ら、質の よい情報が欲 しければ質の よい人 間が必要 です。質のよい

人間には、方法論の問題があ ります。現在 日本が抱 えている問題 は、教育 の問題ではないか と

思い ます。教育があ ま りに古い体系 になって しまっている。 「入 り口」 と 「出口」 の幅が同 じ

とい うのが例 です。実際 に教 えてみて、人間は種々ある。だか ら電気工学科に入 ったら電気工

学の学士号 を無理 にで も取 らせて卒業 させ るという方法、つ ま り今 のや り方はおか しい。ハー

バ ー ドの ロースクールやメディカルスクールなどは、学部の専攻 を問わない。文学部 を出てか

らで も医者 になれる。そういう柔軟 な考 え方 を早 く取 り入 れること。それから、向かない人は

早 く辞めた方がその人のためである。 「百人入れたら百人 出す」 とい う今 の方法 を早急 に改め

て、 「二百人入 れて五十人出す」 とい うぐらいに しない と教育にな らないのではないか。

上條 知 的資源 は、考古学的な資料 とか、あるいは図書館 の本、 といった 「物」 ではな くて、 「人

間」だ と思 う。人間が作 らなかったら何 もで きない という立場から人間を考えない といけない。

社会 は非常 に大 きな問題 を抱 えている訳ですが、その解決 に寄与で きるような人 を捜 し出 して、

活躍 して貰 えるようにする。そ うすれば 自然 と新 しい情報 がた くさん出て くる。先程 「ジーン

バ ンク」の例 を出 したけれども、 「遺伝子科学」が好 きな人 にまず先 に勉強 して もらう。そう
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すればその人が 「紙一枚上に行 く」 というのをす ぐやって くれる。大騒 ぎを して 「新 しいデー

タを作 りだせ」 と強制する必要は全 くない。

分野で何が大切 かを考えま した。例示 の世界 に入って しまいますが、先程の 「遺伝子」 を例 に

とります。騒が れている 「遺伝子」 には病気の遺伝子 とか、絶滅する種 に対 する遺伝子 とかい

う話が多 い。けれども、 日本が抱 えている最大の問題 は水稲 。稲 だ と思い ます。非常 に久 しぶ

りに不作 になって騒 ぎになったけれ ど、長い目で見た ら日本が食料 を輸入で きる期 間というの

はそんなに長 く続かないことが分か っている。だか ら、それに備 えて 「水稲」 のジーンを色 々

と調べ てお く。遺伝子情報 を集 めて、 「ライブラリ」 を作 る。 これが 「知的資源」 になるので

はないか と思います。

上條 それに似 た もの として、気象 とか地震のデータがある。大変 な観測 が行 なわれている割 には

データベースとして きちんと整備 されていません。

非常 によく似ているものに図書館がある。図書館 の司書課程 で 「データベース」 を教 えている

ので、司書課程 の話 をよくするです。みな本 は借 りたがるが、図書館 としてきちんと整理する

作業 はあまりや りたが らない。職業 と して きちんとやっていかない とおか しな話になって くる。

プラハ にあるチャールズ大学で、図書館 に入 らせて貰 った ことがある。二階半建て ぐらいのず

ん胴 の図書館 で、壁が全部羊皮紙 の書籍で埋 まっていた。かつて歴史 に名 を残 した人が書いた

直筆がそのままあ ります。完全 な開架式で、自分で脚立 を持 って行 って棚 から出 してきてよい。

コレクシ ョンと整理が きちん とで きて、 ラ ・ボアジェならラ ・ボアジェの この本 はあの棚の こ

こにあるとか、す ぐ教 えて貰 える。 そういうことをきちん とや っていかないと 情 報」 は将来

に活 きていかないと思います。 日本で必要なのは、気象 とか地震 といった情報 だが、残念 なこ

とに万人 に使 えるような形ではない。 どう整理 したらよいかとい うことす ら分 かっていない。

上條 話 は極端 に飛ぶんですが、 日本語 もデータベースの対象です。 コンピュータはひと昔前は数値

計算の機械 と考えられていた。最近 は 「文字列 を扱 う機械」 となった。まだ 「意味 を扱 う機械1

とは誰 も言わない。 日本語 をコンピュータで どの ように扱 うかは非常 に大 きな問題です。IPAで

レキシコンを一つのプロジェク トとして続けてきた。動詞、形容詞、名詞、それ もおのおの千

か ら三千に抑えて十年かかった。実際の研 究員 は4、5人 だけれ ども種 々な大学の大学院生 とか

研 究員 とか、約50人 前後が 日本 中か ら参加 して くれている。十年かかって品詞 はたった三種 し

かで きていない。今 までコンピュー タで取 り扱 えるような レキ シコンが 日本語 にない という事

実がそのプロジェク トに関係 して初 めて分か りました。 これは大変な ことだ と思 った。活字の

一覧表 を作 るに しても
、漢字の一覧表 を作 るに して も、す ぐ康煕字典 まで戻 らないとで きない。

上條 情報 を使お うとすれば、その前にデー タベースを作 らない といけない。その時の一番大 きな問

題 は、誰が作 るかです。 データベースを作 ろ うと思って作 り始 めると、大変 なお金がかかる。

しか も良い ものがで きないと思 う。 「自然にデー タがで きて くるのを整理法だけを考 える」 と

い う方向にいかない と間に合 わない。企業活動、学会 の活動 を通 じてた くさんのデータが作 ら

れている。それは使 い捨 てにされている。使 い捨 てに されてい るデー タの収集 を助成 して、助

成する代 わ りに自由に利用 させていただ く。そうして公 開す る。 デー タが 自然 に集 まって くる

ようなメカニズムを作 ることが大変大 きな仕事ではないか と思 う。

官庁 にもた くさんデータが集 まって くるけれど、官庁 で集 めるデータは各企業 で集 めるデータ

とある面で似 ていて、特定の 目的の ものが大部分 です。つ まりフィル ターがかかっている。集

めて集大成 して も、 どういうフィル ターがかかったか とい うところは公 開されないので、使 う

のは非常 に難 しい。 また、公 開せ よと迫 ると、す ぐプライバ シー問題が出て くる。官庁のデー
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タばか りに依存す る体制はあ ま り面 白くない。

情報 を収集 して分析 する作業が きちんと行 なわれていれば、国際性のない判断 とい うのは出て

来 にくくなると思 う。広 島のアジア大会で台湾の副首席 を入 れる入れないで騒いでいるが、騒

ぎになる前 に予想 出来 る話です。中国にそういうニュースが伝わ ったときに どうい う反応 を示

すか というのを押 さえていれば、何 も政府 レベルで交渉す るような問題 にはならない。交渉の

結果、常 に日本 が泥 をかぶる とい う馬鹿 げたサイクルを どこかで絶ち切る必要 があ る。昔、 日

本生産性本部が国際化の問題で非常 に荒い方法 をお取 りになった。職員 を海外 に無期 限出張 さ

せる。 まだアメリカが 日本 を占領 していた時期です。住みつ くことを条件 に採用 して外 国 に行

かせた。好 きな ところに行ける訳ではない。そ うして得 た情報 を生産性本部に戻す ように した。

日本の復興期 のエ ピソー ドであ り、今はそこまではやる必要がない。情報が氾濫 しているので、

それをコンピュータを使 って整理 してい くと、それか ら何が裏 で動いているか を推測すること

ができる。

上條 公 開情報 を活かす体制 という意味でマスコミ情報のデータベースを作 る必要 もあるん じゃない

か と思 う。面白い ことに、 これは苦労 しなくていい。世界中の通信社 から毎 日毎 日大量のニュー

スが入 って きている。ニュースの内で新聞で活かされるのはほんの何 十分 の一 かで、残 りは捨

て られている。データベースでは全部活かせばいい。集 めるだけでは何 の意味 もないので、分

析す るような体制 が必要だ。分析 を してから情報 に して欲 しい。

先程 の 「レキシ コン」問題に戻 る。 コンピュータで 日本語 を扱 うためのデータベースが ない。

レキシコンの ような地道 な研究 を積 み重ねていける場が欲 しい。

事務局 だいたい2010年 ぐらいを想定すると、ハー ドの進歩は将来的に どういう形が望 ま しいで しょ

うか。

上條 安 くはなるで しょうが、原理原則 はあま り変 わらない と思い ます。基本的な素子 の速度 につい

ては今 の半導体 では限界が見 えている。その先 に 「光 コンピュータ」 とい うアイデ アがある。

計算速度 を上 げな くてはいけない世界は沢山あるんですが、そう しな くて も何 とかなる世界の

方が多 い。速度 を上 げない限 りどう しようもない世界 というのは、例 えばシミュ レーシ ョンの

世界で言 ったら有限要素法で ミリ単位の設計 を したい という場合であ る。現にそ こまで しな く

て も飛行機 は飛 んでいる。メモ リーの速度は問題になると思 います。 コンピュー タは情報か ら

で きるだけ意味 を取 り去 って、形式化 して扱いますが、 もし意味 を持 ち込む と、 「場合 の数1

が極端 に増 えて しまう。 しか し、それが光 コンピュー タの レベルになって全 て解決 するかと言

うと、多分無理で しょう。2010年 までと言 うのだった ら、事態は余 り変わ らない と思 います。大

きな変化があったのは計算の経済 性であって、ゲー トあた りの速度の記録 が何桁 も書 き換え ら

れ たのではない。

事務 局 そ れ は、 「M」 とか 「Gll」がで きて も今 の コン ピュー タ 自体 が変 わ らな い限 り一般 のユ ー

ザ ー には使 い こなせ な い とい うこ とで しょうか。

上條 マルチ メデ ィアめいた ものが 日本 で最初 に動 いたのは 「生駒」 とか 「三鷹」 の プロジェク ト

だ った と思 います。現在騒いでい るのはその リバ イバルの ような ものですね。青山のTEPIAに

行 ってみる と、その時代 からの種 々なソフ トの蓄積 がある。上映 に時 間がかか るんで大変だけ

れ ど、あれはマルチメデ ィアが どう発展 して きたかという生 きた博物館である。 それか ら 「紙

一枚」 だけ外 に出た ところに何 があるかと考えると
、革命的に変わるとい う見通 しは持てない。
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例 えば、主婦 が双 方 向のVIDEOで お惣 菜 を買 う時代 には な らない と思 う。マ ルチ メ デ ィア を ど

こで使 うか これが問題 にな ります。 よ く似 た議論 にマ ン ・マ シ ン ・イ ンター フェー スが あ りま

す。GUI(グ ラフ ィカ ル ・ユ ーザ ー ・イ ンター フェース)と も言 われ てい る世界 です 。 ノーマ ン

の論文 集 に 「ユーザ ー ・イ ンター フ ェース の究極 はハ リウ ッ ドで あ る」 とい う名 言 が あ った。

コ ンピュー タはハ リウ ッ ドには 「GUI」 で は とて もかな わない。 いか にハ リウ ッ ドに近付 けるか

がGUIの 研 究 なのだ と言 って い る。マ ルチ メデ ィア とい うのは それ に近 い のでは ないか と思 う。

結 局今 の イ ンフ ラで は、 どう も靴下 躁痒 、種 々 と使 ってみ て もあ ま りピッタ リ しな い。人 間 の

思 考速度 につ いて こない。 もの の役 に立 つ よ うに しよ うとす る と、 や は りハ リウ ッ ドレベル ま

で いか ない と駄 目だ 。マ ルチ メ デ ィア は、今 まで あ ま りに も機 械 の能力 が低 過 ぎた のが少 し進

歩 して きた ので、 もう一度 人 間 にぶつ けてみ ようか、 とい う議 論 では ない か。 そ う考 え る と、

今 の設備 とか機械 の能力 で や って も人 間 はイヤ イヤす るので はな か ろ うか。今 のマ ルチ メ デ ィ

アは紙 芝居 レベ ルです ね。

事務局 もし 「マルチ メディア」が活 きるとした ら、大衆 の娯楽 としてではな く、 もっと他の何 かを

代替す るような内容 だと有意義 になると思 うのですが、その辺 は先生 はいかがお考 えで しょう

か。

上條 教室で コンピュータを使 っていて一番問題 になっているのは、ディスプレイスクリー ンが小 さ

い ことです。黒板 の代 わ りにな らない。学生に大変評判が悪 い。実験 的に講義 のテキス トとか

宿題 とか問題 とかを、ワークスーシ ョンに入れて、 「今 日はここにアクセス しなさい」 とか、

「今 日のテキス トはあなたのここに映るよ」 とかやっているんですが、 どうも評判が悪す ぎて

困 っている。 この問題 を解決 しない となかなかマ ルチメディアは根付 かない と思 う。特 に教室

の世界では。

事務局 実験 をシ ミュ レー トして生徒 に見 せ る とか、 プ レゼ ンテー シ ョンを してい くとか、そ うい う

使 い道 が一番 いい使 い道 で しょうか 。

上條 分か らせるんだったら、少な くとも動画でないとダメです。動画で、色付 きで、化学反応 であ

れば実際 に分子が どうなっていて、それが こうい う風 に絡み合 っていてこうなってい くんだ と

見せ ない とブラウン管が活 きて こない。普通の資料 を使 った り問題 を解 いて見せた りするので

あれば、黒板の方がずっ と楽です し、 「生徒の心 を集中 させ る」 ことがで きる。黒板 の前 に立

つ とみ んなが こっちを見 る。 ところがワークステー ションに座 らせると先生 には何が どうなっ

ているんだか分からない。CAIは 昔言われたように何 にで も使 えるわけではな くて、限界がある

のだ と思 う。語学の ラボにヘ ッ ドセ ッ ト付 きパ ソコンがあるが、あれでは語学 の勉強 にはなら

ない。文法 も聞かせない といけない し、入試 問題 もや らせないといけない。あれだけでは どう

しようもない。教場の一部を置 き換 えることはあって も、全部置 き換 えることはで きない よう

な気がする。 これはもうメディアの問題ではない。

事務局 慶応 の藤沢キ ャンパスの実験 についてはご存 じですか。

上條 詳細は知 りません。カ リキュラム等は貰 っている。今 は どこの大学で も、 コンピュー タを使わ

せ る時は学生一人一台が当然 です。

事務局 そ ういう場合 は全体 をネッ トワークしているので しょうか。
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上條 電子 メールを使 っているようですね。私の大学のある学部では、全員 にパ ソコンを持 たせて、

家で も教室 でも自由に使 わせてみた。 ソフ トはみな同 じもの を使 うという実験 をやった。全 て

にフィッ トするわけではな く、一部の講義 にとっては余計 なものになって しまう。重 い思 いを

して持 って歩 くだけ損 だという話 にな りかねない。

事務局 経 済学で はワープロ的な使 われ方で終わって しまったのですか。

上條 ワー プ ロは レポ ー トを書 か せ る時 に使 い ますが、主力 は統 計 で しょう。統 計 デー タベ ー スは黒

板 で は ど う しよう もない。 ソフ トウェア はSASか 何 かだ っ た と思 い ます。

事務局 「マルチメデ ィア社会」 というと大変な変革が起 きる印象があ りますが、 どうで しょうか。

上條 どれだけ社会的に 「テ レビに近付 けるか」だ と思います。 「テ レビを置 き換える」 とい うか、

完全 にな くして しまう必要はないが、 「テレビを見ている時 間をどれだけ盗 めるか」 という表

現がで きます。半分 でも盗 った らこれは大変 なマルチメデ ィア社会 にな ります。その前にケー

ブルテ レビの時代があるん じゃないで しょうか。 まずそれがあって、それか らマルチメディア

方向に行 くのではないか。

事務 局 アンケー トの コメン ト内容 につ いてお伺 い しますが、 これは 「感性」 の問題 とい うことで

しょうか。

上條 感性以前の問題が大 きい。 「知識の扱 い」が手前にあってそれがネ ックだと思います。 ホワイ

トカラーの レベルで使お うとした場合、 「感性」 までは とて もいけません。今のワープロは 「清

書機械」であって文章は書 けない。 ところが、英語のワープロは最初 から 「文章 を書 く機械」

と して色々考 えられている。英語 の場合は清書機械 としては元々タイプライターがあった。だ

か らワープロにはスペルチェックも構文チェ ックも入 っていた。最近 は種 々な 「ひな形」の文

章が出て きて、その一部 を変 えれば手紙が書けるようになっている。 ところが 日本 はそれがで

きない。言語の構造 の違 いもあるが、基本 的に 「辞書」がない。文法検査 もない。そういうと

ころを処理 していかない と、文章作成 ひ とつ気軽 にできない。

事務局 そういう差 は、先程の 日本語の基本的な問題で、十年かかって三品詞 しかで きなかった とい

う作業 などをもっ とやってお く必 要があるので しょうか。

上條 なぜ十年かかったか。最大の問題点は方法論 がなかったからです。合議制 を取 って、お もだっ

た人 をあち らこちらから呼 んで きて議論 に参加 して もらい、 これでよかろ うとい うところで先

に進 んだ。合議 ステ ップにべ らぼうに時間がかかった。何 か きちん とした方法論がで き上が る

と、人間は例外処理 をやればいいということになって くる。

上條 研究者 は江戸時代 、室町時代 な どの古典、あるいは特殊 な方言な どのテーマ は高 く評価 され

る。現在 の新聞が使 っている言葉 を集めてみたところで博士 にはなれない。 この種 のテーマは

学問的な価値観 の対象外 になっている。多分 「材料」が身近過 ぎて変化 に富むので、研 究の対

象 にな らないのではないか。 「遺伝子」 で も、 「遺伝子組み替 え」 とか、 「移植」 とか、異常

な話だったら研究 になる。 これ と似 た面がデータベースのあち こちにあるのではないで しょう
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か。大学での コンピュータは 「応用 数理学」だそ うですね。 よく冗談で言 うんですけれ ど、建

築では鉄骨 を使 う。だから鉄骨を作 るための 「冶金学」 を研究 しなければならない。 「冶金学」

は鉱物 を使 うから、 「鉱物学」 を研 究 しなければならない。従 って、建築の研 究 をするために

は 「鉱物学」 の研究が重要であると。現実の コンピュータの特 に 「ソフ ト」 は誰 も研究 してい

ません。 「応用 数理学」的側面だけです。 「数値解 析」 とか 「論理数学」 になると、研究者 が

沢 山いる。 このような基礎か ら現実の 「コンピュータ」 までは、大変遠い。

上條 心配 しているのは、せ っか く育 った人が就職 していった先 で活 かされない ことです。そ こで必

要なコンピュータの技術 は、学 んで きたものか らは飛躍があ り過 ぎて、ギャップを埋めるのに

苦でいる。情報 「・・」専攻 の卒業生 に一番人気 がある就職先は金融機 関です。情報の修士 を

出て銀行 や証券会社 に入 っていったが、 この不況で どうなっていることか。センスが違 い過 ぎ

る。結局、 「『青報科学 を勉強 した」 ところで活 きない。活 かす ようなことも教 えて ません し。

上條 インターネッ トでは、メールをやった り取 った りす るのが非常 に便利 です。 しか し、誰が責任

者 だとい うことがハ ッキ リしないか ら、社会的なインフラとして取 り上 げるには危険が太 き過

ぎる。料金が安い ということ、国際通信が自由にで きること、 この二点は非常 によいと評価 し

ている。 しか しKDD並 み にチ ャージする とい うことになった ら途端に利用 が減 ると思い ます

よ。

事務局 あの形で 「Gn」にまでい くとすると、英語の 「言語障壁」の問題はどうなるので しょうか。

上條 英語 と日本語の問題だけではな く、 「多言語化」 ということを考 えると、今 の体制では無理が

あると思います。なぜか というとイ ンターネ ッ トの前身を遡 ってい くと 「CSネッ ト」 にい く。

これボランティアがUN[Xを ベースに して接続 して きたのが基本的歴史です。そうすると、今構

築 されているネッ トを動か している㎜ を多端 ヒしなければならなくなる。㎜ というと一

つみたいですけ ど、機種 ごとに全 く違 う。だか ら全部 を多言語化する費用 と時 間と労力 の問題

になる。 ボランティアとしてやるにはあま りに魅力がない仕事です。UNIxネ ッ トワークを多言

語化するのは、私 はあま り賛成できない。 「ウイン ドウズNr」 で全世界 を統一 した方が早い。

上條 データベースを英語化する、 「抄録」だけで も英語化す るというのは、 これは労多 くしてあま

り意味がないと思います。なぜかというと、英語世界で使われる部分 が非常 に少ないからです。

MCC(マ イクロエ レク トロニ クス ・アン ド ・コンピュー タ ・コーポ レーション)で 日本語 の問

題 を種 々 と言われた時に、 「だったらお前が 日本語 を勉強 しろ、でなければ日本人 を雇 え」 と

言ったら両方やって くれた。たまたま、私が アクセス した人が 日本通 だったので結構土地 カン

があった。彼 自身が 日本語 を勉強 しただけでなく、彼が偉 くなったので、 日本人の研究者 を雇 っ

た。データベース検索では抄録やキーワー ドを英語 に直 したぐらいでは検索時 に十分 「マ ッチ」

しない。言語 のニ ュアンスに大 きな壁がある と思 う。 自動翻訳で どの程度 ニュアンスを扱 える

か。情報検索 では微妙なニュアンスが問題になる。他 のデータは全部 出て きたが欲 しいものだ

けが出て こない とい うのがよ くあ る。

事務局 お配 りしたペーパーの最後 をご参照 くだ さって、今 までの委員会についてご意見 をいただけ

ますで しょうか。

上條 第一章は、 「再び」 とい う箇所 に非常 に注 目しま した。大変面 白い表現だ と思 った。 しか しこ
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れは人に よって種々な受け取 り方 をすると思 う。例 えば 「AI」は1960年 代 に一時流行 した。1～η0

年代 に 日本 が先頭 に立 って再流行 させた。二回 とも何 も出て こなかったとい う評価 がある。再

び 「イ ンテ リジェンス性」 というと三度 目の正直にな ります。

「インテ リジェ ンス」。 ここがち ょっと気 になる。英語的語感では、悪いニュアンス を持つ

場合があるので。 だから日本語 で 「人工知能」 と言った り、あるいは 「アーテ ィフィシャル」

を付 ける方がいいのではないか。スパイがや ってることが まさに 「イ ンテ リジェンス」 なんで

す。

「知 的資源」 はこれは一番 のキーポイ ン トだ と思 う。何 を知的資源か とい うところで、 さっ

き 「裏 に何 も付 いていないものは資源では ない。 アブクだ」 と言 った。例 えばテ レビの番組で

ビデオとして 「売 れる部分 と売れない部分」。 こうい う区分 けでいいと思 う。売れない部分に

い くらお金 を一生懸命注 ぎ込 んでも、あまりいいものは出てこない。一番気になっているのは、

今 日本 でデータベ ース ・プロデューサーがやっている作業 には とか く後者の知的資源の方が多

いのではないか と思 う。だか ら、 「情報だけ を取 り扱 う」 とい うのは危険ではないか。

第三章の 「自己増殖性」は大賛成です。 これを中心 に して考 えない と 「デー タベース」 はで

きない。お金ばか りかか って何 もできない。あえて鐘 や太鼓で 「作れ、作 れ」 と言わな くて も、

情報 はどん どん生産 されている。それをどのように して集めて整理するか に力 を注 いだ方が よ

いのではないか。 その時 に役 に立つ もの と立 たないもの とをはっき り分 けたい と思 う。

第三章の二番。 この辺では先程のジーンバ ンクとか、 その ようなものが事例 として使 えるの

ではないか。特 に 日本 の将来 に関係 するような 「遺伝子 バンク」は 「NotlnventedHere」 を助 け

るだで はいけない。付 き合いとしては必要か も知れないが、あ くまで 「お付 き合 い」であって、

N。1.Hの仕事 を したい人は日本でやるのではな くてアメリカに行 って参加 した方が効率 が良い。

「利用 システム」 の前 に 「利用技術」が ないといけない。 しか し 「利用技術」が難物 だと思

う。受取 り方が人に よってみな違 う。 「情報検索の世界」 を一般化すると、 「図書館 システム」

に行 き着いて しまう。 「図書館検索」に行 った途端 に、国際十進分類法 とか何 とか、い くつ か

決 められたものがあって、 「行 き止 ま り」 になる。だけど、十進分類 だけでは現実問題 に役 に

立っていないことは、は っきりしている。少 し別の角度か ら考える必要があると思 う。私 自身

は答えを持 っていない。それがない と 「利用 システム」 を作 って もしかたがない。 ここは先程

のマルチメディアの話 とよく似 ているのではないか。マルチメデ ィアは種 々提供す る情報はあ

る し、仕掛 け もで きてきている。本 当に必要 とするときにそれが どの レベルで必要 とされるの

か。動画 なのか静止画 レベルなのか、双方なのか片方 だけなのかが分か っていない。 これも似

た話だ と思 う。デー タベースの情報 を使 うときに、研 究論文のための参考文献 を引 くんだ とい

うのであれば、 これは昔 の図書館 システムで十分ですね。 しか し、それ を越 えて使 お うとした

ときに、 どういう 「利用」 になるかということです。

事務局 今 までなかった発想での活用法や夢 など、何 かあ りますか。

上條 夢ではないか も知 れないが、例えば長期天気予報 に基づいて、その年 に植 える稲の品種 を選べ

ればいいと思い ます。データが手 に入 る可能性 も考えな くてはいけない。 データを一生懸命 集

めていて、データベースはで きていますが、それをどう使 った らいいか という技術はまだない。

気象 の話か らズ レるか も知れ ませんが、デー タはあって もそれをどう使 うのかとい うのがは っ

きりしないことが多 す ぎる。データベース応用の技術 開発 をすることですね。 もう一つは、気

象 に合 った稲 のジー ンの組み合 わせ、 「種(た ね)」 を作 らないといけない。そんなことがで

きたらいいと思います。2010年 とい うと世界的に言 って、そろそろ人口 と食料の供給力が クロス

オーバーする頃です。予測 は色々あるが、将来、絶対的に不足 することだけは確 かだろう。
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事務局 世界の長期気象予測がで きれば、農作物の世界分業がで きますね。すると人口問題について

も何 か解答が出せ ると。そ ういう可能性 はあるので しょうか。

上條 政府 は農事試験場のネ ッ トワークを日本 中に張 り巡 らせて、主に水稲関連ですが、定期 的な観

測 をやってきた。その経験 を土台 として北海道で稲がで きるように、百年 かけて もっていった。

これはよい政策であった。 「データベース」 は、定点観測 をしていなかった り、年によって測

る場所が違 った りすると、あ ま り意味がな くなって くる。気象の場合、 「定点観測」ができて

い る地域は世界でみると非常 にわずかです。だか ら、世界 にまたがって考 える という訳 にはい

か ない。幸 いに して 日本 は随分経済力 がついた。定点観測で きるものはできるだけたくさん行 っ

た方が良い。例 えば 日本語 も 「定点観測」 を しない といけない。 どういう風 に変わっているか

ということを調べる。でない とワープロを作 っても時代遅れのものを作ってしまうことになる。

観測網 を作 って、観測 されたデータか らデー タベースを作 ってい く。そういうメカニズムが欲

しい と思います。 「定点観測」 した方がいい分野 はい くらで もある。教育 の関係で も定点観測

がなされていれば、イジメで死 に至 ることというの も予防で きる。子供 にアンケー トを書かせ、

それ を学校 を通 さずに郵送 させて コンピュー タで処理 し、ずっ とその子 の変化 を追いかけてい

く。 自殺するな どとい うところへ行 く前に必ず何 か予兆が ある筈 なので、その時点で自殺 は止

め られるのではないか。先生 に任せ てお くと、 とにか く子供の相手 で精一杯 で、 とて も定点観

測 はで きない。

第四章 については 「整備」 とい うのをゼロからやるのは愚の骨頂 だと思 っている。 自動的に

生産 されているもの を取 り込む とい うメカニズム。そうい うものが欲 しい。その意味で、 「人

材」 は本当に大 きな問題だ と思い ます。 日本語ひとつ とっても、特殊な分野で働いたからといっ

て博士 になれるわけではない。制度 を直す ことが先か も知れないが、 これはなかなか直 らない

と考 えた方が よい。誰 も評価 しませんから。そのためかIPAで レキシコンを研究 した人達、中心

になった人達は国語の研究者ではな く、みなコンピュータのSEで した。

事務局 アンケー トでお答 えいただいて いますが、先生 も 「感性情報」 を強調 されていると思 いま

す。そ うい うものをデータベース化 してい く技術の可能性 についてどうお考 えですか。

上條 そ ういう発言を したのにはち ょっと意図があ りました。つ まり、今 までの自然科学の方法論 は

いかに して 「意味」 をデータからはぎ取るか、抽象化するかに徹 している。 しか し 「データベー

ス」は自然科学 と人文科学の両方 にまたがっている、自然科学的なや り方だけではうまくない。

そ う思い、それであえてアンチテーゼの ように言 ったのです。 データの 「意味」 をどの ように

す くい取 ってデータベース化す るという部分 は、結論か ら言 うと 「サイエンス」ではない。そ

の 「サ イエンス」でない分野 をどの ように してデータベースに持ち込むか という議論 になる と

思 う。 こうい う世界で一番話 を聞いてみたいのはステ ィーブン ・ス ピルバ ーグだ と言ってい る

んです。む しろ芸術家な どの方が よいのではないか と思 う。

事務局 本 日は長時間有難 うございました。
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佐藤 洋一委員

事務局 まずはご専門の領域 と、 ご専 門に入 られたキ ッカケにつ いてお話 を伺 いたい と思 います。

佐藤 今私 がや ってい るのは 「マ イクロマ シン」 とい う分 野にな ります。 もともとは半導体 中心 で

す。大学在 学中 も卒業 してか らも、半導体 とい うことでず っと進んで きた。 「メモ リー」だ と

か 「プロセ ッサ」だ とか色 々あ りますけれども、そっちの方は もうかな り進んで きち ゃった。

ですか ら、細 かなものを作 る技術、つま り 「微細加工技術 」 を別 の面で利用で きないか と考 え

ていた。その最中に、たまたまある雑誌 で 「マイクロマシン」 とい う話 を知 った。その専門委

員会 に入 ってか らのめ り込んで しまった。ですから、今私がやっている 「マイクロマ シン」 と

い うのは半導体 の 「微細加工技術」 をベースに しています。現在 は、 ち ょっと特殊 な作 り方 を

使 って小 さな動 くものに挑戦 しています。一般に 「マイクロマ シン」 とい うとす ぐ小 さなモー

ター を使 って色々な ものを作 りますが、あれは 「デモ」であって決 してそれを作 るとい うこと

が狙 いではない訳です。それでも、一応そういうデモ的な もので も、我々が こうい うことをやっ

ているんだとい う声 を上 げな くてはいけない。 これは委員会 の席上で も言ったけれ ども、最終

的には例の 「ミクロの決死圏」。あれが究極の姿 だろうと思 います。バーチャル ・リア リテ ィ

としては全 くその ものだろうと思 う。ただ、いっぺ んにはいけないので、相当色 んな ことが必

要 になって くる。 どうやって動かす とか、 どうやってエネルギー を供給す るか とか、 どうやっ

てセンシングす るか とか。あるいは、 もし体の中に入 ったときに体の中の体液 との関連、そ う

い うものは どうなってい るんだろうとか。まだまだ解決 していない問題はいっぱいある。その

辺 が大勢 の力 で少 しずつ解決 されていって、一歩な り二歩 な りが近付 くのかなと思 います。そ

れ こそ21世 紀の中 ぐらいになると思 う。それは少 な くとも私 がいる時代 ではない と思 っていま

す。で もまあ、 やっていて面 白いので一生懸命 やってい ます。その辺が専門領 域にな ります。

佐藤 あ と、マイクロマシンとしては何 も医療用 だけではな くて 「狭所作業用」、つ ま り狭 い領域、

とて も人間の手が入 らない ような領域で色 んな作業 をさせるとか、いわゆる 「3K」の最 たる部

分ですね。高温 、高圧 、空気 の薄いところ、真空、そ うい うようなところで作業 させる とい う

ところに も利用価値が出て くるだろうと考 えてい ます。 また、 アミューズメン トと してはこれ

もよく例 に出てい ますが、 よ くテレビゲームとして画面の中でや らせてい ますが小 さなロボ ッ

トがサ ッカーをやったら面 白い(笑)。 実際 にロボ ッ トが盤 の上 で本 当に動いていたら夢中に

なっち ゃうん じゃないか。 そんなものがで きたら面 白い と思います。

事務局 自由課題 のところの 「マイクロマシン等の新技術」で、

ますが、 これについて詳 しくご説明下 さい。

「エネルギーの吸収」 と書かれてい

佐藤 実 は内・々でやってい る部分 なので、あま り触 れた くないのですが。エネルギーの問題 とい うの

は、 「21世紀の課題」 の中で も大 きな問題であると考 えています。新 しいエネルギーをいっぱ

い産 み出 して使 お う とい う話 は沢山ある。 けれども、 じゃあ今 「エ ネルギー」 という もの を

100%我 々が使い切 っているかと考えると、凄 く効率 の悪い使 い方 をしているのではないか。そ

れは例 えば 「太陽電池」 にして も、いっぱい降 り注 いでいる太陽 に対 してほんのわずか しか受

けていない し、相当 ロスっている。そういうことを考 えると、ロスっているエ ネルギーを上手

く吸収で きるような もの、それを例 えば太陽電池の周 りに置いてやる。その ような ことができ

れば相当エネルギーが省力化 で きる し、 または省エネ吸収がで きるだろうと。 そうい うことを

考 えて書 きました。
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事務局 マ イクロマシ ンというのは 「小 さな ところまで行 く技術」 、イメージ として は 「小 さなロ

ボッ ト」 と受け取 りがちなんですが、その辺 りはいかがで しょうか。

佐藤 確 かにそれがメインであろうとは思い ます。 しか し、今言 ったような、例 えば太陽エネルギー

の ロスの部分 を吸収する とい うことになると、小 さな ものであって も必ず しも小 さなところで

仕事 をするとは限 らない。そ うい うようになるのではないか と思 う。だか ら、小 さなものを作

る技術 を利用 して、 ご く普通 の大 きさぐらいの仕事か ら十分で きるようになってい くん じゃな

いか。そんなイメージを描いてい ます。

事務局 「セ ンサー機能」 とい うのはマイクロマ シンの技術 の中 に含 まれるので しょうか。

佐藤 はい。 これは私 だけの考 えか も知 れませんが、 「センサー」 とい うのはマイク ロマシンが登場

する前 のずっと昔からセンサー技術 とい うのはあった。ただその技術が比較的小 さなもの とか

薄 いものとか、そ ういった技術 をかな り使 っていた。それはそれで進んでいて、その他 にマイ

クロマシンというのが出てきたので、今 こち らに これが吸収 されてきている。それが ドッキン

グ して、 どち らか と言 うと今 は 「セ ンサー」 はマイクロマシンの中の一つの応用例の ような感

じで きてます。

事務局 コンピュータの中にマイクロマシン技術 とい うのが、活かされる可能性 とい うのはあると思

いますか。

佐 藤 あ る と思 い ます 。例 えば フロ ッピー の読 み 出 し部分 とか 、 これ は コ ン ピュー タに限 らず レー

ザ ーデ ィス クだ とか、 ああ い った ものは まだ 「読 み 出 しヘ ッ ド」 の部分 が大 きい。 だ か ら現在

の ス ピー ドで しか いか ない とい う話 を聞い てい ます 。 あれが もっ と小 さ くな って くれ れば もっ

と高速 にな り、 そ うす る と もっ と速 い コン ピュー タがで きて くる と思 う。 それ は すで に一 部 、

あ る コン ピュー タ ・メ ー カー さん な どで は研 究 してい る ようで す。

事務局 マイクロマ シンが今 までの考 え方 を変えて しまうような、かな り大 きな変化 を促す ような分

野 を教 えて下 さい。

佐藤 難 しいですけど、やっぱ り医療、バイオ、その辺が大 きな部分 になる と思 う。私 は専門ではな

いですが、ある先生 に話 を聞いたのですが、バイオの世界、例 えばバイオと言 っても相 当 「医

学」 に近いのですが、癌細胞 だ とか、あるいは これか らかな り問題になると言われているアル

ツハイマーとか、脳細胞 とか、その辺 の体液 を取 り出 してきて徹 底的に解明することによって、

か な り色 んなことが分か って きそうだ と言 うんですね。そ うする と解明するにあたっての色 ん

なツール、 これがまさにマイク ロマ シンでなければで きないだろ うと考えるわけです。例 えば

1ミ クロンとか もっと細 い針 を脳細胞 の中に差 し込 んでやる。 これは細胞 の レベルより小 さい

訳ですか ら、脳細胞 に とっては入 って きたことを感知 しない。すると、全 く普通 の状態、つ ま

り何 もない状態の中で測定がで きる ということになる。今のや り方だ と、例えば切 り開いてそ

こに太い針 を刺 して、そ して電気的 な信号 を取 って解析 をす る。 これだとそれ を入れたことに

よってそ この環境が変化 してい くので、普通の状態ではな くなって きているので、 まともなデー

タが出てこない。そ うい うような時 に非常 に役立つ ものではないか、 とい う話で した。そうい

う話 を聞いていると、やっぱ り医学、あるいはバイオ、その辺に大 きな変革があると思 います。
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従 って、 これは実現 が早いん じゃないか と思い ますね。そうなって くる とかな り医療分野では

大 きな変革です。委員会で手術外科 が要 らな くなって しまうとい う話があ りま したが、 まさに

そ うい うことも含 めて大 きな変化 になると思い ます。

事務局 マ イクロマシ ンを研 究する上で、重な り合 う他の専門分野にはどんなものがあ りますか。

佐藤 これは我々が一番 苦労 しているところで、私 の場合 は半導体がベースですか ら、 「半導体技

術」が当然重 な ります。そ うすると後は、金属 とか化学 とか、 もちろん 「マシン」 なので機械

の分野 はほ とんど全部重 なる。だか ら、かな りそ ういった知識を持 った人達が集合 しないと難

しい と思い ます。 どうも今 までのデバイスの ように、半導体技術者 と回路技術者が いればいい

とい うものではないんだ と。 「集合技術」ですか ら。

事務局 基礎的な学問領域 ということになると、それはどんな分野で しょうか。

佐藤 何 が基礎 とい うと難 しいですが、やは り数学 とか、物理、機械、電磁気、化学 などですね。 こ

れは本 当の 「基礎1で す。となると、それをベースに して次 のステ ップということにな ります

が、 「微細 加工技術」 というような領域 になるので しょう。モノが小 さくなって しまうと、今

までの物理等で理解 していたことが成 り立たな くなる。例 えば、非常 に滑 りが悪い場合、油 を

注 す と大 きなものだと十分滑 りが よくなるところが、マイクロマ シンのよ うにもの凄 く小 さ く

な って しまうと、かえってその 「粘倒 で動かな くなって しまう。そ うい う全 く逆の現象が出

て しまう。 これがまだ完全 に分か り切 っていないので、その辺がちゃん と確 立 して きて始めて、

それな りの学問の領域が出て くると思 います。

事務局 「マイクロマ シン」 と言 うと 「必要 なものを必要なだけ作 る」無駄 を極力省 くということが

あると聞 きますが、するとそれを省資源 ・省 エネの問題 とか、地球環境問題等 と照 らし合わせ

て考 える とどうなるで しょうか。

佐藤 確かに 「省 エネ」 というか、今 までは余分 な部分で太 き過 ぎたということがあ ると思 うんです

よ。ただ、それが 「マイクロマ シン」の世界 にまでい きな りはいかないとい う気 がする。やっ

ぱ り 「マイクロマ シン」の世界 と言 うと、1ミ リよりも小 さな世界 ですか ら。 やは りある特殊

な領域 に限 られていると思います。我々が実際 に生活 してい く上で、それは肉眼で見えて手で

確 認で きなければいけない世界 だか ら、それが太 き過 ぎるとい うことはあ るとは思 うが、い き

な り 「マイクロマ シン」 にはいかないと思 う。ですか らもの凄 く地球環境 を変えて しまうまで

にはいかないん じゃないか。ただ考 え方 としては確 かにあると思い ます。今 これだけの大 きさ

の ものが本 当にそれだけ必要 なのか、そ うい うことを考えてい くきっかけ としては大 きな役割

を持 つ と思 う。本 当に必要な大 きさだけにする というのはあ ると思い ますね。それ よりむ しろ

私 は、地球環境 にもの凄 く影響 を与えるのは、 どちらかというと 「超伝導」 だ と思 う。 もし仮

に常温 で超伝導がで きた とすると、今 まで物理 とか電磁気で一生懸命勉 強 して きた 「オームの

法則」 が失 くなって しまう。そ うすると、 もの凄 い変 わ り方 をすると思 う訳です。例 えば、張

り巡 らされてい る電線 の熱が な くな って しまいます。 「オー ムの法則」が失 くなって抵抗 ゼ ロ

で送 る ことがで きる と、 トランスも熱 を発生 しない。地球の温度 は下が るか も知 れない。そ う

なると環境 その ものが よい方 にい くか悪 い方にい くか分からないが、変 わって くる と思い ます

し。そ うい うことで超伝 導の方がずっと大 きなインパク トを与 えるん じゃないか。 これは前々

か らそ う思ってい ました。
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事務局 質の高い政策の下に国民全体が質 の高い生活が出来るようにするためのテーマ として、 「知

的資源の整備」があると思います。そのための一環 として、先生 のご専 門の研 究に役立つ こと

で何か具体的 に挙 げて下さい。

佐藤 何 か一つをやろうとして もデータがない。多分 どこかにあると思 うが、 どこにあるかが分か ら

ない し、公 開されていないか も知れ ない。公 開されていないか公 開されているのか も分 からな

い。そ うい う現状 によくぶつかるんですね。 それで詰 まって しまう。仕方がないのでそのデー

タを自分達で作 ろ うとすると、それだけで1年 ぐらい軽 く過 ぎて しまう。例 えばアル ミニューム

で も、普通のデータは豊富 にあ ります。 ですがマイクロマシンのように非常 に薄い もの を使 う

とき、 もうそこでデータがない。塊 のアル ミニュームのデータしかない。 シリコンも塊 のデー

タはいっぱいあ りますが、それを薄 い膜 に しちゃったらなかなかデータがない。そ ういうとこ

ろで もっ と簡単 に誰で もコンピュータか らデータを引 き出せ るようなシステムをまず作 らない

といけないんじゃないか と思います。

事務局 他の専門分野の研究 を見 ている時 に、何 かヒン トが見つかる とい うことはあるので しょう

か。

佐藤 それはいっぱいあ りますね。学会 に行 くのはそれが 目的なんですね。学会 とい うと非常 に細か

い情報 なんで、確 かに聞いていて も全 てを理解で きないけれ ども、ただ聞いている うちに何 と

な く 「ここはこうなん じゃないかな」 とか 「これは使 えそ うだな」 とか、色 々 ヒン トが得 られ

る。我々が学会に行 っている一番 の目的 とい うのは こういうのがあるか らですね。

事務局 学会等 の発表のデー タなどは、学術情報 センターでデータベース化 されていますね。

佐藤 それはあ ります。それから論文集 もちゃん と残 っているので、それは手 に入 る。ただご く普通

の、先 に言 ったような、塊のデータはいっぱいあ りますが、それを薄い膜 に しちゃったらいっ

たいどうなるだろうか とか、強度は どうなんだろうか とか、そ ういうデータはあるか どうか も

分からないですね。

事務局 もしそ ういうデータがあるとした ら、それは どうい うところで発生 するので しょうか。

佐藤 多分それは研究者の ところで しか出てこないと思い ます。

事務局 企業が研 究 しているところか らはどうで しょうか。

佐藤 それは出 ます よ。ただ、 それは彼 らもマイクロマ シンを作 るとか、必要 に従 って出て くるん

で、彼 らが必要 な用途で出てきますね。

事務局 企業 にもしそうい うデータがあった として、そ うい うデータは手 に入 るのですか。

佐藤 それは無理ですね。企業 は全部 クローズ ドですから。だから、学会等で発表 されたデー タ以外

は企業 から手 に入 れられるとい うことはない。あ と専門から外 れ ますが、データベースについ

て私が今や っている授業で 「現代科学 と技術」 とい う科 目がある。そ こで、 この委員会で問題
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に したの と同 じよ うな部分、例 えば21世紀 に宿題 として残 さざるを得 ない問題 を取 り上 げて講i

義や議論 を している。 これは今 の人口の問題だ とか、貧困の問題だ とかAIDSの 問題な ど、色ん

な問題が絡 ま り合 ってい る。 どれか一つ をやろうとして も、それだけ潰 していっても必 ず副作

用 として他 の方 に問題が出て くる。 こういうことを半年か けて色々やっている。その時に実体

を示 すデー タが欲 しいんですが意外 とない。地球環境に して も、炭酸 ガスが発生 して問題 なん

だが、 では どれだけ炭酸 ガスが発生 しているか というと、古いデータはあってもなかなか よい

データはない。その点で、今 これだけ地球環境が大 き く騒がれている割には、我々が非常 に使

いやすいデータがなさ過 ぎるな と痛感 してい ます。そ うい うデー タを集めて、今 の若い人達 に

そ ういう教育を していかない と、結局 この問題 は直 らないん じゃないかと思い ます。基本的 に、

そ うい う教育 を叩 き込 まれている人達が企業 などに行 って、その人達が力 を持 って きて始 めて

「環境 との調和」 というような ことを考 え始めるようになる と思 う。我々のレベルでは、利益

重視 にいって しまうので多分 ダメですね。だか らその辺 のデー タベースが欲 しい と思うわけで

す。

事務局 先生のデー タに対 する取 り組 み方 をお聞かせ ください。

佐藤 データを使 ってモノを作 ってい くというん じゃなくて、私 の場合 は、それを教育の現場 で どん

どん使 ってい きたい。そ して若い人達 に 「なるほ どな」 と思 わせたいんです。それは単 にデー

タだけでな く、映像化 されていればベス トですね。そ うい うビデオを探 しているんですが、な

かなかない。多少 あっても、 もの足 りないですね。

事務局 図書館 にある資料 を使 った り、気象デー タなどを用 いて、それでそ ういう教育のためのソフ

トを作 るということは今で も可能で しょうか。

佐藤 時間があればで きると思 います。個別 に難 しいデー タとい うんじゃな くて、だけどそれを 「教

育」 というレベルに置 き直 して、そ して少 し幅広 く使 お うとする と、 ないんですね。だか ら、

今 の科学技術庁長官 なんかが、金 をかけてそ ういうもの を作 れ と言って くれる といいんですが

ね(笑)。

事務局 今 まである資料 の、更に有効活用 とい うことに重要 なキーがあるのだ と。 「教育」だけでな

く他の研究分野につ いて も、それを色んな切 り口を持 ってい くと今 までの資料が有効 に活 きる

ということなので しょうか。

佐藤 それぞれの ところに活かせる部分はあると思います。ただ、それがある目的でつながっていな

い。それをつなげて教材 に使 え と言 われても、 とて もそんな時間はない。 だか らやっぱ り、そ

れはそ ういう専 門の部門で作 って欲 しいと思 いますね。NHKの スペシャル番組 とかはもの凄 く

映像化 されているので、教育 には もって こい とい う感 じが しますね。

事務 局 今 は 「デ ー タベ ース」 が ない、 と言 うこ とですが 、 デー タベー ス化 す るた めの ア プローチ に

は どんな こ とが必 要 で しょうか。

佐藤 いや、デー タがないのかあるのか、それが分か りません。例 えば滅亡 しかかっている動物 に関

するデータなどはその専門家 のところにはデータとしてはあるんじゃないか。ただ、それがそ

こだけに留 まって しまっている。 「地球環境」 は他で もやっている人が沢 山いて、色 んな とこ
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ろで色 んなことをやっている訳です よね。そ うい うところ とのデータ交換があって、そ してそ

ういうところとネッ トワークされて、始 めて有機的な ものが出て くるん じゃないかなと思 いま

す。

事務局 そういうネッ トワークがで きる と、やっぱ り相当 に情報 の交換 とか利用が促進 されるものな

ので しょうか。

佐藤 利用 されると思 います。 ただ、ハー ド的な仕組みがで きたか らと言って、それだけでは多分あ

んまり有効 にはならないとい う気が します。同 じ生物の滅亡の研 究 をしている研究者同士がい

て も、情報交換は行 なわれに くい。委員会等 に所属 していれば、お互い知 り合いなので可能 と

なるという位 に属人間的 なもので しょう。 よく分か りませ んが、図書館 のように登録 されてい

れば利用可能だ と思 うし、引 き出せ ますよね。 しか しその個人 の持 っているものを聞 こうとす

る場合 、それな りにハ ー ドルがある気 が しますね。

事務局 情報の公開以前に何 らかの接点がないと情報へのアクセスがで きない と。そ うい う 「宿報の

所在」 の問題 をどうク リア したらいいので しょうか。

佐藤 それが電話帳のようになっていれば利用 しやすいと思い ますね。初対面の人 に対 しても 「電話

帳」の ような ものか ら出 してい くのであればね。

事務局 そ うい う情報 を引 き出せ るようになるとかな り 「豊 かな国」 とい うイメージがあ るのです

が、一般の人々はそ うい うものを利用す ると思われますか。

佐藤 やっぱ り個人差 はあるけ ど利用する と思い ます。興味のある人 とそ うで ない人 といますか ら、

情報交換についても個人個人 の考えがあ ります し、それは どうしようもない。私 は 「知 的資源

立国」 というのが どうもよく分か らない。

事務局 天然資源は有限であ り、知的資源 は無限であると。そういう無限の自己増殖 性を持 ったもの

を提供することで世界 に貢献 し、 日本人 もそれを利用することによって生活がより豊かにな り、

経済効果 も出て くると思い ますが、いかがで しょうか。

佐藤 「知的資源」 と言 うと確 かに、人間の頭の中がベースなので、確 かに無限か も知 れない。が、

それだけで 「知的資源立国」 になるので しょうか。それで 「立国」が運営で きるので しょうか。

ある意味で 「知的資源」 とはアイディアです よね。果 たしてアイディアだけで1億何千 の国民 を

養 っていけるので しょうか。それを売 るにして も何 に して も、その価値 を決めるのは相手側 で

す よね。相手側がそれを利用 して実 際に何 かモノを作 って、確 かに国が豊 かになる とい うこと

が分かって初めて、そのアイデ ィアを買 うという訳です よね。それで はその間はどうした らよ

いか。特許権 を持っているだけではダメで、それが使われてお金になって初めて活かされます。

それ と同 じです。 「知的資源立国」 という言葉 としては分 か るが、相当難 しいことなん じゃな

いか という気がす る。

事務局 「変 革を導 くキー概念」 ということで、表の三番 目の 「有形無形の文化遺産 的データ」 につ

いては どうで しょうか。
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佐藤 私は三番 目の部分 というのは、 どち らか とい うと日本 という国 をどうい う姿 に してい こうかと

い うところで役 に立つ ものだ と理解 してい ます。決 してこれで 「立国」 しようとい うものでは

ない。国際化等、色 んな話がある中で 日本は全 く評価 されていない と盛 んにテ レビでは言われ

ているが、本 当に評価 されていないのか。テ レビはそ ういうところを何 も伝 えて くれない。だ

か ら我 々は分 か らない訳 です。 ただ評価 されていない、されてない と言 うばか りですよね。今

度 ルアンダに行 った自衛隊 も評価 されていないのな らば行 った人 は惨 めだ と思 いますよ。やっ

ぱ りあ るところでは評価 されている部分があると思 う。評価 されてい ない とい うならば、どう

い うところなのか具体的に示 して くれない限 り納得で きない。なぜ評価 されないのか、それは

日本の昔からの考え方や習慣 な どの積 み上げで今の 日本 の形 はで きている と思 うので、その辺

にまで立ち返っていかないと、そ この問題は理解 で きなくなる。そうい う意味 で、 ここはこれ

か らの 日本の在 り方 を探 るためのベース としてのデータになっているところだ とい う気 が して

い ます。

事務局 マルチメディア論議 に対 して どう思 われますか。

佐藤 私 は 「マルチメデ ィア」 というのは、何 がマルチメデ ィアなのか分か らない。 というのは、マ

ルチメディアが最近騒がれ出 した動機 が不純だと思 う。不況 になってやる ものが何 もないので、

さ し当たってこれ しかないか ら騒 ぎだ したように思 う。結局 どうもあれはニーズか ら出て きた

もの じゃな くて、ただ単 に景気 を刺激するための 「マ ルチメデ ィア」 で しかない。それな らば

今 まで とあ まり変 わ りが ない。今テ レビやコマーシャルな どで、 「これがマルチメデ ィアだ」

などと言 って宣伝 している品物、結局あの程度なのではないか と思 う。だけど本当の 「マルチ

メデ ィア」 とい うのは少 し違 うと思 う。ただそれが何 か と言われると分か りませ ん。 もっと、

もっと何 かソフ ト的な もののような気がするんですけれどもね。

事務局 「一品種 一生産主義」 について どう思われ ますか。

佐藤 夢物語 だと思いますね。ただ、今の子供 たちを見てい るとかな りそ ういうことは積極 的なんで

す よね。我々の時代 とくらべて もかな り奇抜な格好 を して出てい きます よね。そ ういうの を見

てると、10年 か ら20年先 には 「一品種一生産」 なんてい うの もあ り得 るような気がするんです

ね。

事務局 「技術的 な可能性」 という側面からは どうで しょうか。

佐藤 それはできるで しょう。例 えば靴 に して も何 に して も、品物 を全部登録制に しておけば、顧客

管理み たいなことです ぐできる訳 ですから、それは可能だと思い ます。

事務局 「感性 情報」 をコンピュータに組み入れることは可能で しょうか。

佐藤 それはで きると思い ます。今、 コンピュータの中で色 んな色 を混ぜてやるとい う方法があ りま

すか ら、色 をやるんだったら自分 で色 を作 っておいてその 日の気分 の色 というの をコンピュー

タに登 録 しておけばいいだけですか ら、だから自分で組み合 わせた色の 「登録」 をするように

すれば十分可能だ と思、い ます。

事務局 問題点はユーザー側 のニーズにあるので しょうか。
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佐藤 ユーザのニーズ如何 だと思います。 ただ、そんな面倒臭い ことは嫌だと思 う人だっている。洋

服一つ作 るのに一 日がか りになっちゃい ますからね。技術 的には色や形や着た感 じなんてい う

の もシミュレー ションで きると思い ます し、 「バーチ ャル ・リア リテ ィ」で、着 た姿 を自分 で

見れる訳です。ニーズ次第で しょうね。

事務局 国際的に相互理解 を してゆ くために、これか ら先の情報 に何が求め られるべ きだ とお考えで

すか。

佐藤 ハー ド的にい くら揃えて も、それを使 う人間がある レベルで 自分 で評価 しなが ら使 ってい く姿

勢がなければダメだ と思います。だか ら、それを評価 してい く人間を作 ってゆかねばならない。

これはある意味で 「教育」 になるのか も知れないけれ ども、評価 してい くだけの何 か をその人

間に持たせないといけない。話はずれるか もしれませんが、そもそ も 「日本は どこへ行 くのか」

という話が何 もないです よね。普通、会社 の場合、 「社是」 というのが必ずある。 日本 は一体

「社是」 というか、 「国是」 というのは何 なのか。多分あの憲法の 「前文」がそうだと思 うが、

前文 は知 っていて もそれが本 当に国是なのか どうか分 かっていない。そ うい うものがないがゆ

えに、世界 から色 んなことを言 われて、あっちへ行 った りこっちへ行 った りする。それが今の

日本の現状ではないか と思い ます。そういうもの を日本の国 として持 たなければおか しい。そ

うい うところか らキチ ッと見直 し、ある程度 の教育があって、それで初めて今 のような状態が

生 まれた時 に、その人は本 当に豊かな生活が営め るん じゃないか と思いますね。

事務局 「望 まれる利用技術」 についてお聞かせ下 さい。

佐藤 今 のコンピュータは難 しくて、学校 に行 って1、2年 勉強 した人が ようや く使 い始め られ るもの

です。だからソフ トが変わっただけでひと苦労する状態 で、全然人 にやさしくない。またち ょっ

と勉強 した としても、ほんのち ょっ とコンピュータか ら離 れていただけです ぐ変わって しまっ

て全然使 えない とい うことが起 きる。そ ういう意味で もっ と技術 的な改良や改革があって欲 し

い と思 います。

事務 局2010年 ぐらい には、 「人 に優 しい コン ピュ ー タ」 は で きる と思 われ ます か。

佐藤 だか らそれはその気 になればす ぐで きることです。そ うい う声が沢山出て きて、マ ッキン トッ

シュであろうとIBMで あろうと、それぞれのメーカーのコンピュータに共通のベースが出来た上

で、色 んなソフ トがで きて、 しか もそれを使 うときにはち ゃんと教 えて くれる。そ うい うよう

な ものを 「作 ろうよ」 という認識があれば、技術 的にはす ぐできることだと思 うんです。ただ、

それぞれが利益追及型でやっているのでなかなか難 しいということですね。で もビデオは、ベー

タと両方あ りましたけど、VHSが 主流になって規格が統一されましたよね。それで今、VTRで は

日本はシェアが80%ぐ らいあ りますよね。あれはその 「成果」だ という気 が しますね。やる気 に

なればできることだと思い ます。

事務局 「知的資源」 の定義 はどうで しょうか。

佐藤 それは難 しいですね。私 には分か らない。教 えてもらいたい ところです(笑)。 これは難 しい

です よ。科学技術庁 の定義は余 りにも漠然 と して しまって、納得 はい くんです けど、 じゃあ何
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だ と。 これ は正直言 って分か りません。ただ定義 しな くて も漠然 としたままで もいいのか も知

れない。 けれ ど、 この委員会 自体が随分 と難 しい ことをや ってきているんで、 この委員会 自体

が一つの 「知 的資源」 の活用 とい うことは言えるで しょうね。

事務局 各項 目について、 コメン トや意見 をお願い します。

佐藤 第四章 のところで、相手 はどこなのか。 どこに対 して課題 を提案 し、提言 しようとしているの

か。気 になったのは、 この報告書が この報告書の まま終わって しまわないか とい うことです。

受 け取 った側が ちゃん と受 け取 って、真面 目に見 て くれるのか ということですね。 このままだ

と本棚 の資料 の一部になって しまう。いったい誰が これを活か して くれるのか、そ して、活 か

して くれる人達 はそ こまでち ゃんと理解 して くれているのか。む しろ、そっちの方の人達 をど

うやって教育 するか ということの方が大事 になる気が します。

事務局 本 日は長いお時 間を有難 うございました。
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杉田 繁治委員

事務局 まずご専門につ いてお話 しくだ さい。

杉 田 私の現在 の専門 と しては 「コンピュータ民族学」 ということです。その前のバ ックグラウンド

は 「情報科学」だったんですが、 「情報科学」は、 どち らか と言えば工学サイ ドのものだった。

私 はそれとは違 って 「コンピュー タ民族学」 とい うことで、 コンピュータとの関わ りは深いで

すが 「作 る側」 と言 うよ りは、む しろコンピュー タを利用 して民族学 とか人文科学の研 究をど

う進め るか、 「新 しい研究方法 を考 える」 というのが現在 のテーマです。だか ら広 く言 えば、

「人文科学における コンピュータ利用」 ということになる。 これには どんな問題があるか と言

うと、一つは人文科学研究で利用するデータをデータベース化 して研究者が使 いやす くするこ

と。あるいは、最近 では人文科学 も範囲が広 くな り出版物 も多 い しあちこちに分散 して存在 し

ているか ら、研 究者が 自分の関心のある領域で もなかなか資料全部 に目を通す ことがで きない

状態です。かつては出版物 も雑誌 も少なかったら、自分 の領域 ぐらいは押 さえることができた

が今はそれが難 しくなって きた。特に 「民族学」の場合 は違 った分野 との比較が重要になって

くるか ら、色々 目を広 げない といい研究 はで きない。それでい きおい、 コンピュー タの検索能

力 などに頼 ることになる。それで まず、データベースを作 る とい うことが一つの作業 になる訳

です。 しか もその 「データベース」は文献だけ じゃな く音 だ とか写真 とか、動画、静止画など

のマルチメディア的 な情報なので、検索 システムだとか表示 データの作成の面で従来 と違 った

問題が出て きます。だか ら現在 、マルチメデ ィア ・データベースをいかに構築するか、いかに

利用す るか。そ ういうところが一番大 きな問題 になって ます ね。

杉 田 それか らもう一つは、 「情報処理」 とい う観点から、データをただ検 索 して出すだけではな く

てそのデータをもっ と 「加工」 して、加工す ることによってそのデー タが持っている意味、そ

こに含 まれている 「1青報」 を取 り出すことです。引 き出 した情報 に対 して、研究者が見 て意味

のある ような形 に加工 を加 え、別 な情報 や意味 を汲み取 れる ようにデー タを加工すること。そ

の加工 のための技術 、この部分 を我々が引 き受けていこうとい うことです。だか ら例 えばそれ

は、今 まで従来 の 「情報工学」等 でやられているパ ターン認識 の問題だ とか、感性 情報 の処理

だ とか、様 々な問題 がそこに入 って くる。新 しい コンピュー タの応用 になるか と思います。そ

れからもう一つは 「情報処理」ではなくて、社会的な現象 のモデルを作るということ。そ して

机 の上でモデル を作 るだけではなく、 コンピュータに乗 るような形でそのモデルを作 ること。

そ して関係 のパ ラメーターとかを変化 させ ることによって、モデルの中の要素の関係が どうな

るかというシミュレーシ ョン的な手法。 「モデル ・アン ド・シミュレーション」 という手法で、

現象の ビヘイビアを よりよ く理解 する。そこには色々な問題 がある訳で、 「贈与」の問題だ と

か、 「親族間結婚」の問題、 「コミュニケーション」、 「ウィルスによる病気 の伝播」だとか、

「人 口変動」の問題 だとか、色々な問題がある。それ を一つ一つ具体 的な例 を使 ってモデル を

作 って、その時代時代 によってそれが どういうふ うに時代 と共 に変化 しているか。あるいはパ

ラメーターをどう変 えた らどう変化 するか とか、そうい うことをやることによって、現実 に起

こっている状態の 「関係」 をよ り客観的にどう明 らかにす るか。そ ういう手法 を使 って人文科

学の研究 をやってい こうということです。つま り、今三つ言 いま した 「マルチメデ ィア ・デー

タベース」 と 「情報 の加工」、それから 「モデル ・アン ド ・シ ミュレーシ ョン」 という手法 を

導入 して、今 まで民族学の研 究がかな り 「定性的」であ まり客観性がなかった もの を、よ り 「定

量 的」 に して他 を説得 しやすい形 でデータを提示 してい こうとい うことです。
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事務局 将来的に、

しょうか。

「モデ ル ・ア ン ド ・シ ミュ レー シ ョン」 の開発 に よって、 どう変 わ ってい くので

杉 田 現在 だけではな く過去、 あるいは未来において、その問題の 「関係モ デル」がかつては どうで

あったか、あるいはこれか らどうなるか。 「予測」 とい う面 もかな り何 かの根拠 をもって言え

るようになる。それ も単 なる予測で はな くて、 これ これこうい う仮定 か らすれば1000年 、100

年・200年 後 にどうなるか ということが割合客観 的なデー タをもって示す ことがで きる。それ を

もって議論すればよ り詳細 に研究が進んでい く。だか ら単 に、 「私 はこう思 う」 とい うような

占い的 な予測ではな くて、 もう少 し根拠のある理屈で もって 「こうなるんでなかろうか」 と言

えるとい うことですね。

事務局 例 えば、恐竜の化石 を分析 して、その生物が どの ような繁栄 を して滅 びたかが分かる とかい

われますが、 「過去 と現在 と未来 をつなげる」 とおっ しゃい ましたが、そういうことと関係が

あ るお話なので しょうか。

杉 田 そ うですね、例 えば限石 が降 って きて恐竜が滅亡 したとか、そういう説 もあ りますよね。ただ

多分今はそれは信 じられていないですね。それは遺跡 とかその辺 から出て くるもの をつ なぎあ

わせてゆ くと、そんな瞬間的 に消 えて しまうものではない。食料 の不足 の問題だ とか気 温の変

化 だとか、そち らの方が まだ信懲性 がある。大 きな図体でそれを維持 するために どれだけ食料

が必要か、温度 を一定 に保 った りそれが変化 するとする とどのような構造 になっていなければ

ならないか とか。そういうことを考 えてい くと、どうも 「限石落下説」 というのは具合が悪い。

遺跡だ とか、色 んな状況 を考 え合わせるとかな り確度 の高い、信愚性 のある部分 として学問的

な裏付 けがあるもの として見 えて くる。それに対 して 「限石落下説」 という考 え方は 「想像 に

過 ぎない」。我 々が学問において求 めているのは 「想像」 ではな くて、モデルは違 っているか

も知れないけれ ど、 しか しそのモデルに従 えばこうである筈 だ。あるいはこうなった筈 だ と。

こういうようなことを言 ってい く。 どうも人文系の研究は、 「私 はこうである」 とかが多 くて、

データをあま り出 さずに済 ますので、そ うすると色々な説が出て きて、声 の大 きい人や権威の

ある人 の話が 「勝 ち」 ということになって しまう。若 い者が負けて しまう。それだ と具合が悪

い。 もう少 し 「セオリー」 とか、誰が見て も 「なるほ ど」 と言えるような 「モデル」な りを作 っ

ていかないと、学問 とい うのは発達 しないのではないか。方法論 をもってやらない といけない。

そうすればもう少 し学問 らしい ものになってゆ くだろう。 「人文科学」 というけれ ども、 「サ

イエ ンス」 に今はなっていない。 「サイエ ンス」 として成立するようなものに持 ってい くため

には しっか りした方法論 をもってやらねばならないだろ うと。そこに 「サイエ ンティフィック」

な ものを持ち込 もうと、 こういうことです。

事務局DNAを 調べてゆ くと過去の歴史が履歴 として明らかになるので、 「進化論」に して も、 もっ

と科学的な根拠に裏付 けられたものになるだろう。 こうい うご意見 があったのですが。

杉 田 だから今 「DNA分 析」で も、かつて言われていたようなこととは違 って、 もっと進化のプ ロセ

スがかな り明確 に見 えるとい うことです よね。だから、 ダー ウィンなどの進化論 も当時 として

は確か に人 を説得するようなものがあったのかも知れないけれ ども、今 は色 んな動物 とか生物

の姿 を見ていると、あれで進化 をす るというのはち ょっ と誰 も納得 しな くなって きている。た

だ、 「DNA」 という部分で 「これ とこれが継承 してい くではないか」。それから交配 したらど

うなるか。そ ういうことがあればみ んな信 じざるを得 ない。DNAだ って十分に進化の プロセス
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が明 らか になっていない し判 らないけれ ども、単なる 「適応」 とか 「不適応」 というんではな

くて、DNAの 変化 によってあるいはDNAの 中のある部分が形態の どの部分 を受 け持 っているか

が分 かることによって、 なぜ生物がそんな形 になっているかがやがては解明で きる 「望み」 は

あ ります よね。サイエ ンテ ィフィックな 「ツール」 としては有効 です よね。だか らそ ういう意

味で、文化 人類学 の分野 において もコンピュー タ ・データベースで何百件何百万のデー タの中

から上手 くデータを引き出 して くることによって実証がで きる。その民族特有 のものでな くて、

その民族 と良 く似 た ものが他の民族に もあ ります よと、そ ういうことによってその民族 の特徴

が消えて しまいますね。今 までは知 らないか らその民族の 「特徴」 と思 われていたことが、別

の例 を出 して くることに よって、その民族 の特徴 と思 われていた ことが消 えて しまう。 こうい

うことが実証的に分 かって くる。それは随分重要 じゃないか と思い ますね。

事務局 「データベース構築」 と 「加工」、 「分析」 とい う三つのステ ップから 「マルチメデ ィア」

を見 た時、 もっと技術が進めば どの点で よくなるか、その事例 を教 えて下さい。

杉田 例 えば、我々は標本の画像 を取 り込んでいる訳ですね。それは何千何万 と蓄まっているけれど

も、それ を検索 して くるのに今 はあ らか じめ付 けられた属性 とか、名前で検索 している。それ

をサンプル を持 ってきて、 「これ とよく似 たもの」 とい う探 し方 をしようとすると大変難 しい。

現在、二つの画像があって 「これとこれが似 ている」 ということを判断するのはコンピュータ

ではなかなか難 しい。人間だ と、二つだけの場合ではな くても、三つ あれば どちらの方が似 て

いる。 なぜ似 ているか と言われる と説明できないかも知れないが、何 とな く 「似ている」 とい

うのは判断 している。形態の類似性 とか色の類似性を もっ とで きるような ものがで きたら面 白

い と思 う。外観だけで もいい、 「丸 い甕」だ とか、それ をパー ツと引 っ張 って くるとか。それ

はあらか じめ輪郭線 を抽出 しておいて、それ をフーリエ展開で もしておいてやればいいか とい

うと、それは外観 だけでいいんだ ということになればで きるが、サ ンプル を持 ってきてこれと

似 てい るか似 ていないか とい うのを出す というのはまた別 になる。将来 は徐 々にそうい うこと

に移 ってい くと思 う。 「言葉」 に して もそ こに作 られてい る名称 ではな くて、例 えば 「カジュ

アルな衣服」 と言い ます よね。我々はその場の雰囲気 にどうかとか、我 々は暗黙の了解で 日常

は理解 しているが、そ ういう検索はで きない。 「フォーマル」だ とか、あ らか じめ名前がつい

ている必要がある。分類 としてそういう言葉がついている場合 にだけ引いて くることがで きる。

「ファッショナブル」だ とか、何がファッショナブルかはその引いて くる時代の流行 もある し、

そ うい う 「感性的」な、感覚的な言葉で もってその対象 を探 す とい うのはで きない。最終的な

判断はこち らがするにして も、カチッと決 まった言葉で しか検索 できないのでは、せっか く入っ

ているデー タに 「検 索の漏 れ」 が生 じる。それが一番恐 ろ しい。多少 ノイズがあって他 のが出

て きて もいい、該当するであろ うものが全て出て くればいい。そ うい う技術が これから一番重

要 なのではないで しょうか。今 までのように、単語の一致 や部分的な一致な どで引いて くるの

ではな く、対象の持 っている性質を積極 的に使 って検索 しようとい うや り方がで きればいいで

すね。

杉 田 私が提案 として出 したものは、手相 とか顔相 とか耳 とか、そのデー タベースを作 ってそれ と病

気 だ とか性格だ とかの対応 を深 めていったらいいんじゃないか ということです。手、顔、耳、

足 な ど、 こういうもののデー タを取 って蓄積 していった ら、外見 と病気 や体質 との関係 は結構

あ るん じゃないか。そこで、そ うい う情報 を蓄積 していったら病気 や体調 な どがかな り当たる

んではないか。 ガンになったとか肺炎になったとか、外見 を見 ただけでその人の病気が分 かる

ようになる。含みたいに体 の中に色 んな異物 を突っ込 んで検査す るというのは、苦痛で しょう
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がない。手 などは脳の一部みたいなもので、脳 を反映 していると言われている。脳の部位 の ど

こが手相 に反映 しているか ということがある程度分かって きている。そうすると、脳 を調べる

よりも手を間接 的に調べる方が危険 もない。そ ういう関連付 けができれば分かるん じゃないか。

耳 たぶの形 にしても一人一人の情報の何 かを表 しているはずです よね。人相 に関 してはそうい
ト

っデータベースがで きているんですね。今はお遊びで しょうけ ど、2万 数千人の人間の写真 を

撮 ってデジタル化 してそれをい くつかの タイプに分類 していて、性格が分 かるとい うのが売 り

に出されている。それをもっと医者のカルテの ような形で もっと集積 してい く。 これは財産 に

なると思います。医療費 だけでも26兆 円 という金 を使 ってるのだ し、それ を減 ら した りもっと

有効にすることがで きる。そのためにそういうデータを使 って、病院 に行 かねばな らない人 と

いかな くて もいい人 と、直 る病気 と直 らない病気 と、お医者 さんと連動 してデー タを蓄 えてお

かねばならないですが、 「指紋」 はパター ン化 されて、割合 に早 く検索で きるようになってい

る。指紋 に限ってやればあれだけのことがで きますか ら、 もう少 し注 目す るところを取捨選択

すれば、 もっと病気 に対 して もで きるんではないか とい う気が しますね。

杉田 脳波のベータ波 とかアル ファ波 とかを検 出 して脳 の活動 を見 ようとい うのがあ りますが、そ こ

には色 んな活動 の情報が ミックス されてい ますか ら、なかなか特定の ことが らを抽 出するのは

難iしいです よね。 しか し波形 のフー リエ分析 なんか を しっか りやれば、かな り隠れた情報が拾

い出せるか も知 れない。正常 な時 とそ うでない時 とを比較 で きるような仕掛 けがデータベース

にあれば、それ を 「個 人デー タ」 として蓄えていった ら自分一人で健康管理 もで きるようにな

るかも知れない。 自分のパ ソコンを使 ってやれる ようにする。そうすれば、今の血圧測定器 な

んかよりもず っと高度 な健康管理がで きますね。

事務局 「歴史文化、民族 に関する情報資源」 とい うことでお書 きいただいてい ますが、 こうい う研

究者の方が利用 されてい るようなものが将来 に一般の家庭 で利用で きるようになったらどうな

るので しょうか。

杉 田 我々も来年あた りからインターネ ッ トを通 して、標本画像 を出そうと思 っている。 これは一般

向けで誰が使 うか分 からない。徐 々にうちの持 っている標本 を出そ うという方向でいる。そ う

すれば、そ うい うものを見 ることによって、驚 きがあ り考 え方が変 わるか も知 れない。 日常品

として使 っているけれども我 々にとっては芸術作 品の ように見 える。そうい うものを知 らない

でいるの とは違 って くる。博物館 とか美術館 でそうい うデータベース化が進 んでみんなが見 ら

れるような状態 になって きた ら、世界 に対す る認識が変わって くると思 う。これは期待 で きる

と思います。今 はそ うい う情報の発信 とい うことがほ とん どなされていない。興味がある人は

調べて自分の足 で出かけてい くけれども、興味 のない人に対 しても面白 く興味 を持 たせ るよう

な 「仕組み」 を考えていかねばならないのではないか。 まさに知的資源 ということです よね。

それをまず 日本がモデル としてや り、あち こちで もや り始 めるようになればいい訳 です。

事務局 今のデータベースには 「音」データは入 ってい ますか。

杉 田 二段 階で進 め て いて、音 の デー タベ ース をや る シス テ ム を今 導入 した。 や って い るのは カセ ッ

トテー プ、 オー プ ン リール に入 ってい る音 、 そ れか ら レコー ド。 それ をCDに 標 準化 して入 れ て

いる。今 かな りの枚 数 が で きてい ます。 それが で きた ら今度 は コンピュー タにいれ る。CDは サ

ンプ リ ング レー トが か な り高 い ので コン ピュー タに入 れ る とかな りの デー タ量 にな るん で、 も

う少 し荒 いサ ン プ リング をや ってデ ジ タルデ ー タ と して して磁気 デ ィス クに入 れ てお く。 そ れ
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で もラジオ並 の音 にはなっている。電話 より少 し音がいい ぐらいの音で出て くる。それで今 は、

カセッ トとか レコー ドの音 をCDに 落とす作業をやっている。今度はそれをCDか らもう少 しサ ン

プリングを落 とした形でデジタルデータ化 して磁気 デ ィスクに入 れる。検 索するシステムは も

うできている。後 は入 れる段階で、かなりのデータ、3㎜ 曲 ぐらいのデータが著作権 の問題 はク

リア しているんで、3㎜ 曲 ぐらいの作業が終わったら第二段階でやろうと。 「動画」 は今 ビデオ

テープの形で、 アナ ログの ままの形 では検索 できるようになっている。今展示 している番組 の

数 としては500種 類 ぐらいです。それ以外 に研究用資料 として30分 もの とか1時 間の ものとかあ り

ます。 それは今 の ところはアナ ログデー タとして自動 的に見 られる仕掛 けはある。 これをあ と

三年後 ぐらいか らはデジタル化 しようと考えている。 どの端末か らも音 とか静止画のような他

の信号 と同 じように、動画の情報 も同 じ光ケーブルの上 を走 らせて、端末 のところで動 画も静

止画 も全部音が聞 こえるように しようと。動画は今 も見 られ ますけれどもアナ ログですから別

な同軸 で、端末 は コンピュータのシステムとアナ ログの世界 と二つあって、片方は コンピュー

タの端末で片方 はテ レビという変な ことになっているが、 これを一体化 しようと。 しか し 「動

画」 の一体化は、ハ イビジョン並の ものがあればで きると言 いますが、 まだ高い しね。それは

もう少 し時 間がかかるで しょうね。

事務局 ここに特有 のデー タベース化 の技術 とか、民族学 で特 に発達 して きた手法 とい うものはある

ので しょうか。

杉 田 特 に手法に変わった ことはないですが、 「デー タ」 としては標本画像 だ とかスライ ド画像 だと

かをデジタル化 して入れるということですね。我 々はそ うい うデー タをた くさん持 っているか

らコンピュータか ら使 えるように しましたが、他 の博物館 ではまだや られていない。層しか し手

法 としては情報工学であるとか コンピュータの世界ではそれほど珍 しい技術ではない。新 しい

技術 というと、特 に ここが開発 した技術 とい うことで はな くて、既存 のものを持 ってきて応用

したということです。そ ういう意味ではユーザー レベルですね。

事務局 研究テーマ としてや られている中で、それを立証 してい くために例 えば㏄ とか、副産物 とし

て何 かのデー タがで きるということはあ りますか。

杉 田 今の ところ㏄ で具体 的になった というのはないです。 ただ、例 えば、博物館 ではよくある民族

の昔の生活の様 子な どをジオラマで当時の様子 として展示 してある。それ をプ レゼ ンテーショ

ンとして当時の様子 として動 きのある㏄ などで作 るとよりよく理解が深 まるで しょうね。一般

の人に見せた りす るのには、ああいうCGな どで過去 とか未来の世界 を作 って展示する というの

は非常 にいい と思い ます。今の ところで きませんけれ ど。

事務局 「過去に捨てていたデータの新 しい意味 を再発見 してい く」 とあ りますが、何 か事例 はあ り

ますか。

杉 田 これ は例 えば、 た くさんの民族の生活 を縦軸 に並べ て、横軸 に家の形 だ とか埋 葬の仕方だ と

か、結婚 の仕方だ とか、何 を食べているか とか、生活 のことが らを入 れてい きます。豚 を飼 っ

ているとか、土器があるとか。そういうことが らを横 に並べ ておいて、マ トリックスを考 えて

い く。ある民族は家 の形はこうであるとか、食べ ものはこんなものをたべ ているとか、埋葬は

土葬だ とか火葬だ とか。そ うい うマ トリックスの中に民族 の ことが らを入れていった とする。

「フィール ドワー ク」 とか言 ってその世界に行 った研究者 が まとめると、そのマ トリックスが
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で きる。 ところが、研究者がその世界 に行 って も、 どの民族 とどの民族が近い とか似 ていると

かは分か らない。それを一つの大 きな地図の上にプロットする と、同 じようなマ トリックス を

持 っている民族が どう分布 しているか、一目で分かる。それは簡単 なデータの加工 ですけれ ど

も、そ ういうことをすることによって元のデー タが持 っている 「意味」 というのが もの凄 くビ

ジュアルに出て くる。更 にそれ を数学的手法 を使 って、因子分析 であるとか、相関分析、 クラ

スター分析であるとか して、本 当に民族 と民族の 「近 さ」 を図示 してみる とよ りよ く分 かる。

それはコンピュータがあるデー タを使 って図示 してみた結果だけれ ども、実際にフィール ドに

行 った人は自分 の感 じとはどうも違 う。そ こで また研究者がそのデータを見直 して どうもこの

デー タがおか しいん じゃないか とか、そうい うフィー ドバ ックがかかる。 そういうことが可能

になって くると思います。今我 々がや ったイグザ ンプルとしては、 「クラスター分析」 であ る

とか 「マ ッピング」 の問題 というのはかな り効果があったと思いますね。

事務局 「モデル ・アン ド・シミュレーシ ョン」 ということですが、 この手法 をもってすれば、外 国

か ら見 て日本の どこが理解 しに くい部分 なのか分 かると思 うのですが。

杉 田 それはそ うですね。ただ、データとして何 を与 えるか とい うのは難 しいですね。手法 としては

「情報 の加工」 であるとか、 「フルテキス トのサーチ ング」であるとか。 もしデータが外国語

の文章 とか交渉 のプロセスだ とか色 んな文章があるとします と、 そこにテキス トが入 っていれ

ばフルテキス トのサーチ ングを駆使 すればとりあえずはで きると思い ます。 しか しやは り問題

は何 をベースに してそれを考 えるかですね。そこのところによって、見 えた り見 えなかった り

す ることが起 こって くると思いますね。

事務局 先生 はアンケー トでは歴史、文化、民族 とかそういうものの知的資源化 をお答 えいただいて

い ますが、そうい うものはまだ不十分 だとお考 えですか。

杉 田 まだ不十分だ と思います。個別 に、 あるいは部分的にはそういうデー タはあ りますけれ ど、そ

れを本格的に網羅的にやろうということはどこで もや られていない。年表で も、岩波の 「電子

日本総合年表」 というのはCD-ROM化 していますが、あれはかな り文化寄 りのものですか ら、

もっと別の分野 の技術史だ とか科学史 ということになって くると、コンピュータに乗 るような

形 のものはまだない。データその ものがない とい うこともあ りますが、 よその国で もこうい う

ものと比較できるようなもの もない。技術史だ とか生活史に相当する、物価 だ とか、生活 によ

く使 われているような もの変遷だ とか、比較で きるような形であ る全体 でスパ ッと切 った世界

の色んな地域の ものがなかなかないですね。

事務局 それは世界的 にも未整備だ と。それを日本が手 を付けて情報発信がで きるとい うことであれ

ば、 日本の評価 というのはだいぶ上 がるので はないで しょうか。

杉 田 思 いますね。そ ういうデータはみんな欲 しがる し、あれば色 々使 えますか らね。だか ら、 日本

がプロジェク トを組んでお金 を出 して、いっせいによその世界 も調査 するような仕掛けで、デー

タを一箇所 に集 めてそれ をオープンするということであればね。 しか し、我々が頭 で考 えてい

る ことと実際問題 とはだいぶ違 いますから。我々が よかれと思 って も、みんな使わないで案外

役 に立たない とい うこともあ るか も知 れない(笑)。 だからこれは、使 うか使 わないかで判断

す るとい うよ り、 これは歴史の産物 であ り財産である。人間 として地球上に現時点 においてい

るという。そ うい うつ もりでや らないと、役 に立つか立たないかでは、なかなか うまく評価で
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きないかも知 れない。

事務局5%の ものが公 開 されているとい うお話ですが、 「整 理 し切れない」。それ を 「整理するま

で」 と言 うと、何 十年 もかか ってしまうし、 またその分類 自体が陳腐化 して しまう。それを整

理 しないままの形で提供で きるという方向はあるので しょうか。

杉田 だからそれは 「画像」ですね。画像 として見せれば、見る人はそこか ら自分 な りに情報 を得て

い く訳です。だから、あ る目的の方向に沿 った 「整理」 じゃな くて、不特定多数の人がそれを

検索で きるようになっていれば、モノとしてはバ ラバ ラに置いてあって も、それはある程度利

用 の意思が ある人が検索 しようとすれば集蔵庫 の中 を動 きまわらな くて も、その人な りの 「ま

とまりのある」情報 を与 えることになる と。だから、画像 としてのデー タベース とい うのは非

常に意味があると思いますね。む しろその検索 システムの方に問題がある。だから先程か ら言っ

ている ように、標本の 「名前」の文字だけで検索するんではなくて、形 だ とか色 だとか大 きさ

だ とか、色 んな要素か らものを引っ張 りだせるようになってないといけない。 もちろん 「地域」

名がついていますか ら、それで検索はで きる。 しか しそれ以外 の情報で検索する というのは、

記述データと して付 けてあるとい うのはないですか ら、なかなか難 しい。

事務局 「画像」 とい うことは 「パ ター ン認識」 がネックになるんで しょうけれ ども、先程 「音」の

データを蓄積 されていると。 「音」のデータとい うことだと音譜 による検索 などの以外 で、例

えば音 自体 で検索で きるようになっているので しょうか。

杉 田 今は、音の特徴 か ら検索するというのはできません。 どの地域で どういう場合 に使 うか とか、

どんな楽器 を使 う音楽だとかはわか りますが、 「悲 しい曲」 だ とか、メロデ ィなどの音 の特徴

か ら検索する とい うのはで きていないですね。

事務局 それは映像 で言 う 「パ ター ン認識」 だと思いますが、難 しいのですか。

杉田 それはそうですね。 しか しかな り難 しいです。ただ 「音」の場合 だとフー リエ展 開 をして周波

数分析 はで きる し、 どういう波長の音があるか というのは割合簡単 に出て きます。人間の声な

んかで も、 オシログラフとか母音の特徴 とかで図形的な ものに して表示す ることはで きます。

後 は、それにどんな特徴 があるのか という 「意味付 け」 は別途人間が情報 を与 えてやらない と

分か りません。 どうい う利用の仕方があるかということですが、 どういう祭 りの時 に歌 われ る

歌 か、普段 と較べ て大 きな違 いがあるのか どうか、民族 によって祭 りの 「お難 し」 には同 じよ

うな共通点 があ るのか どうか。そういう音の性質 を調べる ことがで きれば面白いと思 う。今 は

そ うい うことはで きない。そ うい う比較がで きて くる と、先程言 った 「客観的」な ものが出せ

る。我 々は勝手 に、悲 しい時には低周波 の沈 んだ ような音 だろうと思 っているけれ ども、そ う

でないか も知 れない(笑)。 埋葬の時で も楽 しそ うな音楽 をやっている民族 はいるか も知れな

い。だか ら、 「埋 葬の時の音」 ということでい くつか検索 してきてその周波数 を分析 して、高

い音 を含 んでいるもの と低い ものを含 んでいる音 とが どうい う分布 を しているか とかや ってみ

れば、ある ところに固 まっているとか色 々な ところに分散 している とか。あるいは各民族の

「音」 に対す る感覚が違 っているか とか、議論 で きる。 「言語」の人はそれをやっている。言

語 の特徴 については一部や られていて、例えば、中国語のイン トネーシ ョンとか 「トー ン ・ラ

ンゲジー」 で、 「柿」 と 「牡蛎」 というように、同 じ音の単語で も上が り下が りの アクセン ト

で意味が違 うとか。 そういうものを波形 として見ることによって比較 をしてい く。そ うい うも
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のはあ りますが、音楽の場合ほ とんどやられていないですね。

事務局 先程色 んな素材 を集 めて 「意味」 を引 き出すとお っしゃい ました。 こち らでは各地の民族学

に関する資料 を色々集めてお られますが、集め られたものか ら民族のバ ックグラウン ドを読み

取 ってい くような作業 とか、 「整理」 とかはされているので しょうか。

杉 田 いいえ、それに該当するようなことはない と思い ますね。

事務局 先生 ごとに 「結婚」 なら 「結婚」で も、世界的な地域 性や宗教的な意味性 な どを各地域 ごと

に研究 されているので しょうか。

杉 田 そ うです。各地域で風土 としてどういう 「結婚」があるか ということを 「事実」は記述 してい

ます。データとしては存在するので、それを検索 して全世界の色 んな地域 の 「結婚」のデー タ

を集 めて くるとい うことはで きます。 ここではまず第一段 階 として素材 を集めて分類 し、提供

す るとい う目的があ ります。ある研 究者 がオセアニアの地域の ことを知 りたい と思 ったら、 自

分が行 ったことがな くて も既 に誰か別な人が調査 したデー タが手 に入 ると。で、それを自分 で

比較 して考える。そ うい うための 「素材」 として、基本的なデータベース としてここのスタッ

フだけではな く文化人類学 を研 究する研究者 みんなにオープンになっている。そういうデー タ

ベースとしての機能が重要だ と思 うんですね。

事務局 文献の ファイ リングは膨大にある訳ですね。

杉田 そ うですね。だから、今あるのは 「エスノグラフィー」 という形で、各地域 の色 んな項 目につ

いて書かれた ものですね。 これがあちこちでできる訳です。 これをフルテキス トのデー タベー

スにして入れておけば、 「結婚」だ とか特定 の部分 を持 って くれば一回で世界 の 「結婚」につ

いての情報がみられる。そういう仕掛けにはなるで しょうね。

事務局 そのように色 んな人が資料や情報 を自由に使 えるように してあれば、思いもつかない発想や

発見、ひらめ きのヒン トになるとか、そ うい うことがあ りますね。

杉 田 それは起 こり得 ると思います。今 までは気づかなか ったけれ ど、コンピュータで色 んな組み合

わせで検索 していったときに、関係 ないと思われていたことの間に非常 に強 い相関がある。 ま

だ具体的にそういうことは聞いていないですが、多分 それはデータが少ない とか、検索 を十分

に利用 している人が少 ない とか も知 れません。 しか し可能性 としては実際に起 こり得 ると思い

ます。

事務局 それか ら、 「Gn」 とか 「全世界 ネ ッ トワーク」 とか言 われていますが、 日本全体 と してそう

い う時代 に向かって どういうことをやっておかねばな らないのか。 「日本語」 とい う言葉 と日

本文化 の情報発信の問題 と。 これ らの点 について何か提言があ りますか。

杉 田 「日本 として」 とい うと難 しいが、 日本 とい うものが まとまって対 「外 部」 とい うので はな

く、個 々が 「ネッ トワーク」 に参加 してい く。だか ら、それぞれ情報 を持 っている ところがい

きな りネッ トワークにぶ ら下が って端末の一単位が情報発信 をしてい く。それは日本の一部で

あって も、そこでは必ず しも 「日本」 ということを考えな くてもいいのではないか。ネッ トワー
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クが全世界 に張 り巡 らされている という条件の下、そ ういう情報 を持 っているところがそれを

ネッ トに出 してい くという仕掛 けがあれば、 「国」 とい う単位 は もうあまり意識 しな くて もい

いのではないか。後半 のご質問は 「日本語」 という言葉 の問題 にな りますが、 これは大変だけ

れ どもどう しようもない。 「言語」 というのは上か ら強制的 に規制 した りする訳 に もいかない

ものだ し、勝 手に変化 してい くものです。これを政府 か ら統制 してやろうということはで きな

い。 これはどう しようもない。内部では、沖縄 の方言 も私 は理解で きないが、共通語 や標準語

を作 ることで統一 しようとい うのではな くて、それな りに理解 で きる人はそれな りに使 ってい

く。せめて どう して も知 らせ たい問題 は誰かが翻訳 を してい く。統一的な一つの標準語 を作 ろ

うとい う考えは多分上手 くいかないだろうと思いますね。

事務局 「日英同時通訳」 とい う程 のものではな くて も、世界 とコンピュー タ上で コミュニケーショ

ンす る際にはある種 の標準語 があ ってもいいと思 うのですが。

杉 田 もちろん、できればそれに越 した ことはないですけれども、 ネ ッ トワークというのはそれだけ

で全 てを満足させ ようというのは無理だろうと思 うんですね。それは外国の人が日本 について

知 りたいと思ったときに、ある種 のアブス トラク ト的情報 はネ ッ トで も得 られるけれ ど、 日本

に来 てダイ レク トにやらない ともっと深い情報は得 られない。別 のチ ャンネルでコミュニケー

ションを取 らないといけない。ネ ットワークだけで全てを満たそ うというのは無理ではないか。

だか ら、何 でもかんで も正確 に翻訳 されて、あるいは標準 の もの を作 ってそれをみんなが使 っ

てい こうというのは、時間 とお金 はかかるけれ ども、その割 には効果が少 ないか も知 れない。

だから、本当にネ ッ トを通 じて知 りたい人には何かチャンネルを設 けてお くということでいい。

しか し、 どこにどんな情報があるかのアブス トラク ト的情報 はや っておいた方がいいか も知れ

ない。その時 には言葉 はあ まり分か らな くて も、写真 とか映画だとか。あるいは、文章 は分か

らな くて も単語 とか キーワー ドだけで も付いていれば、かな りそれでセ レクシ ョンとかの見当

を付 け ることがで きるのではないか。あんま り全てを完壁 な情報 に して流 すというのは無理で

はないか。その意味では、文章 を訳そ うと思 うのではな く 「単語」で十分 じゃないか と。それ

な ら 「翻訳」 にはなっていないけれ ども、現在の技術で もかな りの ことがで きる。

事務局 インタラクテ ィブの利点で、向こうが応答 して きた ときに間違い を即座 に正せれば、異言語

間 コミュニケーシ ョンが可能である と、こういう発言があ りま した。

杉 田 それ は、 一般論 と しては難 しい と思 い ます。 しか し、 テーマ な り対 象 な り、 シチ ュエー シ ョン

を明確 にで きれば、 お互 い に言葉 が 分 か らな くて も 「や りと り」 の中 で コ ミュニケ ー シ ョンが

で きる とい う面 もあ る とは思 う。 そ れ じゃあそれが で きるか とい うと、そ うで もな い。 それ は

あ る シチ ュエ ー シ ョンに 関 して言 え ば可 能 だ と思 い ます 。 しか し、 「イ ンタラクテ ィブ」 とは

言 いな が ら、 ネ ッ トワー クだ けで全 て を済 まそ う とい うの で はな くて 、 もう少 し別 の 「ダイ レ

ク ト ・チ ャ ンネ ル」 を持 つ とか、 そ うい うことで よ り正確 な情報 を得 る仕掛 け とい うの も要 る

ん で は ないか と思 うんで すが 。

事務局 「日本人 とは何 か」 というテーマで知的資源 を集積するとした ら、 どんな考 え方があ ります

で しょうか。

杉 田 日本 とい うことに限 って歴史的に過去から現在、未来へ と、その全体像 を描 くのが難 しいです

ね。だから、部分的 な情報 を蓄積 していかざるを得 ない。例 えば家 の形態 だとか、同じ時代 に
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古 いもの と近代 的なものが共存 しているように、 また土地利用 に して もみかん畑があ り茶畑が

あ り、 ビル街が共存 している。その 「実体」のデー タを蓄積 してい く。 しか し要素、何 をもっ

て個体差 とするかの項 目付 けが難 しい。 この間、色 んな生活 についての 「歴史辞典」みたいな

ものが出ましたが、あれなどは 「歴史」 というものの見方 を年 表的なものではな くて、個々の

要素か ら見 ていこうというものだった。そ うい う、モノに注 目 して大 きなもの を作 る。 こうい

うものを 「歴史の積み重ね」 だとす る見方 もある と思 う。だか らこの 「有形無形」 ということ

に して も、無形 をデー タにするにしても難 しい。文化遺産 のデー タとして、建物だ とか使 って

い る道具だ とか、そうい う個別の項 目のデータを過去、現在 とい う形で蓄積 してい く。そ うい

う色 んなことを見 ることによって 日本の社会 の全体 とい うものが浮かび上がって くる と。

事務局 「民族学」 というのは、基本は 「比較文化」 と してとらえることですね。

杉田 そ うですね。比較文化ですか ら、基本 的にある社会 についての 「記述」は要 りますよね。 しか

しそれは記述するときに他の世界 を意識 しない と意味がない。だからそれは大枠 のところで 「共

通項」 とい うのは捨象 して しまっている。 しか し基本 的には、あ る社 会についての非常 に詳細

な 「記述」 とい うことですね。 これが 「エスノグ ラフィ」です。民族学がやるのは 「エスノグ

ラフィ」で残す とい うことも一つの大 きな役割ですが、い くつかのエスノグラフィーを通 して

比較 して、その社会 の特徴、つ ま り環境 との関わ りだ とかなぜその社会がそ うい う特徴 を持つ

に至 ったのかを説明する。同 じような環境にあって も違 った社会があるし、違 う環境 にあって

も同 じような社会はある。それはなぜだろうかということを明快 に してい くとい うのが 「民族

学」の狙いである。それ ともう一つ、そ ういうもの を通 じて人 と人がいかに上手 くコミュニケー

シ ョンを取 ってい くか ということですね。つ まり相手の特色 を知 らないと相手が理解で きない

ですから。 自分 と相手が同 じだ と思 って交渉 していたら全然考 え方が違 うと、 こういうのでは

ダメですね。それが現在 日本の政府 がヘ タなところで、アメ リカ と同 じだろうと思 って、真面

目にやっているんだろ うけ どもヘタですね(笑)。 交渉一つ とっても、 まさに民族学の理解 が

で きていない(笑)。 そ ういう話 を対等にやるテクニ ックとい うのは、やっぱ り、民族性 を意

識 して交渉なんかはや らない といけないです よね。

事務局 情報化社会になると情報 に対す る意欲が強 くない と、イ ンタラクテ ィブなネ ッ トワークに関

係 してい くとい うのが難 しい。情報 を欲 しい という人 とそ うでない人 との差が大 き くなるとい

う 「情報格差」の問題が生 じますが、その問題 について どうお考えで しょうか。

杉 田 それは当然の話で、積極的に情報 を集め ようとあちこち目を配 っている人 と、 ただ何 もしない

で じっとしてい る人 とは情報が違い ます よね。何 の努力 も しないで情報が集 まって くる社会 と

い うのは理想か も知れないが、それは無理で しょう。情報 は努力 して集める もので、それでい

いんだと思 う。私 は 「情報」 という言葉 をもうち ょっと厳密に使 っていて、そういうものは 「素

報」 と言える。 「素報」 はあちこちにいっぱいある。自分 が意識的にアクセス して、そ して自

分 な りに評価 した ものが 「情報」 である。 「情報」があち こちに転が っている訳ではない。

「データ」があってそれは、そこにアクセスす るか どうかは別 に して も、みんなにオープンに

なっている。それを自分な りに取 り組んで処理 を して評価 して 「情報」に している訳ですか ら、

「情報化」 ということで非常 に努力 を しているんです よね。それは個人個 人の 「知質」 とい う

か 「ナ レッジ」であ り、当然差が出てきて然 るべ きである。 しか し、 「素報」がみんなにオー

プンになっていない と、 これはまた まずいと思 う。あ る限 られた人に しか流 さない とか、そ う

いうコン トロールが どこかで されているとしたらそれはおか しい。けれども、みんなにオープ
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ンになってい るのにアクセス しない人、 それは 「個人の勝手」だ。 だか ら、で きるだけ楽な、

使 いやすい機器 になるように開発 してい くということは大事 だけれ ども、それ を使 うか どうか

とい う判断 は本人 のものですか ら、差 が出て もいいと思います。

事務局 「情報化社会」 を進めるために、インセ ンテ ィブとしてのその 「差」 を付 ける必要があると

思 い ますが、 それには どういう方途が考 えられるで しょうか。

杉田 色 んなケースがあると思い ますが、自分で努力 して色 んな情報 を集めて、それだけでその人は

幸せになっている訳です。また、次 のアクシ ョンを起 こす ときに割合 に賢明な判断がで きる と

か、楽 しい生活がで きる とか。それで十分報 われているじゃないか。 そうい うのはある。何 も

よそか ら褒 めて もらわな くて もいいん じゃないか(笑)。

杉 田 それが 「教育」 な ら教育 の場合 で もいいですが、いい教育 を した先生 にはプラスアルファを給

与等の面でつけてやるというのは、それは当 た り前だ と思 う。今 は一律同 じ給料だけでやって

いるか ら問題なんで、一生懸命努力 して教育 している人 には差 をつけてやる社会や制度 は必要

だ と思い ますね。 「企業」で も会社の利益 に貢献 した人 と他 の人 と、同 じ給料 とい うことには

なっていない。会社 という組織、学校 という教育制度の中ではそれはあって然 るべ きだと思 う。

しか し、一般社会で 自分で色 々な本 を読 んで勉強 をして賢 くなったか らといって、誰か評価 す

るか というとそれは必ず しも評価 されない。自分 として満足 していか ない といけないんじゃな

いか。 だか ら、 「場」 とい うものを設定 して、その人個人だけの評価ではな くて、その個人が

属 している社会 にとっての利益 に対 して、その人が どれだけ寄与 したか。そ うい うことで給料

とか待遇 を考 えるとい うことな ら、私はその方が望 ましい社会 だと思 います。一応 「競争」 と

いうことで、 シン ドい面 もあ りますけれ ど、 これは当然 ではないか。評価 に差 が出て きて も仕

方がない。アメリカはシンドいですよね。生徒が先生を評価 してね。評価が悪かったらクビと。

事務局 検索 ソフ トが進んで感性 とか感覚的なものを使 えたらいい と言 われま したが、将来的にはど

んなイメージをお持ちで しょうか。

杉田 コンピュータのハー ドウェアは もう50年近い歴史で よね。 これはスピー ドとか記憶容量 とか、

人間 とは全然違 ったメカニズムとい うことで きた。 この ままこの延長線上で どれだけチ ップが

小 さくな り、ス ピー ドが速 くな りしても、で きることの限界 というのはもう見 えていると思 う。

そ うする と感性 とかの問題にアプローチするとしたら、 もうち ょっと生物 な り人 間か ら学ぶ と

い う研究 を しない といけない。人間から学ぶ、生物か ら学ぶ ということをやって、その中の一

部分 をハー ドとか ソフ トに移 してい く。そうい うことをや らないで全 く機械的なや り方、例 え

ば今のパターン認識で も、あの文字の認識の仕方 というのは人間がや っている こととは全 く違っ

たや り方だと思 うんですよ。マ ッチングとか取 って、特徴 を抽出 して上半分 とか下半分 とか云々

と、我々はあんなや り方はや っていないんじゃないか(笑)。 それで もゴ リ押 しでパワーでで

きるとい うところはある。その線上 を追 いかけてい くか らハー ド主導 とい うのがあ ると思い ま

すが、や っぱ り限界が出て くると思 う。それに対 して人間がやっていることで、 もう少 し柔軟

なコンテキス トを活用 した り、特徴 を抽 出する仕方で も、 どこに注 目しているか ということは

もっと勉 強 しない といけない ところがあ る。 こういう人間や生物がやっている認識 をもっと研

究す ることによって、ハー ドのス ピー ドにディペン ドしない違 ったや り方で上手 くで きる方法

が出て くるか も知れない。
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杉田 そうする と今、脳 の研 究 とか、生命科学の分野 とかでや られていますが、ああい う研究 をもっ

ともっ と積極 的に進めて、そっち側 の成果 を取 り込む。そ ういう態度で コンピュー タの方 の分

野に関わって くれば、かな り面 白いものがで きる可能性があると思 う。第五世代の コンピュー

タにしろ、第六世代の コンピュータにしろ、AIに しても従来の延長線上 と余 り変わっていない。

そ こにはもっと 「生物 に学ぶ」 ということが必要なのではないか。工学で も始 めは生物 に学び

ながらも、航空機 は別の原理で飛んでいる。計算機 も人間が考えるように しようとい うことに

なっているけれ ども、 しか し基本 となると全然別の原理で動 いている。今や生物のDNAと か脳

で もかな り分か ってきているのだか ら、 もっとそ ういうものから学ぶ ことを重視す る。そっち

が どの ぐらいのス ピー ドで進むか ということも関係 しますが、そこにかな りの思想 やお金が プ

ロジェク トとして集中すれば時間的には早 くい くん じゃないで しょうか。それは10年 か20年 の

オーダーがかか ると思いますが、そ うするともっと面 白いパ ター ン認識だ とか感性だ とか、そ

ういうもの を持 った今 まで とはもっと違 ったコンピュータができる可能性があるんではないか。

事務局 そ こ に 「アナ ログ ・コ ンピュ≡ タ」 とい う発 想 はあ るの ですか。

杉 田 もし 「アナ ログ」で分かったら、それはデジタルに置 き換 えればで きると思 うんです よ。だか

ら、アナログ とデジタルはそれほど違いが ない と思 う。ただアナ ログの 「現象」 自体 はよく分

かっている。例 えば 「シナプス」 とか、脳細胞の ところで信号が神経全体 を伝 わるときに、 こっ

ちがニ ューロンとこっちにもニュー ロンが あって二つ はつ ながっていない。 しか しある条件が

あると一方か ら他方 に信号が伝 わる。 この近辺 には化学物質があって、恐 らくそれが微妙 な変

化 をす るんだ と思 う。だか ら、 これがいわば 「アナログ」です。アナログの状態でこの辺が微

妙 に変 わって くることで信号が伝 わったり伝わ らなかった りする。この状態はある種のペーハー

ですか ら、 どんな状態の時に どうなれば どう変 わるか、それが分 かればデジタルにする ことが

で きる。 しか しそれが分 からないんで、 アナログで連続 的なもので何 かボヤーとしている。だ

か らこれは 「ファジー」 のようなもので、これ を大 とか小 とかやっている訳だけれ ども、そ も

そ もあの 「ファジー」 と呼んでいるやつ も今のデジタルコンピュータで同 じことがシュミレー

ションで きている訳です。だか ら、それは 「アナログ」 か 「デジタル」か という違 いではな く

て、その 「現象」が分 かっているか分か っていないか とい う違いですね。 「アナ ログ処理」か

ら 「デジ タル処理」 に変 わったと言 うんではなくて、それはもっと大 きな変化 になる筈 だとい

うことです。

杉 田 しか し、 「アナ ログ」のいいところは、デジタル的に現象が よく分 かっていな くて もいいこと

です。物理的にモノがあ りますから、そのビヘイビァーに助 けられて、原理 は分 からな くて も

現象は起 きる。それが コンピュータでやる時は、普通は コップの容積 だとか色 んな ものを決め

てデジ タルで全部の関係 を表 して、アル ゴリズムを組んで、それか らコップの水があふれると

いうことを表現 しな くてはいけない。それはその 「現象」 とは似 ても似 つかない表現になって

いる訳 ですね。だか ら、昔 は 「アナログ ・コンピュータ」 というのが あって、風 とか波だ とか

そ うい うシミュ レー ションにはよかった訳です。風の強 さに合わせてそれに相 当する電気量 を

突っ込 んでやればその現象が起 きる訳ですか ら。そうい う意味では実際の現象 に近い表現がで

きる。 しか し、一旦現象が分かって しまえば、デジタルでシミュレーシ ョンすることはできる。

だから、 「サ ンプリング定理」 とい うのがあ りますよね。音 の波形 に含 まれている周波数の二

倍 の早 さのサ ンプリング をやれば、それが完全 に表現で きる。だか ら、波 の形 を 「デジタル」

に表現で きる訳 です。つ まり、全 く情報 ロスな くできるには どうすればいいか と言 うのがサン

プリング定理ですよね。 これは 「デジタル」 と 「アナログ」 とのエクィバ レンス を証明 してい
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る訳です。増や してやればいいですから。だか らその観点 か ら言えば、アナログとデジタルは

現象 としては違 うけれ ども、本質的には違いがない。

事務局 そ こか ら現在 のコンピュータ技術が一挙 に飛躍で きる可能性 とい うのはあるのですね。

杉 田 あ りますね。だか ら 「ニューロ ・コンピュータ」 なんかで、パ ターン認識で訳が分からないけ

れど何 かあるセンサーで取 ったもので、人間のやっているような情報処理 をさせ ると。それは

アル ゴリズムとしては記述で きないけれ ども、現象 としてはそれ に近いものをやってみたら認

識がで きる。そ ういう可能性 はあ ります。

事務局 感性 とか感覚 を上手 くデータベース化 したり、検索 した りするために一番必要な技術 という

と何 があ りますか。

杉 田 それは 「技術」ではないで しょうね。 「データ」 をどう見 るか とい うことです よね。我々が感

性的な表現でパ ターン認識 をやったり、 ものの認識 をやっているそれが一体 どういうことをやっ

ているかとい う 「分析」 です よね。そちらの方 の分析 が重要 なのであって、それが分ればそれ

を技術 でバ ックアップするとい うのはそれほど難 しい話ではない。 「検索 ソフ ト」の話で も、

既存の技術 で も十分対応 できる。データがない とダメだ ということです。 これをもう少 し飛躍

して言 うと、ある形 を見せ ると、セ ンサーの部分でそれが何 かに変換 されて、それは我々が今

やっているように 「フー リエ変換」 とい う 「アルゴリズ ム」で解析 しているのではな くて、 レ

ンズのようなもの を通す ことによって映像が二次元的 に変化 して しまう。 そんな 「変換」が行

なわれているのではないか。そ してそれが自動 的に周波数分析 されている。そ して、色 んな と

ころに分 身が焼 き付 け られますから、一部が なくなって もまた残 りの部分 から全体像が再生 さ

れる。あるいは、一種の レンズ系で周波数が分析 されている。それをアルゴリズムではな くて、

それはまさにアナログとい うことで、 アナログ的なハー ドの仕掛 けを使 って物体の特徴 を検 出

する。そ ういう物 質が見つかれば、我々が原理 を解析 しな くて も特徴 が分 かる。何 かわけが分

か らな くて もそ うい うことがで きるので、その特徴 の違い によって こうい う分類がで きると。

そ ういうことがで きるか も知れない。だか ら、そういうデバイス を発見できるか どうかですね。

昔 から 「ファンクシ ョン ・デバ イス」 とか、 「高機能 デバイス」 と言 われているようなことで

すが、なかなかそ ういうものはないですね。

事務局 そういうことで言 うと 「カオス ・チ ップ」 という考 え方 もそ うなのですか。

杉 田 そ うです。 そ うい うチ ップが一 つ の機 能 を持 ってい ますか ら、 チ ップに通す だ けでい い。そ れ

を今 の コン ピュー タ のや り方 で は、 アル ゴ リズ ム を分 析 して 、 どうい うや り方 で そ うい う現象

が起 こ るの かつ ぶ さに解析 を して、 そ れ をコ ンピ ュー タで シ ミュ レー シ ョン して や らせ る。 そ

れ を 「ブラ ックボ ックス」 に してその フ ァンクシ ョンに通 せ ば、 もう 「特徴 」 が付 い て出て く

る。 そ うい う ことで あれ ばで きます よね。

事務局 す ると、これか らは、 コンピュータ系 の視点から考 えただけでも、他 の分野の学際的なもの

が重要 になる。そ ういう知的資源 を自由に取 り出せるような仕組みは、 どの学問か らみて も重

要 になって くる訳 ですね。

杉 田 そ うですね。私 はだか ら、それが一番重要だ と思 うんですね。 まさに 「知 的資源」 は 「デー
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タ」 じゃな くて 「人間」です よ。それは、色 んな知識 を持 っている人がある分野だけで孤立 し

て存在 していたのでは力が発揮で きない。色んな違 った分野 の人が集 まってくることによって、

知識 と知識の間が掛け算で出て くる。頭 の中にある人間 と しての 「知 的資源」、そ うい うもの

を上手 くオーガナイズするシステム とい うのが、 こういう問題では非常 に重要 じゃないで しょ

うか。 日本では 「サ ロン」 とい うものは余 りない。かつ て1948年 頃にMITと かハーバー ド辺 り

で、 ロバー ト・ウィーナーとか、 シャノンとかああい う連 中が出てきたのは 「サ ロン」 です よ

ね。 コンピュー タをや っている人がいて、数学者がいて、生物学 や社会学をやっている人がい

て色んな異分野 の人が集 まって きて話 をする。あれはお茶 で も飲みなが ら色んな風 に集 まって

きて、 レクチャーがあれば、聞 いた人は自分 の立場か らそれを解釈 をすると。そうする と今 ま

でにない刺激 を受ける。 こういうのが 日本 にはあま りないのではないですか。シンポジ ウムな

んか をポツポツとするだけではダメで、東京 だけに一つあるので もいけない。 ネッ トワークだ

けでな しに人 と人 とが集 まるサ ロンがあって始めてそのネッ トワークが活 きと。

杉 田 ある程度 まとまって きたアイディアがあれば、それをみんなに分か りやすいような形でネ ッ ト

ワークを通 じて出 してい く。そ して、そ うい う情報 を発生 させる'「場」 とある程度 まとまった

ものがネッ トッワークを通 じて使 われてい くの と。色 んなステップがあるといいと思い ますね。

知的資源 という 「人材」 でですね。これをいかにお互いの力 を倍 増させるか というような方法、

こうい う仕掛けがあればいいん じゃないですかね。

杉 田 関西の 「けいはんな国際高等研究所」があって、私はそこの協力委員の一人ですけれども、そ

こは何 も設備が ない訳です。 コンピュータの端末がち ょっ とある くらいですね。そこにノーベ

ル賞クラスの研 究者 を呼 んで きて暫 く滞在 してもらう。その間に学生 だとか研究者だ とかが集

まって きてセ ミナーを開いた り酒 を飲 んだ りしてもらう。 そういう 「場」か ら何 か新 しいアイ

ディアが生 まれるのではないか。そ うい う方向でいっていますけれ ど。 ところが民間の財団で

すか ら資金 がない。研究者 を丸1年 呼 んで くれば最低一人で も一千万円かかる。交通の便 もよく

ない し難 しいのですけれ ども、 も しそういう人を呼ぶことがで きて、ある程度の資金 があって

アクセスが よくなって くれば、そ こへ色 んな分野の人が集 まって定期的に会を開いて、いいア

イデ ィアが出て くるんではないですかね。個別 には関西では、政治家 も商売人 もいる、学者 も

芸能人 もいるとい う会を年 に一回スポンサーがついてやってい ます。東京の方で もそ ういうこ

とをやっているところはあるで しょう。それは一般的 な話 だか ら、その時 は楽 しいですが学問

的な結果 は出てきませんけれども。 しか し異分野の人 を集 めて、 「新 しいコンピュー タ」 とい

うものを多少 とも意識 しなが ら話 をすることはで きる。生物学の人 とか生理学、医学、物理 と

か、色んな人が入 って、 自分は 自分 の見方で しか ものは言 えな くて も、聞いた人がそ こで出た

情報 を自分な りに受け取 って考えてい く。そこで新 しい ものがで きる可能性 はある。そ うい う

「場」 を育てるのをどこかでエ ンカ レッジするとか。そ ういう成果 を上手い こと吸い上 げられ

る仕組み とかあればいい。放 っておいたら、せっか くいいアイディアがあって も無駄に消滅 し

て しまうとか、個人だけの ものになって しまい共有 の ものにならない。

杉 田 関西 とかで今行 なわれている会 は、議事録 もデータベース化 されるとい うこともない。ある程

度 まとまれば本 として出版 され ますが、 データベース化 というこ とになる と、まだまだいって

ない。 また、その 「サ ロン」 の運営 にして も、あ ま りか しこまってやるようでは(笑)い けな

い。たまにやるなら話題提供 になるか も知 れないけれども、 「今 日は この人が講師 だ」 とか義

務 づけてや るのでは巧 くないで しょう。やは りこういうのはボランテ ィア的に始 まってい くの

がいいんで しょうね。
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事務局 本 日は本 当に長い間、お時間 を有難 うございました。
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杉本 重雄委員

事務局 先 生 のご専 門についてお話 し下 さい。

杉本 僕 は京都大 学情報工学科 の出身で、専門 はソフ トウエ ア工 学で す。僕 自身はプログラ ミン

グ言語 の方 をや ってい ます。 こち らに移 って きて、 まず図書館 情報大学 と しての特徴 を活

かそ う とす る と、情報工学科 の計算機科学 な どの分野で作 っているのは 「入 れ物」 であ る

と思 う。工学部 に しろ理学部 に しろ多 くの場合、 中身が ない と、や っぱ りもっ と中身 にオ

リエ ン トした もの をやろ うとい うこ とで、それで七年 ほ ど前 よ りオー ディオ ビジュアル系

のマ ルチメデ ィア的 なデー タを使 って知識ベース を始 めた。 それか ら、 よ り中 身に依存 し

た シス テ ムの ことを研 究 し続 けて きて、僕 自身 プログ ラ ミング言語 とか どう して も 「記

述 」 を中心 と した ものがベース になってるんで、知 識ベー ス を作 る ときの表現形式 を どう

した ら よい か とい う議論 を して きた。 中身の話 をす る と、今 まで はマ ルチ メデ ィア知識

ベ ース とい うことで アプ リケー シ ョンを書 いた り論 文 を書 いて いた。 それか ら、更 に電子

図書 の分 野 に近づい て きた。僕iの大学 との整合性 とい うの もあ ってや ってみたい と思 って

いる。ち ょうどこの八 月三十一 日に 「デジ タル ・ライブ ラリ ・ワー クシ ョップ」 とい うの

を開い た。 その経 緯 とい うのが、今年始 め にネ ッ トワークのニ ュース を見 てた ら、 アメ リ

カでの デジ タル ・ライ ブラリの カンフ ァレンスのニ ュースがあ って 「エ レク トロニ ック ・

ライ ブラ リ」 や 「デジ タル ・ライブラ リ」の タイ トル に惹 か れた。それで五月 に渡米 した

が、 そ の内容 は これ か らのサ ー ビスの話 とかデジ タル ・ライ ブ ラ リを考 えて い く上 で の

キー とな ってゆ く考 え方 な どが発 表 された りして、非常 に刺激 的だ った。帰国 して研 究室

の メ ンバー にも声 をか け、 もう一度行 った。 この間の八 月 の ワー クシ ョップで は三百人以

上 の参加 があ った し、 「入 れ物」 ではな く、下か ら どん どん知 識 やデー タを積 み重ねて く

る草 の根 か らの デジ タル ・ライ ブラ リの土俵 がで きつつあ る ような気 が してい る。

杉 本 デ ジ タル ・ライ ブ ラ リの土俵 を作 るの に最 も貢献 した のは 、 や は りイ ンター ネ ッ トの

「Gopher」 とか 「WorldWideWeb」(以 下WWWと 略 す)・ そ してそれ らをま とめた とい

う意味 で 「Mosaic」 の存在 だろ うと思 う。それ らのおかげで 自分 が持 ってい る情報 をどん

どん出 していけて、 それ に対 す る レスポ ンスとい うの もはっ き り返 って くる。今 までだ と

きち ん と作 った 「館」 で ない と情報 を持 てなか った し、非常 に大 きな組織で ない と情報 を

発信 で きなか った。そ れが誰で も個人 で も世界 に向 かって情報 を発信 で きる。 それが もの

凄 く大 きな転換点 だ と思 う。 それで、 ある意味で は、 自分 がや って きた ことは変 わ って き

た。 「電子 図書館」 とい う言葉 は、 「エ レク トロニ ック ・ライブラ リ」 の訳 と して使 われ

るけれ ども、使 い古 された感 じがある。では、 なぜ 「デジ タル ・ライ ブラリ」 であ って、

「エ レク トロニック ・ライブ ラ リ」 でないのか とい うと、全 て の情報 をデジ タル データに

した こ とに意味が ある。 そ こに根 本的な意味が ある。デ ジタルデー タに したこ とで ネ ッ ト

ワー ク情 報網 で も飛 ぶ ようになった し、蓄積 もロングスパ ンで考 え るこ とがで きる ように

な った。 だか ら、僕 自身はその意味で 「エ レク トロニ ック ・ライ ブラ リ」で はな く 「デジ

タル ・ライブ ラリ」 だ と言 ってい ます。

事務局 二十一世紀 を展 望 して、 ここが こ う変 革 して くる とか、 ご研 究 の夢 とい うのをお聞 かせ

くだ さい。

杉本 デジ タル ・ライブ ラリの最近 のカ ンフフレンス を見 た り、月尾先生 の 「一 品種一生産」 と
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か の話 を聞いて ると、 これ まで の社会 は 「モノ」 を所有 す るこ とに価値 を置 いていた と思

う。例 えば図書館 な ら、 とにか く蔵書 を増 やす ことに価値 を置い ていた。 「所 有 してい

る」 とい うことは、 いつで も手 に取 るこ とがで きる とい う価値 があ ったのだ けれ ども、 も

し充分 オーガナイズ されたデ ジタル ・ライ ブラ リが あった とす ると、その意味 で は自分 で

所有 する ことの必要 は全 くな くなって しまう。 だか ら、 まず所有 する ことの概念 が全 く変

わ って しまう。特 にバーチ ャル ・リア リテ ィの よ うに、今 までは所定 の場所 や決 まった施

設 に行 かない と提 供 されない ようなソフ ト的なサー ビス とい うのがあるけれ ども、そ うい
も

っものに関 して も所 有 とい う概念 自身が変 わって しまうよ うな気が する。 もう一 つは 「一

品種一生産」 の話で言 えば、そ うい う状況 で こそち ゃん とした知識 を持 った賢 い 「情 報の

ナ ビゲー ター」 が必 要 にな るだろ う。知 識 を持 った賢 い情報 のナ ビゲ ー ターが必 要 だ ろ

う。 ただそれ は従 来 の人工知能 の研究 で も 「大規模知 識ベ ース」 だ とか 「自然言語処理」

だ とか、色 々あ った と思 うが、 どこ までい って もなかなか解 決 され ない 「終 わ らない仕

事」 だとは思 う。それ は 「情報 の情報」 を扱 うこと、未知 の情報 を探 す能力 を称 する 「情

報 リテラシー」 と言 って もいいだろ うけれ ども、例 えばそれ を計算機 の上で ソ フ トウェア

と して実現 で きるか とい う問題 になって くる。 それは、大規模 な知 識ベ ース とか非常 に柔

らかいユーザ ー ・イ ンター フェース とか、ハー ドではない ソフ トの部分の課題 と して、 ど

こまで も残 る ような気 が してい ます。

事務局 各委 員の方 もその点 を強調 されていたんで すけれ ども、今 までの図書館 で探 す に して

も、皆 さんその辺 りが一番 苦労 されている。

杉本 例 えば、今 のイ ンターネ ッ ト上で は、WWWに 「バ ーチ ャル ・ライブラ リ」 とい う面 白い

のがあって文献検 索が で きる し、小 さな会社 とか もの凄 く辺鄙 な地 方 自治体 で も情報 を出

していて、そ こには観 光情報 の ような ものか ら色 々 と何 で も発信 して きてい る。 「一品種

一生産」 の話か らす る と
、 それが更 に進めば生産者 と消費者 とが結 ばれる ことになるが、

しか しそれ はあ り得 ない と思 う。 逆にその間 を結 ぶナ ビゲ ー ターの ような人 が必 ず出 て く

る し、それ はあ る種 の情報 の リテ ラシーか も知 れない し、知識 に関 する リテ ラシーか も知

れ ない。今 の段 階で は 「何 が欲 しいか」 とい うことを我 々が伝 えてゆかない とサー ビスす

る側 は何 も提供 で きないが、 「あなたは何 が知 りたいか」 まで をナ ビゲーシ ョンす る人が

考 えて くれ、教 えて くれ る。そ うい う間をつ な ぐ役割 の必 要性 はこれか らます ます高 まっ

てい ると思 い ます。

事務局 先生 はか な り人的環境 か らの知 的資源 につ いてお書 きになっていますね。 自分 が欲 しい

と思 うこ とを しっか り認識 して、それ を どうや って手 に入 れ るか とい うことをち ゃん とや

らな くてはいけない と。

杉 本 その頃 は、教育 の話 にか らめて人 的資源の ことを考 えてい たように思 い ます。 日本人 は、

人の言 うことは よ く聞 くけれ ども自分 のオ リジナ リティはなかなか出 さない。同 じ場所 で

暮 ら してい く人 が多 くて横 に動 く人 はほ とん どいな いです ね。恐 らく横 に動 いて い く社会

になれば、 きちん と自分 に とって何 が大事 であるか を評価 で きない と動 くことはで きない

か ら、そ うなる筈 であ ると思 い ます。今 そ うなってい ないの は、 そ もそ もそ うい う人 の育

て方 を していないか ら。それ は情報 を得 る とい う点 で も、情 報 を発信 する とい う点で も同

じで、 そ もそ もそ こか ら始 まっているのではないか と。そ うい う問題意識が あ りま した。
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事務 局 暗記 中心 の これ までの教育 の内容や体制 では、 それが なか なかで きに くい訳 ですが、具

体 的 に これ か ら情 報 を積極 的 に発信 で きる ような人材 を輩 出 してい くための システムや育

て方 とい うのは あるで しょうか。

杉本 その点 で一番思 うのが、 日本 では 「就 職」ではな く 「就社」で ある とい うことです。 アメ

リカの修 士 の学生 な どは、 自分 の在掌 中の研究成果 を自分 のスペ シ ャリテ ィ として企業 に

売 り込 んで期 間契約 を結 すんで、 自分 のや りたい ことのステ ップと してい った りする。 そ

うい うこ とを自分 の生 き方 のス タイル と して考 えていけ るような社 会 だか らこそ、 「独 自

性」 とい うの を育 んでいけ る。 日本 には、入 るまでが大事 で入 って しまえば そ こに骨 を埋

めてい くのが普通 にな ってい る。だか ら、教育 だけの問題 だ けで はな く社 会 の 「ゴール」

か ら変 わ って いかねばな らない とダメ だと思 う。 よ く大 学入試が問題 にされ るが 、会社 が

不況 の 中で学生 を採用 す るの に、そ こで大 学の偏 差値 を問題 に してい る ようで はダメだ と

思 い ます。極 端 な話、大企 業が野球の フ ァームの よ うな もの を抱 えて、そ こか ら人材 を引

き上 げる よ うな こ とをや り出す と面 白いで しょうね(笑)。

事務局 「生 涯教 育」 とい うことか ら考 えるとそ うだ と思い ますが、会社員 か ら大 学 に戻 って研

究 する ような社 会環境がで きて こない と変 わ らないで しょう し、会社 の方 も意識 を変 えな

い とい けないで しょうね。

杉本 日本 で は生涯学 習 とい うと、時 間 と金 に余裕 がある主婦 な どの知的好 奇心 を満 たす ための

もの とされて しまうが、 アメ リカの ような競争社会 におけ る生 涯学習 は もっと厳 しい もの

で しょうね。常 に新 しい資格 や知識 を得 ていい職 を求めて、社会全体 が モ ビ リティを もっ

て流動 してい くか ら、そ こに社 会全体 の活力 とい うものが出て くる。 日本 の ように終 身雇

用 で生 涯学 習 と言 って も、 それ に対 す る報償 は報 われない もの だ し、 それ ではモ チベ ー

シ ョンが全 然 出て こないです よね。大 学病院 の医師だ と研 究 のプラクテ ィスが ない と等級

が落 とされ て しまいます よね。 そ うい う厳 しい仕組みが社 会全体 にあ って、一億総文化 人

じゃない けれ ど も、初 めて生涯学習 とい うの も本当 の意味 を帯 びて くるで しょうね。今 の

ままでは、大 学 は学生 のための レジ ャーセ ンターかカルチ ャーセ ンターの ような もので し

かない。

事務 局 その ための 「キー」 にな るものが ある と した ら、 どんな もので しょうか。

杉 本 そ んな に会社 は甘 くない と言 われ るか も しれ ないが、要 は学 生 に して も教 員 に して も、

「就 職」 では な く 「就社」 とい うそ こに至 る意識が変 わ らない とダメだ と思 い ます。基本

的 に終 身雇用 制 とか年功序列 制 とい うものがいけない。特 に役 人の世界 は年功 序列 制が徹

底 していて、 それ は完全 に若 くて能力 のあ る人の意欲 を潰 しています よね。 アメ リカの よ

うな社会 で育 つか らこそ、誰で もみ な子供 時代 か らそれぞれが 自分 の判 断力 を培 うことが

で きる。 アメ リカは自由の国 だ というが、独 立心の国だ と思 い ます。 失敗 して も自分 の こ

とをや って いれば評価 して もらえる し、人 の真似 を して いるだけでは評価 されない。周 り

が そ うい う意 識だ か ら自分 もそれでやっていける し、逆 にベ ンチ ャー を評価 す る空気 が な

ければベ ンチ ャー をやる人 も出て こない。

事務局 先生 の コメン トで、 「知 的資源 は さまざまなデー タの集 ま りであ り、始 めか ら利用方 法

や利用 目的 を特化 して トップダウン してい ってはならない。そ のためには ボ トムア ップ に
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情報資源 を蓄積 してゆ き、それ を促 進 する環境 や妨 げない環境 を整備 す る ことが重要 であ

る」 と書 かれてい ます。今 までの議論 では どち らか と言 うと、 どこか に何 か特化 で きる知

的資源 がないか とい うものばか りで した。

杉本 役 に立つ ものは役 に立 ってか らでな くて は分 か らない もので、最初 か ら分か ってい る もの

は大 した もので はないだ ろ うと。無 目的で も構 わない。 とにか くデー タ を蓄積 してい っ

て、使 う人 は別 にい る訳だか らその使 い方 にまかせ ればいい。歴史 の ためのデー タベース

を作 ろ うとす る と、そ れを作 る人の見方 が必ず邪魔 になる。 そんな ものは要 らない と。 と

にか く一生懸命何 で もかんで も蓄積 をす る。かつ ては、計算機 の計算 能力 や通信 能力 は現

在 ほ ど情報 を蕾めて ゆける能力 とい うの はなか ったか ら、事実 だけ を入 れる ように し、そ

れ を見 る人 間の能力で使 うようになって いた。 その人間がそれ を使 って他 の人 にサ ー ビス

しようとす れば、その人 の見方でサ ー ビス を した。 だか ら、基本 的 な資源 とは事 実の集 ま

りだ けで しかないので はないか と思 う。 もちろん個 人の見方 や考 え方 があれば、そ れはそ

れ 自身 と して事実 としての蓄積 が またで きる。科学技術 のデー タベ ースでは、一番 よ く使

われ るの は生 データなんだ と言 われ ます。生 デー タの方がベス トセ ラー にな る と言 い ます

ね。人の見方 を押 しつけない ようなデ ー タで ない と出 て行 かない。

杉本 イ ンターネ ッ トのWWWと い うのはハ イパ ーテキス トで、元のテ キス トデー タをその まま

流 してい ますか ら、 それ をどう使 お う と自由なわけです。 もち ろん、 その中で はオーガナ

イズされ たデー タベースがあ りますか ら当然 なんですが、その中で も恐 らく今 どん どん出

て行 っているのは生情報 だ と思 い ます。

事務局 そ うい うこ とだ と 「情報 のナ ビゲー ター」 の役割 とい うのは もの凄 く大 きいです ね。

色 々な切 り口か ら生 デー タにアプロー チで きるようになっていない と、そ こに辿 り着 けな

い ことも起 きて しまい ますね。

杉本 「情報 のナ ビゲー ター」 とい うの は一人 では ないんで、 どんな形 で もあ り得 ます。確 か

に、博物館 の所蔵 品 をデジ タル化 す る ときには、そ れを どんな方向 か ら撮 る とい う問題 は

あるか も知 れ ません。 で きるだけ多 くの角度 か ら撮 影 する とか、 た くさんの情報 を入 れ よ

うと して も、 どう して もフィル ターをかんで しま うけれ ども、 しか しそ れを避 け るとい う

ことは何 もカ タログに まで レベル を落 と して しま うとい う意味で はない。 カ タログはカ タ

ログ としてあ っていいがそれ とは別 にな る。で きるだけ多様 な観点 か らデジタル化 して残

し、生 のデー タに近付 け る とい うのが可 能性 と しては考 えられ るだ ろ う。

杉本 それか ら今 まで とは違 って草 の根 で、デー タを作 る ところが非常 に広 が って きてい ます。

従 来 はデー タベース とい うと大 きな ところで しかで きなかったけれ ども、今 は小 さな とこ

ろで もで きる ようにな って きてい る。 す ると逆 に、小 さな ところにデ ー タベ ース をち ゃん

と設計す る ように させ るのは無理 があ る。小 さな ところに対 してそ う言 うことはで きない

訳だか ら、使 う側 がなん とか対応 してい く以外 にない。

事務局 利用 す る側 が レベ ルア ップ してゆ く必要 があ る とい うこ とで すか。

杉 本 それ は私 は重 要 だ と思 う。 デ ー タベ ー ス が盛 ん に な り始 め た際 に よ く言 われ た こ とは、 イ

ン フ ォ メ ー シ ョン ・リ ッチ とイ ン フ ォメ ー シ ョン ・プ ア ー の ギ ャ ッ プが 大 き くな る と。 そ
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れ をマルチ メデ ィアの例 に広 げてみる と、情報の重要性、 「ア ウエ アーネス」 に気付 いて

い るかい ないか とい うの は重要 じゃないか と思 う。 その ときに中高年 が問題 にな るので は

ないか。社 会全体 を見 てみ て、今 の若 い世代 はいい として も中高年 が置 きざ りにな る とい

うの は看 過 で きない。そ うい う人達が もっ と情報 に対 して意 識 を高 め てゆ くため に、情 報

技術 は使 われ てゆ かねば な らないので はないか。大 き く言 って しまえ ば、情 報技術 の普

及 、情 報教 育 や訓練 の問題 で しょうか。

杉 本 カ リフォルニ アにWWWをMosaicベ ー スにや っている村 があ って、人口数百人 とか数千人

ぐらいの ところが 自分達 のホームページ を作 って、 こんな ものがあ る と情報発信 を して い

ます ね。 また、イ ンターネ ッ トでは各地方 の狭 い範 囲の天気 な どを調 べ られる ようになっ

てい て、観 光案 内 な ども出 しているので見 る ことが で きるんです。旅行 をする と きな ども

調 べ てい ますが、 す る と発 信者 は どこに自分 の地域 の売 りがあ るのか 「見せ方」 とい うの

を工夫す る し意欲 をか きたて られる し、受 け手 も興味 を もって アクセス してゆ く。情報 の

受 け手 と送 り手 が ネ ッ ト上 で結 びつい てい る。僕 は、 こうい う結 びつ きが あ るとい うの

は、 日本 と較 べて本 当に変 わ っているな と実感 しますね。

杉本 ネ ッ トワークの形成 や利 用 とい う情報化 の面 で、 アメ リカが地 理的 に大 きな国 だ とい うの

は有利 に働 いてい る。 その反対 が シ ンガポールです ね。 国 を挙 げて ネ ッ トワー ク化 をやっ

てい る。(笑)

事務局 結局、情報 とい うのは、必要 のない人 にはな くて も生 きてい ける ものです。従来 か ら情

報化社 会 とい う言 葉 や情報革命 とい う言葉 で産業 のある部分 は変 わ って きたけれ ども、歴

史的 な大 きな転換 がな い と将来 的 に もこの ままの延 長 で済 んで しま うか も知 れ ない。 も

し、 デー タベースや ネ ッ トワークが社会 のあ らゆる分野 に整備 され た とき、情報 に対 す る

ニ ーズの大 きな変 革 は どうや って起 きるので しょうか。確 か に一部 の人 々の間で はニーズ

はあ るのか も知 れ ませ んが、社 会 のあ らゆる層 で必 要 とされ る状況 とい うの は どん なイ

メージなので しょう。

杉本 使 う必要が なければ趣味 でなければ使 わ ないとは僕iも思 い ます。石炭 が石油 にな ったよう

な こと、 これ 自体 も大 きな変化 と言え ますが。 しか し情報 の経 路が上 か ら下へ の流 れか ら

網 の 目に変 わ って、東京 に行 った方が取 りやすか った情報 の性質が変 わ って、 どこか らで

も取 れる ようになるわけです よね。テ レビに 自分 の見 たい番 組 を リクエ ス トす る とか、情

報 の受 け手 が送 り手 に対 して注文 をする ようにな る。人 の活動 とか行 動 の様式 が変 わって

しま うと思 い ます。

事務局 戦後 の 日本 を考 えたとき、集 団発想 が強 くて 目標 が明確 に単一化 していた と言え ると思

い ます。 そ して情 報化 とい う時代 を本格 的に迎 えた ときに、従 来の教 育体制 とは違 った情

報 にアクセスす るこ とに よって、 「個」 の ライ フス タイルの面で個 人的 な豊 か さの追及 と

か、パ ラダイ ム転換 があ るとい う問題提起 があ りま した。

杉本 確 かに変 わ り得 る と思い ますが、横 に動 く社会 になって こない と 「三つ子 の魂 百 まで も」

とい うように、子供 の時代 に受 け る意識 が変 わ って こない。 このま ま画一 的 な状況が続 く

と、例 え海外 に出 る とい って もどこまで行 って もカルチ ャーセ ンター留 ま りなの じゃない

か と思 い ます。情 報 を活用 す ることとい うのは、それか ら何 か を受 け取 るこ とで何 かメ シ
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の種 を探 してい くんだ と。そ うい う気持 ちでない と本 当 に意識 な ど変 わ って こない。

事務 局 例 えば先 日、週刊誌 に 「外 国人 か ら見 た 日本人 の いや ら しさ」 とい う特集 が載 りま し

た。 それ は 日本人一般 の ことだか ら、誰 で も共感 で きるか とい うとそ うではない。海外 を

知 らない人 にとっては指摘 されて いる部分 とい うのは理解 しに くい ものが あるか も知 れ な

い。 この ように誰で も判 断で きる領域 であ って も 「情報」 のあ るな しで理解 のギ ャップが

あ る。 このギ ャップの意味 が浸 透 していないために情報 に対 す る新 しい価値観 が生 まれ に

くいのでは ないで しょうか。

杉本 日本 では 「寄 らしむべ し、知 ら しむべか らず」 とい うか、体制任せで、 当事者能力 を失 わ

せ る空気 が強いですね。企 業で もそ うだ し、なぜ摩擦 が起 きたのか、相手 の立場 を考 え よ

うとい うことにな りに くい。 こうい うス タンスや、情報 が ない ままに社会 な どに対応 す る

とい うことは結局 自分が損 をする ことに なるのだ と、最初 の教育か らや り直 さない といけ

ないか も知 れ ない。

杉 本 逆 に、 インターネ ッ ト以前 の計算機 ベースの時代 で言えば、そ もそ も文字 や記号 とい う言

語 の前提が アル ファベ ッ トで、漢 字 の ような2バ イ トの言語 があ る ことを知 らなか った。

我 々 に して もイ ン ドに10以 上 の公用語 が ある と知 っていた として も、そ れが どんな文字 を

書 くのか全 く知 らない。 かつ ては情報 の世界的 イ ンフラ とい うものは なかったが、 これか

らは自分 達 で も自分 を知 ろ うと し 「他 」か らも自分達 の ことを見 れ る、互い に見 える よう

な世界 を作 ってゆ く必要 があ る。 「違 う ものが ある こと」 これ を知 るこ とか ら始 まってゆ

くと思 う。

事務局 情報 ナ ビゲーター や生 デ ータの議論 が出 ま した。例 えばそ うい うものをユ ーザー ご とに

学習 して覚 えて くれ るような、 自分 の学習 の分 身 となる よ うな もの、 コンピュー ター技術

においてはそ の実現 の可能性 はあ るんで しょうか。

杉本 賢い秘書 の ようなナ ビゲー ター とい う意味で言 えば、 その登場 は まだ遠 い将来 の話 だろ う

と思 う。 しか し、単純 な 「学 習」 とい うこ とであれ ば既 にで きる よ うに なってい る。 た

だ、 イ ンター ネッ トの ような知識 ベースで探 す に して も、 自分 のボキ ャブラ リとネ ッ ト上

のボキ ャブ ラリの不 一致 を助 けマ ーク して くれ るような ものは、 まだ実 現の余 地 を残 して

いる部分 だ と思い ます。

事務局 新 しいデー タベースの議論 では 「情報 の情 報」 とい う意見 が出 ま したが、何 を引 き出せ

るかのサポー トで しょうか、 それ とも、 どこにあるか の索 引的 な もので しょうか。

杉 本 結局 、 「所在」 と 「ナ ビゲ ーシ ョン」 の どち ら も必 要だ とい うことです。場所 が分 か るた

め にはそれが何 で あるかが分 か らない とい けない し、そ れ には要求 が何 であ るかが分 か ら

ない とい けない。将来 と今 までのデー タベ ース との違 い と しては、 これ まで の ように下 に

組織化 されたデータベースがある とい う形 ではな くなるで しょう。下 と上 か らの両方 か ら

来 るデー タが ない といけない。僕 が 「トップダ ウンに制 限 と管理が されたデー タベース」

と 「そ うでは ないデ ー タベ ース」 と列 記 してい るのは その意味 で す。例 えばMosaicか ら

WWWを 見 る と、WWWと いうの は本 当に草根 の情報 であるけれ ども、それだけだ と目的の

場所 に行 けない とい うのが起 こる。だか ら管理情報 と個 人の知識ベ ース とな り得 る情 報が
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あ る 。

事務局 この間 開催 されたデ ジタル ・ライブ ラ リ会議 をご説明 して下 さい。

杉本 僕 自身の話 は、 アメ リカの コンフ ァレンス などの会議 か ら抽 出 して きたものの報告 です。

特 にアメ リカで どうい うデジ タル ・ライ ブラリのプ ロジ ェク トが な され ているか、 それが

どうい う ものであ るべ きか とい う議論 な どをまとめ ま した。そ れか ら安達 さんの報告 は、

これか ら学術情報 セ ンターで情報処理 したデータやDTPで 作 った雑誌記事 をネ ッ トワーク上

で提 供 す る とい う ことで すので、 そ れ に関 する ことで す。 山本 先生 の報 告 は、 「ネ ッ ト

ワー ク時代」 にな って、末 端 のユ ーザ ーがデー タベ ース を扱 える ようになった とき図書館

員 は何 をす るんだ ろうか と。 そ うい うとき、ネ ッ トワー クの上 で利用者 を助 けるツール を

ネ ッ トワー クを使 って流 したんですけれ ど、そ うい う役割 は大事 だ と。阪 口さんの は、 イ

ンター ネ ッ ト上 で現状 で どん な ことが で きるかを まだ あ ま り知 らない人 に示 した もので

す。それ か ら帝京大 の武井先生 は、帝京大 で実際 にお こな われ ているサ ー ビスを発表 され

た。それ か ら最後 に、研 究組織 と しての図書館 である とかそ うい う仕 事 を使 ってこうい う

場 を作 るにあ たって、や は り草 の根 か らのデー タ、 それ に基 づ くデジ タル ・ライブラ リが

大事 なんだ と。個 人であ って も自分 の集 めた 自分の コレクシ ョンをデ ジタル化 して載 っけ

るこ とが で きる。個 人 としてやっていれば もちろんそれで ネ ッ トワー クに参 加で きるわけ

です けれ ども、や は りお互 いに全 く自由 に集 まってボ トムア ップに集 まって参加 す る場 を

作 ってみないか とい うよ うな提案 です。

事 務局 今 の図書館 の蔵書 をデ ジタル化 して、 デー タと して提供 で きる ようにす る とい う こと

も、電子 図書館 、 デジタル図書館 に入 る と思い ます が、 その作 業量 は膨 大 にな ります。 ど

うい うことを念頭 に置い てその事業 を行 な うか とい うことは、 もう先 生方の その場で は盛

んに議論 されているので しょうか。

杉 本 既 にあ る図書 とい うのは一番 問題 になるんです。実際 に本 当の単行本 をスキ ャナーか ら取

り込 んでい くとい う話 は余 り出て こないですね。雑誌記事 に関 しては そ うい うのが進 んで

い ま して、 ドイツの ミュ ンヘ ン工科大 学のバ イヤー さんの話で すが 、 ネ ッ トワーク上 で こ

うい う環 境 を作 る場合 に要 はペ ージイメージで蓄積 しますね。その場合 には絶対 にOCRを

使 い ます。 コス トメ リッ トが全然違 い ます。ですか ら雑 誌記事 に関 しては既 に現在 そ うい

うや り方 で や られて いる と。そ れ に関連 して、AT&Tで 「RightPage」 とい うサ ー ビスが

あ って、実 際にUCSFで 試験 的に運用 されています。 その開発 に当 たった人が 「世界最大

の雑誌 の カー ターだった」 と言 ってい た(笑)。 現実 にはそ う して働 いているけれ ども、

しか しやは り大 きな問題 は知 的財 産権 で す。

事務局 デジ タル ・ライブラ リで基本 的 に流 れるメインな情 報 とい うの は何 なので しょうか。

杉本 僕 自身の解 釈 として は、要 は これか らの ものだ と思 う。 「デジタル ・ライブ ラリ」 とい う

名前 に して も、デジ タルな もの を 「ライブ ラリ」 と呼 んで もいいの か議論 の段 階です。 だ

か ら 「ライ ブラ リ」 とい うもの を 「コ レクシ ョン」 と見 た とき、 「デジ タル ・ライ ブ ラ

リ」 はど うなのか、 「情報 の コレクシ ョン」 と呼 んだ ときに どうか とか、 「あ る一箇 所 に

集 め たコ レク シ ョン」 と見 た場合 に どうなのか。そ うい う議論 の場合 には、知的財産権 と

絡 んで、基本 的に これか らの問題 であ る。それで、今 の問題 と してで きる もの としては雑
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誌 記事 、それ も科学技術 の分野 の雑誌記 事 な どはや りやす い。 そ うで なければ著作権 が失

われて関係 の ない古 い もので、そ れを人文科学研 究 のため に提供 ま しょうとか、あ るいは

FBIか ら貰 って きた資料 をデー タベー ス化 しよ うとか、 そ うい うよ うに行 な われ て きて い

る。 だか ら普通 の図書館 の、パ ブ リッシ ャーか ら出て きた もの をデー タ化 す る体 制 とい う

のは社会的 には まだで き上が っていない。

事務 局 こう して考 える と、人類 の歴史的蓄積 デー タの新 活用 とい うのは大変 な ものなんです よ

ね。本 日は長 いお時 間 を有難 うござい ま した。
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田中 優子委員

事務局 最初 はご専 門についてご説明いただ きたいと思います。

田中 専 門 と言 いま して も多岐 にわたるのですが、一つに江戸文化 の中での自己 とい うものの扱 い

方、セルフイメージの扱 い方 とい うものがあ ります。一人の人間が一つの名前 を持 って、一つ

のアイデ ンティティーで情報社会に参加することには限界 があ ります。実際に もう通信のなか

で起 こっている ように、参加 するときに別 の名前 を使 った り、あるいは幾つ もの場面で名前 を

使 い分 けた りしなが ら、通信 を使 うとい う現実がもう始 まっている訳 です。そ ういう現象 は、

これか らもっと大 き くなって多 くの人達 に及 んでい くのだろ うと思 います。 もう一つは、そう

い う 「セルフイメージ」 を基盤 に して、今 まで とは違 うネ ッ トワークが出来てい くということ

があ ります。会社 や学校 や、組織 を異 にする 「ネ ットワーク」が、実際に出来 て しまっていま

す し、それはますます社会 に及 んでい くだろ うと思います。今 までは、 どう しても地域的なつ

なが りとか、違 う組織 であって も会社の中で とか、顔 を見知 った人が会社 の外 で、 とい うネ ッ

トワークであった り、ある程度 限られたものであった。それが、限界 を持 たずに、地球全体 の

中でネ ッ トワークが出来てい くだろ うと。それは、今 まで考 えて もみ なかった ような非常 に小

さな関心の持ち方です ぐにつながって しまうような ものであった り、何 かのムーブメン トに 「反

対す る」 とい うようなものであ った り、 自分 たちがそうい うムー ブメ ン トを 「起 こそう」 とい

うものであ った り、ある場合 には非常 に政治的な動 きす ら起 こり得 る ものです。宗教的なネッ

トワーク もこのなかで起 こる可能性があ ります。

田中 世界 の中で、歴史 の中で起 きて きたような、そうい うネ ッ トワークが、今度 は、通信 の中を

ベース にして起 こってい くだろうとい うことです。次 に江戸文化 を通 して、 「連」 とい うもの

を中心 に研 究 しています。 これは日本特有の ものとは言 えないのですけれ ども、 日本の歴史の

中では非常 に強 く表面 に出ているものです。特 に 「システムが変 わるとき」、 「時代が変 わる

とき」 、 「連」が最初 に出て きて、全体 を変 えてい く可能性がある。 日本 ではそ うい うもの と

して起 こってきやすいのです。一つの専門分野からは、その ような、観点で見 ています。それ

が今後 どうなるだろ うか と。当初は単 に どん どん広がってい くだけだろ うと思 いますが、そう

した ときに色々問題 も犯罪 も起 こって くるで しょう。ですか ら、そ うい う新 しいネ ットワーク

について出て くる様 々な問題 というものを、今度は考 えていかな くてはいけないと思います。

何 が出て くるか予想 はつ きませんけれ ども。それからもう一つは、メディア。 「表現メディア」

とい うことです。例 えば この資料 には、 「文化 の中での歴 史的知 的資源の保管 のネ ッ トワーク

化」 と出ています。今 までのメディアは、 「一つの ところか ら沢 山の ところへ送 られてい く」

とい う 「マスメディア」です。 これは、 日本では非常 に早 くから出て くるんですね。ですか ら

これは非常 に得意 なところですが、放 っておけば際限な くなって しまう。 もちろんこれは全世

界的な傾 向ですけれども、 さきほ ど申 し上 げた 「陰のネッ トワーク」、非常 に小 さな 「連」

が動いていると同時 にマスメディアが動いているというのが例えば江戸時代です。近代 になる

と、 この 「連」の方が失 くなって しまった状態でマスメディアだけが動 いている。 しか し現代

で は再 び 「見 えないネ ッ トワーク」が、動 き始めているという状況だ と思います。

田中 今 回の場合 には、マスメデ ィアの方の一方的な流 れ方 というのも、完全 にこの中に入 って しま

えば、壊滅 状態 になるのではないか と思います。 「ジャーナ リズム」 とい うものは一体 どうな

るんだろうというのは、非常 に関心のあ るところですが、今 までの在 り方では、 もうもたない

で しょうね。 とい うのは、マス メディアを担 っている人達が情報 を取 って きて、自分 たちの考
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え方を視点 に編集 してそれを外 に出 してきたんですけれ ども、今度は編集主体が受け手側になっ

て しまう訳です。 「送 り手」 と 「受け手」 とい う関係 はな くなって しまう。そ こで生情報 とい

うものをで きるだけ提供 して欲 しい訳ですが、 この生情報が 「どこまで生 なのか」 とい う問題

もあ りますが、 ともか く全 ての人が編集で きるということにな りうる筈です。そ うする と間に

立 っている、情報 を整理 した り、編集 した りする人が職業 として成 り立つのか どうか。私 にとっ

て、 ここが歴史的なメデ ィアの流 れ というところか ら非常に関心 のある部分 です。

田中 私の願望か ら言います と、大 きく変わって欲 しい。例 えば政治についての新 聞の情報、テ レビ

の情報、週刊誌 の情報な どは、 自分が選挙 する有権者 として関わろうとした ときに、今 の レベ

ルでは足 りないです。新聞、テ レビ、週刊誌 とい うのは信用で きない。これが、 どこで どの よ

うに編集 されて出て きているのか もよく分 からない。全部 、署名記事 ならいいのですが、そ う

で もない。誰が責任 をとっているか もどこで歪め られているか も分 からない。 どこまでいけば

生情報があるのか分か らない、政治家の話 を聞いたか らといって分 かる訳で もない。非常 にみ

んなが困っていると思 うんですね。 しか しこれについて言えば、 「生情報が欲 しい」 というこ

とは、非常 に簡単なことなのです。例 えば憲法の話題が出たときに、そ ういえば この9条 は どう

い う風 に書 いてあったのか、 と思っても本で調べ ない と分 か らない。図書館へ行 って調べ なけ

れば分からない し、発表がないと分か らない。 もっと細かいものになると、民法 とか刑法 とか、

国会 についての様々な規約であるとかにな ります と、その膨大な ものを自分が持 っている訳 に

いかない。 自治体の ことや行政 のことになれば、 もっと持 つ訳 にはい きません よね。 ところが

そ ういった ことは、テ レビを見 ても新 聞を読 んで もとっさには分か らないのです。 もちろん話

題 になっていることは分かる。問題 になっている問題のあ りどころが分かる。では、 自分でそ

れ を最初か ら考 えて議論 と突 き合わせて見 ようと思 って もで きない。ですか ら、非常 に簡単な

ことなのですが、そ うい うような ものがす ぐに取 り出せる、呼び出せば情報が画面に出て くる、

膨大 な情報 が出て くるとい うことです。ご く普通の図書館 に行けばあるような情報 が、考 えよ

うと思 ったときにす ぐに出て くるということが非常 に重要で、関連 して 「これは どうなのか」

と芋づる式 に次 々 と出て くる疑 問に対 して、何 かが答 えて くれる。何 も人間でな くて もいい。

それは機械が答 えて くれて もいい程度の情報 なんです。そ ういう非常 に、基本的な情報 という

ものが、今 は手 に入 りに くい。基本的な情報 を、マルチメデ ィアを通 じて提供 して欲 しい。

田中 そ うす ると大変判断 もしやす くな ります。 それからもちろん、 こういうことも可能だ と思 う。

例 えば、内閣や国会で毎 日議論 されていることを、ず っと、流 しっぱな しにす る。 アメリカで

は議論がずっと流れています、そういう専 門のチャンネル というのがあ ります。会期の間はずっ

と流れっぱな しです。そ こにチ ャンネルを合 わせ ると聞こうと思えば聞ける。それを活用 して

いる人は多 いですけれ ども、現実問題 としてテ レビの前 にず っと座ってい られ るか、 とい うと

座 っていられない。そうではな くて、今 日行 われた議論、誰が何 を言いどうな ったか というこ

とが、その ときにテ レビの前に座 っていな くて も引 き出せ るようなシステムが欲 しい訳です。

もちろん静止画像 などじゃな くて(笑)、 画像 も言葉 も受け取 ることがで きる。そういうよう

なガラス張 りの制度、そ うい うようなことがまず欲 しいです。私は行革審の委員 を2年 間やって

いたことがあ りま して、委員 をやっていて も非常 に困 りました。 自分 が担 当 している視点か ら

ものを言 って欲 しいといわれたときには、資料 を見る し参加するのですが、それ以外 の問題 に

ついては、本当 に膨大 な資料 が出て きて、資料 ばか り毎 日たまって しまって、問題点が分か ら

ないのです。 ただの行革審委員です らそ うい った状態ですか ら、恐 らく国会の中では、議員 さ

んたちに も分 からない ことが沢 山あ るのではないで しょうか。また、 日本 だけでな く、で きる

ことならば世界情報、例 えばアメ リカの議会では今、何 が議論 になってい るか とい うことが手
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に入 る と もっ とい い。

田中 こうい う議論 もあ ります。色々な方 とマルチメディアにつ いて話 をしていると、 「積極的にや

ろ うとしている人にはいいか もしれないが、受 け身の人に とっては、マルチメデ ィアはあって

もな くて も同じだ」 と言 う人 もいます。 しか し私はそこがマスメデ ィアと違 うところだ と思 う

のです。マルチメデ ィアは、受け身の人 について考 えなくてもいい。欲 しくない人は放 ってお

けばいいのです。マスメディアの場合 は欲 しくない人 にも送 らない と仕事 にならない。そ うい

うような視点ではな くて、欲 しくない人 はいいですから欲 しい人が取 れるようなものが整備 さ

れてい くことが重要 なんです。では、そ ういう整備 に誰がお金 を払 うのか ということが大 きな

問題になるかも しれ ませんが、それは欲 しい人から取 れる。本 に本代 を払 うの と同 じ程度の、

非常に単純 な考 え方 で運営で きるように していかな くてはならないだろうという気が します。

その場合 には、今 までのや り方では、沢山の人に沢山のものを売 らない と企業が成 り立 たない

というシステムだったけれ ども、それ と同じような考 え方では、結局 みんが欲 しが るもの しか

提供 しない ということになる。ですか ら、そ うなると私 は、 このシステムが整 った としても結

局、今 まで と同 じになって しまうと思い ます。それがない ように、経 済システムの整備がどう

しても必要になって くるのではないかと思 うのです。今のことを商品 に例 えて言えば、 「問屋」

という中間業者 というものがな くなって くる可能性があ ります。 もの を欲 しい と思 った人が製

造元 に発注すれば、手に入る。中間業者 は要 らないということにな ります。そ うい うことも含

めて、産業界 の大 きな変動 とい うものが起 こると思い ます。 これは どう しようもないのではな

いか と思います。それが混乱 な く移行で きるような、かな り大 きな、 ゆっくりとした 「動 き」

とい うものを見 ていかなくてはならないのではないか と思 っています。

田中 教育分 野のことですが、実際に大学で色々な方 と話 していると、 これ についても大 きな問題が

あ ります。今は大教室で一方的 に話 している。 これは、私が授業 を受 ける体験 か ら言って も何

に もな らない(笑)。 本読 んでいて も同 じではないか とい うことになる。 もちろん18歳 人口が

減 って きますか ら、 もう少 しましにはなって くるで しょう。実際の接触がで きて くると、 また

違 った ことが起 こるで しょう。 それに しても一方的なんです。それで これ を何 とか しようとイ

ギ リスでは国自体が人文科学の コンピュータ化、特 に哲学の分野への コンピュータの導入 に非

常 に積極的に取 り組 んでいる。そこで何 をやっているか とい うと、今 、何 百年 も前 の哲学者 の

話 を何 とな く聞 こうなどという人 はいない。そんな学生 もいない。そ こに自分 はどうい う関係

があるのか、どう関 わって行 けばいいのかが理解で きなければ、学ぼ うとい う気にはなれない。

そ こで、各々の学生がその哲学者の言説や本 を、加工 した り編集 した り分析 した り、自分で行

うことによって、関連や関わ りを持 ってい く方法 を導入 した。そのために コンピュータを使 っ

ている訳です。 コンピュータがす ぐで きることとい うと、 まだ非常 に単純 なことで、あ る言葉

が出て くる頻度 を調べ るとか、その程度の ことです。 しか し、そういう語彙計算か ら見て もあ

る程度その分析がで きる。学生の方で も何 とな く授業 を聞いているのではな くて、 自分で分析

がで きるのが凄 く面 白い。その前提 となっているのはフルテキス トが入 ってい ることですね。

哲学な ら哲学の、文学 なら文学の。哲学 と文学 ぐらいの分野 に関 して言 えば、イギ リスでは本

当に重要な ものや必 要なものはほとんど入 っていると言 える。ギ リシャ、 ローマの ものやイギ

リスの詩は全部入 っている し、シェイクスピアもすべて入っている。ですか ら、主要 なものは

全 てコンピュー タに入 っていて、いつで も取 り出せ るという状況 です。 ということは、本 は買

わなくて もいい訳です。 フルテキス トですから、そ こか ら取 り出すだけでなく分析 もで きます。

今 は単純 な分析 しかで きないけれ ども、無限の可能性がある。語彙の並べ替 えや語彙数 えだけ

でな く、その間のソフ トを詰 めていけば、そのソフ トを作 ることが新 しい学問になるくらい 「フ
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ルテキス トを入 れる」 とい うことは重要なことなのです。そういうことを既に始めている。各

大学 によって得 意分野があ りますか ら、 ここは文学担当、 ここは哲学担当、言語学 はここが担

当 とい うように、国立大学が各 々担当 して進めている。 しかも国が積極的 にやっている。です

か ら、 これは非常に整 えて欲 しいものの一つです。 日本の場合 には、そ こに参加 しているのは

源氏物語 だけなんです。源氏物語は フルテキス トの日本語版 と英語版 が入 ってい ます。 ご く最

近、説話集が入 ったそ うですが、その くらいでは全 く何 にもで きないですね(笑)。 これは源

氏物語 を入れた研究者に直接聞いた話ですが、出版業者の著作権問題があって、出版社の方で

入れさせて くれない と言 っていました。ですから、企業 との間の問題 とい うの も、 こういうも

のでは大 きくなって くるだろうと思います。それからもう一つは、 フルテキス トというと生情

報です。同 じような意味で、色 々な 「生情報」がある訳です。その本が入 っているとい うだけ

で なくて、社会学であれば社会の色々な現象 について、生物であれば生物の映 像な ど、様々な

生情報 とい うものはあ ります。大事 なことは先生 の講義 に出て くることでな くて、生情報 を得

ること、生情報 を取 り出 して学生がそれを自分で編集で きるとい うこと。 自分の論理 を発見 し

た り自分で組み立てる。つ ま り、今 まで論文でや っていたことをこの中で、双方向的に編集す

ることで創 ることがで きるような気 がす る。論文 を文章 と して出すのではな くて、 コンピュー

タの中に創 って出す とい うことは、慶応 の藤沢校舎 などで始めています。 こういうようなこと

はあ り得 るだろ うし、あったほうが学生の関心 を高め ることがで きるのです。 自分 と関係 のな

いように思 える世界 に入 ってい くキ ッカケが、今の教育の現場に どれだけあるか、それが この

マ ルチメディアを突破 口としてあ り得 るか も知 れないと期待 しています。

田中 では、 この場合、 どれだけ どの 「生情報」 を入 れてお くのか とい うことになる と、キ リがな

い。ですか ら、 どこまでやれば大学 を卒業 になるのか とい う組み替え もまた、起 こって きて し

まいます。 「科 目」 とい う考 え方、 これは もうすでに崩れてい ます。大学 の中で もこれが崩 れ

始 めています。 「科 目」 とい う考 え方、 「能力」 という考 え方、 これ らは変わっていかざるを

得 ない と思 います。生情報や フルテキス トの入力、そ して、編集 ソフ トの創造 は、 「編集工学

研 究所」 というところが もう取 り組 んでいます。 しか し、 「考え方」 は非常にはっきりして鮮

明な方向 を持 っているのに、実際には入力で きない状態です。 どこか らも資金援助 が無 いか ら

です。で もそ ういう考え方があって、そのための設備 や人材 を集 めることがで きれば、 どんど

ん進めることがで きる能力 を持 った人間が もう既 に出てきてい る。そ うい う人達 に、援助 を し

ていただけるような環境、ただお金 を与えるというだけではな くて、企業 としてそ うい うもの

が起 こって きやす くする ということも含 めてですが、融資で もいい訳です し、そ ういったもの

が、まだ まだ足 りないのではないで しょうか。

田中 物語関係で、 「オペラプロジェク ト」 というものを、 「編集工学研究所」が手 がけました。 と

りあえずは 「物語の」 という話になっていますが、私はそれだけでなくてもいいと思っている。

先程言いま したように、哲学や、それか らで きるだけ沢山の生情報 を呼び出せ るということ。

これは図書館 の問題 にも関係 してきますが、今、図書館 にコンピュータがある といって も役 に

立たない(笑)。 特 に私 の ような古典 を扱 っている人間や、古い文献 を扱 っているものにとっ

ては、役 に立 たな くて、使 わないことが多 い。なぜかと言 うと、10年 ぐらい前か ら後 に入れた

本 のタイ トル しか入 っていない とか、 ここ2、3年 ぐらいの もの しか コンピュータに入 っていな

いので、結局 はカー ドを使 う(笑)。 そんな状況 なんです。オ ックスフォー ドあた りだ とアメ

リカとのネッ トワークで、.相当古 くまで入 ってい ます。それで もまだ全部ではない。 またこれ

は、題名 とか題名か ら推測で きるテーマ くらいで入 っているので、非常に単純なものなんです。

そ うい うものです ら全部入 っていない。だか ら、 まず全部入れて欲 しい。次に、題名や、題名
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で推測 できるテーマでは全然足 りない。中のテーマが、実際に題名から推測で きないテーマ と

い うのは、い くらで もある。ですから、少な くとも目次情報が必要です。それから先程 フルテ

キス トと言 いま したが、 フルテキス トでは今、 アメ リカ、イギリス、 ヨー ロッパ を全部あわせ

て も古典 しか入 っていませ んか ら、出版 された本が次 々 とデータベースに入 って しまうとい う

ことが もし整 えば、それ こそ本屋 のない ところで も本 を読む ことがで きる。外 国で 日本で出た

ばか りの本 を次 の日に読むことができる。物の移動が非常に少な くて済むようにな ります よね。

そ うい うことも含 めて、図書館 だけでも、 まだや らな くてはいけないことは膨大 にあるのでは

ないか とい う気 が します。

事務局 「情報」 とい うことに関 して、 もし江戸時代 にあった こういう事柄が再認識 されれば、世の

中がこう変 わる とい うことがあれば、お話 し下 さい。具体 的な事例の方が、イメージが湧 きや

すいのですが。

田中 例 えば何かはんの小 さな ことをキッカケ として、ネ ットワークが出きてい くとします。5人 や10

人の小 さなグループで もいいですが、そ ういうようなものが出来ていった ときに、一つ非常 に

大事 なことは、誰かが リーダーシップを取 って皆が従 うという形 にはならないということなの

です。一人一人が全 て参加者で、情報の 「発信側」 と 「受 け手側」 という区別は存在 しない。

「パ トロン側」 と 「作 る側」 という区別 も存在 しない。幾 らか持 っているから出す とい うこと

はあって も、持 っている人 はあげたいから出すのであって、遠 くから眺めるために出すのでは

な く、常 に全 ての人が参加 している状態である。そのようなシステムがあ って初めて、 中が活

性化 してゆ くのです。それか ら中の活性化 のもう一つの要素は、一つの理 由で、例 えば俳言皆を

作 りたい とか、非常 に単純 な理 由で集 まったとします。 ところが、実際 に集 まって見 る と、そ

れが少 しずつ シフ トしていって しまう。他 のことをや り始 めて しまう。それから、 メンバーが

常 に自由に出入 りしている。 メンバーが変わっていって しまうこともあって、それで も構 わな

い。その中で、あんなこ とも、 こんなこともと色々やっているうちに、非常 に新 しいアイデア

が出て くることがあ る。例 えば、今、私 たちが考 えている 「浮世絵」 というものは、その よう

な場からで きて きたものです。新 しい構図が出て くる。突然新 しい構図が採用 される。それは

突然出てきたものではな くて、その中のメンバーの何 人かが外 国か ら持 って来 たものだ った り

する訳です。それをキ ッカケに して、 これを作 り直 して見 ようと、作 り直 しのプロジェク トに

入 っていって全 く新 しい構 図が出来て しまう。技術的 なことで もそ うで、非常 に新 しい技術が

生 まれて しまう。そ して、新 しい商品が実際 に生 まれて しまう。それは、利益追及 の方向 を向

いている企業の中では出て こない発想です。 しか し、趣味 で終わらないのは、出て きた ものが

その中のメ ンバーによって商品 として表 に出てい くからです。そこまでのプロセスが組織で は

ないところで動 いている。それはその段階では非営利的な組織 です。つま り、非営利 的な組織

とい うものが、特 に硬直化 して しまっている社会の場合 には、新 しい動 きとい うものを促 すキッ

カケになる。ですか ら私 たちは、これはマルチメディアの上であろうとなかろ うと構 い ませ ん

が、非営利的な、みんなでお金 を出 し合 って存在 している組織 とい うものにもっと注 目 してい

いのではないか と思 うのです。今 までは、ボランティアとい う言 われ方を して、弱者 を助 ける

とい うニュアンスが どこかにあ りま した。そうで はな くて、それはその中にハ ンデ ィキャップ

のある人が いたとすれば、それ も単にネッ トワークの一つであるというだけの ことで、ハ ンディ

キャッパーならハ ンデ ィキャッパーの暮 らしやす いような知識交換のネッ トワークとい うもの

は当然で きる筈 です。 もちろん、ハ ンデ ィキャッパーではない人のボランティアネ ッ トワーク

もある筈 です。
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田中 江戸時代 のハ ンディーキャッパーの ことで言えば、非常 に強固なネッ トワークがあった。例 え

ば・盲人組織 は、巨大 な権力組織 だった。将軍 と対等に話 がで きる位 であ り、裁判権 をもって

いた。被差別民 と言われている 「稜多」、 「非人」 と言われている人達の、 「楊多組織」、 「非

人組織」 も巨大権益組織 です。。それか ら遊廓の組織 、芝居小屋の組織。そういうものがあ り

ますけれ ど、それぞれが非常 に強い力 を持 ってネッ トワークされている。地域ネ ッ トワークだ

けでな く、全国 ネッ トワークを持 っている。それから俳言沓師の組織、本草学者の組織 というの

も、大 きな全国 ネッ トワークを持 っていた。彼等 は、マルチメデ ィア も通信 も何 も持 ってい ま

せんから(笑)、 彼等が実際に足で歩いてそ うい うネッ トワークがで き上 がる訳です。それぞ

れ、紹介 に紹介 を重ねて、人 間関係 としてのネ ッ トワークがで き上がる訳 ですが、それに して

もそうい うものを、非常 に重要視 しているのでそ うい うネ ッ トワークが力 を持つ ことになるん

ですね。そ して、お互いに自分 たちが一番新 しい情報 を得 るために情報交換 をする。外国の本

を手 に入 れるには非常 にお金がかか りますか ら、一人の人が持 っていれば何 人 もの人が共有で

きるところから、共同で購入する。その中から新 しい解剖学の動 きも出て くる。一人の人がやっ

た訳ではあ りません。本が一冊 しか手 に入 らなかったので、それを共有 して翻訳 して しまお う

という動 きが起 こって くる。 そうすればそれが藩 とか、幕府 とか既成 の組織 の外 に、全 く非営

利 な組織 として動 き初め、実際で き上がって しまう訳です。それが、今度 は日本の医学界 を動

か していって しまう。 「解体新書」 はそ うい う動 きから出てきた訳 です。 ヨー ロッパの情報 か

ら中国の情報 まで、常に最新 の情報 はどこかの、 「連」に入 っている とい うことになる。ただ

今 と違 うのは、他の組織 の情報 はよく分 からない とか、その情報が 「連」 のどこに入っている

か とい うことが掴めない とい うことは当然ある訳です。全体 の情報 の流れのス ピー ドは遅い と

か、今 であれば、それは即座 にお互 い分 かることができる。江戸時代の無数の 「小 ネッ トワー

ク」の重 な りと、そうい うものの重要視が私 たちの時代 に使 えることではないか。 こういうふ

うに思います。

事務局 江戸の文化 というものをマルチメデ ィア的な処理 をしてデータベースを作 っておいて、普通

の人が自由にアクセスで きることに よって、自分 たちの生活に反映 させて見て、政治 とかそ う

い う動 きをもう少 しなん とか しようとか、で きるので しょうか。

田中 例 えば今 のような話 は、江戸時代研究者は、全 く関心 を持たない話です。 「連」 という言葉 も

私 が作 った言葉で、江戸文化研究の中で公認 されている訳ではないのです。ですから先程 、専

門にこだわらない方がいいのではないかと言 ったのは、そ ういう意味です。一つの専 門の中か

らある発想が出て くる、ある分野か ら出て くるとい うのは、 もちろん技術 関係 だったらあるか

もしれ ませ んが、特に人文関係ですと分野が発想 を生み出すのではな く、 「その研 究者 の研究」

とい うところからしか出てこない。私 が江戸時代 を現代の問題 に繋 げていかれるようになった

のは、他 の分野の人 と一緒 にや っているか らで、江戸文化研究だけやっていた らそうな りませ

ん。だか ら、む しろそれは、江戸文化研 究の成果 として使 うとい うことには限らないのです。

事務局 将来の変化 を予想すると、 日本人が、失 って しまった ものにもう一度出会 うとい うことは非

常 に大切 なことだ と思 います。江戸 の文化 とい うものに、テキス トや生情報 として、私 たちが

触 れることができればいい と思い ますね。

田中 それは江戸文化 に限 らないことで すが、フルテキス トや、 「生情報」 とい うものは、歴史が

色 々持 っている訳です。存在 してい るそれ らの生情報 を 「図書館情報」 として入れるというこ

とがで きます。研究所 を作 って しまう。それは今 までのような研究所 ではあ りませ ん。本 を集
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めない研究所。本 は集めないけれ ども、情報 を全 てコンピュータに入れるための組織です。そ

してフルテキス トを始め として、歴 史的な生情報 を集 め、そ してそれらを読むためのソフ トを

作 る研 究所です。 「生情報」 というのは、歴史資料 な訳ですが、その 「読み」 というのは研究

者 でないとなかなか読 めない。

そ うい う研究者の読み方 は一つだと危 ない訳ですから、あいだにある読み方 を複数 に しておけ

ばいい。 しかも署名入 に してどれが誰の見方であるということが分か るようにすればいい。今

それをやるのは非常 に大変です。 これについては、 この人 とこの人 とこの人が、それぞれこう

い う読み方 を している、 と、 こうい うことが署名入 りで入 っていれば非常 に簡単 にアクセスで

きて、私 は 「こう読む」 という考 えかたを持つ ことがで きる と思 います。それは歴 史情報 だけ

ではな くて、政治の情報で も何で も同 じだと思います。そういうものがそれぞれに入 っている、

そ ういうシステムを作 ることですね。確 かにおっしゃる通 り、何 で もどこにで も作 るというこ

とではいったい誰が利用 するのかとい う問題 はある。す ると今度 はそれは、専門分野 につ いて

の 「新 しい考え方」 とい うことになると思 う。 しか し大学 ではそれをやっていない。特 に人文

科学で は何 もやっていない。や っているのは、国がやや積極的 になっているので、京都 の 「国

際 日本文化研究 センター」が、 日本絵画の映像情報 を入れ始めた り、 「国文学資料館」 が国文

学資料 を入 れ始 めているとか、そうい うことがそれぞれの組織 で始 まっています。始 まってい

ることは始 まってい ますが、では 「江戸文化研究」 では誰 か入れてい るか というと、それはな

い訳です。江戸文化研究所 とい うのは存在 しませんか ら。で もも し、それをきめ細 か くやらな

くてはいけない となると、 こち らは国文学関係は入れてます。そ うい うことになるなら、こっ

ちはそれもダブっているけれ ども、江戸文学研究 ならこっち もや ってい ます。そう して、それ

ぞれが重な りあ うような形 に した方が、それはきめ細 かな ものにはな ります。 これから大事だ

と思 われる分野 については、それに応 じられる組織 を作 って対応す るとい うことが一番 いいの

ではないで しょうか。

事務局 ジャーナ リズムが一方的 に情報 を流 す危険 というお話 しがあ りま したが。

田中 同 じ情報 しか流れて来ない。マスメディアの今の形が多チ ャンネルであるとい うことが、何 の

意味 もな くなっている。多様性 というものが全 くな くなって しまっている。所詮 そうなるのな

らば、生情報の方を優先 した方がいい。それに対 して どの ような解釈 が加 えられているか とい

うことについて、それぞれがい くつかの 「見方」 を責任 を持 った形で提供 する。誰々はこうい

う見方 をした とか、政治家の誰々はこうい う考 え方 をした とか。そ うい う情報の見方や姿勢が

分かる ようなシステムにする。 こうい うことで しょう。その目的は、一人一人が1吉報 について

自分 の見方 を作 るこ とがで きるようにす る、 とい うことです。人 に単 に情報 を売るとい うこと

で はな くて、沢 山の人にで きるだけ簡単な情報 を売る とい うことではな くて、その人が組み立

てやすいように提供 してい くとい うことで しょう。

事務局 江戸 時代 に限 らないと思いますが、先生のお話 しで、捨て去 られ、忘 れ去 られた発想法 とい

うのは沢山あ りますね。確 かに色々 なものが新 しいものに置 き換 え られて、その技術 な り考 え

方 とい うのは、役 に立つ ものが沢山あった筈ですね。江戸時代は 「リサイクルのモデル社会だ」

と書 いてい る人がいたんですけども、そ ういう意味で言 うと、鎖 国 とい う中でわずかな資源 を

持 ってみんなで生活 していた と言えます。今の世の中 とたいへ ん違 うと思います。そ うい うこ

とに新 たな技術 を乗せ替 えた ら、先程 の 「連」でいうような発想 が出て くる。それが今行 われ

た とすれば、地球環境問題な どずいぶん変わると悪運ですけれども、昔の社会にあって今 の社

会 に役 に立つ ことな ど具体的にご研究 された ことで も、お聞かせ いただ きたいのですが。
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田中 これは何 と名付 けて良いのかわか りませんが、ある種 の 「共同的感覚」なんです。それは 「リ

サ イクル的な感覚」 にも関係 があるのですが、自分がやった ことは、それが何年後、何十年後

か分か らないが、それは必ず自分 に返って くる、 と。 こうい う考 え方です。 「情けは人のため

な らず」 とい う言葉があ ります。必ず 自分に返って くる。何 か物 を捨てれば捨 てたな りのこと

が自分に返 って くる。それは、何 につけてもある訳 です。それは 日本的な考え方 というよ りも、

東洋的な考 え方、 アジアに共通 した考え方だ と思 います。それを 「システム」 として考 えて、

例 えば今のゴミ問題 や、 リサイクル問題 に引 き付 けて言えば、それを 「システム」 として完壁

に整 えたのは日本です。当時の 日本 だけがそれをやった。 もともと糞尿を畑 に使 うとい う発想

そのものは、中国か らもらった ものです。江戸時代 の初期 に中国の農 業書 を大量 に入 れて研 究

を した。農民 自身が研究 をしている。そ うい う中で作 り上 げて きた。中国では必 ず しもそれほ

ど緊密なシステムでやっている訳で はない。一つは 日本 と違 って牧畜 もやっていますか ら、牧

畜 もやっているとシステムがまた全然違って くるとい うこともあ ります。日本 と同 じようにやっ

ていた訳ではない。ただ、 日本 は一つの発想 を持 って来て、 ほとん ど完壁 なものを作 り上げて

しまったということはあ ります。それは、経済 性で言 って も、糞尿 はタダではない し、非常 に

高 いお金で買 われてい く。そ うする と、馬糞で も牛糞 でも、そ こら辺 に落ちているお金 にしか

みえませんか ら必 ず誰かが拾 ってい く(笑)。 ゴミを見て もお金 に見 えますか ら拾 ってい く。

全部が 「もったいない」、換金で きるものなのです。そう して、金銭 と廃棄物 との関係 を作 り

上 げていった。それで実際 にも、世 の中 というものが非常 に清潔 になって しまった。これは倫

理観でやっていたのではな く。結果 としてそ うなったのです。

田中 先程の、ボランティアで弱者に対 する考え方で もそ うです。ゴミ問題について もそ うです。中

国や韓国な どと違 うのは、倫理感 というものはどち らか というと希薄なんですね。 イデオロギー

とか思想 というものは、中国人 や韓 国人から見て も、何考 えているんだと言われる ぐらい昔か

ら倫理感は希薄だった。ですか ら、そういうような もので システムを整えていこうとい うので

はなくて、む しろ、経済循環 をいか に上手 く作 ってい くか とい うことで、上手 くやっていたの

です。もちろんもう一つは、人 口が今 よりはるかに少 ないとV・うのがあります。3㎜ 万位 ですか

ら。その位 の人口のなかでやれたということ。それか ら、 「農業」 というシステムその ものが

リサイクルシステムのような ものですか ら、着物で も木材で もそうですが、何度 も何度 も使 い

古 して最後 はゴミになって、燃 や します。そ うす ると、灰 さえ も肥料 になって しまう。それは

農業そのものが持 ってい るリサイクルシステムで もある。そ ういうことか らい くと、 「農業 を

失 った国」 にとっては同 じリサイクルシステムは とれない訳です。で もも し、 「知恵」 として

貰 えるものがあ るとすれば、倫理が どうとか文化教育 とい うことだけではな くて、む しろいか

にギ リギ リまでそれを経済効率 というところに結び付 けてシステムを作 ってい くかなんです。

田中 それか らもう一つは、倫 理に も社会性 にも関わ りがあ りますが、社会全体がある 「高 さ」 とい

うか、ある 「生 きる態度」 とい うか、それを見せ ることによって、新 しく生 まれてきた人達 も

自然 にそうなってい くということ。 これは例 えば、 「教育」 についても言えます。 どんな人で

も文字が読めるという社会体制のなかで育 てば、当然 そうでなくては生 きていけ ませんか ら、

全ての人がそ うなってい く。江戸時代で も、100%で はないですが、非常 に高 い識字率があ りま

した。結局、周 りがそ うなっていて、そうでない と生 きていけないとい うことが分か りますか

ら、義務教育で も何 で もないの に寺子屋 へ行 って しまうのです。そ うすると、次か ら寺子屋 を

支 える人達が どんどん出てきて、寺子屋 の数が増 えてい く。そ ういう、ある種の共 同性、経済

システムを入 れた共同性 とい うものがあ り、 自分 のや っていることが社会 に返 ってい く。つま
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り 「自分に返 って くる」社会。例 えば、ある町や村 の中で、自分だけが違 う建物 を建てるとか、

駐車場 を作 って しまうとか、 自分 だけが ゴミを捨 てるということになると、全体が どうなるの

かという 「想像力」が今はな くなって しまっている。そうい うものは、 「周 りに何 をされるか」

ではな くて、そ うい う想像力が最初から働いている状態ではあった。必ず自分 に戻 って くると

い うようなもの として働 いている。

事務局 イギ リスでは、 フルテキス トのデーターベースが言語学の方面か らかな り整備 されていると

い うことですが、物語研究の切 り口か ら、フルテキス トを分析 するような ものは、 まだイギ リ

スで もないので しょうか。

田中 世界中の どこに もあ りません。本気で考えているのは 「編集工学研究所」 だけ じゃないで しょ

うか。

事務局 その辺の話が、知的資源の利用 のシステムとして重要な部分 になると思います。その前 に、

日本語 の場合は、 日本語の処理の言語学的な位置で も情報処理の技術 としては、低 い レベルの

もので しかない と思 います。その辺について、先生か らもっとこういう分野に力 をいれておか

ない といけないとい う、危機感 を持 った提言 などを挙げていただけないで しょうか。

田中 フルテキス ト・デー タベースの考 え方は、イギ リスで も言語学 から出て きた ものですが、イギ

リスで も同 じ単語 をカウン トす るだとか、順番 を入れ替える ぐらい しかで きない。物語研究が

考 えていることはそ うではな くて、物語 とい う形で入 っているものの考え方その ものをソフ ト

として取 り出そ うという発想 なのです。それは他 のところに応用できるか もしれない。 「脈絡」

ということともに、 「物語要素」 とい うものがあって、 「靴」や 「森」な ど、色 々な物語 に出

て くる要素 とい うものが非常 に重要 な象徴的意味 を帯びていることがある。そ して意味の連鎖

というものがあ り、 この連鎖 をつなげてい くと世界 中の連鎖 になる。意外 な ものがつながって

いた りする。 この 「意味の連鎖」 というものが、一個呼び出せば全部出て くる ようにする。 こ

れは文学だけの問題だけでな くて民俗学の問題であった り、 「民族」 というそのものの問題 で

あ った りする。 この研究その ものは、 まだどこにもない。 しか し、 日本 についていえば、私 が

非常 に情けない と思 うのは、 フルテキス トも入 ってな くて、そうい う意欲 もないままず っと通

りす ぎて しまうと、 日本文化 をどうにもで きな くなること。今で も説明で きないものは日本文

化の中に沢 山あ ります。実際、私 も英語 で日本文化 について論文 を書 くとい うのは非常 に大変

なのです。 それは、単語 として まだ入 っていない、単語や概念 として世界文化 のなかに入れて

いかなければならないものがまだ沢 山あ ります。そういった段階か ら始 まって、そ もそ も私 た

ち自身が 日本文化 について説明で きない。だから、色 々な細 かい点について、生活習慣 その も

のにつ いて、説明 をするために分析 をする必要があ りますが、そのための 「一般的な方法」 と

いうのは、 まだないだろ うと思 う。民俗学者 な どはそ うい うことをやっているわけですが、 し

か し日本の民俗学 というのは 「事実の収集」 で、そういうところは非常 に得 意なのですが、 ど

んな言葉 に置 き換 えても理解 して もらえる論理 というものには、 なかなかなっていない。 「日

本文化 の取 り出 し方」、 「日本文化 の入れ方」。 これは、 フルテキス トとか 日本文化関係 の本

を入れてお くとい うだけではな くて、 まさに真 ん中にソフ トが必要です。

田中 それは 「物語 プロジェク ト」 の中の一つの目的で もある訳です。 日本文化 とかアジア文化の方

を中心 に して、今の うちにや っておかない と。それ こそ立ち遅れ ます し分 か らな くなって しま

う。江戸文化 もその中の一つですが、 「日本文化 ソフ ト」 を作 りたい と考 えてい ます。 それは
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使 える道がある。恐 らくかな り色々使 えるところがあ ります。実際に、その使 い道は ますます

高 くなってい くで しょう。例 えば企業が外 に出ていきます。 この傾向は もっと進むで しょう。

企業だけでな く、貿易摩擦か ら何か ら始 まって、 どういうふ うな交渉 をするか、企業 も研究 し

ていない し、政府 もやっていないやれる形になっていない。そこに、そ ういうような ものを持

ち出 していって説明するとか、持ち出 していって応用 することがで きます。その他 、今 日本語

の需要が増えています。 日本語教師 も増 えていますが、 日本語教師だけでは対応で きないこと

が沢山あ ります。そ うい う意味で現代 の 日本 も含 めて、 日本文化への見方、 日本文化 の論理が

必要だ と思い ます。緊急に必要ではないかと思 います。

田中 西垣 さんが著書の中で書かれているように、マルチメディアの本体 も、アメリカの真似 だけ し

ていたのでは、多分無理。では、何が無理か と言ったことも含めて、 日本文化研究が必要になっ

て くる。西垣 さんは 「場」 という言葉 を使 われてそれ以上は説明されていないのですが、機械

と人間の関係の中で、新 しい繋が りの ような ものがどうして も必要になって くるのだ と思 うの

です。改めてそ ういった研究会 を構成 する とい うことになるといいですよね。

事務局 ここでいう知的資源の意味のなかで、先生の言われた 「生情報」 なのですが、言葉で書かれ

た もの と、器物 や、歴史的な文化遺産 として残 っている もの と、ある訳 ですが、一番残 ってい

ないのは 「感性」 じゃないか と思います。 これだけ情報処理科学が進 んで きたら、 こうい うも

のをもっと残 してい くべ きで、そ ういうもの をネッ トワークで、処理で きるように していかな

い といけない。 日本人の感覚 とい うのは、 日本人の歴 史 と伝統 を もって、 コミュニケーション

する訳ですから、そ うい う意味でい くと、感性的な ものを伝 えることは、 とても大事だ と思い

ます。そうい うことの重要性は先生 は どうお考 えで しょう。

田中 なる程、そ うですね。 どのような分野 であ るか とい うことに もよりますが、今 までそう した第

六感 とか 「伝承」 とか言われて きた ものは、考 えてみればかな りの程度、形 にで きる。それは

日本文化 をソフ トに してみようと発想 したときに、ここまでで きるんだろ うとい うのが大体の

「勘」 としてあ ります。ですから、で きると思い ますが、限界 はある と思 う。だけれ ども、実

際、世界 は今 までそれをやって きたのだ と思 うのですが、 日本は今 までその必 要性 に迫 られる

ことがなか った。例 えば 「百科全書」だ とか、そ うい うようなものだって、ギ リギ リまで要素

を取 り出 してみ よう、細 かい技術 の ところまで取 り出 して見 よう、 という試みで した。 日本が

あの努力 を して こなかったことは確かですね。それは、必要 に迫 られてなかったからです。 と

ころが ヨー ロッパの ような、色々な民族が混 じり合 ってる、柑塙の ような ところで はせ ざるを

得 ない。 自分 たちの持 っている文化 に常 に普遍性 をもたせ よう、違 う文化 や、言葉 をもってい

る人達 に常 に伝 えられるように しておこう、 とい う意識が働 いている。そ こから受 け取 る方法

もあるで しょう。で もそれだけではで きない と思 う。 これは実際 には、例 えば論文 の書 き方一

っをとって も違 うということを実感 したのですが、同 じ論理では語れなか った り処理で きない

ということが出て くる。そうすると、別 の言葉、別の論理 を使 わな くてはな らない。で も、表

現で きない訳ではない し、論理がで きないわけではない し、 コンピュータに入れる形 にできな

い訳ではない。そう思 ってい ます。 なぜか と言います と、例 えば 日本 と中国で情報 のや りとり

があ りました。 日本が中国か ら情報 を貰 うときに、中国は普遍型 で出 してきます。 アイテムと

して色 々なもの を貰 う訳 です。 「アイテ ム」 とはどうい うものか とい うことを、 日本人は実は

よく分かっている。貰 う立場ですか ら分か っている(笑)。 アイテムということがあって、貰っ

て組み合 わせるとどれだけ創造的な ことがで きるか、 とい うギ リギ リの線 をいつ もやってきて

いるのです。ですか ら、今度 は逆の ことをやらな くてはな らない とい うだけの ことで、そうい
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う切 り取 りとい うのは実 はで きる筈で、 「勘」 として持 っている筈だ という気がす るのです。

それに集中 して こなかったか ら、やって こなかった訳です。それ を目的 とした組織 を作 らな く

ては無理で しょう。

事務局 「カオス」 や 「複雑系」の話 を聞いてい ます と、 「漢方」 とか 「本草学」 とい うのが、 もっ

と解明が進む ような気 がす るのですが、その辺 りは先生 はどうお考 えで しょうか。

田中 「漢方」 とか 「本草学」 というのは、かな りコンピュー タに適 した世界だ と私 は思 ってい ま

す。 とい うのは、実際には何 千年 もの間、経験則だけでやって きている訳 です。では、なぜ今

まで論理化で きなか ったか とい うと、 ヒエ ラルキー的分類方法ではな く、組み合 わせでやって

まから、膨 大な量 になって しまうので、全体 としては整理 で きない。全体 を書 く訳 にいかない

ですか ら、論理化 はで きないということになる。 しか しこれは、情報量 とか、組 み合わせの数

が多い というだけの話ですので、非常にコンピュータにふ さわ しい、適用 しやすい もの とだい

う気が します。例 えば、本草の薬には役 に立 たない ものが入 っている。 「役 に立 たない」 とい

うか、何 に効 くのか分か らないのに入 っている。ではそれを、除いておけばいいか というと、

除いて しまうと、他 の ものが効 き目がな くなって しま うという作用がある。今 までの ヒエ ラル

キー的 な分類 だ と複雑 な作用 の変化 は分類 で きない。で もで きるのです。実際に、漢方の薬 は

分析で きる訳 です。 「働 き」 について今 まで とは違 う複数 の可変的名称 を付 け る。触媒 なら触

媒 を表わす名称 を何 か付 ける。今 まで、使 ってないよ うな 「言葉」 とい うものが必要になって

きます。 日本文化 も同 じです。今 まで存在 しない言葉で説明 しなければいけないこ とが幾つ も

ある訳で、そ ういうような新 しい言葉や記号 を付 けなが らならば、で きる と思 います。特 に漢

方 はコンピュータの中に情報 を入れることでむ しろ非常に楽になるん じゃないで しょうか。 し

か しそれで も、分か らない分野 は残 ると思 います。最近分か ったことでは、猿 で も自分の傷 口

を直せ る。森 のなかに住 んでいる野性の猿が、怪我 を した ときやお腹 が痛 いときに、自分 で薬

草 を探 して きて服用 して 自分で直す。 これは経験則 ですが、そ うするとその経験則 を事実 とし

て、結果 として出たものについては コンピュータに入 れることがで きます。

事務局2010年 くらいの時代 に、色々な方が社会が こう変わるとい うことをおっ しゃって ますが、先

生 のお立場で、情報 に よってどうい うふ うに、社会が変 わってい くとお考 えですか。

田中 希望的観測から言 えば、産業基盤が崩 れなが ら、あるいは今 までのような、今 までの情報の組

織が崩 れなが ら、一人一人の人が より深 く広い情報 にアクセスで きるようにな ってい くとい う

ことです。 しか し、その間に非常に沢山の抵抗があると思い ます。それは、今 までの産業基盤

を壊 した くない人がいるとか、今 まででき上がって来 たマス コミが、巨大 な権力 を実際 に持 っ

ていますから、 そういうような ものが 自分 の中の体質改善 をで きない限 り、大 きな抵抗 を示 す

で しょうね。そ うい うような抵抗感 というもの を考えると、今言 った ようなことは、ようや く、

始 まりの ところに着 いたところで しょう。機械 が進む程 にはこの問題は進 まないのではないか

と思い ます。それは人間側の問題だ し経済の問題 なので、 スピー ドが遅いのではないか と思 い

ます。ただそのスピー ドを速めるための、皆 さんのような組織が、スピー ドを速 めるような役

割 をして下 さる。あるいは、先程 か ら申 し上 げているような、ソフ トの部分 を作 るような方 々

にできるだけ早 くそれを作 らせる、 ということです。早 く軌道に乗せ るために、 そうでない と

失望 していって しまいます。そ うした 「失望感」 というものは、少 しずつ広 がっている と思 い

ます。マルチメディアといって もゲーム じゃないか と。失望感 とい うのは、 こういうソフ トの

方 の充実が始 まらない限 りどん どん広 がっていって、それに携 わろ うとい う人が どんどん少 な
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くなっていって しまう。そういう意味での、変革 していって これだけ世の中変わってい くんだ

ということが実感で きるような、 「スピー ド」 と言 うんで しょうか、それがある程度必要なの

だ と思います。

事務局 「情報スーパーハイウエイ」 とい うものは、今でいえば電話です。 日本の電話 というのは、

一家庭平均一 日
、15分 ぐらい しか使 われていない。そうい う状況 にあるにもかかわらず、 この、

スーパー情報 ハイウエイ とい うものは、自分 の家 の玄関の前に、32車 線がいきな り付 いたよう

な ものなのだと。そこへ一体何 を乗せるのだ と。 それの答 え としてマルチメデ ィアとい うこと

が言われているだけで、それだけに過 ぎない。何 を乗せ るべ きなのか、 インタラクティブな双

方向になって、動画 とか、音 とか、入 って来な くてはいけない。何かそうい う中で具体 的にイ

メージできる情報 というものはあるで しょうか。

田中 私が これまで話 してきたのは文字情報 に近いですが、それに対 して 「動画」の方ですね。 自宅

で映画が見 られる とか、 よく言 われてい るのはその程度 の ことです。 これ も 「受け手」 という

言い方は してはいけないのですが、双方向でで きるメディア とい うものが映像の中で起 こって

くる、そ うい うことにな ります。そ うす ると、先程教育の ところで言 いましたが、大学教育で

も 「言葉 で組み合わせる」いわゆる論文の形ではな くて、映像 として入 ってきたものを編集 し

て再提出するとい うような ことが、一つの思考であった り思想 であった り表現 であった り、そ

ういうことになると思 うのです。 とする と、双方向、 あるいはその手前で貰 って、一度加工 し

てそこに入 れてお くということです。それは今で もビデオでで きることはで きるで しょう。で

も、基本 的には非常 に簡単 にそれにアクセスできる、そうい う映像 情報が必要だ と思い ます。

「映像1青報」が難 しいのは、 どこに何 を撮 りにいったらいいのか分からないということがある。

逆に言 えば、商品が欲 しい人間が製造者 に注文 して作 らせ るとい う方法があ ります。 しか し製

造者が作 っておいて差 し出 して も、誰 も使 わないか もしれない。 もしかす ると、こういった映

像情報みたいなものは、あらかじめ作 ってお くべ きものではないかも知れない。そうすると作 っ

て欲 しいと思 う人間が、ある金額 を出す と 「生の映像」 を送 り出す とい うようなシステムとい

うものが、商品 として成 り立つか も知れない。そ う思 うのです。それは、 ある国に行 って何か

の映像 を撮 って きて欲 しい とい うことか も知れ ません し、戦場 を撮 ってきて欲 しい とい うこと

か も知 れない。 もしかする と、それは一人の人 しか要求 しない映像か も知 れない。 だか らマス

に向けた情報ではない。 しか し一人の人 しか要求 しない情報 に対 して も、料金 さえ払えば、そ

こ にシステムが働 いて製造側 がそれ を作 って提供する。そ うい うことの方 が、可能性が高い と

いう気 が します。それか ら今度 は、それに対 して どうい う解釈 を加えるか、加工 して今 で言え

ば 「番組」 というものを作 る とか、作品、 レポー ト、報道、まさに 「報道」 というもの を、誰

かが作 る。それは 「報道」 を担 っていて職業的に仕事 としている人が作 るのではな くて、自分

が報道 を作 る。報道 として編集 され たものが入 ってい くのではな くて、自分がそれ を検証 しな

がら編集 してい く。作業 としてそれがで きる ようになってい く。映像 で言えば、教育的な分野

ですね。何 が一番面 白いか といえばそれが一番面 白い と思い ます。映画の映像の ような、字幕

スーパーが出て きてただ享受す るとい う(笑)、 そういうものでないものに期待 をかけている

訳です。

事務局 文学、宗教、世界政治、本当 に自由に情報が取 り出せて、 自分 たちが自由にアクセスできる

状態になったとき、 日本人の 「個」 というものは、本当に充実 して集団的な発想 を脱却 し、 もっ

と個人が 自分の主張 をもって世の中の変革 を促 してい くような社 会へ と。 そうなるんで しょう

か。
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田中 例 えば今言 ったように、 自分で編集できるようなシステムといったものが、それほど高 くな く

簡単になれば、む しろそれで や りたい と思 う人はずっと沢 山出て くる筈です。それは今本屋 に

行 って本 を買 って、読 んで自分 で文章 を書いた り、考 え方 を持 った りしている人の人数 くらい

は、少 な くとも出て くると思 います。ですか らそういうような意味では、比較的積極的 な姿勢

を持 っている人 について言えば、 「もっと深 くそれがで きる」 ということは言 えると思 います。

ただ、それが どの くらいの割合 か と言 われると、それほ どで ないか も知れない。今 とさほ ど変

わ らないか も知 れない。けれ ども、実際 に 「世の中を動 か してい く」層 とい うのは、実はそれ

ほ ど沢山ではない と思 います。結果的には 「選挙」 とい う形で行 なわれますが、その動 きさえ

も引 っぱっている人 というの は、それほど沢 山はいない訳 です。 ですか ら、そうい うふ うに積

極的に何 か をしようと思 っている人達 の深 さが より深 まった り、 より情報量が多 くなった り、

その レベルが高 くなることが達成で きれば、それでいいのではないか という気が します。

事務局 それは、 「結果」 と して、みんなに戻 ってい くとい うことですか。

田中 そ うですね。その割合 とい うの は、古代 か ら変 わって ないか も知 れない とい うことになる

(笑)の ではないで しょうか。

事務局 本 日はお忙 しい ところ、有難 うございま した。
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津田 一郎委員

事務局 まず先生 のご専門についてお教 え下 さい。

津 田 私 は もともと物理で統計力学の出身です。そこでカオスに出会 って、その時 はカオスは物理で

はない と言 われていた。僕の先生は富田和久先生で、九州の統計力学 の大家の森肇 さん、慶応

の久保 亮五 さん らと非平衡統計力学 を開拓 した人です。富田さん と森 さんがカオスを始めたと

い うことがあったんで、我々 としては外 部的 なプレッシャーは感 じないで始 められた。 ただ世

界 的な趨勢 としてはカオスは物理でない と言 われていたか ら、学者が集 まって何 をやっている

んだ とい ような風潮はあ った。文献 を調べる ということに して も結局数学 を勉 強 しないといけ

ないことになって、その ころか ら物理の勉強 よ り数学の勉強 を していた。僕が具体的にカオス

で最初 にやったのは、非平衡化学反応系 でです。ノーベル化学賞のイ リア ・プ リゴジーヌが 「散

逸構造論」 とい うの を作 った。 これは 「非平衡 開放系」で出現 する構造の研 究です。従来の物

理系では平衡系 と言 って閉 じた系で ものごとが鎮 まった状態で物の性質を調べてい たが、乱流

の ような どんどん変化 している状態 を調べよう'ということで散逸構造論 という理論 を立てた。

その時に具体例 として注 目されたのが化学反応 で、化学反応 の反応物質の濃度 を調べてい くと

空 間構造 とか時 間構造 といった、いろんなタイプの構造 を示 すとい うζとが実験で も分 かって

きて、プ リゴジーヌ もそれを理論化 していた。僕 が最初に始 めたのは化学反応系で、当時実験

でカオスと思 われているものが出ていたんですが、実際にはそれがカオスか どうか よく分か ら

なか った。それでモデルを使 ってシミュレーシ ョンしてみてカオスか どうかが分か った。その

最初 のモデルを作 ったのがカオスに入 るキッカケになった。それでカオスを研 究 してい くと、

当然物理の知識が必要だ し、数学やいろんな分野の知識が要 る。数学 に関 して言 うと、多様体

論 だ とか、力学系、エルゴー ト理論 などをバ ックグラウン ドとしてやっている訳 です。それで

その次 に実 はカオスをやってか ら脳 のことに興味 を持 ったんで、脳神経科学 もバ ックグラウン

ドの一つだ と思います。それか ら精華肛 学に移 ったんで、 これもカオスとの絡みなんですが、

計算機 の理論、計算理論 というのをやった。

津田 いったい我 々人間は、そもそ も何 を 「計算 した」 と言 えるのか、アラン ・チ ュー リングはそれ

を定義 したけれども、 これが 「チュー リング ・マシン」 と言って今の計算機 の元 になっている。

それか らずっと計算機の理論 とい うのは発展 をとげて きて、現在の計算機 の レベルではどんな

関数が使 えるか とい うこと、その限界 はちゃん と定義 されるようになった。ただ、 「カオス」

ということか ら見 ると、今 までの 「計算」 とはちょっと違 うタイプの計算 も可能ではないか と

い う発想が成 り立つ訳で、それで今では 「計算」 とい うことに興味 を持 っている。情報工学 に

いたときには主 にそんなことをやっていた。それで こっち(北 大)に 来 て、今 は数学者 の環境

にい ますか ら、 自分 のやってきたことを定式化 してゆ きたい。私 の専 門 としては、ひとことで

言 うと 「応用数学」 とか 「実験数学」 と言ってもらったらいいん じゃないか と思い ます。ある

いは、最近 はや りの言葉で言 えば 「複雑系 の科学」 と。

事務局 ご専 門の分野 は、二十一世紀の将来 に向 けて どんな分野に役 に立ち、影響 を及ぼ した り、或

いは夢 を与 えるので しょうか。

津田 分野 と しては、思想、哲学、理念 にかな り関係 があ りますね。それ と社会や計算機 自体の情報

構造が変 わって くる し、そこに何 か影響 を与えると思います。 もう一度、 「計算」 とは何か と

い うことを反省 してみて、委員会 では特 に、今のデジタル計算機 を使 ってデー タベース を作 る
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とい うことはあるんだろ うけれども、それで ももしハー ドとか計算の方法が変 わって くると、

色 んな意味で構造が変わって くる。それがアクセス しやす くなるのか分 からないけれども、た

だ質は変わって くるん じゃないか。それか ら直接関係 はないけれども、大学にいますので、教

育 に関心 があ りますね。

事務局 「カオスが哲学 に寄与する」 ということをもう少 しご説明下 さい。

津田 ち ょっと難 しいんですが、ひ とつだけ例 を挙 げると、カオスの研究 を通 じて観測 とい うことを

どう扱 うべ きかを悟 った。今 まで科学では、観測問題 とい うのをきちん と扱 えなかった。今で

も量子力学 の体系 自体 は観測問題 とは別 に作 られていて、観測すれば元 の状態 を壊 すので観測

した結果 というのは元の状態 とは質的に違 うというのは知 られているけれども、それは 「不確

定性原理1と い う形で しか提示 されていない。だか ら、量子力学の理論 の枠組み としては観測

とい う問題 につ いては一切 タッチ しないで計算 で きる枠組みがで きている。それ に不満 を持 っ

ている人 もいて、昔か ら何 とか量子力学の体系 に観測問題 を取 り込 もうと努力が されて きた。

しか し何 も量子力学 に限 らな くても、カオスにおいては別程 の不確定性原理が 日常的 に出る。

我々が カオスを観察 したときには本 当のカオスの姿 は見れない訳です。つ ま り違 うものを見 て

いて、常 に 「シャ ドウ」(影)し か見ていない。従 って 「シャ ドウ」 しか見 ていないときに元

の ものをどう知 るか という問題 があ るし、逆 に言 えば 「シャドウ」 をどう位置づけるのか。実

験事実 には違いがない し観測事実 には違いが ないけれ ども、それ を果 た して 「真」 と呼 んでい

いのか。そ うい う問題が起 こる。そ うす ると、 もう少 し観測 とい うことを真面 目に考えなけれ

ばいけない とい うことになる。

津田 すると、環境問題一つ取 ってみても、例 えば人間 と人間以外 の 「環境」 と言 った ときに、 「環

境」 という言葉はよくないのではないか。 「環境」 というのは 「自分達を取 り巻いているもの」

というニュアンスがある。 自分達は影響 を受 けるけれ ども 「環境」へは自分達 は影響 を与 えな

い と。その意味では、 「環境」 は人間の外側 にあ り、また反対 に 「人 間」は環境の外側 にある

ということになる。そ うだとすれば 「環境」 に対 して人間は 「客観的に観測がで きる」 とい う

ことになるが、 ところが例 えば 「四次元球 を観測 しろ」 と言われても、我々は三次元の中か ら

しか観測 で きない。つ まり、ある複雑 な系 になる と観測 ということが 「系 の性質 を乱す」 とい

うことがあ りますから、観測することがで きなくなって しまう。だか ら中か らの観測 をどう保

証するか とい う問題が出てくる。環境問題 の話で言えば全 く同 じことで、我 々が 「環境」の外

側 に立つ とすれば 「環境問題」 とい うのは起 きない ことになる。何 をやって も構 わない。 しか

し実際はいいか悪いかは別に して我 々が存在 している という事実 その ものがそ もそ も 「環境」

に影響 を与 えている。 とい うことは、我 々が 「環境」 を問題 に したときに、我々は常 に内側 か

らしか環境 を問題にで きないことになる。純粋 かつ客観 的に環境問題 を論 じることはで きない

筈 なんです。 この辺で違 う議論 になってゆ くん じゃないか。 こういうことか らす ると、私の専

門外ですが、 よく議論 されている 「環境問題」 とい うことには不満 を感 じる。 イデオロギーに

偏 り過 ぎる ということもある し、 「影響」 とい うことを過大評価 した り過小評価 する人がいた

りしますが、本質的に内側からしか議論で きないとすると全然議論 が違 って くる。する と、 「地

球共生系」 というような考 え方 に近 いか も知れないけれ ど、環境問題 を考 える ときには別 な見

方がで きるんで はないか と。私 はそれが また哲学の題材 になるん じゃないか と。そ う考 えてい

ます。

事務局 カオス理論 が経済 に影響 を与えるとかはあ りますか。
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津 田 「経済」 との関係 とい うのは基 本的には間接的なもので しかない とは思 っている。直接 カオス

の研究が影響 を与 えるとい うのはないと思 う。 もちろん具体的 にカオスの方程式があって、例

えばそれ を経済学の人が見 たときに、ある種の従来の静的な均衡理論 ではな くて もっと動的 な

均衡理論 として捉 えるということはで きるか も知れない。つ まり、それがた とえ化学反応 とか

物理 の方程式であって も、経 済の方程式 として変数を読み変 えると、なんらかの経済現象 と一

致するとい うことはあるか も知 れない。役 に立つか どうか分か らないけれ ども、そ うい う研究

は可能だろう。それが果 た して影響 を与 えるということになるだろうか。確か にカオス研 究は

経済理論 や経済学者 には影響 を与えているが、経済その もの に影響 を与えていると言 うことは

で きない。経済 に影響 を与えるためには産業に影響 を与 えなければな らない し、そのためには

何 か先程の話のようにハー ドの変革やソフ トの変革が行 なわれたときに、経済効果 として初 め

て出て くる。 そ してそれは可能である。

津 田 どういう意味か と云 うと、新 しい意味の計算機論 とい うのは既 に始め られている し、カオスを

使 った従来 のアナログコンピュータとは違 う意味 のアナログ ・マ シンというのは想定で きる。

今 までのデジタル計算機 というのは、敢 くまで1、2、3と 、整数の上での演算であった。1.3とい

うような小数 点の値 を取 らなかった、基本的 には2進 での整数の上での計算 をやってい る。 もし

実数の上での計算が確立すれば、それはカオスを 「素子」 とい う形で使 ってアナログ計算がで

きるようになる。それは今 までの電気回路をそのまま組んだアナ ログ計算 とい うことじゃな く

て、チ ップがで きるという意味 での ものになる訳です。量子力学的効果が効 いて くるようなミ

クロの レベルで も、ある意味で制御可能 なカオス現象 とい うのは見つかっている。 それをうま

く利用 すれば、サイズをどん どん縮小 してい ったときに何 か問題が起 きるか とい うと、 ひとつ

を除いては起 きない ようにすることがで きる。熱の問題がその唯一の例外 です。 これは熱力学

第二法則 と関係 して くるが、要するに熱効率の問題 なんです。 どんどん小 さくしていったとす

ると、我々は絶対零度 にはで きないか ら、あ る温度が必ずあ ることにな り、そ こには 「熱揺 ら

ぎ」がある。だか ら 「熱揺 らぎ」の環境の中で うまく動作 す るようなマ シンでなければ困 るん

だけれ ども、現在 の技術ではそれはで きない。ただヒン トはあって、生体 の中の高分子反応 を

見 ているとそれをやっていると思われる。筋肉なんかでは、熱揺 らぎのオーダー というのがあっ

た とす ると、ちゃんとその中で化学エネルギーを力学エネルギーに変換 してい る可能性がある。

確 かに変換の効率 は20%か30%止 りだけれども、現在 の技術 でやるとそ もそ もその水準 にさえで

きない。効率 を完全 に100%に す ることはで きないが生物がで きている以上、可能性 としては、

生体系 をヒン トにす ると、そ こにカオスの計算理論 とか らめて効率 を高めてゆ くことがで きる。

縮小 してゆ くことがで きれば非常に コンパク トな、高密度の基盤 もで きる し、集積 がで きる。

原理的 にはたった一素子 で、無限個のメモ リー を乗せ ることが可能な筈 なんです。 これは現在

のデジタル計算機 では絶対 に生 まれない可能性 で、問題 は信頼性 のある 「書 き込 み」 と 「読み

出 し」がで きるか どうかだけれ ども、 もう少 し基礎理論が発展 すればそれほ ど遠 くない将来 に

実現で きる。そ うなれば世 の中が完全 に変わると思 っている訳です。

事 務 局 「カ オス」 とか 「揺 ら ぎ」 とか キ ー ワー ドが 出て きた よ うに思 い ます が 、 そ れ ぞれ の キ ー

ワー ドと 「カ オス」 との 関係 性 とい う とそ れぞ れ ど うなるで しょ うか。

津 田 カオス とフラク タルは非常に関係があ ります。カオスのモデルでは 「ア トラクター」 というあ

る多様体が必ずで きますが、その多様体 の構造 にはフラクタルが見 られ ます。 カオスを作 り出

す簡単 な力学則 があったとすると、その逆像 を見 るとフラクタル同形 が書 けます。 このように
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非常 にはっきりした関係 が両者にはあって、これを最初 にちゃん と指摘 したのは、京都大学名

誉教授 の山口昌哉氏 と京大助教授 の畑正義氏です。イメージ としてはカオスとフラクタルが関

係があることは分かっていたけれ ども、厳密 にきちん とどういう意味 で ということを指摘 した

のは世界的にもこの二人が初 めてです。

津田 「揺 らぎ」 というのは非常 に難 しい。 「揺 らぎ」 というものが カオス を含 んでいる し、カオス

もある種 の 「揺 らぎ」である。一般 的に 「揺 らぎ」 と呼 ばれている ものにはカオス じゃないも

のもあ る。 カオス というのは今世紀 に入 ってからの学問だか ら、 「揺 らぎ」 とい う言葉 の方が

言葉遣い としては古いか な。 「揺 らぎ」 というのは統計力学では しょっち ゅう問題 に していま

す。例 えば10の23乗 個 というようなた くさん粒子がある ときには、一個一個 の運動方程式 はスー

パー コンピュータを使 って も到底解 けない。そ こで平均化 した レベルである構造 を取 り出そう

としているのが統計力学 という学問です。そうす ると平均値で置 き換 えている。我 々が温度 と

言 っているもの も実は平均値です。分子が飛び交 っているエ ネルギーの平均値であ る。それか

ら、圧力 というもの も運動量変化であ りその平均である。体積 とい うのもマクロな量で粒子が

平均 として占めている空 間の容量 である。だか らこういった平均化 した量 で方程式 を記述 しよ

うとする と、必 ず平均 では書 けない部分が出て くる。それ を 「揺 らぎ」 という訳です。 だか ら

この平均値 からのズ レというのを揺 らぎと言っているのだか ら 「カオス現象」 というの も平均

値 があるような気がす るけれ ども、 それを 「揺 らぎ」 と言 って しまうとカオスの本質は理解 で

きない。平均値 にピタッと収 まる現象 というのはない訳で 「揺 らぎ」 というのは常 に存在 して

いる。その中で も我 々が 「カオス」 と認識 しているもの とそ うでない ものとある。 よ く 「ぴ揺

らぎの風1と い うのがあるが、あれは周波 数班のパ ワーを持 った成分 があるとい うことです よ

ね。要するに時間変化 をフー リエ変換すると周波数の空間 になるけれ ども、その周波数が0の 近

くで壊 という双曲線になって しまう。例 えばある事象が起 こった ら、随分長い時間が経 ってこ

れに似 た事象が こっちの方でパ ンと起 こると。それ も確定的に起 こるのではない。 それは、時

系列 に非常 に長いタイムスケールの相関がある場合、そのスペ ク トルを取 ると1!fだとい う説明

がで きる。そ よ風 なんかがそうだと言 うんですね。そ よ風が気持ちいいか ら扇風機 からもそう

いう風 を送 ってやればいい と(笑)。

津 田 それか ら、 「非線形」 「非決定」 というのは関係あ ります よね。カオスは非線形で ない と出て

こない。だか らカオスをひ とことで言 うと、非線形の決定論 的な方程式 で出て くる非決定 的な

現象だ と。つ まり予測不能 という意味 ですね。

津 田 ルネ ・トムは 「カタス トロフ」を七つの タイプの基本 カタス トロフに分類 した。波が海岸の波

打ち際で波頭が砕 け落ちるときここでカタス トロフが起 きている。 このように現象 が急激 に変

化することを言 う。数学的にはそこで多様体の構造が変わっていると して、七つの変 わ り方 を

彼 は分類 した。その範囲ではカオス は決 して出ない。彼 が分類 を諦めた 「一般 カタス トロフ」

というレベルになるとカオスが出て くる。そ うい う意味 で両者 には関係があ りますね。

津 田 それか ら 「バーチャル ・リアリテ ィ」 とい うのは、直接関係 はないけれども哲学的な意味でカ

オスと関係 している。 「仮想現実感」 も脳 内の認識 と関係 しているんです。脳 の中 には神経伝

達物質があ りますね。その伝達物質があって、情報はいったん電気か ら化学物質に変わって、

またその物質が電気信号 に戻 ることで情報が伝 わると考 えられているけれ ども、その化学物質

というのはほとんど麻薬 なんですね。それを我々が大量 に摂取すれば幻聴や幻覚が起 こるわけ

ですけれども、 しか し、今見 えない ものが見 えていない とい う保 証は どこにもない。同 じ化学
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物質 ですから、量が多 くなれば見 えちゃう。反対 に もっと少 ない状態で作動 させれば、今見 え

ている ものは見 えな くなっち ゃうか も知れない(笑)。 す ると、我々が 「現実」 と呼 んでいる

ものはいったい何 か とい うことは非常 に深刻 な問題 になって くる。だいたい我々の 目とい うの

はだ まされやすい。 しか しバーチャル ・リア リティが ショッキ ングなのは、 「触 る」 とい う感

触 もだ ませ ると。グ ローブをはめてゴーグルをかける と、モニタの コップを触 ると電気刺激 を

受 ける ように してお くと触覚 もだませて しまう。つ まりグローブを通 じて伝 わったある電気的

刺激 に よって、脳が 「ある」 と感 じて しまう訳です。 だからバーチ ャル と言 ってるけれども、

果 た して同 じことを相似変換 してみ ると、本当は もっ とリアルな世界 というのがあ って も、本

当は我 々の今の世界 の方がバーチ ャルか も知 れない。 そういう推論 は当然成 り立つ。 これに対

する哲学 とい うのはない。哲学者 に もっと頑張 って もらわないといけない(笑)。

津田 実は、バーチャルの問題 とい うの もコンピュータ科学がここまで発展 してきたからでて くるよ

うになった。 どこを押 さえれば脳 が どのように反応 するかが だいぶ分 かって きたのですか ら、

脳神経科学の発展 とコンピュータの発展、コンピュー タ技術 の発展がバーチ ャルと言 う問題 を

ここまで可能にさせた。バーチ ャルの考 え方 とい うのは 「カオス」 に非常 に近 い。カオス とい

うのは 「純粋客観」 の世界 に押 し込 めないので、相対化 して認識 しない といけない。か と言 っ

て研究者がある種 の 「客観性」があると信 じられるためには、それは主観 というのではいけな

い。それは何 に対 しての客観性 かというと、非常 に相対的 な関係 ということになる。ち ゃん と

定義 された観測 をカオスに対 して行 なったとして、その観測者か ら見て相対的に 「事実 として

こう見 えました」 とい う以外 に言 えない。カオスを問題 とする とい うことは、純粋主観 とか純

粋客観 の世界 を排除 して、相対主義の世界 に行 くということになる訳です。それで 「相対性」

と 「客観性」 ということをどうバ ランスさせてい くのか。従来の 「相対主義」 というのは非常

にあやふやなものであったけれ ども、それとどう折 り合 いをつけてい くのか。結局 もしかする

と 「客観 とは数学的構造で しかない」 という言い方 もで きるか も知 れない。あ る意味で数学 し

か客観世界 を捉 えることがで きない。人文科学は別 に して も、経験科学 とい うものはもはや客

観性 とい うことを確 実な レベルで保証で きな くなっている。今 までは複雑 な現象 を扱 ってこな

か ったか ら 「観測 の影響」 というのを最小限にで きた。 しか しカオスに しろ複雑系 に しろ脳 に

しろ、実験する度に変わるような現象を扱 っている。 これは今 までの経験科学のルールか ら言 っ

たら違反になって しまう。経験科学が精密科学 になれたのは、理論 を検証する実験 と言 う方法

に再現性があって理論 をチェックで きたからである。それは、 きちんとした手順で実験 をやっ

ていれば必ず同 じことが起 こ り、誰が どうやって も同 じ結果が得 られる。だか ら理論がそれを

予測 し実験がそれ を確認 し、あるいは実験が先行 して新 しい現象 を出せば理論 はそれを真 だと

みな して説明 した。 これが経験科学が精密科学 になれた一番 の理 由です。典型例は物理ですね。

社会科学 も扱 う現象 が複雑であるが、経験科学 ということには変 わ りない。つ ま り、複雑 な現

象 を扱 って くるようになると実験の再現性が保証で きない現象 を扱 わねばならない。す ると理

論 をどうチェック してゆ くのか、実験や観測 を一切せずにそれがで きるもの、それが数学であ

る。結局人類 が どうい うものに客観性 を求めたてきたか とい うと、それが数学 である。つ まり

抽象 的にある空 間の構造 を想定 してそれを明 らか にしてい く。 それがたまたま物理や生物 な ど

に応用 されてきた とい う歴史がある。 自然科学 と全 く独立 に作 られたものが自然 を記述 して、

それが自然科学 を支 えている。現時点で も数学は、観測する前 の、システムに影響 を与 えずに

システムの構造 を明 らかにする唯一の手段である。数学の レベルでは純粋客観 ということを言っ

て、経験科学の領域では常に相対で しか ものを言 わない。 これを きちっとやれば妙 に主観的な

ものに陥らない。 カオス とい うのは観測の問題が入 って、相対化 しなければいけない。では実

際の純粋客観の世界が どこにあるかの問題が出て くる。それで、バーチャル ・リアリテ ィとい
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うのが何か を考えてみると、現実の世界 において 「ない」 と思われていた もの を 「ある」 と思

わせるシステムだか ら、 ここでの 「純粋客観」 というのは 「計算理論」である。 コンピュー タ

科学 と数学が結 び付 いて、だか らプログラムの再現 という意味ではきちん と再現性 が保証 され

ている。誰が どこでやろうと同 じ結果が出る。何 をバーチ ャル というか何 をリアル とい うのか

この世界 の中で ははっ き りしてい る と。 これ を知 らない と我 々はだ まされ て しまう訳です

(笑)。

津田 人工生命 とい うの も当然同 じように して関連する。 これに対 しては色々言われているけど、僕

は価値あるものだと思 う。なぜ なら、生物学 とい うの も非常 に難 しい学問ですが、生物 とい う

のは機能素子の単なる集 まりとしてではな く、 システムとして存在 している。単一 の物質 とし

て存在 しているのではな く、物質が非線形な相互作用 を してで きた集合体 として存在 している。

実は我々は 「システム」 を理解する方法というのをあ まり持 っていない。古 くは 「サイバネティ

クス」 というのがそ うで、それが発展 したためにオー トメーション工場がで きるな ど産業 にも

のすご く影響 を与えた。ノーバー ト・ウィーナーなどは時系列解析 をやって、そ こからオー ト

メーシ ョン工場 の方向 を発想 した。 けれ ども、 もう古 いサイバネテ ィクスでは太刀打ちで きな

い。新 しいシステム論 というのが必要 になってくる。生物で厄介 なのは一度 き りしか現 われな

い現象 を扱 わねばな らない点 で、それが生物進化である。我々は太古か らの進化 の頂点 なんだ

と言 われるけれ ども、仮 にそ うだ と して も、我々の進化 も一度 しか起 こっていないのだから実

験 的に検討できるものではない。僕iが進化論が嫌 いなのは、進化論争が非常に主観的で、イデ

オ ロギー論争 どころ じゃないような喧嘩をやっている。自分の説が一番正 しい と(笑)、 理論

的整合性 さえあればいい として百家争鳴になっている。僕iは昔はこんなものは学問にな らない

と思 ったけれども、 コンピュータが発 達 したんで、計算機の中に遺伝子的 なもの をプログラム

して相互作用 させて ライフゲームをさせ る。ルールを与えてAが 増えるとBは 減る とか変数 を与

えておいてやる。そうすると突然変異が出た とかある種 は絶滅 して しまったとか、 シミュ レー

ションがで きる。生物進化その ものは実験で きな くとも、仮想的 に進化 のプロセスを多重のプ

ロセス として辿 ることがで きることになる。その うちの どれかに生物進化 に近 いものがあった

とすると、それを発現 したプログラムの変化 を再現 させることはで きるから、進化その ものの

謎 を調べてゆ くことがで きるんではないかと。だか ら、仮想 的な実験 をコンピュータの中です

る とい うことを方法論 として確 立 したという点で、人工生命 の研 究 とい うのは非常 に大 きな も

のがある。 日米の研究者 を含 めて909。ぐらいの研究者がそれをアルゴリズムとして しか認識 して

いないけれ ども、 しか し生物 を研 究 した人が本気 になってそれをやると面 白いことになるので

はないか。

津 田 「ナノテクノロジー」 ということはバーチャル ・リアリティとい うこととも関連 している。先

程の 「内側か らしか観測で きない」 ということと関連するが、従来の量子力学的効 果が効 いて

くるような原子 レベルでは、観測 に対 する不確定性 というのが出て くる。それで もあ る種 の技

術 を使 うと、原子 レベルの ものでも外 からコン トロールで きる。それは純粋客観 の世界 と相対

主義の絡みで言えば、我 々が内側か らしか観測で きない とするとどうするのか、純粋客観 の世

界 をどう知 るのか。それは数学 だと言 いましたが、 じゃあその数学 は行為 をどう 「設定」する

か とい うことになるけれ ども、内側 から しか観測 してない入 にどうや ってそれが分か るかとい

う問題がある。 しか し、 うまい座標系 から見 れば、内側か ら観測 していて も外 か ら観測 したこ

とにずっと近付 けていけるか も知れない。 「ナノテクノロジー」 とい うのは実は こうい う考 え

を非常 に勇気づけた。 「ナノテクノロジー」によって、観測の効果 を排除できない レベルでやっ

ているんだけれども、原子の レベルの ものをあたか も外 からコン トロールで きる。 と言 うこと
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は、何 か内側 に観測 による干渉 を最小 にで きるような座標系 があって、そ ういう座標系 さえ見

つ ければその上 に立 って理論 を作 っていけば、内側か らで も外 の世界 が分かるんじゃないか。

そ うい う意味 で これ も非常 に関係 があ る。

津 田 「超伝導」 というのは高温超伝導 の方は今の ところ直接 には カオス とは関係がないですが、低

温 の方の超伝導 はカオス と大 いに関係 がある。ジ ョセブソン素子 はカオスを出 しますか ら。高

温超伝 導は学問的には当然興味があ りますけれども、やっぱ りエネルギー革命が起 こるために

は硬 い ものがで きないといけ ません。 これで電線 を作 ろうと したって弱 いですからす ぐボロボ

ロになって しまう。京セ ラなんか非常に強いセラミックを作 った りしているけ ど、セラミック

で非常 に強 い電線が作れればエネルギー ロスな しで電気が送れる とい うことはあ り得 るんです

か ら、それはす ごい産業革命 になるで しょうね。

津田 「バイオテクノロジー」は僕 は よく分からない。 これ もだか ら、先程 の話の ように一回 しか起

こっていなかった筈 の ものを生体か ら取 り出 して違 うことを色々やって ということで しょうが

(笑)、 期待 としては医療への貢献 とい うことがあ りますね。 「ヒ ト ・ゲノム」 は皆 目分 から

ないです。 まず簡単 な計算ですが、 ヒ トのゲ ノムはどんなに大型 の計算機 を使 っても我々が生

きている間には解析 はで きない。だけ ど部分でいいんだと。そういうことだと思 う。あるいは、

ある部分 を見 たときにちゃん と全体 を予測で きる予測理論 を作 れ るとか、それがで きれば全体

を見 る必要がないんである部分 だけか ら全体 を再構成 してみせ るとか。そ ういうことだと思い

ますが カオス とは直接関係 がないですね。部分 と全体 の関係 と言 う意味 までは哲学者 には関係

してきます けど。結局、基礎科学 とい うのはお互いに非常 に関係 し合 っていますよね。

事務局 この分類 でおか しい ところを教 えて頂 けますか。

津田 これはどうしてこうい う分類 になったか分 からないですけれ ども、 どち らか とい うと基礎科学

と、それを元 にした技術革新 とい うような形で並べるといいん じゃないかな。(1.)は これは全

部基礎科学ですから、 このまま残 していいです。で、(1.)の 中に脳神経科学 というのがある。

超伝導 は微妙で、超伝導は基礎理論 としては基礎科学 に入れ るべ きなんですが、基礎 を知 らな

くて もモノを作 ることはで きる。現象は発見 されていますか ら、既 に知 られているもの をうま

く組 んで作 ればそれはもうテクノロジーにな りますか ら。他 はいい と思い ます。後は全部技術

ですか ら。

事務局 技術 とか基礎科学 を研究 されている方は、単一のテーマで研究 され るので しょうか。

津 田 技術 の方は多い と思 う。技術 はほ とんど一つのテーマに沿ってや られている。技術 の方 はそち

らまで手が回 らないんで しょうね。基礎理論の方は一人でなんで もやれますか ら、全部 を射程

に入れてや られている方 もい ます。 この中の部分集合やカオス とか非線形 とか まとめてやられ

ている人 もい ます ね。

事務局 九州の方 で、カオスの医療応用の研 究 とい うのがあったそ うですが。

津田 あれは 「脈波」 と言 って、私 も関係 してい ました。 「脈波」 は 「感性」ではないですね。脈波

が カオスになっていることはあれで最初 に見つけたんですが、実は脈波 が ものすご く変動 する

というのは1940年 頃か ら知 られていたことなんです。僕 は知 らなかったけれ ども、循環器の方で
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は常識で、セン トラルとい うのは心臓 だろうと、心臓 の方 はそんなに変化 しない。 しか しペ リ

フェラルというか周辺部分 はものすご く変化 するというのはよく知 られていた。 しか しどう し

てそうなるのか、その変動 はいったい何 なのかということは全 く知 られていなか った。 これは

私 と国立肥前療養所 の田原孝 さんとコンピュータ ・コンビニエ ンスの三者で研 究 をやった。田

原 さんは精神医学の専門家で医療 情報 ということをや られていて、医療 システムをもう一度変

えると。そのためのデー タベースをちゃんと作 りたい ということで、実質のお手伝い をやった。

実は脈波の研究 はそのひ とつの結果 だった。私 は正式 とい うことではなかったが、かな りやっ

たから名前が出ている記事 もある。脈波 のことを言 うならそれは 「感性」ではないけれ ども、

要するに生体恒常性 とい う問題になる。

津 田 人間は代 謝活動 を常 に体内でやっているんですが、代謝が一定 になるように調節 されているん

だ と、生体恒常性が間違 って解釈 されている。最初 に言い出 したキャノンとい う人 たちは、そ

れがもっとダイナミックな状態で安定 しているんだ と、それを言 うために 「ホメオステイシス」

という言葉 を使 った。 「ホメオ」 は類似 の という意味 で、 「ステイシス」 は 「静的」 という意

味 で、 ホメオスタシスだ。例 えば心臓 の拍動 の周期 も変化 する し、体温 も一 日計 ってみればす

ぐ分かるように変化 している。そ うい うのが余 り変化 しない。た とえ変化 しても一定の周期が

あると誤解 されていた。我々の脈波 や心臓 の鼓動 を調べ ていった経験で は、人間一般 に普遍的

なカオスの構造 が見 られるけれ ども、それに個人 にデ ィペ ン ドした構造が付加 して、 さらに病

気 とか調子が悪 いとそれが乱れた りする。だから、 カオス解析 を してその人の健康状態 の履歴

さえ知 っていれば、 自分 の健康状態 の変化 は判断できて しまう。我々は 「医者い らず」 とい う

ような名前 を使 お うかなどと言っていた(笑)。

津 田 しか しそれもヘ タに表 に出す とゲー ムセンターの血圧測定機 の ように誤解 され る恐 れがあっ

た。田原 さんは もともと精神 医療 という、医者 と看護婦 と患者 との関わ りをやってお られる。

精神医療 というのは難 しくて、例 えば 「ダブルバイン ド」 という概念 は精神分裂病 の患者 と医

師 との関係 を言 うのに出て きた。医師は患者 を直そうとやっているのに、その うち患者の世界

と一体化 して しまって自分がおか しくなって くる。す ると患者 を理解 した と思 った ら実は医師

がおか しくなっていてそれに気付かない。そのときに外 から見ると二人 ともどこかおか しくて、

その状態か ら抜 け出れない。 これをダブルバイン ドと定義付 けた。 もっと ドラステ ィックな他

の例 としては、母親 が子供 を叱るときに笑いなが らや っていた り、褒 めていて も怒 った顔 だっ

た りすると、子供 はいったいどう理解 していいか分か らない。二律背反 の抜 き差 しな らない状

態になって しまう。そ うすると精神病が発病するという説がある。田原 さんは 「ダブルバイン

ド」状態か らどうやって抜け出るのか、 まさにそ ういう環境 に接 していた。そんな中で も、看

護婦は医者 と違 っていて毎 日患者 と接 してい るから患者の調子がす ぐ分 かるが、医者 はたまに

来て診断 しようとす るか ら間違 うことがあると言 う。それで看護 ということをうま くやれば、

そのダブルバ イン ドの状態からどう抜け出るか分 かるん じゃないか とい うことになって、精神

医療看護 システ ムをやることになった。そうするとダイナ ミックな状況 というのが出て きて し

まって、そ こにたまたまカオス とい うのが現われた。心身の状態 とい うものが何 らかの形でカ

オスに表現 されているんではないか と。脈波の場合は 「心」、 「身」 なんです。普通の人で も、

物理的な状況 によって も変わる。 アイス クリームを食べて も変 わる し、アル コールを飲 んで も

変わる。 これは物質 レベルで影響 を与 える。計算 を していた り、緊張があ っても変 わる。物理

的な状況 によって も変 わるし、精神 的な状況 によって も変 わる。 また非常 に珍 しい絵 を急 に見

せ られて もカオスの形が変わって しまう。それで 「心 身」 に非常 に鋭敏 に反応 する ものだ とい

うことがいわれるようになったのです。

一122一



事務局 科学 であれ医療 であれ教育 であれ、基礎科学から応用 してい って、何 か をデータ化 していっ

たため に新 しい可能性が見 えた とい う事例 があればお聞かせ くだ さい。

津田 もう一つ大事な点は、我々は生体実験 はで きない。脈波 は無侵襲でや りますか ら苦痛な くでき

る。これがポイン トです。ヘルシンキ条約で動物虐待 をしてはいけない、 これからはだんだん

脳神経科学 の実験 もで きな くなると思 うんですよ。だから今 は動物実験 をやった り人間に対 し

て心理実験 をやる人は論文 を書 くときには一文 を書 かなきゃいけない、虐待 は していない。今

は猿 に対 して電極 を差 した りとやっていますがその うちで きな くなる。そ うすると本当に下等

動物で しかで きな くなる。だか ら無侵襲でやることは本当に必要 とされていて、脳神経科学で

は、無侵襲測定 として染料 を注射 して光学測定 をやる。 しか しその数年前 までは染料 は毒性が

あって細胞 が生 きた状態観測で きなかった。けれ ども今 は技術が発達 して、毒性のない染料 を

使 って細胞 を殺 さない方法で測定がで きる。するとそれは人間の問題で も応用で きるだろうし、

最新 の染料 が人間に も全 く無害 だということを薬学の人 などが一生懸命 やって くれれば、今の

crス キャンなどよ りずっといい測定方法がで きてくる。その次 に問題 になって くるのは、無侵

襲で取 ったデータに研究者が どう関与するか という問題です。例 えばデー タ同士 を相互作用 さ

せ るということは普通で きないし、デー タの相互作用 をや るには本来な らその方程式の形が分

かってない といけない。それでデー タしかないとして、いかにデータ同士 を相互作用 させるか

という問題がある。人間同士 を相互作用 させ ることの代 わ りに、データ同士 を使 ってできない

か とい う発想 ですね。ある意味で危険な考 え方か も知れないが、そのデー タをその個人の代表

情報系 と考 える。それに介入することはいいだろうと。そうなればデータをズタズタにするこ

ともで きる。人間個人に直接介入す ることはで きないけれども、データに介入するのは構 わな

い。そ うなればデータを使 っていろんな実験 もすることがで きる。その辺 りの アル ゴリズ ムが

開発 されれば、一回データをとっておけば色々 とで きる訳です。 とにか く無侵襲のデータさえ

取 っておけば色々実験 をすることがで きる。だか ら、そのようなデータベースはで きるんじゃ

ないか と思 います。

事務局 新 しい科学 の研究が進む と、過去に起 こったことの分析や、予測 や推理がで きるようになっ

て、 これ までの情報処理が大変革 をするか も知れないですね。

津田 僕 もそ ういう期待 は持 っている し、 まずそのためには基礎理論 が どうなるかが問題です。デー

タに関与するというのも、 アルゴリズムが書 けてもっとちゃん とした基礎理論 をやっていけば

で きるだろ う。我々が直接生体 の中に入 り込む ことができないか ら知 ることがで きないことと

い うのはた くさんある訳です。 しか し、無侵襲で取 ったもの を使 えばデー タに対 してな ら解剖

して も何 で もい くらでもで きる。そのために、データに対 してその変化 をどう記述するか とい

う基礎 理論がで きれば無理な話ではない。それは可能だと思 う。 そうなって くれば全 く違 った

世界が拓けて くる。

津田 そ こでエネルギー変換効率の問題 はすご く大事で、なぜ情報化社会、つ ま りコンピュー タが こ

れだけ普及 したか というと、ニーズ もさることながら、 ものす ご く少 ないエネルギーで計算が

で きるか らです。 これはどう してか と言 うと、情報 とエネルギーの変換式 を見れば分かること

で、統計力学でいうボルツマ ン定数が関係 して くる。1度 温度 を上げるのには、1.36×10の マイ

ナス16乗 エルグとい うほんの少 しのエネルギーでいい。実は1ビ ッ ト計算す るのには、 このボル

ツマ ン定数の程度 のエネルギー しか必要ではない。我々がたまたま幸運 な ことに、ボルツマ ン

定数が非常 に小 さい宇宙 に住 んでいることで情報化が進んだ と言えるんです。ボルツマ ン定数
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が大 きい宇宙では情報化な どは起 こらない。つ ま り、我々の世界ではコンピュータを動 かすの

には電気代 だけで よく、計算その ものにはお金がほ とんどかからない。

津 田 次 はさっきの 「揺 らぎ」の問題になる。ダウンサイズ していった時 には熱発生 が問題 となる。

自分 自身の発生 した熱 で 自分の計算 を壊 して しま うとい うことが起 きる。かつてバ イオコン

ピュー タということが言われて、生体系 を使 えばいい コンピュータがで きるという話があった

が、熱発生 の問題があるがら無理だ という意見があった。 しか しよくよ く見 た ら、生体 はその

問題 を解決 しているんです。そこの ところ をうまくやれば第二の情報化革命 ということがで き

ると思 う。産業革命 と言 うけれども、この時点で も違 うタイプの産業革命 が起 こることははっ

き りしていると思 う。技術的には我々はで きない状況 ではない。後 は基礎科学 の レベルで どう

突破 口を開 くか とい う問題です。それがで きればそれを展 開する技術 というのは現在 で もある

わけです。産業界だってそれを支援する体制 にはなっている。細 かい ことを言 えば体制 の変革

とか制度 の変革 とか、政治行政 ということに意見 はあるけれども、こういうところが も し今 の

ままだ として もかな りの革命的な産業変革はで きる筈 だと思 う。そこの ところにどれだけ有用

な情報 を持 っているか、デー タベースの構築が関わって くる。

事務局 「委員 コメン ト」の際、先生には大学改革の問題や基礎研 究の問題 を取 り上 げていただ きま

したが、報告 か ら欠落 しているものを教 えて ください。"

津田 医療 情報の問題 をもう少 し深めて欲 しい と思います。それ もあ りきた りの情報 ではな く、さっ

き言った意味で、データに関与するとい うことをどれだけ保証で きるか とい う情報ですね。通

産省 の電総研 なんかでは、かな り基礎知識 を持 っている人がいると思 うんです。 もっとやれる

筈 なんです。だけど何 か分散 して しまって、はっ きり言ってあれじゃあダメだな。企業側の人

もはっき り言ってやる気 を持 っていない。それは予算 などの問題 もある し、そ もそ もちゃん と

したことをやる ことが不可能な予算 でやれ と通産省 か ら言 われているか ら、やっている人 にや

る気が生 まれない。それでつ なぎだけをやればいい とい うことになっちゃうし、若い人 も出て

こない。若い人 の話 を聞いた人が出てきて、研 究 した本人でない人が出て くるか ら議論 が深 まっ

ていかない。あそ こで もバイオ素子 をやってる人がいますか ら薦 めたんだけれ ども、テーマ と

違 うということで却下されたことがある。だから体制の問題 に絡 んで言 えば、今 は知 りません

けれど少 な くとも3年前までは、大規模 プロジェク トというのはかな り硬直化 してい ましたね。

10年 といいますが、大 きな成果 というのは期待 で きない。通産省側 か ら言 えば予算 もプロジェ

ク トも余 りに も分散化 して しまって、 また企業か らすれば ものすご く小額 の予算 しか下 りない

から余 りで きない。 これをやるんだ という小人数のグループに今 まで蒔いた金 を集約すれば もっ

とすごいことがで きる。分散化 した ものをい くら報告書で まとめたか らと言 って も、あの レベ

ルでは決 していい ものはで きない。 開発 にまで持 っていかないと、理論だけでは信用 してもら

えないから金がかかる。税金のムダ遣 い と言 われるのがいやだか ら、みんなに見 える形で成果

を出せ と、だか らつ まらん開発 に しかな らな くなる。 もう少 し集 中的な金 の使 い方 をした方が

いいん じゃないか。いままでのや り方のほうが よっぽ ど税金 のムダ遣 いになっている(笑)。

事務局 具体的 に報告書 に対 しての提言はあ りますで しょうか。

津 田 まず具体的に とい うことで、医療 の問題が あった。 それか らエネルギーと情報の問題 を熱力学

的なレベルか らやる人 とか、計算 の レベルで熱的計算 をどうするか というような、そ うい うこ

とをやれば確 実に突破 口になる。だか ら産業の問題は確実に答えが出てい きますね。 しか し、
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教育の問題 というのは結果 を見ることがで きないものだ し、一生経 ってみ ない と答 えがわか ら

ない ものなんですね。その場で悪い結果 しか生んでない と思 って もその先 は分か らない し、何

かショックを受 けた子がそれか ら頑張 るとい うの もある。 だいたい我々の方が先に死んで しま

う(笑)。 しか しそれに して も、教育問題は全 く解決がで きていない、方法論 も全 くない、人

材 もない。 にも関 わらず大学の教育学部は縮小気味です。教育の場では、基本的には小人数の

方がいいですよね。質問 もしやすい し、大学のゼ ミナールの ような形式が いい。例 えば数学の

整数論 をやるとい うな ら楽なんです。ところが僕の ようにカオスをやるとなる と、色んな分野

にまたが ることをす るわけだか ら、学生 さんをどう育 てるか というと非常 に難 しいですね。伝

統的な分野 とい うの は僕 は既 に死 んだ分野だ と思 っているけれども、物理 に しても数学 に して

もそういう分野 ではお弟子 さんが先生の真似 をしていって、 やがて先生 を乗 り越えるようなこ

とがで きる。 しか し境界領域 だ と、先生の真似 をしていて も成功 しない。例 えば僕 のや り方で

成功すると した ら僕 しかいない し、僕のスタイルだけを真似 して も成功 しない。だから、余計

にどう人 に教 えるか とかい うのは難 しくなる。新 しい機械 ということに話 を戻 すと、計算機 の

仕組みが まず変 わると、熱揺 らぎに しても100%解 決で きるとい うのではないが、つ ま り熱揺 ら

ぎの範 囲で100%の 効率 を出す とい うことは不可能だとち ゃんと証明 されているんだけれ ども、

とにか く熱揺 らぎの中で もムチ ャクチ ャにならないで、何 か きちんと計算 で きるマ シンがで き

ればいいけれ ど。そ うなれば産業 というのは確実に変 わ ります よね。 しか しどう変わるか とい

うと現段階では難 しい。

津 田 そ もそ も 「感性」 とい うのが よく分か らないですね。デザ インとかだろうか、都市論なのか、

アーキテクチ ャー なんだろうか と。 「一品一生産」の概念 に対 してはあま りコメン トで きない

けれ ども、確 かに 「感性情報」 とい うのをコンピュータ上 で どう表現するか とい うと、非常 に

難 しいものがあるとは思 う。技術はで きていて も理論がない。我々はEメ ールでや りとりしてい

る と、ち ょっとした言葉の使 い方です ぐ喧嘩 になる。画像処理は高速で大量 の情報 をス トック

で きるメモ リーが必 要だろ うし、解像度 に してもまだもの足 りない。 「ムダが な くなる」 と言

うけれ ども、産業構 造が こういう技術で劇的に変 わるのはそ うだ ろうが、 いざどう変わ るかと

なると難 しい。

事務局 この委員会の報告 で、素材 を作 ってい くとい うことはで きたのですが、報告書 としてはまだ

不十分 な点が目立 ち ます。先生が何 かお気付 きの点があ りま したら教 えていただきたい と思 い

ます。

津田 計算機 と人間のイ ンタラクションというのはあ ります よね。やは り計算機 革命 をするな らばそ

の辺 りが重要だ と思 います。今芸術の方でそれはかな りや られている。あ らか じめ プログラミ

ング してあるんだけれど、モニターに飛んでいる蝶蝶に合わせて手 をさっと動かすと、モニ ター

に花が咲 くとい うような。芸術の分野では計算機 と演者 とが一体 になっているような試 みがいっ

ぱい されています よね。 これはデー タベースを作 る際 にも重要だ と思 う。 まさに人間が計算機
も

の中に入 る ようなイメージです よね。その時 にどんなデー タ構造 を作 ったらいいか とい っのは

ものすご く難 しい。今 は大掛か りな装置を用意 した りしてやってるけれ ども、 このまま じゃ知

的データベース ということにはならないのではないか。 日本 では、計算機 が研究者 や事務系 な

どの方面 に しかなかなか普及 しない けれ ども、 コマ ン ドを打 ち込む という段 階で従来 の コン

ピュー タは一般 の人 にはなかなか面倒 なん じゃないか と。だか らコンピュータの中 に入 っち ゃ

うようなことが自然 にで きると、だいぶ違 うん じゃないか。それがで きれば随分変わると思 う。
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事務局 今 まで我 々は 「インタラクティブ」 というと、外 との関係 からマウスを使 った り、入力する

とい うことしか考 えていなかった。

津 田 それにはヒン トがあって、宇宙物理学者でホーキングという人がいるで しょう。彼 は進行性筋

萎縮症で手が動 かない。前は分野別 に大勢の助手 がついて彼 の言葉 を聞 き取 っていた。今は彼

のためにコンピュータを開発 した人がいて、 わずかな目の動 きや唇 の動 きからモニ ターに言葉

の候補 リス トを出す ようにして選択するようになっている。それで彼 はもう一人で講演 するこ

とも、 「喋 る」 こともで きるようになった。そ ういうものはある。 これは非常 に、超 ギ リギ リ

の ところだった。 コンピュータの外側 からで もない し内側 か らで もない、 「超 インター フェー

ス」 というようなものはで きている。そこから更に中に入るというようなこともで きるはずだ。

そ う思 います。

事務局 本 日は長 いお時間を有難 うございま した。
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中原 英臣委員

事務局 まず先生の ご専門について最初 にご説明 していただいて、それか らこれらからの変革 を導 く

キー概念 についてお聞かせ下 さい。

中原 基本的なことを言 います と、私 は遺伝子、DNAを い じくっている人間です。DNAと は生命 の情

報、全 ての生物の設計図その ものが コンパク トに入 ってい るとい うものです。そこに生命現象

の情報が一応全部詰 まっている。一つはDNAが 違 うことに よって、生物がみな違 うんだという

こと。 また、その情報 を 「読む」 ことによって 「進化 の流れ」 というのが全部詰 まっている。

た またま二 日前の新 聞で、昔の恐竜のDNAの 分析結果 に よって新説が出 た、 「ジュラシ ック

パ ーク」そ の ものです よね。その くらい、DNAを 調べ る と過去のこ ともかな り分 かって くる

と。つま り、DNAの 情報 の中に色 んな ものが詰 まってい るという訳です。僕 自身の仕事は単純

で、そんな大 きな ことをや っている訳ではなくて、そのDNAの 一部 を使 って環境 の浄化 をやろ

うとい う研 究を しています。や さしく言 えば、水俣病の ように、 「水銀」 というのは全 ての生

物 にとって有害である。 ところが水銀 を加 えて も、普通 の生物が死ぬ濃度以上 に加えて も全然

ビクともしない生物 がいる訳です。大腸菌 とか緑膿菌、つ ま りバイ菌、バ クテ リアなどです。

我々のおなかの中にいるバイ菌を取 って きても、だいたいその数10%は 水銀 に対 して強い。 これ

を僕 らは 「耐性菌」 と呼んでいる。 このメカニズムが非常 に面 白い。金属の中で水銀 だけが唯

一常温 で液体 で、空気 に触れ ると気化する。国立博物館 に行 くと金属 のサ ンプルが水銀だけは

瓶 に入 って飾ってあ ります。そのバイ菌 はこういう不思議 な水銀の性質を利用 しているんです

ね。水 銀 を自分の体の中に取 り込む遺伝子 を持っている。Hgσ2と 塩化第二水銀 とい う二価 の水

銀 が有害 なんですが、それを還元 して しまう酵素があ る。有害な二価 の水銀 を還元 して金属水

銀 にす る。何 が起 きるか と言 うと、空気 中に飛んでい って しまうのです。それでバ クテ リアは

何 の害 もな くその酵 素を使 って どん どん水銀 を処理 して生 きてい く。 メチル水銀の場合 はどう

す るか とい うと、 もう一つ酵素があって、メチル基 と水銀 を外 して しまう二つの遺伝子 を持 っ

ている。そ うする とメチル水銀 に も破れない。そ してどうなるか とい うと、メチル基はメタン

にな り空気 中にいって しまうし、その後 に残 った水銀 も空気中に飛 んでいって しまう。僕 は こ

ういう遺伝子を十数年前 にアメ リカで研究 していた。それで、その水 銀 を取 り込む遺伝子 を使 っ

て浄化 を しよう。 これは建設省 のプロジェク トで、 「土木技術研 究所」 というのがあって、そ

こで僕 も一緒 に仕事 をしていた。文部省 から資金 も貰 ったので成果だけは出さねばならない。

それで全部処理す ることが出来るようになった。バイ菌は死 にますけれ ど、バ イ菌の中に水銀

が残 っているのでその水銀 はリサイクル もで きる。だけ ど所詮 コス トが高 くて、今の ところは

無理 だけれ ども。

中原 そ うい う仕事 を している中で一つ進化 に興味 を持 った。それは、そ うい う 「還元」す る性質の

遺伝子 とい うのは、塩基配列で見 ると実は人間はそ うい う遺伝子 を持 っている。人間の肝臓 の

中にはグルタチオ ンを還元する酵素があって、肝臓や赤血球の中にそ ういう遺伝子があ ります。

それを解析 すると同 じ遺伝子である。だから、大腸菌が持 っている水 銀 を還元する酵素 と人 間

の細胞が持 ってい るグルタチオンを還元する酵素 と、実は909。ぐらいの率で一致 している。で、

それだけ一致 しているということは起源が一緒なのだろうと。 この辺 のことを遺伝子の 「情報1

とい う見方 をする と、それ を解析す ることによって、例 えばバイ菌の持 ってる遺伝子 と人間の

持 っている遺伝子の起源が同 じだったとか、色んなことが分かって くる。 その辺が僕 の仕事 と

いうか、や っていることです。
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中原 それで今 回の仕事の話でい くと、一つはここで言 うと 「バイオ ・テクノロジー」 と 「ヒ ト・ゲ

ノム」 との関連性が非常 に出て くると思い ます。僕 はこの一番 目の 「ファジー」 とか 「カオス」

とかい うのは、 どうも聞いていて もよく分か らない。だから、二番 目の5番 目幡 目辺 りでお話

しがで きるん じゃないか と思 ってお ります。前 に資料 をお渡 ししたんですが、その中の一つに

ち ょっとバイオのことが書いてあ ります。人間は昔か ら 「バイオ ・テクノロジー」 はやってい

た。例 えば、競争馬 の改 良だ とか、小 麦。 日本の木原均先生がその起源 を見つけられたんです

が、大昔の人が野生 の麦 に似 たような植物 をかけ合 わせて改良 した りして大麦 とか小麦 とかを

作 った。 コメも しか りです。人間は当時はそ こに遺伝子 や情報がある とは知 らずに、 とにか く

で きて きたものからより良い もの を選び出す ことによってやって きた。今で も実際に山梨な ど

で ブ ドウの品種改良を しているけれ ども、 これは全部農家の人達がかけ合 わせてやっている。

「巨峰」 とか 「甲斐路」 とかは昔はなかった。新 しい品種 が どん どん どん どん出ている。 しか

しこれはもの凄い時間がかかる。それで、メンデルの実験が どんなことをやったか というと 「か

け合 わせ」 です よね。えんどうの花 を蒔いて花が どうだ とやった訳です。 それを嫌 って、遺伝

学者は次 に時間を短縮するために最初 にシ ョウジ ョウバエ を使 った。それで今 ではペ トリ皿の

中で増えるバイ菌 を使 う。 これは一晩で増 えますから。発癌 テス トな どで も 「エームス ・テス

ト」 と言 って、バイ菌が突然変異 を起 こすか どうかで調べ る訳です。発癌性があるかと全部、

動物 を使 って調べてい くのは大変 な作業 です。山際作太郎先生が兎の耳 にコールタールを塗 っ

て、 日本で世界で初 めて人工的に癌細胞 を作 った時に も2年かかった。 こんなことで今新 しく出

て くる物質 をいちいち発癌テス トはできない。バ クテリアが突然変異 を起 こす頻度 が高 くなる

物質は非常 に発癌物質 と近い。 もちろん紫外線 は発癌性がある。その紫外線 をバ クテ リアに当

てると、非常 に高い頻度 で突然変異 が起 きる。放射線 もそ うですね。科学物質等、みなそうい

うことでやる。それは 「時間の短縮」 ということになる。それで最近何 が起 きているか と言 う

と、時間 という壁 をバイオ とい うのは完全 に破 った。ある特定の 目的の遺伝子 を取 って きて、

それを入れてやれば、例 えば大腸菌に人のインシュリンを作 る遺伝子 を入れてやることで、 「遺

伝子組 み替 え」 と言って人のイ ンシュリンを作 らせて しまうことがで きる。 これは、従来の よ

うに大腸菌 をどんなに品種改 良 して もで きない ことです。 これか らこうい うことが急速に進ん

でい く。最近、バイオ トマ トが安全性 を確認 されました。 アメ リカではもう商品になってい ま

すね。そういう形で我々の食卓 にどんどん出て くる時代が来 ると思 う。 「品種改良」 という今

まです ごく時間のかかる作業 を、人 間が遺伝子情報 によって どこの部分 にどういう情報が入 っ

ているかということが分 かったことで、自分達でその情報 を操作 して利用 で きる技術、つ ま り

「遺伝子操作」 を手 に入 れた ことに よって、時間 とい うとてつ もない大 きな壁 を取 り払ったと

僕 らは思 っている訳です。確 かメキシコ ・オ リンピックの時 だったか、テ レビ局が競争 してい

たのは、メキシコで撮 った競技のフ ィルムをどこの会社が一番先に飛行機 で もちこむか とい う

ことだった。今 ではそれが時 間を乗 り越 えて瞬時 にで きる。そういうふ うに 「時間 を乗 り越 え

ること」が技術 によって可能になった。 とにか く、そ ういうのがバイオ ・テクノロジーの成果

の一つ と考 えている訳です。

事務局DNAを いじるという場合 のイメージはどの ようなものなので しょうか。

中原 「必要な部分 を取 り出す」 ということでは、カセ ッ トテープと同 じです。それ と全 く一緒で

す。 ところが、CDは 頭出 しが もっ と早 くで きる。 フロッピーなんか もそ うです よね。 レコー ド

か らテープになって、それがまたテープか らα)に なった。結局、情報 をいかに効果的に取 り出

すかということだと思 う。DNAの 場合、まず暗号 を全部解読 しな くてはいけないですから、 ま

だ どこの部分が とはいかないけれ ども、解読 がで きれば必要な部分 はい くらで も取 り出すこと
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がで きる。変 な話 ですが、 ラクダとキ リンと何か を調 べるとどっちが近いか というのは意外 な

ものだった というのがある。要するに、歴史的に長い情報は入 っている訳です。遺伝子 を調べ

ることによって先祖が分かって くる。今 まで化石でや っていたことをDNAで やる訳 です。木原

先生の言葉 で 「地球 の歴史は地質を見 ることに よって分 かる。生物の歴史 は遺伝子 を見 ること

によって分 かる」 というのがあ ります。種 な しミカンなんか を作 られた方です けれ ども。で も

当時はかけ合わせの仕方が分か らなかった。今 は直接、全部暗号解読 をやっている。それが 「ヒ

トゲノム計画」 で、 これは人間の遺伝子を全部解読する ことなんです。 「塩基」 というのがあっ

て、それは30億 対 あってそれを全部解読 しよう とい うのが、 「ヒ トゲノムプロジェク ト」であ

り、 これはまさに 「知的資源」 と非常 に関係 がある。 アメ リカはこれ を解析す る段 階に入 って

いて、 どんどんや っています。

中原 しか し、実 は日本 はそれに敗北 してしまったんです。小学生並の ミスを して しまった。完全に

今 はフランスとアメ リカが先を越 しています。何 に失敗 したか分 か りやす く言 うと、それは 「航

空写真」 を撮 る とい うことなんですね。遺伝子 の地図 を作 ろうと したんですが、人 間の遺伝子

は23対 で一対 当た り平均 で1億 以上 ある。つ ま り1億文字書かれている訳 で、その1億 を端か ら

順 々にやってい く訳 にはいかない。そこで、適当に切 って切 った部分 を暗号解 読する。 これを

日本が一番 最初 にコンピュー タ化 した。今は 自動分析器 で血液 を一滴入れれば、GOTか ら何 か

ら全部出て きますが、昔は顕微鏡 で見 て数 えた りしていた(笑)。 今 は自動分析 でそれがで き

るので、DNAも そのかけらを入れると暗号 を解読 して くれるコンピュータがで きた。 これは日

本が最初 にやった訳 です。 これに対 してアメリカは焦 って、 とてもヒステリックになって しまっ

た(笑)。DNAで ノーベル賞を取 ったアメ リカの 「ヒ トゲノム計画」の責任者で もある人で ワ

トソン ・ク リップが、 「日本は金 も出さないで、 アメ リカの言 う通 りやらないで勝手 なことを

している」 と怒 っていた。最近 は何 も言わな くな りま したけれどもね(笑)。 それなの に日本

は何 に失敗 したか と言 うと、航空写真 と一緒でア トランダムに写真 を取 る。そ してその重なる

部分 を分析 す ることをやってい く。 日本は、航空写真 さえ撮 って くればそれ を分析 する能力 は

凄い。 ところが我 々は5000位 に決めた。5000位 の暗号だ と必 ずダブリがでる。5000位 なら、 ダ

ブッている部分 を合わせていけば、必ず どこかで合 ってきて一本の暗号がで きあが ります。で

も1億ですか ら、ダブらないのです。何が起 きたか と言 うと、写真が どこだか分か らない。 ここ

を取 って きて分析 したけれどもどこだか分からな くなって しまった。だから完全 に負けて しまっ

たんです。最初 はフランスを馬鹿 に していたんですね。 フランスは何 をしていたか とい うと、

こっちが コンピュー タを使 っていた時にフランスはここが杉並区だ とかここは江東 区だ と、始

めは訳の分 からない大雑把 な地図 を作 っていた。 こっちは勝 った勝 った とやっていた(笑)。

しか し向こ うは大 きな地図を作 っていたので戻せ る訳です。 この写真 はここだ とい う場所 が分

かる。戻せばダブ リが出て くる。それで 日本はお手上げ状態 になって しまった。 もうダメで しょ

う。それでアメ リカは何 をし出 したか とい うと、訳 の分か らないタンパク質 を作 っている遺伝

子 とかが出て くるんで、それについてアメリカ政府 はノー と言っているが、特 許を申請 してい

ます。 これはまさに知的資源そのものです よね。 ひょっと したら、その中にとてつ もない薬 に

なるものや人間の健康 と関わっているものや、病気 の診断に使 える物質な ど、非常 に価値のあ

る ものが出て くるか も知 れない。今 はだから、現実にそれ を特許 にするか しないかでモメてい

ます。そ ういう風 になって きて しまっている。そ うい う意味では、現実 にDNAと いうのは 「知

的資源」 その ものになってきている訳です。

中原 ブッシュ政権時 にブ ラジルで行 なわれた環境会議 で、 「生物多様性条約」 、 日本 の新 聞では

「絶滅する種 を保存 するための条約」だ と解説 してい ましたが、 あれは単純過 ぎる間違 った報
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道です。アメリカはこれにサ インを しませんで したが、 もしそ うだった ら喜んでサ インするで

しょう。アマゾ ンには まだ訳の分か らない生物が沢山いる訳です。植物 とか生物、バイ菌、色

んなものがいて、極端 な話、その中 にはひょっとしたら癌の特効薬 にな り得 る ものがあるか も

知 れない し。例 えばある植物が出す ものがある病気 を直す薬だ としたら、その遺伝子 を取って

きて大腸菌 に入 れればいい。それか らは大腸菌がそれを作 って薬屋がそれを売 ることになる訳

です。 ところがあの条約 は権利 が半分半分だ とい う。ブラジルにも半分 の権利があると。 アメ

リカが持 って行 って薬 にして も、その権利は半分 だとブラジルは主張 している。 これに対 して

アメリカはバイオの 「基本特許」 を取 っている訳 ですから、反発 した。アメリカは技術 でやっ

たか らそんなものは関係 がないよと。 ここで対立 してブッシュはサインがで きなかった訳です。

建設省 と付 き合 っていた頃、僕 は 「遺伝子バ ンク」 を作 るための委員会 をやっていま したけ ど、

結局 日本 はそ うい うものの 「情報の価値」が分か らないので しょう。例えば、昔ナポ レオンが

エジプ トに遠征するときには必ず博物学者 を連れてい って、そ して大事な もの を持 ち帰 ってい

た。だか らロゼ ッタス トーンというのが出てきたときに日本 の軍隊だったら、石 ころを蹴飛ば

してそれで終わ りで しょう(笑)。 ところが ヨーロッパの場合、必ず今で言 う生物学者 とか科

学者 を同行 してます。ペ リーが 日本 に来た ときに もそうで、そういう時 は博物学者がちゃんと

同行 して200種 類位の植物 を持ち帰 っているんですね。 これは日本では考 えられない ことですよ

ね。アメリカにあるボタニカルガーデ ン、 日本で言ってみれば 「神代植物公園」のようなもの

で、アベ ックなんかが来 た りしてますが、基本的には全然違 う訳です。そこは 「種」、つ まり

DNAを 保存 してある場所 なんですね。 日本が10万 位 だとすると、アメリカはそれを100万 単位で

保存 している。 もう一つ例 を挙 げる と、 ダー ウィンとい う博物学者がなぜれっ きとしたイギ リ

ス海軍 の軍艦であるビーグル号 に乗 っていたか、それはめぼ しいもの を集めて くるとい うイギ

リス政府か らの役割があったか らなんですね。今 で言えばそれはDNAだ し、当時ではそれは品

種改良に必要 な野生 の植物や動物 ということになる。 これは 「資源」、 「知的資源」そのもの

であるとい う概念が彼 らの中には既 にイ ンプッ トされていた。 日本ではそれは全 く欠如 してい

る。 これは多分気候のせいだ と思 うんです。 しか し、それでも寒冷地でのお米の品種改良とか、

日本の百姓 の能力は凄い ものがある。そ うい う意味では決 して 日本 も外 国に引けば とらない。

それなのにコメだけやっていれば よいという箱庭 的発想があ ります。 これだけやってればいい

んだという発想 があったんで しょうね。文化 の違いで しょうね。

中原 「遺伝子バ ンク」を分か りやす く植物 で言 いますと、それは 「種」です。僕iらが建設省 とその

ころ作 ろ うとしていたのは、バ クテ リアです。下水処理場では 「活水 処理」 と言 って、あの扇

風機 の ような撹拝器が回っていますが、あの中にバ クテ リアがいて、汚水 をバ クテ リアを使 っ

て分解 してやって きれいに している。それで川だ とか海 に流す訳です。それで、その ときのバ

イ菌をス トック していない といけない。 これ もある種 の博物学 なんです ね。人間の場合 には

DNAそ の ものです。一度基本に戻 ってお話 しします。 「DNA鑑 別」 とい うのがあ ります。これ

は 「情報」 という意味では非常 に面 白い。一つは、 「基本的 な情報」 とい うのはみ んな一緒で

ある。必要なものはだいたいセ ッ トで持 っているものなんですが、 ところが人間の遺伝子の95%

は 「ジャンク」、つまりガラクタだ と言 われている。3か ら5%が 生命維持に必要な遺伝情報で、

残 りの95%は ジャンクなんです。だ って 「DNA鑑 別」 というのは不思議です よね。人 という遺伝

子 をみ な持 っている と言 いなが ら、一人一人違 うんだ。 アメ リカや ヨー ロッパでは法的 に

「DNAフ ィンガープリン ト」 と呼 んでいますね。 日本はその点割合 にルーズな国ですが、それ

で も証拠 として採用 するようになってい ます。それはこのジ ャンクの部分 です。ジ ャンクの部

分 はどうで もいいんで、みんなバ ラバ ラで好 き勝手に持 っている。人 とチ ンパ ンジーが5%し か

違 わない とい うのは、大事 な部分だけを見 ているか らで、大事 な部分 を作 る遺伝子 を較べて人
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間 とゴリラとチ ンパ ンジーを較べる と、人 間とチ ンパ ンジーの方が近 い。違 っている数 が少 な

い。 ということは、 ゴリラの方が人 間よりも昔に分 かれた。 そ してチ ンパ ンジーが分かれて人

間。 こういう風 に順番 を並べ られる訳です。それは、必要な遺伝子であって も 「種」 によって

多少は違 う。 ところが、DNA鑑 定 になると全 く発想が180度 違 って きて、ジャンクの部分で見 る

ので、 これは各人各様が全員違 うんですね。だから、 「ゲ ノム解析」 だ とか言 っても、結局誰

の どこの遺伝子 を使 ったか分 か りませ んよね。 これか ら多分 、将来的 には人 の遺伝子 はコン

ピュータのデータベースに入 ってい くと思い ます。現 に他 の生物の解析 された遺伝子 はデータ

ベースに入 っている。それを取 りだすことによって色んなことが分かる。恐 らく人間の もの も、

いずれデー タベースに入 ってい くと思 う。

事務局 その場合、人の遺伝子 の中の3q。から5%に 意味があるので しょうか、それとも95%の 方 に重要

な意味 があ るとい うことなので しょうか。

中原 それは目的によって違います よね。基本 を把握するためにはその3%か ら5%が 必要 な訳ですが、

でも残 りの95%の 中に も昔何 かの遺伝子 を使 って作 っていたものとか何 かがあ るか も知れない。

だか らアメ リカはそ れを必死 になって探 し回 って、解析 す る度 に特許 を取 ろ うと しています

(笑)。 確 か これはNHが やるんですが、アメ リカ政府 もまだ受 け付けていない し、 これは特 許

は取れない筈です。 これで 日本 もカリカリしている。 もし特 許を取 られると今 まで やってきた

ことがパーですか ら。ただ、ある一つの何か を全部解析 する ということをやらない と話が進 ま

ない。DNA鑑 定で言 うと、そのガラクタの部分の場所 は決めてある。その特定 の部分 を取 って

きてやる訳 です。 だか ら、 どういう形でデータベース になってい くか分か らないけれども、そ

この違 いを見 るとい うことになるので しょうね。前 にアメ リカ人が書 いた本の中で、面白い例

を出 していて、 「ルーツ」 とい う小説があ りますが、あれは7世 代 ぐらい前の人を探すのに大変

苦労 してい る。 もしデータベース化 されてアメリカ軍が徴兵 される場合、全員DNA鑑 別の対象

になると。 これは完全 にデータベースになってい くということです。そのデータベースが積み

重なれば、そういったデータベース を引けば、ルーツの小説 にあったような7世 代前の人 を探す

という話 も将来的にはデータベースを叩 くだけで終 わって しまうよ(笑)。 使 い道は ともか く、

これから色 んな ことが出て くるで しょうね。 これは我 々の分野ではないですが、未来的なこと

を言 うと、先程 の発癌 の話に してもコンピュータでシ ミュ レー ションがで きます。今発癌 をど

の ように調べているか と言 うと、ひとつひ とつバイ菌 によって突然変異 を起 こす率が高い物質

が灰色 とされる訳です。そ して最終的には、動物実験 にもっていってか らでないと発癌物質 と

は言い切れない。 しか し、その辺の遺伝子の塩基配列 が全部分かれば、そこにある化学物質 を

加えるとどの部分が壊れるかが分かる。 これは簡単 なことで コピーする時 にコピー ミスが起 き

るかどうか というだけですよね。 これで言えば発癌物 質だけでな く、環境汚染物質 など もあ り

ますか ら、最終的な実験 はおいておいて も、 こうい うもの も色んな形で シミュレーシ ョンで分

か りやす くで きる時代が来るで しょうね。

事務局 遺伝子操作 に対す るモラルについて、 どうお考 えですか。

中原 おっしゃるように遺伝子治療が現 にスター トしていますが、 これには二通 りあるんです。今行

なわれているのは、 白血球 を取 り出 して白血球の中の遺伝子 にウィルスを入れてある特定の物

質 を作 る。 それ をもう一度患者の体 に戻 す と、 白血球 の細胞 がその人の体 に欠 けている物質 を

作 って くれる。ADAと い うのがあって、そうい う形 で病気 を治療 してい く。ただ しこれは、 白

血球の寿命 があるので1、2年 位で もう一度 同 じ治療 を しなければいけない。一番いい方法は、
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受精卵で遺伝病 とい うのは分 かっているので、受精卵 にそれを入 れてあげればいいんだけれ ど

も・ まだ禁止 されているんでで きない。精子 、卵子、受精卵 には遺伝子的な操作 を してはい け

ないというのが世界的なルールになっている。天才ができるか どうか、性格が どうか とか、突

き詰 めてい くといつ もそういう質問 をされるが(笑)、DNAと は 「設計図」 ですか ら基本的な

脳 の優劣 に差はあるか も知れないが、基本構造 は一緒 なんですね。人 間の脳である以上、チ ン

パ ンジーと較べ れば どんな人 間を連 れて きて もチ ンパ ンジーよ りは優 れている
。 これはハー ド

の部分で、 コンピュータで言えばハー ドデ ィスクです。 これはDNAで 決 まって しまう。何 が違

うかと言 うと、 フロッピーが違 うので一人一人が違 うのです。何 をフロッピーの中に書 き込ん

でいるか、そのことによって一人一人が全員違 う訳です。基本的 には遺伝的 な脳の構造 は一緒

だけれ ども、その中に詰 まっている ものが違 う。 こうい うことですね。結局 フロッピーディス

クが違 うとい うことになる。小 さい ころか ら音楽が好 きだった人 は音楽が好 きだろ うし、算数

が好 きな子 はそういうフロッピーが入っている。だか ら、遺伝子で全部が決 まるということは

絶対 にない。僕 らはそ う思っています。だからハー ドの全 く同 じの双子で も、違 う環境 に置け

ば全然違 うキ ャラクターにな ります よね。

事務局 命 は延命 で きると思 いますか。

中原 それはできるとは思 うんですが、 もうこれ以上生 きな くてもいいん じゃないか(笑)。 だって

大変 なことになってきます よね。

事務局 フランス とアメリカに追い越 されたとい うことですが、 日本の研 究水準 というのはどうなの

で しょうか。

中原 日本はバイオテクノロジーの基盤はある。品種改良でもともと非常 に優れている技術 を持 って

いる。それ ともう一つは発酵。 この二つが柱 になっているんです。大腸菌に遺伝子 を入 れて も、

工業化 するためには発酵技術 が必要 になって くる。だから宝酒造なんて酒だけ作 っているのか

と思 ったら抗生物質を作 っています よね。お酒屋 さんがたいてい薬屋 さんなんですね。実は こ

れは同 じ技術なんです よ。抗生物質はカビやバイ菌 を増や してそ こか ら抗生物質を取 り出 しま

すが、これは 「大量培養」、 「発酵技術」で、これは酒造 りの技術 と同 じ技術 なんです。 日本

は昔か ら発酵技術は酒、味噌、納豆 などで、 この世界で も トップクラスで したから、アメ リカ

から見ると非常に脅威 なんですね。だから基本的にはライバ ル祝 しているところがあると思 う。

アメリカのモ ンサ ン トという会社 なんかは日本の研究者 はほとん ど入 れて くれないです よね。

入 れるに してもガラス張 りです。やっぱ り日本は知的資源 を意識 していないですか ら。向こ う

の研究者に聞 くと、ハ ンカチを落 として床 をそっと拭いてさ りげな く持ち帰 る。これだけで、

何億 円 もかけた研究の成果が盗めるかも知れない と。 日本人はそ うい うことをやる訳です。 日

本人は知的資源 に関 しての感覚は全 く欠如 している。だから、色 んな問題 が起 きて くる。設計

図の写真 を撮 っちゃいけない とい うのは、記憶 して真似 して もだめだ とい う意味ですよね。 日

本人はそれを トイレで設計図 を書 き起 こせばいいのだ と理解 している(笑)。 だか らその意味

では、戦後ずっと日本が成功 して きた部分が今度 はアメ リカに警戒 じ・を起 こさせていますね。

レンタルΦ はアメ リカの新 曲を置 かな くな りま したよね。聞 くん じゃな くて コピー しますか

ら、だか ら新 曲は置かない よとい うことになったんで しょう。だか ら、 日本 はアメリカか ら信

用 されていない訳です。

事務局 「カオス」で も相互作用が起 きて突然変異的な変化がおきることがある と。 こうい う 「複雑
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系 の科学」 についてどうお考 えで しょうか。

中原 どうもこの辺 りは よく分か らなくて申 し訳 ないけれども(笑)、 僕 は、突然変 わって しまうよ

うなことを何 とか説明す るため に色んなことを持ち出 しているん じゃないか と思っているんで

す。 もう少 し元 に戻 ると、そこに西洋科学の限界がある訳 です。分か りやす く言 うと、天気予

報 というのはちっとも当たらないですが、100年 後の地球 と月の位置や太陽の位置 というのはコ

ンピュータでやれば一瞬 のうち に答 えが出ます。 「連続概念」で説明で きることは西洋科学は

もの凄 く強い。現 に月 まで人間 を連れていきましたか ら。 ところが 「不連続概念」 には弱い。

だか ら、実はまだ今 だに癌 とは何 かが分かっていないで しょう。正常 な細胞が突然癌化 するか

ら、 じゃあ 「いつ癌 になったんだ」 と。 しか し、進化 とはまさに 「不連続概念」なんですね。

あるとき突然、恐竜が鳥 になる といったことは説明で きないのではないか。天気予報 も不連続

概念で、せいぜいそれをどの程度 「微分」で説明で きるか どうか とい うことで妥協 している訳

です。私 は進化論 を一つやっていますが、木村資生先生が書 いた本で 「進化 中立説」 というの

があって、それには全部微分 の式が出ていて分か らない。 ダーウィンの進化論が何 を失敗 した

か と言 うと、連続概念 と して進化 を捉えているので 「今 も進化 は起 きている」。 ダーウィンは

そ う言 っていましたが、今 は進化 は止っているんだと、 こう僕 らは考 えている。 「ウィルス進

化説」 とい うのを入 れていただ きましたけど、これはウィルスが遺伝子 を運ぶことによって突

然変 わって しまうという感覚です。それは 「不連続」 ということなのではないか と思 っていま

す。 ダーウィンの場合 は少 しずつ変 わってい くという発想だった。例 えば事故が起 きたとき、

たいてい分 からない ままで終わって しまいます。 どこでハン ドルを切 った とかボンネ ッ トに乗

り上 げたとか、 これ も不連続 で、チェルノブイリな どもそ うです。究極 で言えば 「死」 とい う

こと、ず っと遺伝 を続 けている生命 のどこからが 「死」 なのかは決 められない。脳死や心臓死

などもどこから 「死」 だかは決 められない。 どこかで 「不連続」か、決めな くてはな らない。

そうい う 「連続」 と 「不連続」概念 のその不連続の部分 が分か らな くて、それ を説明す るため

にこういう色 んな もの を持 ち込んで きているのだ と思 う訳です。

中原 遺伝子が沢山集 まって変 わることがあるとは思います。一番凄いの、 これは 「共生説」 と言い

ます。太古の昔に発生 した嫌気性菌 というのがいて、ある嫌気性菌の中に好気性菌が同居 した。

寄生 しちゃった。 ところが これは両方にとって便利 だ った。 それが人間の細胞や生物の中にあ

る ミ トコン ドリアで、 これ もDNAを 持 っている。こっちに も生物のDNAが ある。 ミトコン ドリ

アの起源 はバイ菌だった。 もっとも、大昔は両方バイ菌 だった。それが今の生命 、空気 を利用

して生 きていける細胞 の、今生 きている細胞 の起源だ。 これは今 もうほ とんど認知 されてい る

説 です。他 の もっと面白いのに、根粒バ クテリアの中には植物の細胞 の中に寄生 している もの

がある。訳の分 からない世界がある。 だから、ある時突然 とんで もない飛躍が起 きると。ただ、

その時 に少 し違 うと思 うのは、色々な ものが集 まって混沌 とさせて しまうんじゃな く、それは

もう少 し説明がつ くのではないかと思 います。ただ問題 なのは、それが 「どうして起 きたのか」

ということは多分未来永劫 に説明で きない と思 う。例 えば、なぜ ネァンデルタール人が人間 に

なったのか といった こともそ うだけれ ども、私 はウィルス とか何 とか と思 っていますが、 じゃ

あ どう して人間になったのか と言われる と説明の しようがない。その辺 で言 うと、 ウィルス と

い うのは 「情報の固ま り」 である。外側が タンパク質で中にDNA、 あ るいはRNAだ けが入って

いる 「遺伝情報」だけの ものですから、 ウィルスは情報 を持 って ウロウロしている 「メディア」

だ と。僕iらはこう思 っている訳です。空気 中にも色 んなところに もいて、それが人 に感染 した

り色 んなことを起 こ しているんだと思 っている。
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中原 もう一つ三番 目のことに関係するんですが、委員会 に出ていて一つだけ気 になったのは、 どの

情報 を利用するか とか、 「日本 の情報 を盗 られて しまうのでは」 とい う発言があった。敢 くま

で情報 というのは 「盗 る もの」だ と思われていた ようですが、 しか し僕 は21世 紀 は 日本か ら発

信 しなければダメなんじゃないか と、本気で思っている。 「お伽話」 は英語 に訳 していて も本

質的には訳せない。例 えば、 日本語の得意な方がいて、その人 と一緒 にやっていた時で も、 「桃

太郎」がでて きたらお手上げで した。桃太郎 を説明することは難 しい。桃太郎 には猿 が出て き

ますが、猿 に対す るイメージが 日本人 とアメ リカやヨーロッパ人 とは違 うか ら、 「桃太郎」 と

「猿蟹 合戦」は訳せない。 ヨーロッパには野生 の猿 はいませんか ら、 どうも気持 ちの悪 いもの

というイメージ しかない。 日本や中国では猿 とい うと身近 な存在 として思 っている訳です。そ

の時に思 ったことは、 日本の文部省 で もどこで もいいからお金 を出 して、英語で素敵な文章の

書 けるな作家なんかに日本のお伽話 を ドイツ語 やフランス語 などで書 けばいい。そ して、 タダ

で、無料で世界中の小学校 に どん どん配ればいい。 日本のお伽話 を子供連が読んだ ら感激する

と思 う。それで、 日本 とは凄 い国だなと思って、 日本人 と話 した時 に日本や 日本人が もっと理

解 されるで しょうね。 きっと話 しやすいと思い ます よ。だって日本 には外 国のお伽話は昔か ら

入 って きています よね。情報 を貰 ってばか りいたんでは何 にもならないのであって、情報 をこ

ち らか らも出 してやるというところで相互理解 が生 まれる。 ところが昔話はそれぞれの国にあ

ると思 いますけ ど、タイやイ ン ドネシア、韓国に して もそこのお伽話は我々は知 らないで しょ

う。それで話が合 う訳がない。結局お伽話はヨーロッパの輸入なんですね。個人的な話ですが、

僕が アメリカに行 っていた頃は、ち ょうど中国人達が アメ リカに留学 し始めていた頃だった。

ところが、彼 らは 「文化大革命」 の世代 だから中国の歴史 をよく知 らな くて、む しろ私 の方が

よ く知 っていた。簡単な中国の歴史 の話や漢文な どを書いた りす ると、随分感 じ・されて喜ばれ

た。逆 にアメリカの人が 日本 のことを知 っていると嬉 しいで しょう。そうい う、お互いの色 々

な文化的交流が必要なん じゃないか と思い ます。 もうち ょっと日本の情報 を出 していかない と

いけない。 「浦 島太郎」 の発想 なんか凄 いですよね。あれはまだ10世 紀前です よね。現代作家

を出すなんか よ りずっといい。 「か ぐや姫」 に しても 「一寸法師」 に して も。 だか ら千年以上

前 からこんな誇 れる文化 をもっているのですか ら、 日本のお伽話 を通 して、 日本 を理解 して も

らうことによって見直 されるん じゃないか と。

事務局 「使 われない情報 の有効利用」 ということと、先生 のお書 きになっている原稿 とはつながる

部分があると理解 して よいので しょうか。

中原 基本 的にはそ ういうことですね。

事務局 例 えば並の論文や編集で捨 てられた没原稿 の集合の中か ら価値ある情報が生 まれ ると、そ う

理解 して もいいので しょうか。

中原 そ う思います。具体的に言 うと、全 く違 うもの同士で もDNAの ある情報が分 かるようになった

ら、例 えば縄文人 と弥生人の先祖が分かったと。 これはいわゆる全 く違 うことですね。恐 らく

こういうものは片方が生物学者がやって きた分野 と、片方が医学や生物 の分野でや って きたと

は全 くかけ離 れていたことです。それが、縄 文人が どこか ら来たか分かることによって、あ る

時ふいにひっつ くと。 「情報」 というのはそうい う凄 さを持 っている。新 聞記事で も社会部の

話 とか政治部の話 とか色々あるけれ ども、 これがある もので案外 もっと大 きな話 になることが

ある。先の論文の ことで もそ うい うことだと思い ます。色 んな意味があるんですよ。全 く違 う

ことで もくっつ けば凄い ことが起 きる し、似 たもの同士で も持 って くれば、全 く違 う飛躍的 に
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よくなることが あるで しょう。 とにか く簡単 に言 うと、情報 は どん どん増 えてい く訳です。そ

れで、何 が言い たかったかというと、私 は生物学ですか ら、必ず頭打ちになる と。バイ菌を ど

んなに増や して も必 ず頭打ちになる し、人間が どんなに頑張 ってもキ リンにはならない。 これ

は生物 の原理です。で、それが生物 だけか と思 っていたら、いや物理学で も爆発 と.いう現象で

もそ うなんだと。それは例えば経済で もそうだ し、人口とか、テ レビが どんなに売れ行 きがあっ

て もそれは必ず頭打 ちになる。 しか し 「情報」だけは自己増殖す る。 「頭打ち」 にならない。

情報 にはそれが ない。未来永劫、無限に増えてい く。だから恐 ろ しい ものがあると僕 は思って

いる訳 です。それ をいかに上手 に、巧 くコン トロールするか を本気で考 えない といけない。そ

れが私 の主 旨です。

中原 だか ら、 「七人 の侍」がイタリアに行 くと、マカロニウェス タンになるわけですよね。ああい

うことです よね。情報の凄 さとは。あれは 「物真似」 とは言 わないのであって、芥川竜之介 に

して もあれは彼 のオ リジナルではない訳で しょう。昔の本を書 き換えているだけです よね。 「羅

生門」 なんかが確 かそうですね。それがああ して全然違 った ものになる訳で、それは凄い話で

す よね。

事務局 もう一つ分 か らないのは、人間の寿命 や人口増加 などでその 「頭打 ち」 の限界 に挑戦 し続け

ている ことは確 かですが、 これとその原理的な限界 というのは どう折 り合 うので しょうか。

中原 それはそ うです ね。 しか し、一万年 も生 き続 ける生物が想像つかない ように、 「限界」 はある

だろ う。 しか し、情報は無限だ。核 兵器 にしてももの凄い破壊力があ りますが、あれ も一瞬で

す よね。終 わ りがある。 ところが 「情報」 とい うのはほとん ど無限 じゃないか。だか ら、医学

部 なんかも外科 と内科は分けない とね。僕 は本気でそう思 っているんですけどね。今の学生 が

かわいそうです よ。私の親父 も医者だったんですが、私 の中学の教科書 を見 たら仰天 していた。

それで僕が生化 学 を習 ったときはもっと新 しいものが出て きた。 ところが今の学生 たちはもっ

と凄 い ことをや っている。いずれ法医学の分野 にDNA鑑 定 が出て くるんで しょう。そうやって

どんどん どん どん情報が増 えてい くそのいっぽうですから。

事務局 恐竜のDNAか ら例 えば滅亡 の原因だとか、 どんなことが分かるので しょうか。そ してそれか

ら人間 も何 かを学び取れるのではないか と思 うのですが、いかがで しょうか。

中原 難 しいですね。恐竜 の滅亡の原因はそれ こそ100を 越える説があ りますからね。最近では彗星衝

突説 とか、太 き過 ぎてどうだ とか、諸説色 々あ りますよね。それ を遺伝子的に説明で きるかど

うか と言 うと、難 しいですね。ただ、僕 は人間は多分 これ以上は進化 は しないんじゃないかと

思 っているんです。 なぜ なら、遺伝子治療 の技術 を手 に入れま したか ら。要す るに分か りやす

く言 うと、僕 は 「進化」 は、あ る種 の突然変異だと思 っているんです。ネァンデルタール人か

らどうして人間がで きたのか というと、それははっきり言 って 「奇形」です よね。毛が なくて

色が白 くて こりゃあなんだと。それが一人 だったら捨てたか も知 れない し他 に何 か考えたかも

知れないけれど、隣 の母親の子供 もそ うだった。恐 らくそれは受精卵 の段 階か、精子か卵子の

段 階で何 か ウィルスが入 り込 んだん じゃないか。だから風疹 がそ うですね。胎 盤の中にはウィ

ルスは入 り込めないけれ ども、風疹の ウィルスだけは例外 的に母親の胎盤 に入 り込 めるんです

ね。だから、奇形 の子供 が生 まれるんで女性 は風疹のワクチ ンを注射 をする。男は打たない。

そ うい うウィルスは現 にいる。普通、胎 盤 というのは絶対 にウィルスは入れないんです。 しか

しそれをす り抜けるやつがいる。そこにある機 能を変 えるような遺伝 子が入っていて感染 した
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とすると、同時 に同 じ子供が生 まれたんじゃないか と。だか らキ リンもそ うですね。キ リンの

首がなぜ長 くなったか というのは、 ダー ウィンは徐々 になったとか言 っている訳 だけれ ども、

キ リンの首 の長 さの中間の化石 とい うのはどこを探 して もない。 どう考 えて も突然変異的に進

化 した としか思 えない。進化 したというなら、 キ リンの ように首 が長 くなれば得 だとい うこと

になって、みんな首が長 くならない といけない(笑)。 それに、キ リンはあれだけ高い長 さの

首 を血液 を送 りますか ら、高血圧 です よね。 ところが首を屈 めて餌 を取 った りします。 もしあ

れに何 もなかった ら脳溢血で死んで しまう(笑)。 ところが 「ワンダーネッ ト」 というのがあっ

て、キ リンにはそれがあ る。 これは首 の根 っ子 にあって血液 を貯留 して脳 に送 る圧力 を調整 し

ている。そ うい うものを持 っている生物がアフリカあた りにいるけれども、 もしそ うい う生物

に ウィルスが取 り付 いても生 きていけますよね。 キリンの先祖 はそれだったん じゃないか。 キ

リンの首 を長 くしたような遺伝子が我々のようにそうい うものを持たない生物 にとりついて も、

生 きていけないです よね。だか ら、 「進化」はウ ィルスに よる伝染病 じゃないか と。それで、

SF的 な人類の未来の話 になる。 もし将来、そう した新 しい伝染性の ウィルスがあって人 間に取

り付 いた として、A皿)Sの ような新 しい ウィルスでみんな変 わった子 が生 まれた とする。 しか

し、 これは人間は 「伝染病」だ と思 うん じゃないか。 そうすると 「治す」 とい うことを考える

んではないか。遺伝子治療は可能 なんだか ら、人類 は どうもそれを 「元に戻 す」能力 を手 に入

れちゃったん じゃないか。だか ら、進化することを止 めち ゃったん じゃないか、進化 しな くて

もいい技術 を手 に入れて しまったんではないか。 もちろん滅びるのは別です。彗星 とか外部的

要因もあ りますか らね。僕iはそ うい う風 に思 っているんですけれ ども、答 えになってないか も

知 れませ んけ ど、だか ら恐竜の遺伝子 の中に恐竜 の滅亡の原因を探 るとい うのはち ょっと無理

か も知 れませんね。

事務局 人 間が 自然 の ままに 「進化」 した ときと、現在 のよ うに道具 を持 って きた とき とをコン

ピュータで シ ミュ レー トした らどうなるか と。 こんな話を伺 ったのですが。

中原 それは私の専門ではないですか ら分か らないけれども、ただ分 か りやす く言 うと、今西先生が

吉言 っていた説が言 えると思 う。人間は服 を着 る。 「道具 としての服 を変 える」。エスキモー

が アフリカの人 とか他 の暖かいところに住んでい る人 と結婚 しますけれど、あれは他 の生物で

は考 えられ ない。あれだけ違 うところに住んで環境が違 っていた ら普通はできない。白熊 と月

の輪熊が結婚 して子供ができるか と言 うと、それはできない。 じゃあどうしてそうかと言 うと、

それは人間が体 を変 えなかったか らだ。体 を変えなか ったか ら、肌の色が違 った りするけれど

も世界 中の地域 に散 らばっていて も結婚 をして子供が生 まれる。人間は進化 していないか ら、

同 じ生物 とい うことになる訳 です。 ライオンと豹 は実際 には結婚 しない。少 な くとも人間が何

かするんで はな しに自然 では結婚 しない。 ところが、家畜はそれがで きる。 「犬」 もやっぱ り

同 じ。あれが家畜でなかった ら恐 らく片一方は毛む くじゃらで片方 は毛が短 くて、全然違 う生

物のように交配不可能 な ぐらい体 を変 えてい ったんじゃないか。犬 も豚 も馬 も人間のそばにい

るものは今で も交配 がで きる。人間が回 りにいて保護 され、だか ら体 を変えないで済んだ。だ

か ら、 こういうのをシ ミュレーシ ョンす るとい うのは面白いです よね。人間が進化 して体 を変

えていった としたら、アフリカ人 とアジア人が結婚 できないのか とかね。違 う種 だか らケンカ

もしないのかな(笑)。 人間は非常 に不思議 な生物 だ。鳥だって違 う島に隔離 されていたら、

違 う種 になっていったで しょう。 しか し一般論ですが、今西 さんはこういうことをおっしゃっ

てい ますね。 まだ交配可能な種 もあ りますか ら、全部 に当て嵌 まる訳ではないで しょうね。 も

しかするとそういうのはまだ何 もない うちに地球上全体 に広 がっていった種 なのか も知 れませ

んね。
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事務局 文明 に大 きな影響 を与 える要素 というのはやは り環境 の問題だ とお考 えですか。

中原 この間の暑 さの ような状態がずっと続いた ら確 かに仕事 もする気が しないです よね(笑)。

我々 ももっ とア フリカのように暑かったらこんな国にはなっていない と思、う。 だか ら、環境 と

か気候 とかは、文明 にもの凄 く影響 を与 えている と思 います。現 に、バ イ菌 なんかはもっ と直

i接的に情報のや り取 りを している。 ウィルスを介 した りしてね。僕は生物 はウィルスを介 して

情報 をや り取 りしている と思 っている。それは文明 というのはこれ とよく似 ているん じゃない

か と。 日本 は割 と隔離 された国ですが、遣唐使船 とか、あれは僕 はウィルスそのものだ と思 っ

ている。向 こうに言 って情報 を詰め込んで帰 って きて、 日本の文化が変 わっていった。黒船な

どはまさにウィルスその ものだと思っている。時々その とてつ もない ウィルスが来 ると、イギ

リスみたいなのがやって きて侵略 されて植民地にされる。 これは 「病気」 です。 しか し、 日本

のように上手に ウィルスの情報だけを取 って きてやってい くと、 日本の文化そ のものが変 わっ

て しまう。僕 はただ簡単 に言 って、 ウィルス と生物 をやっているんで、そのアナロジーで色々

なことを見 てい ると面白いな と思 っているだけです。逆に言 うと日本はウィル スをちっとも出

していない(笑)。 バイ菌には二種類あって、バ イ菌 を完全 に溶か して しまうウィルス とバイ

菌の中に入 り込 んでバイ菌に得 をさせて自分 も一緒に生 きていくウィルス とある。前者 は 「毒

力」 という意味で 「ウィル レン ト」 と言 う。 どうも日本は文化的 に見 ると、秀吉が攻め込 んだ

とか第二次世界大戦 とか、 「ウィルレン ト」ですよね。で も日本の昔のあの時代 は、 日本人村

なんか作 って、あの時代が続 いていたら面白か ったと思い ますね。中 に入 り込 んで一緒 に自分

も暮 らして上手 に生 きてい く。 日系二世 もそ うい うものか も知れない。ペルーなんかでやって

いるフジモ リ氏 とい うの も凄 い。将来的にはこうい うことから日本が本当に国際化す るのでは

ないか。だか ら僕 は、8分 の1で も日本人の気性 を持 ったアメ リカ大統領が出る 日を楽 しみに し

ている(笑)。 フジモ リ氏 というのはあれは100%遺 伝 的に日本 ですか ら、アメ リカ大統領 だっ

て 日本人の遺伝子が出たら凄いですよね。ノーベル賞 を取 った人で も8分の1か ら4分 の1ぐ らいに

日本人の血 が混 じった人 がいる。ある時期ハ ワイでは判事か ら知事から何 か らそ うだった こと

があ ります し、ハ ワイに しろ日本の植民地みたいなものですから、そうすると実質生物学的に

言えば 日本人のアメリカ人 とい うのがいる。そ うい う時代が くるのではないか。

事務局 今 まで西洋医学で分か らなかったと言われる 「漢方」 とい うのはDNAで 説明で きるようにな

るので しょうか。

中原 一部 なるで しょうね。ただ 「相互作用」 という問題がある。いずれに しても植物 ですから、組

成は多分DNAが 作 っているで しょう。ただ、成分 と成分で もう少 し複雑 な ことが起 きてい る。

僕 は信用 していないけど、天然の塩 というと単純 なNa(ユじゃないから効 くんだと。 よく最近 「塩

揉み」 とか言 ってますよね、 ヨーロッパの薬 というのはその単純なNaOな んで、そこで漢方の

凄 さというのはNaOじ ゃない色んなものが混 じっていて、相互作用があって全体 として効果 を

出 している。医学 を ドブ川に例 えると、ボウフラが湧いたら必死になって殺そうとするのが ヨー

ロッパ の発想。漢方の発想 は、川 をきれいに しちゃおうとす る。 これは本 当に凄 い。 どっちが

いいか悪いかは別 として、漢方では治 らない病気 はない。漢方では 「病名」 はないか ら。症状

に対 する薬が処方 されるか ら、癌 になったとして も癌 の症状 に対 して処方 される。西洋医学は

末期 の癌 というともうお しまいだけども、漢方か ら 「万病 の」何 とか と言われると、 もうこれ

は手が出な くなる。それはヨーロッパと中国の発想の違いですね。決定的 に違 う。多分 さっ き

言 った 「連続」 と 「不連続」 の概念について も、多分 ヨー ロッパ人 とい うのは もの ごとを凄 く
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スパ ッと連続概念で取 って くるんじゃないか。社会現象 もそうで、戦争 もず っと交渉 してきて

あ るとき突然戦争になる。それを一生懸命、連続概念 で捉 えようとするか ら、マキ ャベ リの よ

うに 「戦争は政治の一手段である」 なとど言わざるを得 ない。それは全然違 うと思 うよ(笑)。

こうやって付 き合 っていて、人殺 しをしちゃうのが 「政治の延長」だ とは とて も思 えない。あ

の発想 というのは全部が連続 で捉え ようとす るか ら 「戦争 も政治の中の一つ」 だと。決定的に

違 うと思います よね。 「連続概念」 が大好 きなの。 ヨーロッパの人は。そ う思 って言 るんです

がね。

事務局 本 日はお忙 しいところ有難 うござい ました。
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廣松 毅委員

事務局 最初 はご専門について少 しご説明いただいて、それか ら、情報 とは、知的資源 とは何 なのか

についてお話 ししていただ きたいと思い ます。

廣松 私 自身、竹 内先生 の教 え子にあた ります。学部のときは最初 は理科の方か ら入 ったんですが、

それか ら 「科学史 ・科学哲学」 に進み ました。その意味では最近 よく言 う 「文転」 ですね。要

す るに最初 は理科の専門だったけれ ど文系の方に行 った訳です。 もともとは工学系 とかを考え

ていたんですが二年 生の段 階で科学史 ・科学哲学 に進み ました。 「科学史」 とか 「科学哲学」

と言 ってもたいへ ん範囲が広い、その上私が学生 の頃には必ず しも現在 の ように専門化 されて

いな くて、未分化 の状態 といい ますか、漠 とした状態 だった。それで も、大 き く 「科学史」 と

「科学哲学」 とい う ぐらいには分かれていた。あの当時つ まり1960年代半ば、64、5年 ですが、

時代的な影響 もあったと思いますけど、従来の ドイツ流の哲学ではな くて、 「分析哲学」が盛

んで、それに社会科学全体、特 に経済学 などが大変、大 きな影響 を受けた。それで、そ ういっ

た分野 に興味 を持 った。具体 的に現在 では 「科学基礎論」 という言 い方を しますが、その中で

も 「確 率論」 とか、統計の考え方に も興味を持 った。それで、大学院 は、経済学部 の統計学の

方の大学に進学 しました。その時 に竹内先生の学生 だった訳です。

廣松 その後、経済学部 にある統計の専門 コースですから、確率論 や統計学 に限 らず経済学へ も興味

が移 っていったということです。そ して統計学の一つ の応用分野 といっていい と思いますが、

「計量経済学」であるとか、それを使 った経済予測だ とか、 「政策 シミュレー ション」である

とかい ったことをこれまでやって きました。教養 の統計学 の助手 になってからも同 じような形

で、統計の専 門の先生 と、経済学の専門の先生 にお教 えいただきま した。社会科学の中で経済

学 というものは分析哲学の影響 を大変強 く受けていて、物理学 に代表 され る、 自然科学 のよう

な厳密 な社 会科学の体系 を作 らなくてはいけない とい うことで、その面では 「経済学」 が、大

変積極的な役割 を果 た した時期 だった。特に、計量経 済学で 「モデル分析」 に用 いて予測 など

をする ときに、当時か ら一般的に使 われ出 したコンピュー タに接 した。まだその頃はIBMの360

が出たばか りの頃で、その前は紙テープなどを使 っていた時代 です。IBMの360で カー ドの時代

になった訳ですけれ ど、私 自身はユーザ ーとしての立場です けれ ど、比較的学生の頃か ら、 コ

ンピュータに接 する機会が多かった。ですか ら、 「コンピュータサイエンス」 と呼ばれるハー

ドやソフ トの開発 その ものにタッチ したことはないですが、 「ユーザ ー」 とい う立場 から、 さ

まざまな問題点 とかを意識することもあった。 これもかな り時代的なものがあるとは思います。

ち ょうどその頃が、 日本 で 「情報化社会論」 とかいわれ、梅樟忠夫先生が 「情報産業論」 とい

う言葉 をお使い になった頃だ と思 います。その後情報化社会論 が盛んになった。それに興味 を

持 ち始めたのが、大学院へ行 く頃 と重なったような時期です。私 の研究 はこうい うバ ックグラ

ウン ドということにな ります。

廣松 一番勢 いがいい とい うか、一番元気のいいところに関 しては、それに関する統計資料 もそ うで

すが、情報 はなかなか手 に入 らない。 というか、情報 というのが割合 に客観的 な形 で外 に出て

くるというのは、産業 な り技術 な りが成熟 した段 階である。具体 的には、コンピュータに して

も 「コンピュー タ産業」 という形で、ハー ドやソフ ト、そ してネ ッ トワークな どを含 めた形で

言 われるようになったのは、 ここ10～15年 の話です。それ までは開発である とか、 コンピュータ

そのものの研究 に精一杯で、それに関 して情報 をまとめるということはあ まりなか った。その

時期 に、先ほどいい ました ように、コンピュータとか情報 に接 してい ましたので、その上情報産業
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論 その もののバ ックグラウン ドが経済系 とい うこともあって、 「情報経済論」 といったことを

や り始めた。それで、たまたま1987年 に、現在私がお ります 「先端科学技術研究センター」 とい

うところで、単 にエ ンジニアだけでな く社会科学系 の研究者 も含 めて研究 をするということで、

お声掛けいただいて、 こちらに移 った訳 です。

廣松 現在の私の担当分野は、情報技術 と社会 ということです。正式 な名前はもう少 し堅苦 しくて 「情

報技術産業相関論」 と言 っていますが、簡単 に言 えば、情報技術 と社会の関係 について研究す

るとい うことです。 日本 の社会は長短両面あるとは思 いますが、社会全体 の動 きに関 して波が

あるとい うか、 ワッと注 目して、ス ッと波が引 くというところがある。ち ょうど80年代の始め く

らいに、石油危機 によるスランプも終わって 日本経済が上向 きだ した頃、 「情報化 ブーム」が

あった。その前の60年 代の始めに 「一次情報 ブーム」があった訳 ですけど、80年 代の始めに、

「高度情報化」 とい う言葉で、単 に研究者 レベルだけではな くて官庁 レベルで も真剣 に考える

べ きだ とい うことが しきりに言われた訳です。その時、経済企画庁の総合計画局、および通産

省 の産業構造審議会内の情報産業部会な どが、高度情報化の議論 をし始めて、84年 か5年 に中間

答 申というのを出 した。中間答 申の付属資料 として、 「エス家の一 日」 とい うのを付 けたとき

の答 申です。 その時の専門委 員会の委員 に加 ったのが この分野に入る直接 のきっかけ となった。

今考えれば、当時はハー ド中心で、 「ソフ トの重要 園 ということは言われてはいたけれども、

現実 にはソフ トにはなかなか目がいかな くて、ハ ー ドに偏 っていた とい うことは否定 し難い と

思 います。90年 代 に入 って、大型の 「メイ ンフレーム」 と呼ばれる ものか ら段々 ダウンサイジ

ングされて、 「ワークステーシ ョン」 である とか 「パソコン」の レベルになった段階で、最初

に言われていた 日本 は優位 に立 っている とか、 日本は進んでいるとい った考 えはどうもやばい

ん じゃないか、 とい う認識が出て きた。先程言 った社会の波の こともあるかも しれないが、80

年代の前半はみんな極 めて熱心だったのが、途中で波が引 くように情報化は もう古 いとい う様

なことを言ったこともあった。単にムー ド的な意味での ものだけではなくて、 「地球環境問題」

な どの深刻 な問題が出て きた とい うことも一つの大 きな理由ではあろうかとは思います。それ

に対 して、特に ここ1、2年 、 これは アメ リカ人 から、 「もう日本 には技術 は渡 さない」 とか言

われ始 めて、 また再度議論が なされている。その意味で今 、 「知 的資源」 とか 情 報資源」 と

かいうものが注 目されるのは、流 れか ら見て3番 目の大 きな波かなとい う気 はす る。

廣松 今年、通産省の情報産業部会が、ち ょうど前回の中間答 申か ら10年経つ ものですから、答 申を

出す とい うことで、一昨年の秋 か ら議論 を始めて、5月 か6月 に今後の研究方針 と、特にソフ ト

の分野での商取引に関する方針 、それ と人材育成 に関する三つの大 きな柱 か らなる中間答 申を

出 した。私 もたまたま、去年か らそこに加わってい ます。以上 の意味で、60年 代 の流れ にまた

戻 って きたような気が しています。

廣松 実は、1982年 か ら4年 までアメリカにいたんですが、 アメ リカのハーバー ド大学 に1980年 ぐらい

か ら 「情報資源政策 プログラム」 というのがある。 アメ リカの大学の場合 は日本 とは異 なって、

組織 的な動 きが柔軟で、その時 々の重要 と思われる問題 に関 して、始 めに 「プログラム」 とい

う形 で出発 してそれを研究所 であるとか、更に発展すると学部であるとか色々 な形で発展 させ

てゆく訳です。私 は、まだプログラムの段階ですが、 この 「情報資源制作 プログラム」 に出入

りさせてもらって、大変意義があった と思います。最初そのプログラムを見た時に、 「インフォ

メーシ ョン ・リソース」 と.いう言葉 自体 が新鮮であったことは事実で、 日本では 情 報資源」

とか 「知的資源」 という言葉が、あ る程度使 われ るようになったのはかな り最近ですよね。但

し、そのプログラムの実情は、お金 の面で も人の面でもかな り日本 に頼 っている面がある。新 し
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いプログラムを始 める時 には、お金 の手 当は 自分達で しなければならないので、担 当者 が 日本

の企業 を回 ってファン ドレージングを している。 日本 ではNIT、KDD、 最近では銀行 も含 めて

7社 か8社 が、 このプログラムに関係 している筈です。それに対 してアメ リカ側 は当然 なが ら、

AT&T、 が入 っている。コンピュータメーカーは入ってなかった訳です。その辺 、 どういう経緯

があるのかは分 か りませ ん。 日本側 も、お金 を出すと同時 にNITな どはそ こに毎年1年 間1名 を派

遣 した りしているようです。そ こでやっている研究内容 自体 は、そういう陣容ですから、通信

に特化 したものか ら情報 といった ものまで、かな り広 い範 囲をカバー しているようです。それ

に対 して、 よく言われる通 り、ハーバー ドとMTと いうのは競争 している訳ですけれ ども、MIT

の方には大 きく二つ あって、一つはメル ロ ・ポンティが作 った 「メデ ィアラボ」で、今で言 う

マルチメデ ィアの原形な ど、色々なもの、かな り実験 的なもの を積極的 にやっていた。それか

らもう一つが、 「AI」です。人工知能の関係 です。 これは確か、人工知能関係 の分野では、有

名 なミンスキーとい う人が作 って、その当時か ら研究 を してい ました。

廣松 これはただ単に言葉の問題のような気 もしますが、 「知的資源」 と 「情報資源」 という言葉が

両方出てきますね。その辺 をち ょっと整理 した方がいいのではないか、その辺 が少 し気 になっ

ていた。

事務局 知 的資源 とい うのは、 リソース としての 「情報資源」 と、 「利用技術」 と 「利用 シス テ

ム」、その三つ を一緒に して 「知的資源」 と言っています。先生の記事 の中に 「情報 の定義 は

難 しい」 というのが ございま した。委員会の立ち上が りか ら、全体 の流 れ を見 まして、今 ご指

摘 をいただ きま したように、知的資源 とい うものにどの ようなスタンスを持てばいいので しょ

うか。

廣松 結局、 「資源」 という言葉 を強調するか、それとも 「知的」、 「}青報」 とい う言葉の方 を強調

するかの違 いだ と思 う。今 のままで行 くと、 「資源」 とい う言葉の方が、つ ま り経済的資源 と

い う側面 の方が強調 されている ように思 う。つ まり、今 まで は経済的に言 えば 「無料」 という

か、 「自由財」 と言 うか、自由に使 われていたものが必ず しもそうではな くなって、生産す る

に も利用するにもコス トがかかるんだという側面です。その意味での 「経済的な資源」だ とい

う点が問題提起 され、それが比較的皆 さんの関心 を呼 んだ ということだ と思い ます。極端 に言

うと、 「『青報は タダだ」 という考え方に対 して、 「情報 は資源 なんだ」 という問題提起 に皆が

興味 を持 ったということはあったと思 う。それともう一つ は 「知的」 とい う側面。 「情報」 と

は違 う 「知」 ということを強調する側面です。 この意味ではまさに、今 まで言 って きた 「情報

とい うもの をもう一度最初か ら見直そ う」 とい うことを言 っている。 「情報」 とか 「データ」

とか、 「知識」、 ここで言 う 「知」だ とか、 どう違 うか問 われるとけっこう難 しいのですが、

それを どう整理す るかは重要だ。 この二つの側面が大 き く絡 んでいる と思 います。そ うい う意

味では、恐 らく、 「資源」 と言 う言葉 にウェイ トがあるのかな という気が します。 「リソース」

とか資源 という言い方 をすると 「天然資源」 を意味 していた訳です。それが、一番素直な、原

始的な使 い方で しょう。それか らしば らく経 って、 「人的資源」 という言 い方が され初めた。

ゲルハ ル ト・ベ ッカーらが、それまで天然資源だけを 「資源」 と言 って きたのに対 して、人間

とい うの も資源 だという意味で 「人的資源」 という言い方 を した。で現在 は、それが更 に拡張

されて 「知的資源」 とか 「1青報資源」 と言 うようになったんではないか という気がする。 もち

ろんベ ッカーが言った 「人的資源」 というの ものの他 にもエネルギー とい うのも重要な 「資源」

であるとい う認識があった。 「資源」 という言葉で言 うと、 「天然資源」、 「人的資源」、 「情

報資源」 と 「知的資源」 と広 がってきた ということは事実だろう と思 う。 「知 的」 という部分
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が、単 なる情報 ということではな くって、それの利用技術であるとか利用 システムも含む とい

う意味で、 「知 的」 という言葉 を用 いた上で 「知的資源」 とい う言葉 を使 うというのな ら、私

はそれでいいと思います。

事務局 色んな書物 を読みます と、 「情報化社会」 とい う言葉はか な り古 くか ら出て きます。情報化

社会 と言 うものが、同 じ言葉であっても内容は変 わってきているのだ と思いますが、今、1994年

という時代で、2010年 などの先 を見た時に、先生 のお持ち になっている 「情報化社会」のイメー

ジとはどの ようなイメージなので しょうか。

廣松 単純 な外挿 ということで言 うと、2010年 とい うと、15、6年 先ですね。今 か ら15、6年 前 という

と1980年 です。その間日本社会はかな り変わったことは事実です。 日本 でワープロが出て きたの

は1982年 で したか、それからほぼ10年 とか15年 とか経 って、かな り変わ りま したね。それまで手

で書 いた り、消 した りしていたのを機械 を使 うようになった。今 はそれを、紙 の形 だとか、 フ

ロッピーの形 だ とかで持 ち運ぶ ことをやってい る。その意味で今、芽がある、80年代 の初めの

ワープロと同 じような意味で、15、6年 後大変大 きな影響 を及ぼす ものは、やは り通信関係では

ないで しょうか。現在 で もある程度、パ ソコン通信 だ とかで通信するとい うことが現実 に行 わ

れつつあるから、その辺が 「将来のメディア」 である と言 うんであれば、たいへ ん大 きく変わ

るとい う気が します。そのためには、現在 の端末であるとかの通信機能だけではな くて、容量

やスピー ドな どが向上することは必要で しょうけれど、それは、 どちらかといえば改良型の、技

術改良であ って、そちらはもうある程度の射程 に入 っているのではないか とい う気 が します。

だから2010年 とい うと、80年 代の初めのワープロと同 じような意味で通信が、テ レビもそ こに

入 って くると思 いますが、パ ソコン通信 のような形 でかな り変 わるような気 が しますね。

事務局 通信 の端末 を含めて、情報インフラが実際 に理想的 になったときに、果 た してどうなのか と

い う点 と、それは思想 や哲学、国の政策 といった大 きな価値観 を変革するほ どの影響性 を持 っ

た ものになるのだろうかという点。 この二点 についてお聞かせ くだ さい。

廣松 最初の方 について、そ うい うインタラクテ ィブな技術が主流 になってい くとして、果 た してそ

れが効率的に使 われるようになるか とい うことに関 して、私 は、新 しい技術が利用 されるという

か、世の中に入 って行 くのにはかな り時間がかかると思 う。今我々が 日常使 っている電話 に し

て も、 申 し込 んです ぐに付 くようになってからまだ10年 そ こそこです。その前 までは電話 とい

うのは、ある程度金持 ちの ものだった し、車な ども典型的 にそ うだ と言われていた。で も結局

は入って しまった訳です。今の情報通信、知的な技術 に関 して、その段 階はほぼ終わ りつつあ

るのではないか と思 う。そういう新 しい技術が夢物語ではな くて世の中に入 り始めたらしい と、

通常 よく言われるのは子供のオモチ ャ。 ワープロも大人の遊 びですよね、最初 は。自動車 なんか

もレースやなんかに大人が まず夢 中になった。それでだんだん一般市民 に浸透 してきた。今、

パ ソコンなんか もそろそろそ ういう段階 に入 って、その意味でかな り浸透 しつつ あるんではな

いかな とい う気 がする。 だか らと言 って、それが家庭の中にまで どういう形で入 るのかを予想

するというのは難 しい。今のパ ソコンとか情報通信技術 というのは、 まだむ き出 しの技術 で、

自動車 の例でい くと、 まだマニュアルとか、 もっ と前の段階です。一般の人が免許 を取 って、

実際に使 うようになるにはもっと隠れないとダメだと思います。そこが単 に、文化的、社会的、

経済的なものだけではな くて 、技術 が今、ユーザ ーフ レン ドリー とい う言い方 をしてはい ます

が、技術的にも遅れているんではないか と思 う。極端 な話 をす ると、知 らず知 らずのうちにそ

う した技術が家庭 の中に入 り込 んでいるとい う形 になるのではないか、そ ういう気が します。家
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庭 の奥 さんたちがオ フィスで使 っているようなものを将来家で使 うとい うのは考 えられ ない。

ですから、電話の ように必要なボタンを押す とか、 ダイヤルを回す とか、そういう形での入 り

方 じゃないか と思い ます。

廣松 二番 目の方のご質問 に関 して、 日本 に自動車が本格的 に入 ったのは戦後です よね。昭和30年

代。1955年 とい うのは、経済的にも非常に面白い年です。政治的には、55年 体制 というのがで き

た。その年、 日本が アメ リカに初 めて自動車 を輸出 した。 しか し昭和30年 代のその時、 まさに

日本の道路 はまだ路地の続 きだった訳です。車が走 ることを想定 して作 られていた訳ではなかっ

た。当然それに伴 い、事故な どが起 こった。 これに対処 すべ く昭和40年 代 にかけて高速道路 を

作 った。私 が もう一つ言 いたいのは、いわゆる 「交通道徳」 でその時代 に、子供 の段階か ら徹

底 的に教 えこんだ訳で、私 はそれが大変な成果だ と思 います。 たまたま、先 日中国へ行 って き

ま したが、あそこも今が一番大変 な時期です。向こうで は交通道徳なんかない。人間、 自転車、

バ イク、乗用車、バ ス、工事用の車 まで、何 もか も一緒 な訳 です。曲がる時 も、我 々が見 てて

もよ く分 からない。 あの まま自動車が増 えたら大変な ことになるのではないか と思います。 そ

れが、ちょうど日本 の情報通信分野の、今の状況 に当たるのではないか。つまり、 自動車 を持 っ

て突 っ走っている人 は突 っ走 っているけれ ども、歩いている人 もいる訳です し、自転車 に乗 っ

ている人 もいる。かつて 日本 で 自動車が普及 し始めた時 の交通道徳 は、その時は実際に人が死

ぬ とい うことがあったか ら、全員の合意 を取 ることがたやすかった。 だから、社会的に交通道

徳 とい うものが認め られ、みんながそれを守 るようになった。今の、情報 を元 に して、 さて ど

うしようか、 というところです。すなわち、かつて自動車 と人間が どう共存 してい くか考 えて

いたような 「模索期」 な訳です。従 って、情報化の遅れが単 に日本社会の伝統 とい うわけでは

な く、みんなが危機 意識 とか問題意識 をもって対処 することがで きれば、かな り早 い時期 に、

理想的な 「情報社会」がで きるのではないか と思 う。逆に、そ うで ないとかな り困難 な時期が

続 くん じゃないで しょうか。

廣松 それか ら、 日本 の情報 に対する考 え方や接 し方については、何 かち ょっと他 国 と違 うようなと

ころがあ りますね。 あ りふれた言い方 をすると、アメリカとい うのは 「マニュアル文化」 と言

われていますが、それは人的資源が必ず しも均一ではないからだ と思 います。だから、必要な

こ とを伝 えるため には、マニュアルや文字などの、何 か形 になる もので残 しておかない とち ゃ

ん とやって くれない。それに対 して 日本の場合 、そ この ところが必要 な くて、 「ツウー ・カ

アー」 の、何 も言 わな くて も通 じるとい うようなところがある。 オフィスの在 り方 を見 てみて

も、 日本の場合 「大部屋 主義」 です。そ うすると、直属 の課であった ら、課員が何 をや って る

か とい うことは もちろん、周 りの課で何 をやっているか とい うことが全部 は分か らな くて も、

例 えば電話 の対応 の仕方で、 ビジネスの様子が大体分かる ようになっている。そ うする と、横

の情報 の伝達 とい うことにあま り意識 しな くて済む。 だか ら、 自然に伝わるというか、 「情報

をシェアする」 という意味では大変効率 的な組織です。 ところがアメ リカやヨーロッパではそ

うではない。大体、個室単位です。それに仕事が終わった後、 日本のように 「飲 ミュニケーショ

ン」 なんかや りませ ん。 かつ、やるべ きことは契約で決 まっていてその範囲内のことをやる。

そ うす ると、個室 同士の連絡 をどうするかということに関 しては、かな り意識 してやらない と

伝 わらないのです。私 は実は、今 この分野でアメ リカが大変進んでいて 日本が遅 れているとい

ると思 っている。今 まで欧米 の人達 は、同 じオフィスの中でそれぞれが何 をや っているか、上

司に何 をどれだけ報告す るか、 とい うことに関 しては、かな り意識 してやって きた。従 って、

どう効率的にあま り労力 をかけず にやるか ということを真剣 に考 える訳です。 日本の場合それ

はほとんどなかった。それが まさに、パソコン通信 とか何 か との 「接 し方の違 い」 だと思 う訳
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です。でも、 アメリカ型が全 ていい とは思えない。それに15年後位 に新 しい技術が どんどん開

発改良 され、企業、家庭 などにも入 って くるようになったときに、今のアメ リカの状態が 日本

で実現 するというので もないと思 う。別の何 かがあるんで はないかなという気 がす る
。いずれ

に して も・ この・情報関係 の分野 に関 して日本は、今言 ったような、組織 的な、文化的 な背景

があ って、あ まり意識 して努力 してこなかった とい うことは認 めざるを得ないで しょう
。

廣松 これ も歴史的に見て面 白い対比だ と思 うけれども、ご存 じの通 り 「品質管理」 という分野があ

る。戦後・アメ リカのGHQが 専門家 を呼 んで、 日本の生産制度の体質 を変 えるために、最初 は

統計的な意味で 「品質管理」 というものを導入 した。 日本は導入 してから、 「統計的品質管理1

とい う意味でSQCと 最初言っていた もの を、大体40年 くらいかけていわゆる 「TQC」 に変えて

いった訳ですね。大変皮 肉な ことに、それが、今 まさにアメ リカが 「リス トラ」 「リエ ンジニ

アリング」 などと言 っている ことの核 の一つ な訳です。品質管理 に関 してはその意味で、 日本

が輸入 した ものを日本で変えてアメ リカに逆輸 出 したという、たいへ ん成功 した例 だ と思 う。

残念 なが ら 情 報」 とい うか、あるいは もう少 し限って統計 の分野 に関 しては必ず しもそ うう

まくいかなかった。統計の場合 も品質管理 と同 じで、 もっと大 きな制度 と しては、学校教育の

6・3・3制 導入 とほぼ同 じ時期 に、GHQが ミッションを呼んで 日本 の統計制度 を大幅に変えるこ

とをやった。それが現在 の 「統計法」 と呼ばれるものです。1997年 がち ょうど50周年 にな りま

す。 「統計」 というのは、あ る意味 で情報の核の一つですが、残念 ながら日本 の場合 は、導入

された統計の考え方 を50年 間極 めて忠実に守 って きた。それで現在、 日本 は統計データその も

のの収集か ら公表 まで大変大 きな問題 を抱えているのです。その辺 に関 して、アメ リカはかな

り臨機応変 に色 々変 えているんです。その点 に関 して、い くつか理由があると思 うんですが、

最 も明確 な理由の一つは、 「QC」が成功 したのは、企業 に入 ったか らです。企業 にとっては、

利益 に結び付 けるために色々改良することが必要 だった。統計の場合 にはこれは官庁です。 そ
こに大 きな違いがあった。 もう一つ は、変革の一つの大 きなハー ドルか もしれないが、必ず し

も 「文化」 だとか、個人主義、集団主義 ということではな くて、歴史的に情報 に対する考 え方

の違い とい うのがあると思 う。残念 ながら、統計が今 まで忠実 に守 られてきたという一つの理

由には、官庁側 も大変臆病であ ったことも事実ですが、国民 の間で戦前戦中の情報統制 に対す

るア レルギー とか、何かが大変強い ということがある。従 って、情報 に関する新 しい ものの導

入 は、 アメ リカの方ではどん どん変 えてはいて も、 日本 では50年 前そのままの状況が残 ってい

る。それに関 しては、今で も変えることに対 して大変抵抗が強い。心理的な抵抗が強い と思 う。

どうも戦前戦中のあの状況 とい うのがまだ残 っている。 こうい う気 が します。 まあ、それが も

つ、安全弁 としての機 能 とい うのは重要だとは思 いますが、余 りにもそれが強す ぎると足枷 に

な りかねない。

廣松 具体 的な事例 としては、あれは10年 くらい前ですか 「国民総背番号制」 というのがあ りまし

た。省庁の事務の簡素化のために国民総背番号 をいれ ようと した時 に、強硬 な反対があ りまし

た し、 もう少 し縮小 した例 で も、預金 関係の番号 も、個人 に一つずつ付 けて財形優遇制度 の悪

用 を阻止 しようという案が出たのですが、それ もやっぱ り拒否 された。 これは国民の側の精神

的 な抵抗のたいへん強い例です。 もう一つ官庁側 の方でいけば、 これは日本の悪 い部分が両方

重 なって出て しまってい ますけ ど、今 「情報公開法」 の整 備はある程度 されているのですが、

そのほ とんどは機能 しないという状況です。それはやっぱ り行 政側が出さない。今、OECDな ん

かに加盟、参加 している国の中で、 「プライバ シー保護法」 「データ保護法」が制定 されてい

ないのは、 日本 ぐらいです。 その意味で、 「情報公 開」 とそれ を可能 にする 「プライバ シー保

護」 とか 「データ保護」 につ いて、 日本 は極 めて遅れている。その議論が、生産的な形 ではな
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かなかで きずに、今申 し上げた ような、心理的な抵抗 というか、50年 前の亡霊 を引 きずってい

る。 こうい う気が して仕方が ない。

廣松 実 は、統計調査 の方向がたいへん難 しくなっています。今、国政調査 などが典型的にそ うなん

ですが、調査員 とい う人が任命 されて、その人がある決め られた ところを回って、調査表 を置

いて回収 して くる。それを、市、県、国の レベルに上 げることになっている。 しか しその 「調

査員」 とい うのが、 もう確保するのがほ とん ど不可能なのです。 まあ、 アルバ イ トとしてもほ

とんど魅力がない ものですから、そこが一つ大変大 きなネックで、今は自治会 とか婦人会 とか、

そ ういったところの人達に頼んで調査 をやってもらっている。 ところが、そ うするとまた、色々

問題が起 こる。極端 な例ですけ ど、前回、調査員 の方が殺 された。出 して くれ ない人の ところ

へ催促 しにいった ら殺 されちゃった。昔は、 どち らか とい うと、お上 がやる、 自治会の会長 さ

んがやる、何 とか委 員会 の会長 さんがやるということになる と、お上がやる ものには、協力せ

ざるを得 ないとい うような雰囲気があって、比較的それで済 んでいたんですが、最近はそうい

うのは うまくいかない。上から 「押 し付 ける」 とい うのはうまくいかな くなっている。その上、

当然 の ことなが ら、 自治会の会長 さん、委員会の会長 さんに見 られるのは嫌 だ とい うのがあ り

ます。人材確保 にも問題があ り、人に見 られるの も嫌だ とい う抵抗 もあるんであれば、それで

はもう少 し機械化 で きないか と考 えられる。 とい うことで、アメ リカでは、まだ必 ず しも実用

化 している訳で はないですが、調査 員にラップ トップな どの コンピュータを持 たせて、対象者

に調査表 を見せて、 この項 目についてあなたは何番ですかと聞 く。一番 と言ったら一番 を入れ

る。 もちろん調査 している人が内容 を分かってない と調査 ができませんから分か つちゃうんで

すが。で も例 えば、あなたは何歳 ですか と聞かれて、45歳 です と答 えるよ りも、年齢 はこの範

囲の中の どこに入 っていますか、2番 です とい う方が答 えやすい。そ ういうことを今 アメ リカ

は、かな りやろうと しているんですけど、 日本 では、 まだ、かな り先の話 にな りそ うですけど

ね。そ ういう意味で、情報 ものに対する態度 というか、心理的なものとい うか、何 かアメ リカ

とは違 うんですね。

事務局 それは、変 わると思、われ ますか。

廣松 ですか ら恐 らく、今 申 し上げた通 り、それはモロに出ない とい うか、直接出ないような形で、

例 えば今言 った ような方法で情報 を取 るとか、工夫 していけばある程度可能 になるのではない

か と思 います。 やっぱ りそれを可能に してゆ くのは情報技術だ と思 う。あるいは理想的 に言 え

ば、調査 に関 しては自宅の端末 から集計する ところヘオンラインで送 るということも当然考 え

られるで しょう。

事務局 今の延長でお聞 きしますと、 「マルチメディア社会」 と言 われていますけれ ども、先生のイ

メージす る 「マルチメデ ィア社会」 と言 うのは、いったいどうい ったもので しょうか。

廣松 今言われている 「マルチメディア社会」 というのは、 アメ リカ流 のマルチメデ ィア社会な訳で

す よね。バーチ ャル リアリテ ィーに しても、その他 もろもろに して も。 やっぱ りあれは、 日本

には根付かないのではないか と思 う。その意味で今言 ったようなことも含 めて、必 ず しも日本

に限 らないと思、うのですが、 「情報」 に対 してウエ ッ トな気が します。情報が人間 にくっつい

ているとい うか。 「メディアラボ」の初期の実験です とか、現在 のバーチャル リアリティーと

か、何 かの シミュレーシ ョンを見ていて も、極 めて ドライ というか、要するに情報は情報で歩

いていて、人間はこち ら側 にいる。 もちろん、バーチ ャル リアリテ ィーなんかはそれを通 じて
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向 こう側 にいる人 と、 また別の コミュニケー ションを作 るという言い方 をするんですけど。そ

うではな くて、やっぱ りどっか人間 と人 間との触 れ合いというか、何 かが残 っていないと、 日

本ではあんま りうまくいかないのではないかと思 うのです。その意味 で、マルチメディアといっ

た時 に、多分 日本の場合 には、今で もそ うですけ ど、 目に見 えないものとか、本当 に小 さい世

界 です とか、宇宙のかなたとかの類 になる。そうい うものを、音 だとか画像 だとかで再現する

という形でのマルチメディアなら比較的入 りやすいのか も知 れない。それ以上 に、今いろいろ

議論 されている形での、 「ヒューマ ンコミュニケーション」みたいなもの を全部代替するとか、

そ うい うことにはならないんではないか と思 う。で も、シ ョッピングとかそ うい うものに関 し

ては、比較的、導入 されやすいか も知 れませ んけ どね。それに して も、買 うものに よりますよ

ね。セールスマ ンや売 ってい る人 との コミュニケーションがない と、 どうも安心で きないとい

うか、信用で きないという心理が、 どこかに残 っているような気 が しま して、そ こまでマルチ

メデ ィアというのは入 りに くいんではないか と、いう気が します。

廣松 これも、過去の例 を引いて見 ると分 か りやすいかも知れませんけれ ど。80年 代初めに言ってい

た 「高度情報化社会」、あれは要す るに、人間の コミュニケーシ ョンを代 替するか らこれから

「地方分散」の社会 になるとか言 ったんだけ ども、逆に東京一局集 中になった訳です。結局、

技術 的に進歩 しても、それを介 した情報 とい うのは、やっぱ りドライな情報 と言 うか、あるい

は決 ま りきった情報 しかない訳です。そ うすると、例 えば ビジネスチャンスとか、恋人同士 と

かの場合には、やっぱ り会わない と、人 間の集 まっている ところに行かないと、気 が済 まない

のではないか。なんかそ うい う感 じが します。

事務局 「経済的価値のある情報 というのは、定義 しやすい」 と言われましたが、 日本 を 「知的資源

立 国」 としてい くときのイメージというか、そうい うことはあ り得 ないのか、敢 くまで も、モ

ノと一緒 になってそ うい うものを先端的に作 ってい く国になるのか、産業構造が、モノ中心 か

らどう変わってい くのか、 どうい う理解 をすれば よし}ので しょうか。

廣松 情報 というもの には色々な種類 があ る。 ソフ トなどはそうか も知れませんが、 「情報 その もの

を作 る」 というのも一つです。それか ら、モノを作 るための技術 、その 「情報」 というのもま

たある訳です。例えば、マイクロマ シンです と、マイクロマ シンとい うものを作 るための技術

という情報 ですね。 それはそれでいいのですけど、更に、それをどこに行 けば手 に入 るか とい

う意味での 情 報」 とい うの もある訳です。その意味で、 まさに先程 申 しました通 り 「資源」

とい う意味 で、現実 に今、経済的な価値がある情報 に関 しては、 たぶん日本 はそれ を目指さざ

るを得 ない。今 までのようにモ ノだけ作 っているとい うのではいかないと思 いますけ ど。で も

同時 に、資源 になっていない情報 と言 うもの もある。将来なるか もしれない情報、あるいはな

らないかもしれない情報 とい うもの もある訳です。ある意味では 「空気」 と同 じような意味で

の 「情報」 です。その レベルでの情報 と言 うのは、作 るとか作 らない とい うもので なく、 もっ

と間接的な もので、 まさにそ うい うところに人が集 まるとか、その意味で、かな り 「人」の部

分 に還元 されるところがあるのではないかと思い ます。従 って例 えば、 シリコンバ レーとか、

日本で も意識的に神奈川KSPだ とか、作ろ うとしています。あれはどち らか というと、かな り意

図的に、 ソフ トならソフ トという 「情報」 を作 る情報が集 まるところ を作 ろうとしているんだ

と思 う。その中で、改めて資源 になるか もしれない情報 を探そ うとしている。 ソフ トとい う情

報、生産物 としての情報、そ れを作 る技術 と しての情報、その技術 をどこに行 ったら得 られる

か といった意味での情報。それらを含 めて、今は全 く意識 していないか もしれないが、将来資

源 になるか もしれない情報、そうい うものが周 りに散 らば っているとい うような印象ですね。
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その意味で言 うと、ソフ トとい う情報 とそれ を作 るための技術 と しての情報 に関 しては、かな

りこれから 「技術立国」、あ るいは 「知的資源立国」 と呼ばれる形で意識的にやっていか ざる

を得ないと思 います。

廣松 しか し、それから先、意図的にやって必ず しもうまく行 くとは限 らない。極端 に言 うと、今、

日本、特 に東京がそうですけ ど、これだけハ ブ機能 とか色 んなこと言われて も、それは どん ど

ん東 アジア、韓国、香港 とかに移 りつつあるか も知れない。 と言 うのは、 ひょっとする と日本

にいるよ りも、香港や韓国や、 シンガポールなどにいた方が、生産 としての情報やそれ を作 る

ための技術 という情報、そ こはまだ日本 は進 んでいるか も知れないですが、そ こか ら先 の情報

はそっちに行 った方がいいということにな りつつ あるのか も知 れない。その点は少 し危機感 を

覚 えます。その意味では、色 んな人が色 んな表現 をするか ら、 さっき言 った意味での、 「人」

とか、その辺 りが一番重要ではないか と思 う。特 に、 日本 とかアジアなどでは、情報 に対 して

ウエ ッ トというか、情報 は人 間に くっついているというような考 え方があるとするならば、 ど

れだけ人 を持 ってるというのが重要ではないか という気が します。

事務局 そ うい う意味で、 「知的資源立国」 というのが可能であれば、これを日本が打ち出せ ば、そ

うい う目標がで きると思 うのです。先程から出ているように、学術的、経済的なものも含 めて、

今 デー ターベースになってるような、情報を整備 することに よって、 「知 的資源立国化」 とい

うのは可能なので しょうか、その辺はどうで しょう。

廣松 データーベース とか情報機器 とか、通信 に盛 る情報 と言 うのは、やは りかな りドライ と言 う

か、極端に言 うとそれはアメ リカにいても回線 を通 じてアクセスできればそれでいいものです。

確 かに、 日本 はそ こを整備するのは遅れていて、整備 しな くてはいけない とい うのは重要です

けど、 「立国」 とか、そ うい う言 い方 をす るのであれば、そ ういう形でアクセスで きるけれ ど

も日本 に行かな くてはいけない という 「何か」 を作ることです。それには、当然人間 も絡 んで

こな くてはいけないで しょうけ ど。例 えば多分、自動車 をい くら作 って輸 出 して もその輸入国

の方は とにか くそれが安 く入 って くれさえすればいい訳です。 ところが、情報 というのはそう

はいかない。それでは、単 に情報 を利用 されているだけなのですから。我 々が情報 立国 という

形 を目指 し、そ こで何 らかの役割 を果たそ うとしているな らば、利用 している人が何 らかの形

で こち らの方 に積極 的に参加するような ものを作 らない と、単 に一方 的に流 しているだけでは

余 り意味がない。つ ま り、今言われているデータベースだ とかソフ トだ とか という情報だけで

はなくて も、 もっと広 い意味での資源 としての情報 を作 るべ きではないか とい うことなのです。

事務局 それは、 よ く言われる ように、優れた情報 を発信 すれば、それに基づいて相手側 からも最高

の情報 が来 る。そ ういうように、世界 をリー ドするような情報の発信基地 になることが まず第

一だ とい うことですね
。

廣松 そ うです。少 な くとも、個人 的な 日々の人間の付 き合 いで も、魅力がなければ誰 も見向 きもし

ない訳ですか ら(笑)。 少 な くとも、何 か言葉で も音楽で も、発 してい る人 に対 してみんなが

興味 を持つ。で、その人に対 して、その人が創 っているものにもっと積極 的に参加 したい と思

うと、当然、見 てる人間だとか聞いてる人間 もそ こに入 って くる訳 です。あるいは、その人間

の持 ってるものを持 って入 って くる。そうい うものが、 「知的立国」 だとか 目指すときの、基

本的なスタンス じゃないか と思います。
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事務局 家庭 にパ ソコンとか、そ うい う情報通信機器的な ものが更 に入 ってい くか ということです

が、 「便利 になる」 というのが、一番普及 させた理由なん じゃないか と思 うのです。結構会社

でパソコンを使 っているのは、女性 ですね。そうすると、今 の中年 よ り上 の女性 とは全然違 う

訳で、家庭 での便利 さとい うか、メリッ トがあれば、普及 に弾みが付 くんだろ うと思 うのです

が。どうで しょうか。

廣松 今 の主婦 にとってはそ うで しょう。 しか し、今更家庭 にパ ソコンだとか何 かが入 って きたとこ

ろで、何 が どう変わるのかわか らない訳です。恐 らく変 わるとすれば、官庁関係 の届 け出だと

か、申請書 を出すとか、そ ういうものだと思 う。そこは 日本 はがん じがらめになっていて、ハ

ンコーつないと動かない とかあ りますか ら、その辺はかな り大幅に変 えな くてはいけないこと

は事実 だと思い ます。 これは逆説的な意見ですけれども、 しか し一つ残 らずということではな

い。私 は日本の自動車 も電化製品 も、ち ょっとメーカーが親切過 ぎると思います。特 に自動車

はそうです。アフターサービス も含めて何 もかも一緒に売る。当然のことなが ら値段 も高 くなっ

ている。入 って きた経緯が違 いますが、 アメリカの社会 なんかと比較すると、アメ リカの場合

は今で も車 を直すというのは男のホビーと同時に、男 の仕事 な訳です。 ところが、 日本の車の

場合 には、お殿様、お姫様 が乗 っている。ち ょっと具合が悪 くなる と、ガソリンス タン ドだと

かディーラーを呼んで治 させて しまう。 自分で手 をつけるということをしない。電化製品 もそ

うですよね。敢て言えば、メーカーが 日本の消費者 をそ ういうように して しまったのです。 ワー

プロで も他 のもので も、それ と全 く同 じような状況でやろうとしているか ら、 この点が ネック

になってなかなか普及 し切れない。極端 な話、 日本でそ うい うアフターサービス とかを一切 や

め る。その代 わ り価格 を半分 に します。そ うすると、みんな自分で使 い方 を工夫す るか もしれ

ない。そこはち ょっと考 え方 の転換が必要で しょうね。それ と今、アメ リカは、ソフ トが大変

盛 んであると言われています。その ソフ トのベス トセ ラーは、税金の申告用 ソフ トなんです。

アメリカの場合 は、税金 は全員 自己申告 な訳です。それで、その ソフ トが売れた。 日本で もだ

か らある程度、行政側 もそ ういう意味で突 き放 して もいいところがあると思 う。メーカー もそ

ういう余計 なサービスを止 めて価格 を下げる。行政の方 は、余 りに もうるさい ことい うのをや

めて、 もし何 か起 こったら自己責任 であ るというように投 げ返せば、かな りの部分 が変わると

思 うんです よね。企業 に とっては消費者 、国に とっては国民 ですね。我々のことを考 えて くれ

るのはいいんですが、それに して も残念 なが ら 「大 きなお世話」が多い。それが 「内外価格差」

に表われている ように、高 くなっち ゃう原因だと思 う。当然 そうすると、消費者 とか納税者 と

呼 ばれている人 にも 「責任」が生 まれて くる。今 のままの状況で より便利 になれば、それは一
合番 いいことですが

、多分そ うはもうで きない。だから、お互いどこか不便 や自己責任の生 じる

部分 を認めて、そ して全体 としてよ くなる方向を目指 さざるを得 ないのではないか と思 うので

す。

事務局 アメ リカ式 に、サラリーマンも全部 自己申告 だとなれば徴税事務 として も、それ程繁雑 にな

らず済み ますね。そういう時 に、先生が大変 問題視 されていた 「情報管理」ですが、セ キュ リ

テ ィーの面で アメリカなどは相当進んでいるので しょうか。

廣松 それは、かな り進んでいます。法制度的には、情報公開、 プライバ シー、データ保護 も全部 あ

ります。ただし、運用の仕方 とい うのは、色々あ ります。 しか し、大変厳 しいことは事実です。

当然の ことなが ら悪用 と言 う・か、変なことが起 こることは事実です。 よく言われるように、ハ ッ

カーで も本 当は分かってないケースが色々あ る。で も、アメリカの社会では、分か った ときの

罰則は、 もの凄 く厳 しい。それにもの凄 くリスクを負 う。 日本の場合、その辺がなんとな く馴
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れ合い主義 になっていますよね。最近、お金の ことで政治家のことが、騒がれていますけど、

情 報」 のことに関 しては、今 まで問題 にもなっていない訳 です。極端 に言 うと、多分企業 が

天下 りを取 るとい う最大 の効用 はそこですから。それが社 会的に是認 されている。 その辺の と

ころでの問題 も多 い。だから、今の日本の状況からアメ リカだとか ヨー ロッパの状況へ持 って

い こうというのは、無理 なのか もしれない。先の中国の交通事情 というのを見 て、 いきな り日

本 とか西欧流 の交通事情 にするのは、不可能なのか もしれないの と同 じです。それ と同 じよう

な意味 で、 日本の今 の状況で情報管理 とい うのをアメリカ、 ヨー ロッパ式 にやるのは難 しいの

か もしれない。そ うすると、 日本は自分達でそれを考 え直 さない といけない。今のままズルズ

ルい くのはまずいのではないか と思 う。逆にい うと、 まさに日本の場合、官僚 にな りたがると

い うのは、 そこな訳 です よね。純粋 に経済的な待遇 とい うか、報酬 だけを見ていた ら、絶対に

割 に合 わない仕事ですよ。それにあれだけ引かれるとい うのは、そ こに原 因があるんで しょう

ね。それが権力の大変大 きな要素の一つな訳ですか ら。それを見ていたら、アメリカの政治家

などはかわいそ うな もので、ある意味で、金銭的な意味で もそうです し、情報的な面 も日本 的

な基準 か ら言ったらがん じが らめな訳です。 もちろん、別の要素があるからアメリカで も政治

家にな りたがる人がいる訳です。 日本の場合、お金の面に関 して冷やっと言い出 したけれ ども、

情報 の面に関 しては、ほとんど野放 しになっているというのが現状ですね。

事務局 そうすると、その思想 や理念 の部分 の大変革 を今 日本はやらない と、本来の意味での情報化

社 会 というのは、迎 えられないということですね。

廣松 ですか ら、先程述べ た、バーチ ャル リア リティーやマルチメデ ィアに関 して も、今言ったよう

な、 「アメ リカ型」 というの は入 らないのではないか。同 じような意味で、情報化社会 といっ

て もひ ょっ とする と、 日本型 というか、必ず しもアメ リカだ とか ヨーロッパ と同 じものがで き

るのではないのではないだろうと思 う。その点に関 しては多分、今の貿易交渉 なんかで言って

る、アメ リカや ヨーロッパが イライラす るというか、 そうい うことが起 こるか もしれ ません。

起 こるだろうと思 います。で もそ うか と言って、 日本が本当にアメ リカや ヨー ロッパが作 ろ う

としているもの をこれまで と同 じようにキャッチア ップす るとい うのは、少 し違 うのではない

か と思 う。多分、 もう日本 もその方向へ行 きがけているので しょうが、行 くのはアメ リカを追

いかけ る方向ではな く、少 しつつ違 う方向に行 くのではないかと思 うのです。

事務局 明治 の時に、 ドイツとイギ リスに学 んだように今 回は、 アメリカに学ぶ と言 うことはあ りえ

ない と。

廣松 客観 的 な情勢、国際的な情勢 も含 めて不可能で しょう。

事務局 最後 に、 情 報」の中で どうい う事柄 が変革 を導 くキー概念であるのか、 まず今 から日本が

どういうデーター を蓄積 しておかなければいけないか とい うもので、 これか ら作 る もの も含 め

て、一番重要だ とい うものは何 かござい ますか。

廣松 「情報」 というの を、磁気媒体 に乗 ってる乗ってない とい うことは問わずに言 うとする と、 ど

ち らか というと新 しく作 るとい うよ りも、今ある ものに関する公 開 をもっとやるべ きだ と思 い

ます。特に、官庁 というか、行政側のものに関 しては特 にそ う思います。それを突 き詰め ると、

おそ らく日本の社会 の中での天皇制 とか、考古学者の人が言 ってる 「御 陵」 というところまで

い くで しょう。何 とな く、それがだんだん我 々の 日常生活の方 まで近付いてい る気 が してい ま
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す。 もちろん、 ヨー ロッパ、アメリカの社会 でも何 もかもガラス張 りというのはあ りませんか

ら、当然隠 しているものは沢 山あると思いますよ。天皇御陵 と同 じ様 な、歴史的な、考古学的

なエピソー ドで、 「死海文書」 と言いましたか、古代 キリス ト教の資料が、3(炸 か20年 前に見つ

か ったのに行方不明のまま出て こない。そういうものがあることは事実なのです。で も、少 な

くとも今回統計関係 のことでアメリカ側 に調査 にいった時、 そういうものを失 くそ うという努

力 をしてい ることを知 った。そ うい うことが基本 的な理念 だ とい うのが欧米 の社会だ と思 う。

日本 はそ こが逆 に行 きつつあるような ところが大変気 になる。従 って もちろん、これか ら起 こ

る現象 とか何か に関 して、新 しくデータを収集 し蓄積 し、 ということも重要ですが、同時に、

今 まで 日本の場合 あま りにも隠れす ぎているという気がす るのです。 日本 の戦後 のことを知 る

のにアメリカに行 かないと分か らない というのは、大変妙 な話で、恥 ずか しい話です。 アメ リ

カではご存 じのとお り、機密文書 で も30年経 てば公 開する。 日本 ではそれが、一応同 じように

公 開することにはなっているんだけれ ども、当時の関係者で生存 している人が まだいるか らと

か、い うようなことで、 なかなか出さない。そ して、その体 質 とい うのは、企 業 も受け継いで

いるところがあって、何 だか判然 としないところが多 い。その点 は、基本的なス タンスから考

え直すべきであって、なにも、一番経営戦略的なところを出せ と言 っているのではない訳です。

こういうところが、最後 の質問では一番気 になるところです。

事務局 本 日は長いお時間 を有難 うございました。
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事務局 最初 は、今 のご専 門でおや りになっていることが将来 どんな夢 につなが るかご説明いただい

て、そ れか ら具体的 なマイクロマシン等 の技術の可能性についてお話 しいただきたい と思 いま

す。

藤 田 私 の専門は 「マイクロマシン」で、 ここでは2の4と い うことにな ります。大雑把に言えば、近

い領域 としての 「ナノテクノロジー」があ ります。 「マイクロマシン」 とは大体 の見当 として、

全体 の寸法が1セ ンチ とか1ミ リくらいで、部品が10ミ クロン、1ミ クロンといった、10㏄θ の1

ミリ辺 りを扱 うのが主眼である。作 り方 としては、ICの 技術 や、超精密の機械加工 を使 うとか、

これまでの機械 と同様 に材料の加工 をして、組み合せた りして製作す るということですね。 「ナ

ノテクノロジー」 とはマイクロより下のものを指す しますか ら、 もう10㏄分 の1小 さい、つ まり

100万 分の1ミ リのオーダーを扱 う。 これは化学の世界に近 くて、分子その ものであるとか原子 そ

の もの とかを扱 う。従来 は 「化学反応」 と呼 ばれて きた領域 に、分子 や原子 を直接取 り扱 う技

術がで きて きた ことに伴 い、 「ア トムクラフ ト」 とい ったような呼ばれ方が されますが、原子

をものの形 に直接工作するといった ようなことまで広がっている。余談 になるけれども、1メ ー

トルが我々の普通のサイズだか ら、 この10の6乗 倍の広が りは1㎜ キロメー ターの大 きさとい う

ことになる。1㎜ キロメーターを人間 と地球 との広が りである とした ら、10の6乗 分 の1メ ー トル

のマイクロマ シンと人間 との間には、地球 と人間 との間の ような間隔の広が りがあることにな

る。マイクロマシンが主でナノテクノロジーは僕の専門ではないけれ ども、原子 をいじるとか、

個人的には 「ナノテクノロジー」は6番 に出ている 「バイオテクノロジー」 と同様 に、面 白いと

は思います。興味があるといえば、 「カオス」 とか、非線形 の複雑 システ ムというような話 も

好 きは好 きです。

藤 田 それで、現在僕がやっているのは、髪の毛の太 さ程 の動 くものを作 ろ うということ。100ミ クロ

ンのサ イズのマ イク ロモー ター を回す とか、 アクチュエーターを動かすといったものです。そ

れが当面 どの ような ものに使 えるか というところから話 を します と、多分当面使 える分野 とい

うのは、知的資源では情報ハイウェイであるとか、そ うい う通信情報 の分野。それか ら情報 を

貯 めるための 「ス トレージ」 と呼ばれている分野でも役立つ と思 います。 なぜか と言 うと、マ

シンが小 さ くなれば当然 出せ る力 は小 さ くなって しまう訳で、蟻で象 を運ぶ とい う訳にはいか

ない。その意味で扱 う相手 も小 さなものである必要がある。そ うす ると例 えば、光 りの方向 を

変 えるためには軽い ミラーを動かす ことで切 り替えることがで きます よね。情報が書いてあ る

か どうか見 るの も1ミ クロンぐらいの印があるかを見ればいい。極端 なことを言 えば、情報 には

重 さがない訳 で、 こうい うもの をいかにある人からある人 に伝 えるか。結局、切 り替 えスイッ

チみたいな ものが沢 山あって、道 と道がつながるわけですね。道 やスイ ッチがあ まり大 きいと

沢山の人達 につなげることがで きない。つ まり、光通信のネッ トワークに於 ける切 り替えとか、

交換機 な どにマイクロマシンが使 えるん じゃないか。 また、情報 を貯 め込む といったことに も

見込みがある。現在 の磁気 デ ィスクで も、ディスクのヘッ ドの部分 などは もうほとんどマイク

ロマシンなんですね。確 か、ディスクの上 から離れている高 さが、ナ ノメーターのオーダーに

なっている筈 です。気体 の分子 自体 がその狭い隙間に何個入?て いるか という、 もはや流体で

な く粒 で考 える世界 です。そ こまでデ ィスク とヘ ッドは近づ いている訳ですが、その部分 もマ

イク ロマシ ンに して細かい印が書 けるようになると、沢山の1青報 を貯 めることが可能になる。

だか らそ ういう意味で、莫大 な情報 を流すスーパーハイウェイとか、情報 インフラの整備 とい

うもの にマイクロマ シンは凄 く効果があると思 います。
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藤 田 その他 、環境問題 を考 えた ときや、それに医学 の分野で もいいですが、 もの を 「センシング

(計測)」 する時に役立ち ます。汚染物質があるか無いかみ るとか、人間の体 の中だ と癌 に特

有の タンパ クがあるか無いかみるとか、そ うい うセ ンサーの部分 を作 る。単 にセ ンサーだけで

な くて、測 った結果 を皆 に伝 えて くれな くてはいけない。少 し夢のようなことを言 えば、広 い

範囲に自分で歩いて行 ってそこに汚染物質があるか探 して教 えて くれ るといった、 そういうも

の ですね。やっぱ り、こういうものは大 きなマシンでな くてマイクロマシンの ようなもので作 っ

てい くように将来はなってい くと思い ます。それは先 の話 としても、非常 にコンパ ク トで色 々

、な化学分析がで きるハ ンディーな分析装置であ るとか、血液 の分析装置 とか、そ ういうものに

マイクロマシンのもう一つの割 と近い用途があると思 います。後 は、本 当の医学の治療の方面

に使 えるか、 というところにみなさんの興味があ ると思い ます。今、 カテーテルという非常に

細 い針金の ような ものを通 しまして心臓 の手術 などを します。あの先 は風船が くっついてると

か、つっ突いて治す とか、 レーザーを照射 した りする程度の ものですので、 もう少 し機 能が欲

しい。特 に動 く機能が欲 しい。他 の幾つかの治療で も、患部 までマイクロマシンの注射器 を誘

導 して、その部分で薬 を出せば非常 に毒性の強い もので も一箇所 だけで済 むためかな りの量が

使 えるようになるとか、血管内から直接患部に針 を刺す ようなことがあればそれで もいいか も

知れませ ん。そういった現場での治療 に非常 に役 に立つ。

藤 田 それか ら、カテーテルの先 に、 どこが悪 いかを探 るセ ンサーを付 けておいて、癌の反応 がある

ところを探す。そ こで薬 を出 して治療す るとい うのもマイクロマ シンだ と可能 にな りますね。

それ以外 に、非常に入 り組んでいる身体 の中を通 りますか ら、道案内 と言い ましょうか、分 れ

道 で右 に行 った り、左 に行 った り首 を振 るようにする。 これはもう、ほ とん ど実用的な技術 と

してで きて きています。そうしたことが人間の寿命 を延ばす と言 われています。体 に負担 をか

けずに色 んなものが治せるというのがいい ところだと思い ます。その先 に もう少 し可能性のあ

るもの として、丸薬 みたいなのを飲 む と、それが体の消化管 を伝 わってい く間に色 々な検査 と

か治療 を して くれる。 これもかな り実現性がある と思 います。で、血管 の中にマイクロマシン

を注射 して、治 して もらおうという(笑)、 いわゆる 「ミクロの決死圏」 とい う映画ですが、

あの話はやは りかな り難 しいものがあって、2010年 、20年 とい うところで もなかなかで きないん

じゃないか と私 は思います。それには色々な問題 があ ると思 いますが、 「マイクロマシン」 と

い う無機質 の ものが入 ってい くのは身体 にとってやは り公害 にな りますか ら、一度入 ったもの

をどうやって取 り出すか とい う問題がある。多分 む しろバイオテクノロジーみたいな もので、

生体 に似 た ような物 質でで きていて、けれど自由 に操 れるようなマ シンがで きるようにならな

いと、身体 のなかに放す ことはなかなかできない。だか らシリコンとか鉄 とい った、そう した

機械的なものだけでで きたマイクロマシ ンを自由 に体 の中 に入れるというのは、多分望みが少

ないと思い ます。ですからナノテクノロジー とかバイオテクノロジーの手法 を用 い、有機 的な

ものでやらないと多分駄 目だと思い ます。 まあそれは夢 のような話で今の ところは何 とも言 え

ない。細 かい話 としては、家 に放 して防犯率が上がる とか、 ダニ を取 って もらうとか、ゴ ミを

拾 って もらうとかそうい う話 は色々あ ります。

藤 田 その他、マイクロマシンの一つの分野に、先程述べ たようにセ ンサーがある。 情 報」 を取 り

扱 うときにコンピュー タを使 う訳ですが、大体、 タイプイ ンした りアイ コン操作 をした り、結

構面倒 な訳です よね。私が今言 って るのは、気 の効 くコンピュータとか気 の効 くイ ンターフェ

イスの必要性についてです。 どういうことか とい うと、例 え話で、居酒屋 で主人がふ っと客の

顔 を見て、今 日はお疲れですねと望みの品 をサ ッと出 して くれる といった、そ うい うセンスで
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コンピュータか らも情報が出て こないといけない。沢山の凄 いメニューがあって、それを一個

ずつチェック して、出す順番 か らタイ ミング まで全部頼 まなければいけないとい うなら、疲 れ

た時には多分その店 には行かないと思 うんです(笑)。 そ ういう意味で、僕達の持 ってる情報

を、喋 らないけれども、多分居酒屋 の亭主 は顔色 を見ると分 かるんで しょう。そうい うセンサー

をコンピュータに豊富 に取 り付 けてあげて、人間が積極 的に働 きかけなくても言わず語 らずの

うちに情報 を自然 に出 して きて くれるような、そ うい うイ ンター フェイスを作 る必要がある。

僕iは、それは単 なる 「ソフ トウェア」ではないんだと思 う。 やは り決定 的に入力の苦労が大 き

いので、む しろ コンピュータの側が積極 的に人間の情報 を取 って くれて、 それを解釈 した上 で

人間に提示 して くれ るような、そういうものになるべ きだ と思 っている訳です。マイクロマ シ

ンの技術 はセンサーな り人に働 きかけるアクチュエー タな り作 ることがで きる訳ですか ら、そ

の辺 りに利用で きるはずです。具体 的な方法は別 として、 シリコンの単なる回路だけではな く

て、セ ンサーやアクチュエータを加えたもの を入 出力 に使 うと随分良 くなるんではないかと思

うんです。

藤田 自動車などの場合 は 目的がかな り限 られ ますから、実用 的に早 いか も知 れませ ん。酒気帯防止

とか居眠 り検知 とい うところか ら始 まって、エアコンーつ に して も非常 に気分 の悪 いのが多い

ですか ら、 もっと乗 っていて気持 ちの良いようなものがで きる筈 なんです。ですか らその辺 り

にマイクロマシンが活 きて くるんではないか と思 うのです。 、

事務局DNAと の関わ りの技術 とい うのはどんな内容ですか。

藤 田 マイクロマシンでDNAを 取 り扱 って、DNAを 直i接読んだ りして しまおうという試 み もあ りま

す。 これもDNAの 長 さは大体 、数 ミクロンか ら20ミ クロンとかです。その中で塩基対が向かい

合 って、二重 ら旋 を作 っていますか ら、太 さはもちろん非常 に細 いわけですが、塩基対で表 さ

れた遺伝子情報 を直接書 くである とか、直接改変するだの ということもナノテクノ ロジーやバ

イオテクノロジー とマイクロマ シンとが重なる部分にな ります。ですか ら、今 は化学的にち ょ

んぎっては、手 当た り次第に読んでつなが り具合 を考 える、 といったことを してい ます。マイ

クロマシンでDNAを ピンと張っておいて、その端か らSTMで 読 んでやろうとい う構想 も無 くは

な くて、そ うい うことが可能 になると、情報の読み書 きとい う意味で、大変 に面白いですね。

ヒ トゲ ノム解析 とい うの ともか らんで くる訳ですね。その他 、神経 の分野で もマイクロマシン

が使 えるという話があ ります。例 えば神経繊維 を切断 して、その間にふるいの ようなものをマ

イクロマシンで作 って入れてつ なげてお くと、そのふ るいめ ようなメ ッシュを通 して、神経が

再生す るんですね。一度切れた指がつながるという話があ りますが、それ と同 じように神経細

胞 を再生 しますので、切れた ところにマイクロマシンのインターフェイスを入れち ゃう訳です。

例 えば、腕のない人 の、残 った付 け根 の神経 にそうい ったインターフェイスを入れてお くと、

手 を動かそ うと考 えたことがマイクロマシンに読めますか ら、それで義手 を動 かす といった話

もで きる。それか らもうち ょっと凄 い話 になると、テ レビカメラを付 けておいて、その信号 で

目の見 えない人の脳神経 を直接刺激 して光 りを見 させ るな どとい う事 も原理的 には可能です。

倫理面であるとか色 々なバ リアーはあると思 いますが(笑)。 猫 の脳 の視覚部分 というのは、

物理的に見 ている画面 と脳 の場所 が対応 してい るんだそうですね。そこに剣山のような形の もっ

と小 さなものを刺 しておいて、光 りの帯 などを見せ ると視覚野のある部分 にだけ帯状 にパルス

が出て くる、 といった実験 をや ってる ところがあるようです。そ ういうことを考える と、目の

見えない人 とか手脚の不 自由な人のために、脳神経系 と直接電気的に関われるインター フェイ

スが作 れるのではないか。そ うい う期待 はあ ります。

一153一



事務局 カオス とかゆ らぎとか フラクタル とはどんな接点があ りますで しょうか。

藤 田 マイクロマシンと直接 どう関わるか とい うと分か りませんけれども、 ひとつ面白いのは、沢山

のマシンを蟻の群 の ように使 うとい う考 えがあ ります。一匹はあ まり賢 くな くて、ランダムな

動 きをする ようなものなんだけれ ども、沢山あるので全体 をカバーで きるとい う様 な方針が取

られる可能性がある。そ ういう意味では、カオスやフラクタルと似 たようなところがあ ります。

よく、知的なロボッ トは人間 とか動物のアナロジー と考 えます。考 えて計画 して、掃除 をす る

のであれば、端 からずっと掃 いてい くとかの計画的行動 をします。 ところが昆虫な どを考 える

と、沢山あって ランダムに動いているだけだけれ ども、時 間的に見れば全部で全体 をカバーで

きるので必ず掃 除が終 ると、そ うい うような作戦 を取 るわけです。こうい う違いとい うのがマ

イクロマシンと普通の機械 の間には出て くるのではないか と思い ます。所詮小 さいんで、詰め

込める知恵が少ないですか ら、昆虫の本能みたいなもので動かさなくてはならない。 こういう

話です と、単純な沢山のマイクロマ シンがいっぱいいたときに全体 としてどのような効 果が 出

て くるのか、多分、量が質に転換す るそうい う場面があると思 う。その辺 を考 えるとい うのは

面 白い研究だ と思 っています。

藤 田 あとマイクロマ シンか らは離 れますが、個人的な興味 としては、将来の予測 というのが難 しい

というのは、カオスとか フラクタルとかいうところに原因がある訳で、い くら知的なデータベー

スがあって も未来は分岐があ り過 ぎて、似 た状況で も必ず しも同 じコースを辿 る訳ではない。

少 な くともコンピュータ予測 をすれば未来はバ ッチ リ分か るとい うことはない訳ですか ら、 こ

んなに沢山の変化 をするよとい うことしか言 えない。カオス的現象ですと、 ごく近 い未来 しか

分 からな くて、それから先は指数関数的に訳が分か らな くなるというレンジが与え られる と思

うんです。 しか しシナ リオ とい うか、 「分から無 さを知 らせる道具」 には使 えるだろう。 カオ

ス とい うの も、あるス トレンジ ・ア トラクター とい うものがあって、その中には閉 じこまって

いる。だけ ど何 かパラメーターが変 わる と、決定的にそのア トラクター自体が コロッと変 わる

という大変化が生 じます。そ ういう政策による大変化 がシ ミュレーシ ョンで きるか どうか分か

りませんが、数学的な部分 と文化 的な部分のアナロジーで言えば未来の予測 をするときに決定

的に変 わって しまう要因がある とすると、そういうの を見つけられるのではないか と。そんな

ことは考えますね。

藤 田1の 「新 しい技術化による変革」 というのは、その意味で非常 に人の考え方を変える。全知全能

の人がいて も決 まらない もの、予測不能のものがある。そ ういうことを 「カオス」 は言 ってい

るんです。本当に決定論 的なきれいな方程式 なのに、それで も先 は分か らないと(笑)。 しか

し、ただ分か らない と言 っていたんじゃ、これはしょうがない訳で、 カオスの考え方だ と多分、

軌道がある部分(前 述のス トレンジ ・ア トラクター)に 収め られる とい うのはあるんで、変動

するか も知 れないけれどもその範囲は押 さえ られる。何 を変えたときにどの くらいの幅で変 わ

る可能性があるかが分かる とか。そ うい う大局的な話は どこまで分 かるかという限界 がはっき

りしているから、大事だ と思い ますね。デー タがいくら積み上が って も解釈が ないとダメな訳

で、その 「解釈 の種」 とい うところでカオス的モデル とい うのは役 に立つの じゃないか と思 い

ます。委員会の議論で、 「インターネッ トの中で別の性格がで きる」 という話が盛んにあった。

イ ンターネ ッ トの中に架空の街があ り'、そこでユーザが生活 をす る。 じゃあ架空の街ではお金

なんか意味 がない訳で、すると何が財産かと言 うことになる。情報 を財産だ とい うが、情報 に

しても単 に量だけ じゃな くて、沢山の情報 に立脚 してそれをうま く説明で きる理論 とかモデル
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「

とい うのが財 産 だ と思 う。 「イ ンフ ォメー シ ョンとイ ンテ リジ ェ ンス」 の議論 で も、 イ ンフ ォ

メー シ ョンを集 め て もそれは イ ンテ リジェ ンス にはな らない との ことだった。 そ うい う意味 で、

ど うい うイ ンテ リジ ェ ンス を与 え られるか とい うのが これ か らの知 的 資源 の在 り方 と して重 要

じゃな いか と思 い ます。

事務局 マイクロマシンでは量的なものが質的に変化する可能性があると。 もしそれができたら、複

雑系の科学 と言 うか、その証明 をで きるとか、あるいはどの ような相互作用 が起 きているか部

分 的に して も解 明がで きる と言 うような可能性があるのですね。

藤 田 もちろんあ ると思いますよ。 これはマイクロマシンの技術 だけではで きませんが、今 いった よ

うな状況で、かつ、マイクロマ シン自身が再生産で きる能力があると仮定 する。す ると進化す

るシステム自体 を証明で きるのではないか。つ まり、要素 となる機能 は持 っているがそれが余

りつながっていないようなもの をた くさん用意 しておいて、相互作用 してる間 にだんだんいい

ものに自分 自身 を変 えてい くとか、 よりよい ものが産み出 されるようなルールを埋め込 んでお

くとか。人工生命 というのが ここにキーワー ドとして出てい ますが、 コンピュー タの上ではな

く実際 の機械で人工生命 のようなもの をやってみ ようとい った話はあ ります。そ うする と、 自

分で設計 しな くて も勝手 に機械がで きて くるというようなことがあった り、機械 の連合体 と し

てある機能が果 たされるものがで きて くるとか、そ うい うことが証明 されれば よい。逆 にそ う

い う理論が欲 しい。その理論 に基づいて要素 を作 っておけば、全部の設計 を しな くても個別 に

何 かの本能 を産 め込 んでお くと状況 に応 じて、何 らかの形 になって機 能が果たせ ると。そうい

う設計がで きるようになる訳です。これに関 しては、 「自律分散 システム」 というキー ワー ド

がある。 自律 している人間のような ものが、分散 して沢山あ って散 らば っている。それが全体

としてシステムを成 している。分散 した個 と個が、非線形 の相互作用 している時 どうい うこと

になるのか、 うまく強調 させ るためにはどの ように設計 したらいいのか、 こうい う研究は ここ

数年 されていて、文部省の重点領域研究でもつい最近 までやって きて ました。 このような理論

が実際使 える ようになる と、マ イクロマ シンも一段 と使 える ようにな ります し、その考 え方 自

体 は他 の人間の行動であるとか、動物 の行動 を解釈 した りといったことにつながるんではない

か と思 います。

事務局 特 に私 たち は、医療 の分野での利用 などに興味があるのですが、10年 先 にはどの程度 のこと

が可能になるので しょう。

藤 田 技術 の問題 と安全性であるとか、その他 の問題 と関わってきますので大変 だ と思いますが、あ

と6年 しかあ りませんが、20㏄再 までだと考えると、先程 の 「能動カテーテル」 とか、蚊が吸 っ

た程度 で分析 して くれる血液分析 システムとかは可能で しょう。 また、 これか ら糖尿病 の方 が

増 えると予想 されて ますから、埋め込み型の人工膵臓 、It[糖値の量 を測 ってそれに応 じてイ ン

シュリンを徐 々に放出 して くれるような人工臓器が欲 しい訳です。10年 のオーダーで出てきて

徐 々によくなってい くで しょう。最初、大型 だった心臓 のペースメーカが今では非常 に小 型に

なったとい う形 で、人工膵臓 とかは改良 されて くるだろうと思 います。カテーテルで も高度 な

やつですね。 自分で病気 のあ りかまで測 って くれます、 とい うような(笑)。 これ らは、 もう

2010年 とい うオーダーで時間がかかって くるで しょうね。自宅である程度の診断のできる装置 な

ども考 えられますが、程度の問題 はあっても来世紀初頭には家でかな りの ことがで きる ところ

まで くるで しょう。神経 に直接 という話になると10年20年 とい う基礎研究が必要になるで しょう

か ら、 まだ まだ先 の話です。 「電脳 ソケ ッ ト」があって、チ ップをつけると情報が頭に入って
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くるというような話 もあ りますが(笑)、 原理的にはそれは夢のような話 ではなくなって きて

いる。む しろ倫理の問題 とか安全性の問題 とかの方が大 きいのか も知れない。

藤 田 「バ ーチ ャル リア リテ ィー」 とい うの も、 マ イク ロマ シン を使 って イ ン ター フェース をす る よ

うにな る と、多 分格段 に進 む と思 い ます。今 は まだ原 始 的 だ けれ ども、 そ れ をマ イ ク ロマ シ ン

で や りたい し、 もっ と他 の情 報 も返 した いで す よね。神経 を刺激 す る ところ まで はい かな くて

も、 ち ょっ と した液体 を注入 す る こ と ぐらい は可能 で すの で、 「リア リテ ィー」 の 質 も上 が る

ので は ない か と思 い ます。

事務局 隣接 する専門領域で言 うと、一番近い ものは どのようなものにな りますか。

藤 田 僕 自身はマイクロマシンだけれども、 もの作 りの方で 「ナノテクノ ロジー」だ とか、 「バイオ

テクノロジー」が隣接する分野 にな ります。応用 する立場 だ と 「スーパーハイウェイ」である

とか 「バーチャル リアリティー」である とか、そ ういった応用面で活 きて くるで しょう。医療

というのを含 んでいないけれ ども、 「ヒ トゲノム」に代表 されるような分野 は、バイオと言っ

てもいいか もしれません。そ して更に、マイクロマシンをバ ックアップする基礎技術 として 「自

律分散 システム」 な どの技術があるんだ と思 います。

事務局 先生 のお話は微生物の世界 と凄 く関係 があるような印象 を受けますが、人工生体膜 を作 ると

きマイクロマ シンが大変重要 になるとい うような可能性 もあるのですね。

藤 田 人工生体膜 については よく知 りませんが、マイクロマシンと人D細 胞 、生物 を真似 するような

ものは関係 があ りそうです。細胞の骨格 や栄養液の循環はマイクロマ シンがや り、機能はバイ

オ的なものがやるとい う姿 です。例 えばポ ンプ、エネルギーを供給す るものな どは、マイクロ

マ シンにやらせて、 「分子 を飼 う」 というような話になるのではないか と思 うんですよ。 まだ

非常 にプ リミティブな例 ですが、 「免疫 セ ンサー」 とい うものがあって、 トランジスターの上

に免疫 の抗体が付 けてあ って抗体が何 か坑原 をキャッチすると電位 を変 えて トランジス ターで

検知で きる。マイクロマ シンとナノテクノロジーで言 えば、 トランジスターに当る部分がマイ

クロマシンで、それがバイオの世界 と人間の世界 をつないでいる訳です。免疫 センサーの場合

は、バイオが働 くための 「基盤」 を提供 している訳ですが、蛋 白をいつ まで も生 か してお くよ

うな仕組みなどは蛋白自体ではなかなか作 れないで しょうから、マイクロマシンで機械的に作 っ

てやるといいで しょう。そこに機能 を持 った分子 をうまくはめ込 んで、それで手 なづけてやっ

て、 しか もインター フェイスをマイクロマシンで取 る。僕 は こういった形 をかな り現実的では

ないか と思 っています。だか ら人工臓器 もそ うした形 になるのか も知 れませんね。例 えば、人

工膵臓では、マイクロマシンで作 った弁付 きのタンクの中 に膵臓 の細胞み たいなものを飼 って

お く。セ ンサーが何 になるのか分か りませんが、適当な情報 を取 った らマ イクロマシンが膵臓

の細胞の ような ものを刺激 してホルモ ンを出 させる、そういった風 になるのが一番望 ましいで

すね。 システムには何 らかの制御が必要 な訳 で、そうい う意味では制御 が必要 な部分は人間が

プログラム したいわけですか ら、そ うい う部分はマイクロマシンでち ゃん と望み通 り動 くよう

に作 る。そ ケして考 えると両方のハ イブリッ ドシステムが現実的な気 が します。

事 務局 先 日の ア ンケ ー トか ら、.デー タベ ー ス と して早急 に整備 していか な けれ ばな らな いな ど、何

か ご提案 が あ りますで しょうか。
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藤 田 アメ リカの特許検索 はイ ンターネ ット等で簡単 にで きますが、 日本 ではそういったシステムは

存在 するので しょうかね。 うち に来ていたアメ リカの先生 は、 うちの ワークステーシ ョン使 っ

てマイクロマシンの特許検索 を私の研究室で一瞬のうちにやっていま したね。僕 は 「学術情報

センター」 の ような場所へ行 ってやらなければいけないのか と思、ってた ら、非常に簡単 にやっ

ていま したね。それ とマイクロマシンの研究者 と喋 ってて、米国には公 開されていない特許 と

いうのがあ ってせっか く製品を作 り上げたときにそれを出 されて しまうと作 れない とい うこと

になるとい う。 もう解消の方向 に向かっているんで しょうが、それ までは、審査員 と係争 を重

ねて絶対表 に出 さない ように して、 よし来たな、 とい う時 に特許 を通 して権利 を主張するとい

う。 こうした ものが予め分かるようなものが必要だと思い ます。 これはデー ターベースの話で

はないが、単 なる最初の思い付 きだけでな く、法的に も開発の努力が もっ と報 われるようなシ

ステムとい うものを考えてい く必要があると思い ますね。アメリカの大学等、色々なところで

マイクロマ シンの研 究 をしてい るものだから、企業は恐 くて手が出せないとい うことも言われ

てい る。儲 かるか どうか分からない とい うこともあ りますが、 もうひ とつは 日本 の企業 はアメ

リカに特許のあ りそ うな技術で製品 を作 って しまうと、大変 もろ くなって しまう。 これが怖い

んで、何 か他 の別 な道 を探 した くなる。研究資源を二重投資 に してい るので技術 的に望 ましく

ないですよね。特許 とい うのはある意味で良い制度なので しょうが、 これか ら先、少 し抜本的

に考え直さない と、知的資源が活用 されることを妨げることになっているような気が します。

その辺、何 か問題提起 を してい ただければ、技術者 としては大変有 り難 いです。方法論 に関す

ることなんですが、 ここに書 いてあることは、 これはす ぐには実現で きない と思 う。発展 する

システム とい うものが どのように複雑 に変 わって くるか とい うことがデータとして蕾め込んで

あるというのはいいけれ ども、む しろそれを絡め取 って解析 した り予測 した りする手法 をデー

タベースに付 けていかないとデータが多 すぎて混乱 して しまう。その辺 は少 し長い開発 かも知

れないけれ ども、ぜ ひやっていただきたい。それからここには書 きませんで したが、データベー

スの出入 りのさっき言った 「気の利 くインターフェース」 という話ですね。これは何 もセンサー

で感 じな くて も、データベースの検索 を手探 りでやってい ると自然 にガイ ドされて見つかると

か、 こっちに何 かがある と感 じさせて くれるヒン トが出て くる といい。そ うい う 「イ ンター

フェースの優 しさ」 を付 けて くれるといいと思 います。

事務局 先生 のご研究 なさっている分野 で、今 までの ものの考 え方であるとかが逆転 してゆ くとか、

パ ラダイムシフ トしてい くようなテーマ というようなものはござい ますか。

藤田 マイクロマ シンは時代 の流 れに乗 っていると、 よく説明するんです。超小型化するという流れ

があ りますね。機械 はこれがなかなかで きてなかったのが、マイクロマシンで これがで きます。

分散 システムになってい くという流れ、環境 に調和する流れにも使 えるとか。 さて決定的に何

を変 えるか とい うと、・機械 をより生物 に近づける、機械 と人間の境 目を失 くしてい く、 という

のがパ ラダイムシフ トなので しょう。 「電脳 イ ンター フェイス」 まで くる とどこまでが機械、

どこまでが人間 とい う境 目が分 からなくなって くる。将来 は、 ものの方 も非常 にインテ リジェ

ンスが高 くなって、気 の効 くコンピュータになるとペ ッ トみたいな存在 になる訳ですから、未

来の機械 らしさとい うものは、現在の機械 とい うよりは生 き物 っぼ くなる。 ロボッ ト等 の純粋

に物理的な、機械的な もので も人間の筋 肉のような柔 らかいアクチュエー ターみたいな ものが

作 れると、 もっと柔 らか く動いて、いかにも生物的に動 く。そ うい う意味 で 「機械的」 とい デ

のは非常 に硬 くてこわばったものの言い方になってい ますが、それがマイクロマ シン化 して、

「マイクロマ シンで組 み立てられた機械」みたいなものがで きて くる と、 もっ と柔 らかい機械

になる。それか ら人間 と機械のイ ンターフェースが発達する。境 目が取 り除かれてゆ くような
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形 で両者が関わるような、それが動 きの面で も情報の面で も、それから本当にインターフェイ

ス とい う意味で も、変 って くるん じゃないか とい う気が しています。将来の人 は 「機械」 と意

識 しな くなる場合 もあるか も知れませんね。マイクロマシ ンがいっぱい撒いてあって掃除 をし

て くれるとす る。マイクロマシンは目に見えないかも知れない し、床 はいつ もきれいな ものな

んだと思ってる訳で、昔 は 「床」 とい うものがあって掃 除機 というものがあ って掃除 をしたん

だ、という話です。元々いつ も新陳代謝 をされて きれいになっている ものが 「床」 なんだと、

そ う思った らもうこれは 「機械」 ではないです よね。そういう風 にものが変わって くるかも知

れない。

事務局 マイクロマシンの考 え方 を進めてい くと、省資源 とか省エ ネルギー とかにつ ながってい く感

じを受けます。必要な ものを必要なだけ作る、そ うい うことを考 えさせる。人 々の意識 を変 え

る技術 としての可能性がマイクロマシンの研究の中にはあ るので しょうか。

藤田 蟻は自分の体 より大 きい ものを平気で運んだ りしますが、今の ロボッ トでは、持つ ものよりロ

ボッ トの方が何十倍 も重いんです。その辺で凄 く無駄 はあ ります。何 をするにも 「牛刀 でニワ

トリを割 くが如 し」 です。そ ういった部分 をもっとス リムにする手法 は、マイクロマ シンの研

究から出て くる可能性があ ります。要するに、 どれだけ沢 山の機 能 をどれだけ小 さい体 で、少

ない材料でで きるか とい うのがマイクロマ シンの方向ですから。例えば、自分 で歩 くロボッ ト

があ りますが、あれ もコンピュー タ等 が入ってるんでそういう部分が大変大 きいのだろうと想

像 しますが、実はバ ッテ リーは大 きな部分 を占めるので別 として、 コネクター と配線がその次

に容積 を占めるんです。それは、個別 の部品を組み立 てるためにこういうことになるので、マ

イクロマシンだ と集積回路 と同 じで 「すべてを一緒 に作 り込む」 とい う考 えを します。 コネク

ターだの配線だのという部分が失 くなる とすれば、一気 にス リムにな ります よね。そういう意

味 で、必要な機 能をなるべ く少 ない もので実現で きるとい う作 り方 にはなってい きます。

事務局 医療の ところで、今のお話が出 ましたね。無駄 というのは副作用が ないという訳ですね。そ

ういう副作用的な ものが今の自然破壊 につなが っていると思 うのですが。

藤 田 正 にその通 りだ と思います。必要 なものを必要最小 限の材料 で実現すれば、副作用が最小 にな

ります。 これは、マイクロマ シンの考 え方 と一致 します。話が飛 躍 しますが、廃棄物の問題で

あるとか、一度作 ったものを回収する とい うのは結構大変です。いわゆるエ ン トロピーの話 に

よると、生 きてい くにはエ ン トロピーをどんどん増大 させ なければならない。。 ゴミになって

しまうとエ ン トロピーが凄 く高 くな っちゃう訳 です。 これを元 に戻ず ためにマクロなもので一

個 つつ拾 うってい うのは余 り賢 いや り方ではな くて、マイクロマ シン的な小 さな分散 システム

でエ ン トロピーを下げる努力 をいつ も続 けるというのが きっと凄 く大事 になる と思 うんです。

そ こら辺 もマイクロマシンが環境問題 と関係 あるということで言 いたかった ことの一つです。

事務局 報告書 について新 たに触 れた方がいいと思われることで他 に何 かあ りますで しょうか。

藤 田 直接関係 ない話か も知れ ませんが、私 はつい最近、アメ リカのマイクロマシンの会議 に出てき

たんですね。それは 「マイク ロマシ ンの実用化」 とい う題 だったんですが、それでてっ きりマ

イクロマ シンの技術 の議論 か と思 ったら、 アメ リカでベンチャー ・ビジネス としてマイクロマ

シ ンを成功 させるにはどうすればいいか とい う話で、マーケティングの話 とかマネジメン トを

どうすればいいかとかを熱心 に議論 している訳です。そうい う熱気 を見ている とまさに知的資
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源が活用 されているとい う観があって、 どうやったらベンチ ャー を起 こすための政府のサポー

トを引 き出すかみたいなことを必死 に議論 している。そ うい う意味ではアメリカにはインセ ン

ティブ、技術 を活用 するための動機付 け とい うのが非常 にあると思 う。 日本の場合 だと、 まず

全体 の形が決 まってから進行 しようする。アメリカの場合だ と、 まず儲 か りそ うな機会がある

か らそれ じゃあ政府 に働 きかけてや ってみ ようとする。そ こに政府 の関係者 も出席 していてそ

れ に耳 を傾 けている。そういうどうやって活性化するか、 どうやって元気付 けるか とい うこと

は、第四章 に関係 するんじゃないか。要するに トップダウンの整備だけ じゃダメで、ボ トムアッ

プで どんどん元気 にさせ るためには規制緩和 も必要だろうし、それな りのイ ンセ ンティブも必

要 になる し、機会 も与 えてや らない といけない。その辺 を入れられ るとち ょっ と今 まで と違 う

という気 が しますね。そうい う色んなランダムな動 きがあると、結局枠組 み自体が揺れ動 いて

いるとい うことにな りますか ら、下方硬直化 しない。それはバ ランス も大事で、 目先の新 しい

ものだけ追 えばいい というもので もない。だから日本が最終的に技術 を成熟 させちゃうとい う

ようなこともあるか も知 れませんが、米国には種がいっぱいあるから元気 だとい う気は します。

データベース も 「作 るべ き」だか らやる とい う 「べ き論」ではな くて、 もっと 「そ こにチャン

スがあるか らやる」 とい う動機付 けが必要 じゃないで しょうか。その辺が アメ リカとは違 うと

思 いますね。

事務局 情 報活用 に際 しての思想や理念が ない」 とい う調査結果が出てい ますが、それとも関係'し

ているので しょうか。

藤田 そ うですね。 「大義名分」 とい う意味での大 きな目標ではな くて 「実利」 に近い ところがあ り

ますか ら(笑)。 それがいいか悪 いかは別 としても。理想 というのとはち ょっと違 うけれども、

社会 システムの中にやったことに対 するそれな りの見返 りが入 っていて、それな りのフィー ド

バ ックを得 られる ように して、自然 にや りた くなるように仕向ける。 日本 の社 会の場合、 よか

れ悪 しかれ、ある形がで きると余 りフィー ドバ ックがかからない。それは非常 によくない訳で、

いい ものは報われる し、悪 いものは当然死 に絶 える し、そ うい うシステムをうま く組み込 んで

あげる といいん じゃないかと思いますね。それは 「思想」 と言えば思想か も知 れないけれども、

何 か 「データベースは こうである」 とい う話ではないです よね。

事務局 ご協力 あ りが とうござい ました。
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古川 久敬委員

事務局 まず先生 のご専 門について、 ご専門に入 られたキッカケ を含 めお話 し下 さい。

古川 私 の専 門は社会心理学です。それこそ社会心理学 と言って も広 いのですが、 「集団の中の人間

行動」 とい う領域 に当た ります。特に、 ここしば らく一生懸命考 えてきているのは、主 に企業

組織 の中での管理者の在 り方や リー ダーの役割です。例 えば近年、伝統 のある会社であればあ

るほ ど変革 の必 要性が高 まっていますね。特 に景気 も悪いため リス トラな どでかな り痛み を伴

いなが らも変革が され ようとしてい る。その ような集団 とか組織 が再び活性化す る上で、 リー

ダーや管理者が どういう役割 を担 い、 どんな働 きかけを行動 として選択 しているのかを研 究 し

ている訳です。

古川 組織変革 とか組織 の活性化 ということは、 さらに言 えば、集団が どういうプロセスで 「硬直」

して しまうのか。 「集団」は成長 したりしますか ら、一人 の人間ではな くて目的 に対 して人間

が集 まって動 くとい うものです。それが実 は集団の成長発達 とい うことに もつなが っていて、

それを成 し遂 げなが ら集団 というのは生産性 とか効率、その他 を向上 させてい く。 しか しそれ

が皮肉に も、硬 直へ の道 ともなっている。皆で申 し合 わせを作 った りルールを作 った り、 やれ

前例 だ慣行 だ と出来上が ってい くことによって、ゆ くゆ くは足枷 になって しまい、環境へ の変

化 に対応出来 な くなって しまう。これはルール というモノ自身か ら言 って もそ うだが、構成員

の気持 ち とい うか意識が硬直 して しまう。人間誰にも当て嵌 まることですが、従来の ものにつ

い捕われて しまう可能性が高 い し、何か新 しいことを始め ようとする時、 それ を評論する立場

な ら簡単で も、 自らがそれ を当事者 として しなれければな らない時、意識 の上 で非常 に難 しく

な ります。私 はそんな辺 りの研 究を して問題点 を指摘 していました。そんなところで私 の名前

を挙 げて頂 いた と思 うのですが。

事務局 ご研究 の将来 的な目標 をお聞かせ下 さい。

古川 今言い ました ところを明 らかに してい くのはもちろんですが、 と同時 にもっと言えば、集 団の

持 っている創造性の問題 なんです。今 はっきりしてい ることは、 どんなモノに しても、会社で

言 えば製品 に しても、 自分達の会社 を今支 えて くれている事業に して も、一定 の寿命がある と

い うことです。大 ヒッ ト商品に しても脚光 を浴 びた新規事業 に してもライバル商品が出て くる

し、数年、或いはそれは十年単位 なのか も知れ ませんが、いいものであればそれだけ普及 しま

すからマーケ ッ トの成熟がある。 どんな素晴 らしい事業 も製品 も未来永劫 に会社 を支えて くれ

る ものには実はな り得ない訳です。すると会社 を未来永劫支 えて くれるものは何 か、成長の原

動力 になるものは何か というと、そうい うものを作 り出す知恵 とかノウハウな訳です。つ まり、

集団がそうい うもの を作 りだす力 を持 っているかどうかにかか っている訳 です。チームな り会

社 な りで誰かが着想 してそれ を皆 で実現 させ、具体化 してい く創造性。そ ういうものが組織 と

か会社 の未来 を作 りだ して くれるん じゃないか。それがあ って次 の何 かが初めて出て くる訳で

すか ら。従 って、集団 とかチーム、職場で も、そういうものの持 っている創造性が問題 となる。

そのためにはお互いがお互い を刺激 し合 う必要性があ りますか ら、集団 による 「情報の練 り上

げ」に よって発想 とか着想 をぶつけ合 って練 り合わせなが ら、新 しい具体 的な何 かを作 ってい

かねばならない。研究開発 は実際そうで しょうが、なにも研 究開発 に限 らな くて も、仕事の上

で もサー ビスのや り方 などに しても 「こんな風 にやったらいいん じゃないか」 とい うことがあ

るか ら、同 じことだ と思います。そういう情報 の 「キャッチ」だ とか 「練 り上 げ」、 「具体化」
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の活動、そこら辺 りに集団の持てる創造性 の部分があるだろう。そ して、それを促進す るため

のチームの在 り方や リーダーの在 り方な どに今後 の興味 を置 いてい くと思 います。

古川 そうすると、例 のマルチメディアなども大 いに役 に立つ訳で、それが どの程度 データベースに

な り得 るにして も、経験 だとかケース ・メソッ ドだ とか他 の ところで もや られていますが、可

能性 としては情報 として他か ら学べ るということがあ る。だから今か ら何 を目指すか と言われ

ると、チー ムによる 情 報の練 り上 げ」 とか 「情報の収集」 とか、或 いはチームの置かれてい

る問題 は何 なのか という 「問題 の認識」 だとか、 「問題 の意味付け」、 「情報の共有」、そ し

て最終的にはプランや案 を作 って解決 してい くとい う 「情報 の活用」 など、それ らの問題 に集

団 としてどう対応 してい くか を考えてい く。問題 をどう認識するかとか、問題 をどう意味付 け

るか ということは、社会心理学では 「パ ラダイム」 とい う言い方 もあるけれ ども、私は意味付

けとか枠取 りとい う意味で 「フレイ ミング」 と呼びたいのですが、それが動 くことによって、

見 え方が全然違 って しまうことがあ ります。 「個人の発想枠」 とい う概念は理解 されやすい と

思 いますが、`集団の持つ フレイ ミング とい うことは、 「集団の発想枠」 とい うことになる。 こ

ういうものが影響力 を持 っている。それが変 わってゆかなければ、先ほ ど話 した全体的な 「問

題の認識 とか 「情報の収集」 とか、 「情報の伝達」 とか 「情報の共有」 とか、そ して 「何 か

案 を作 ってい く」 というのは適切で的確 なものにはな らないだろう。ち ょっと踏み込む とすれ

ば、大 まかですがそうい うことが挙 げ られます。それ をひ とことで言 って しまえば 「集団の創

造性」 とい うことにな ります。

古川 当然、今 回の知的資源 とい う問題 は色々 なことを考 える上で役 に立つ とは思い ます。 けれ ど

も、書物 とかマスコミで聞いた とか、マルチメディアに乗 った上で利用で きる とか、そ うい う

媒体の違いぱあ るで しょうが、 こういう問題 は結局 は自分達で考 えていかなければならない。

或いは 「メタ知識」、 「どこにあ りそうか」 ということにまず気付かなければならない。例 え

ば、 ここにネッ トワークされていてうまくオペ レーションすれば膨大な知的資源が利用 できる。

実はブラウン管の向 こうにあるんですけれ ども(笑)。 「メタ知識」 、 どこを どう探せばいい

か ということに関わる 「メタ知識」 とい うのはそ こで決め手 になるだろ う。そんな ものがなく

て も今 も 「誰に聞けば これを知 ってそうか」 ということは重要 な情報 です よね。 「あの人 は顔

が広い」 とい うのは単 に顔が広 いだけの話ではな く、 まさしくそ ういう意味で しょう。 この意

味では最終的には、チームない し個人 レベルの話 に降 りて きて、 どこに何 があるかに関 しての

メタ知識の問題が出て くると思います。

事務局 先生 のご研究 は微生物 とか動植物 とか、生態系 などとの関係 はないで しょうか。大腸菌など

のバクテ リオシ ンとい う細菌の話 を聞 きま して、 この性質 の細菌は異 なる種類 の もの と同居 さ

せた方が同 じバ クテ リア同士だけの場合 よ りも繁殖率が高 い。お互いに補完 し合 いなが ら繁殖

してい くと、そ ういう話 しを聞いたことがあ ります。

古川 そうですね。我 々の研究 でも、例 えば組織 で もそうですけれ ども、説明 を上手 くするときに比

喩 は使 います よね。 メタファーとい うか。その時に似 たような現象が生物界 や動物界、バ クテ

リアです とか、 「ああ使 えるじゃないか」 とい うようなことはあ ります。鰯 を生け捕 りに して

持 って帰 って来るときに別な魚 と一緒の方が元気 な まま帰 って くるとか、鰯 だけだ と弱って し

まいますが、他の魚 と一緒で異種がいることによっていい意味の緊張感があって弱 らない とか、

さっき言われたの と同 じですが、そんなお話 しもあ りますね(笑)。
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事務局 変革 を導 くキー概念 についてお聞かせ ください。

古川 ご質問 を私な りに言い換 えてみます。 どんなことにも当て嵌 まると思い ますが、委員会の言葉

で言えばパ ラダイムのチ ェンジが必要である。それは誰 もノー とは言 わないですね。私 の言葉

で言えばフレイ ミングのチェンジと言 うことです。会社 で言えば変革 とい うことです。それも

今は誰 もノーと言 う人 はいない。変 える必要性 は分 かる。けれ どもどちらを向けて変 えてい く

か とい うこと、何 を変 えるのか ということ、つま り変革のベ ク トルです よね。 これが分 か らな

いと困 ります。そ して、それ を誰が作 るのかということです。会社の場合 だった ら社長ですが、

社長 とてそんなことを100%の 自信 を持 って言える訳ではない。それで役員会か ら部長へ と決定

が どん どん降 りてい って しまう。結局、 どんな場合で も変革の必要性 は広 く強 く認識されてい

る訳ですが、 まずその方向性 とベ ク トルがある。そ してそれ を誰が責任 をもって作 るかという

問題があると思い ます。 こうい うことがパ ラダイムに して も何 に して も言える と思 います。

古川 よく 「揺 らぎを造る必要がある」 と言われます。揺 らぎやカオスを造れば確かに生態は通常の

活動へ と回復 させるように振れ ます よね。揺 らぎやカオス自体 にはコス トが掛 か りますか ら、

必 ずそれを逓減 させ る方向にい くで しょう。揺 らぎやカオスの状態は不安定ですから、精神的

に も不安 な筈です。 どんな場合で もそうなっている筈です。話 しを先 ほ どに戻 せば、 「硬直」

な どと言 って も、集団 というのは確実に安定化 の方向 に向かう訳です。構造化 の方向で、構成

員皆が標準化の方向 に向かいます。これは限 りな く効率 の追及であ り、安心感の実現なんです。

いい リーダーはそ うい う仕事 をするようになっている訳です。何 をしてよいか分 からないとき、

「こんなことをしよう」 という形で皆で申 し合 わせ を作 ってい く。それは限 りなく安定、効率、

安心感 の道です。 しか し周 りが変わるか ら、ち ょっと離れてみる と今 まで一生懸命やって きた

ことが 「硬 直」 ということに見 えて くる。つま り、成長 とか発達、進歩 というものは、実は未

来には硬直化の道が待 っている逆 な訳です。必ず、 どんな集団に して も社会 に して も一定程度

の安定感 のところへ向か う。個人的な私 の直感に限 らず、普通に皆 さんお感 じなように、それ

は安定感、安心感へ の心理的機制 なんです。 ところがそこに変動要素が入 って くる。例 えば 日

本 もアメリカに色 々 と学 ぶことが多 かった。そういう外 か ら入 って くるものの考え方や価値観

や生活ス タイルをいち早 く敏感 に取 り入 れよう,とした人達は、余 り責任 のない若者達であった

と思い ます。それに対 して、一定程度の責任 を世の中で取 っている大 人達 にとってみれば、そ

れは一方では理解 で きない部分 もない訳 ではないが、安定化 とか効率化 とか コス トをどうやっ

て下げるか という運営 をしている人達 にとってはカオスや揺 らぎを作 り出す不安定要素 な訳 で

す。従 ってそれはまた一定程度のカオス とか揺 らぎというものが出て きて も、それは社会 とか

シスデムに とっての コス トですから、必 ず安定 させ る方向にい く。 カオス とか揺 らぎを造 ると

いい と言 うのは、変革が必要 だからそれ を許容 しようとい うことなんですが、 しか しそれをど

うやって収めてい くのか、安定の方向性の問題 はまだ誰 も議論 しない。

古川 もちろん、そんなものは自動的に収 まってい くとい う議論 もない訳 ではない。 自然界 の動 き

だって少 々異常が発生 しても長い目で見ればバ ランスするようになってい く。 なるようになっ

てい く、それは言えると思 うんですが、単 にそれだけでいいのか。 だか らこそ変革 とか、パ ラ

ダイム ・チェンジのベク トルをどう定め るのか、誰が主 にイニシアテ ィブを取 ってやってい く

のか。 これが政治の問題 とか、思想哲学の問題 などが少 しで も示唆 や ヒン トを くれ るのではな

いだろうか とは思 う。 しか し、日本人が どう思 って生 きればいいのか、それがまだ分か らない。

事務局 先生が 「個別化、多様化の進展 とそれに付随する懸念」 とい う中で書かれていた、今 までの
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全体的な ものの捉 え方や価値観の設定の仕方 とい うのが単 なる個 の多様化 というものになって

しまい、それが わが ままになってはいけない と。義務 を伴 って レベルを上 げていかねばならな

い と。そのときリーダーシップが必要だ とい うお話で、 この辺 りでは今後 日本がパ ラダイムを

変 えていかねばならない と示唆 されているので しょうか。

古川 そうですね。一方では組織 もそ うですけれども、会社で もどういう立場で見るかによって全然

違 いますよね。新入社員 の立場で見 たときと、経営 の トップから見た ときと見え方が全然違い

ます。従 って多 くの場合、管理者 クラスは トップの立場か ら見 る、或いは若手 の立場か ら見 る

というように、や っておられますね。 どういう立場 に立って社会 とかシステムを見 るのかによっ

て見 え方が違 って しまうとい うことです。政治家の方 にも同 じことが言えます。 しか し一方で

言 えるのは、経 済的 に豊かになって きているから、一人一人が自分 の気持ち を主張 し始めて き

ている ということです。現 に我々だってあまり自由闊達にやっていい と言 われると困って しま

うところがあ りますが、 しか しやは り昔の人 よりは個性 とか 自分の気持ちを表 に出 している。

だからそ ういうものを無視す ることもで きない し、それはそれで自由主義社会 のいいところだ

と思います。従 ってそ うい うところ に配慮 をしながらやらねばな らない。先ほ どのカオスとか

揺 らぎとい うのは一番象徴 的なことだ と思い ますが、個々がそれぞれ存 在 を主張 し始めるとす

ると、外 のカオスというか混乱 にな りかねない。暫 くはいいけれ ども、それは社会 にとっても

の凄い コス トになる。すると一定程度、秩序 を作 ってやる必要がある。一定の秩序 を作 る とき

にそれ をどんな形 にするのか、適切 な言葉か どうか分からないけれ ども、 「誘導」 してやる。

何 らかの形で一定の コンセンサスの ようなもの、秩序 の枠 の ような ものを提案 してやることが

必要だ と思 う。会社 で言 う 「○○案」 とい うか、第一次案、第二次案のようなものがい くつ も

出てこなければいけない。そのようなことをこの辺で言いたい訳です。 「個」の主張の強い者

もある程度許容 して、薄い者 に も配慮 しなが ら全体 に一定の秩序 を持 たせ てい く。私 はその必

要性 を非常 に強 く感 じている。

古川 私 のベースは個人心理学ですが、心理学をやられているほ とん どの人は個人心理学なんです。

個人心理学は1対1の 関係 を良 くしようということにな りますが、その1対1の 関係が うまくいけば

ち ょっ とで も視野を高めることがで きる。 しか し、それを治める方法 は考 えな くて もよいのだ

ろ うか。子 供 の個性 を大切 にする とか色々やっているが、50人 集 まったときは どうするのか。

百人、三百人 と単位が もっと大 きくなったときは どうするのか。その規模 でも トー タルでち ゃ

ん とやっていけるということはあ り得 ない。そこで一定の社会 性が必要 になっ・て くる。 この意

味 で、枠 の ようなもの を設定せ ざるを得 ない。枠 をどう作 るか という、ことだけでな く、パラダ

イム ・チェンジの必要性は分かるけれ ども、方向性 をどう作 るか、誰が どう作 るか。そ して 「こ

んなものがいいん じゃないか」 と、それぞれが考えて議論 を出 し合 う、一定 の方向性 やフレイ

ミングの枠取 りをする際 に知的資源 などが折に触 れ活用 されるだろ う。それは歴史か も知 れな

い し、国際的な ものかも知れない し、 シミュ レーションなのか も知 れない。大 まかな枠が どん

な ものかを考 える際にそんな ところに知的資源が使 われて、利用 されるといい と思います。

事務局 ・委員 アンケー トの際、 こういう情報資源が必 要であるとい うことで、 ご意見 を頂 きま した

が、補足的な説明を して下 さい。

古川 歴史は、集団 レベルとか、,もう少 し大 きくなれば組織 や社会 レベルで、徐々に若干の時間をか

けて変 わっていったと思います。あ る程度の時間的な幅があるで しょうが、史学的 には一般 に

19世紀か ら20世紀 にかけてガラッと変わった というような言い方 を しますね。その辺 りが もう少
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しシミュレーシ ョンなどで参考 にで きるようになる といいか も知れません。 よ く、異質性 を入

れることがいいんだ、 というような言い方を しますが、私 は基本的に異質性 を入 れるだけでは

ダメだと言 っている。それだけでは元に戻せる訳で、 フレイ ミングが変わ らない とダメだ と思

います。新 しく異質性が入 って くることを契機 として、或 いはカオスならカオスが発生 したこ

とを契機 として、 自分 たちはこうい う方向に持 っていった らいいんじゃないか とい うことが意

識 されない と、異質性が入 って きて も元 に戻 って しまうか、無用の対立の どちらかだ と思 う。

今 までのAと いう価値観 にBと いうものが入って きて、Aに 戻 って しまうとい うのはある し、Aと

Bが 反 目 し合 うとい うの も起 こり得 る。新 たにCに なる ように しな くてはいけないけれ ど、その

Cを お互いに模索する際に、歴史的なエピソー ドとか よその国の経験 や歴史、会社が変わった と

きのケースで もいいです し、そ うい うものがある と総合 して考えることがで きる。 カ ン トだか

誰 だか、人 間を貫 くものは愛 だと(笑)。 フレイ ミングの色付 け とか、変革のベ ク トルの軸 は

本当にこれでいいのか、その軸が分からない と困る。その軸が分 からないか ら独裁 に流れた り

もする。分 かってはいて も、 そ うなって繰 り返 して しまっている面 もある。歴史は結果論 的に

しか決 まらないですか らね。

事務局 消費者 ・企業 に関する情報 のところで、 「創業年数や規模 、業績や業態な どを基準 と した経

営理念 や戦略 等の変化 についてのデータベース」 とあ ります。 これは成功 した企業 には どんな

理由があったのか を分析 してい くようなことをイメージ してよいで しょうか。

古川 ええ、そんなこととも関連 してい ます。或いは節 目節 目で どんなことをやっていたのか。多 く

の場合 サクセスス トー リー しか出て きませんが、そればか りで もない失敗 した例 もあ る訳です

か ら。

事務局 その例で言い ます と、江戸時代 から続 いている住友だ とか三越 とい うのがあって、そ ういう

企業が幕末だ とか、戦時中や戦後 をどう乗 り越 えて きたのか分か ると、先 に向かっての考 え方

をする場合 に非常 に有効 であると。ベ ク トルを決め るのに参考 になるということですか。

古川 そ うですね。 「参考 になる」 と言 った方が適当で しょうね。それが絶対 ということはない訳で

すから。住友な り三越な りの関係者の人達が 「これがいいん じゃないか」 と選 んだのですか ら、

三越や住友 の選択が 自分達の組織や会社の全ての解答か とい うとそ うではない。状況 も違 うし

選ぶ人 も違 う。 しか し未来の、確信 も予測 もで きないことに対 し、まさしく知的 シミュ レーショ

ンとして参考 にはなるだろう。 シミュ レーシ ョンとい う手法 は時間的に将来の現象 を予測 しよ

うとい うもので しょうけれ ども、そんな 目的でめぼ しい ものを入れ られたらどうか と思 う。 し

か し、誰が どう入れ るかの段 階でそれはまた大変だろ う。 うまいことしか書 かれなかった り、

裏で ドロ ドロした ことが起 こっていた りして(笑)。

事務局 「一品種 一生産」 とい うコンセプ トがあ ります。 この話は流通や生産 の根本的変革 の可能性

ということで、新 しいパ ラダイムが見 えやすいモデルですが、先生は将来の社会や企業 とい う

在 り方が基本的に どう変 わってい くとお考 えで しょうか。

古川 東京のある企業 で 「五年後の我が社」 を考 えて もらっているんですが、 もうマルチメデ ィア一

辺倒です。 この委員会で も時折話題 にもなるように情報ハイ ウェーというのがあ ります。ネ ッ

トワー クを押 さえるのにはどこかが主導するのだろうが、端末の ところでは我 々のものを使 っ

て もらおう。それな ら端末だけでな くソフ トとい うの もあ るだろう。 ソフ トと言って も教育 も
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医療 も、旅行 もファッシ ョンもある、或いはバーチ ャル ・リアリテ ィとい うの もある。結局、

どのメーカーも同じことを考 えていてマルチメディアが二兆円のマーケッ トがあると言って も、

1か ゼロかの世界 にな りかねない。 ここで も多様性が進むか も知れないが、世の中は情報機器を

媒介 としたネ ッ トワークで動 くんだ と、それは方向性 としては理解 で きるが、では本当に言わ

れているようになってい くのか、引っ掛か ります。

古川 ある人 々などはバーチ ャル結婚 とかバーチ ャル再婚 とか、ブラウン管 よりも実体感のある立体

映像になるか ら、 「おは よう」 と言 って くれ、夫婦の会話 もして くれるか らとそんなことさえ

考 えてお られる(笑)。 我々人間の感性がバーチ ャルで満足で きるか となると、私 は自信がな

い。今おっ しゃった前提 で、本当に簡単 に入力で きて反応 な ども思 う存分 のもので、我々人間

の五感以上の ものが出て きたとして も。恐 らくこうい う言い方 自体が一方で出てこないだろう

と思っている訳ですけれ ども(笑)、 そ んなもので本 当に満足で きるだろうかと疑問が ない訳

ではない。そ こが分 からない。 もし現実の生活の代替 がで きるようであれば、それは時空 を越

えての接触 となるで しょうけれ ど、本当 に満足で きるのか。今で も電話で何 が一番語 られてい

るか というと、 「今度 いつ会 うか」 の話題だという。出張だって、移動 とい う現象は減 ってい

ないです よね。人の動 きとい うのは電話 だけでは満足 され ない。それが論 よ り証拠の ように、

電話で今度 いつ会 うかを話 している。やや保守的 な感 じ方か も知 れないですけれども、直の接

触 とい うかそういうものは求め られてい くと思います。ですからバーチ ャル ・リア リテ ィ的な

ものはそれ として、テ レビからテ レビ的な楽 しみ を得 たように、 「テ レビと友人の付 き合いは

別」 というように、別な世界がそ こで拡 がる可能性はあるかも知れません。人間同士の接触 と

い うのはな くならず、 フェイス ・ッ ゥー ・フェイスの中で初めて、ひ とつの規範 とか考 え方 と

か、それこそ愛 とか、犯罪 とか或いは善 とか悪 とかが議論で きるのか も知 れない。 フェイス ・

ツゥー ・フェイスだ と精神 的にも肉体 的にも傷つけ合 う可能性があるから抑止力 にな り得 る訳

で、それがない と規範そのものが変 わって しまう可能性があると思い ます。敢 えて想像 すれば

マネー ・ゲームとい うのがそ うで しょう。 目の前 に現金がある訳で もな く義理 も何 もな くて、

先手 を取 った方が勝ちだ とい うことで しょう。ややもする とそ うなる怖れがあ るものだ と思い

ます。 フェイス ・ツゥー ・フェイスで時間をかけて確 かめ合 いなが らやっている限 りに於 ては、

そ うい うものを貫 く価値規範 というのが生 まれてい くと思 います。そ うい うものはやは り人類

に共通の ものか も知 れません。そ ういうバーチャルな社会 に変わるとまた新 たな規範が出て く

ると、それ も言えるか も知れないですけれども。それが人 間性 が失われるとか どうか と議論 さ

れる点のひとつなのか も知れないけれども。私は、 フェイス ・ッ ゥー ・フェイスの接触か ら離

れ られない と思います。 よしんば 自分 に一番 ピッタリの一 品を得 たと して も、皆 と一緒の安心

感 というのもあ りますか ら、本当に満足 で きるのか。 また、皆 と一緒の安心感 という大前提が

あ るか らこそ個別的な ものは嬉 しいのか も知れない。

事務局 先生 のお話にもあ りま したが、 「情報の共有化」 とい う視点で企業 を見 た場合 に、従来の ミ

ドルマ ネージャー ・クラスの人が要 らな くなるという考 え方があ ります。端末 を通 じて現場 か

らも意志決定者へ情報が直接流 れるようになって、そ うすれば少 な くともピラミ ッ ド形式のマ

ネジメン ト体系は大 きく変 わってい くだろうと思われますが。

古 川 そ うい う話 は、十 年近 く前 に も聞 い た ように思 い ます 。IMS、 「イ ンフ ォメー シ ョン ・マ ネジ

メ ン ト ・シス テ ム」 とい うの が流行 して 、 まさに 「中抜 き現象」 が起 きる とい うこ とで した。

課長 達 が要 らな くなる筈 だ った。確 か に技術 的 には もっ と進歩 してい るんで しょうけれ ど、 ま

だそ うい う現象 とい うの は 目立 っ て きてい ない。 「リス トラ」 とい うの は組織 をス リム に とい
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う意味 で、情報 の流れが変わったから問に立つ人が不要になったとい う意味では必ず しもない。

では今 から情報技術 を極めれば、花王 さんが情報の世界戦略 の中 にそ うい う社 内ネ ッ トワーク

を使 ってらっ しゃるけれ ども、 よしんばその究極 に近い ものがで きたに して も、経営 トップが

意志決定 を して生産量を決めるようなことがで きるのか。それは もの凄 くキツいことだと思 う。

結局、 もう少 し下の ところか ら 「案」 を作 って もらってそれ を検討す る形 になるだろうと思 い

ます。全ての情報が来れば来 るほ ど責任 が重大 で、その上、実 は分か るようで万が一 に間違 っ

て しまった場合の リスクか らす ると、ご く少数の人達で判断で きるか どうか疑 問 もある。中抜

けとい う意味で はな く課長 レベル じゃな くて もサポー トして くれ るブ レー ンがある といい訳 で

すか ら、それで も何 らかの形で 「案」 を作 って くれる人達は存在 する と思 い ます。経営 トップ

のディシジ ョン ・メーキングをする不安感 とい うのは、重要であればあるほど大 きいですか ら、

そ うい うものは中抜 けを抑制す る手段 のひとつだ し、そ もそ も経営 トップの頭の使 い方 とい う

のはもっと別 なことに使 わなければいけない筈 ですね。それは今 もってそ うだ と思 います。時

には生産量 や販 売量 に興味 を持 つこともあるか も知れ ないが、それ も業界 の繁栄や同業他社 と

の関係 だとか全体 的なビジョンでの判断材料 ということになって くる。 ミドルクラスで 「案」

を作 る人達 はどうしても必要 とされる。若干形 は変わるか も知れ ませんが、責任か ら来 るプレッ

シ ャーの問題 とか、 シミュ レーションを完壁 にできればいいですが、そ うでないとすれば恐 ら

く 「中抜 け」 の ようなことは起 こ り得 ない。社外 的な問題 もある し、社 内の問題だけでは時間

が取れない と思い ます。 リエ ンジニアリングの ような、社員半分 で売上 が伸 びたというような

ことはあるとは思 いますが、完壁 な中抜 けになるようなことはないと思 います。

古川 同時に、 ミ ドル は組織 を維持す るためのモ チベ一夕ーで もあ ります。一品一生産 の話 と同 じ

で、個人が個人の存在感 を持 ってやってい くの も意見 としてあるで しょうけれ ども、 自分 と同

じ人 と違 う人が両方いることの方が もっと安心 かも知れない。ポ ツンと個人が存在 しているこ

とに本 当に我 々が安心で きるのか、昇進意欲の問題 もあ ります。組織全体 の必 要性 の問題 もあ

ります。 これは人間の一種の本能のような ものだ と思 います。我 々は 「自分 を掴 んだ」 とい う

ときに他の もの と比較 しようとしますね。男性 を理解 しようとす るときには自ず と女性 を引合

いに出 します。つま り、 「分類」 とい うのは知 的作業の根源的なものなのです。分かったとか、

掴 んだ というのは違 いが分かることか ら始 まる。だから、そのことか らす ると同 じものがある

ことで一方で違 いが出て くるのではないか。その点で本能の ようなものではないか と思 う訳 で

す。ポツン と、極めて存在感 の高いものがそ れだけになったとき、その不安感 は却 って増すん

じゃないか。それか ら、果 た して我々の感性でそれだけの人の違い を作 り出す ことがで きるの

か とい う問題。 ただでさえ誰 と誰が似 ているなどと云々 して しま うのに、何千、何万種類の人

間の違 いを作 りだせ るのか。そ ういう同 じものを認めることで安心感があ るのではないか。

古川 従 って、例 え究極 のネッ トワークがで きて も、 ミドルが殆 ど要 らなくなる とい うのはあ り得な

い思 っています。 もう十年 も前に中間管理者不要論 というのがあって、それは潜在 的にずっ と

存在 していたと思 うけれども、 まだ失 くなっていない ところを見 ると、主 にモチベー ター とい

うか、昇進意欲 その他 を満 たす ことによって組織前提 のひ とつである結束力 を作 るとい う機能

があったのだ と思います。 しか し一方では年功序列 を失 くす方がいいんだとい う話 もあ ります。

それで本 当にや っていけるのか どうかですけれ ども。今、教育団体の どこへ行 って もキーワー

ドは 「アセスメン ト」即ち、人事考課です。今 までの人事考課 もやってはいるけれ ども、 よ り

確度 の高い人事考課 を開発 しなければいけない と、こぞって言 っています。それ じゃアセスメ

ン トすると言 って も課長さんは何 をやっているんだとい うことになっち ゃう(笑)。
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事務局 今 まで培 って きた枠組みなどは、現象的にはそのままに大 きく変化 しないで、む しろ中身の

方が もっとクリエイテ ィブな力 や 「創 造力」 と して変化 してい くということで しょうか。

古川 そ う言 っていい と思い ます。結局、社会 とか組織 の成 り立ち とい うものは 「個 と全体」 で成 り

立 っていると思 うんです。すると個人が メディア とい うものを手 にした時 にどれだけ社会が変

わってい くとしても、何 らかの形で社会 とか組織 とい うものは存続 してい くだろう。幾 ら優 れ

た道具であって も敢 くまでもメデ ィアは手段であ り道具であって、それを使 う人間や人間が作

る組織 とい うものは変 わるか も知 れないけれ ども別 な次元の もの として組織 や人間存在 という

ものは存続 してい く。古代か ら組織やチームなど人が集 まってやってい く際には、申 し合 わせ

や慣行その他 などが継承 されて きた。そ うい うものが置 き換えられるようなメディアがで きれ ,

ば変 わる と思 うが、違 った種類 の道具だ とすれば、変 わらないだろう。人間が生 きてい くため

に、組織 だ とか申 し合わせだとかルールだ とか、皆の取 り決めなどの 目に見えない道具 はあっ

て、それを使 いなが ら我々は組織 を営んでいる筈です。それか らすれば果 た して こうい う目に

見えるハー ドが 目に見えない道具 に置 き換 え られるか どうか という話だ と思 う。それは恐 らく

難 しいと思 う。新 しい道具 を作 る際の取 り決 めというのは倫理規定 の ような形 を含 めて生 まれ

るか も知 れない。だが、人が可能な限 り仲 よくし、 しか も不安感 を持 たずに、 またで きれば効

率的に気持ち よ く何かやってい くとい う原則 は大原則 として、それを実現する上で こうい うも

のがそれ をより促 進 して くれるとか、 より手軽 にということはあるか も知 れない。 しか し我々

が持 っている道具の うち にはもっとベースになっているものがあって、それはほとん ど変わら

ないの じゃないか と思 います。

事務局 発想法 とか価値観の置 き方が変わってい くとい うことは、単純に言 えば、全体 か ら 「個」へ

「個」か ら全体へ と発想 の変革が拡 がってい くことだ と思 います。その とき重要 な情報資源 と

しては、歴史 とか文化 とか宗教 とか、それ ともケーススタディなのか。 また、そのプライオ リ

ティーはどう付 けてい くので しょうか。 日本人が個の価値観 を全体 に レベルアップ してい くた

めの情報 や知的資源 として意味があるもの にどんなものを挙 げられますか。

古川 私は 「個」 を強調 しているようですけれ ども、集団全体、組織 や社会全体 を トータル として機

能 させ るためにはどうするか とい う命題が まず一番の最初 にあ ります。 しか し一方 で個 々人の

意識や価値観が変 わっているというの も無視 で きない。だか らとい って、 その流 れるままに

「個」へ と任せておいたのでは、 これは社会全体 として大変 なことになって しまう。それで、

その部分である 「個」 を尊重 しつつ、全体 と して うま くい くような トータ リテ ィーへの配慮が

必要である。個 々の部分 としては色 々不満が出るか も知 れないけれど、全体 としての利益。部

分 や個 の行 き過 ぎとか、社会性 を持 たない 「個」 というものがはびこった ときにどうなって し

まうのか、その辺 りのことが示唆で きるような情報 とい うのは重要だ と思 います。その民族で

かつて こう失敗 したとか、昔話 だとかお伽話 というもの、勧善懲悪的な ものを含 めて、その よ

うなものは私 は 「いましめ」なのだ と思 う。それが長い間語 り継がれて きたのは、著 しく個人

が突出 した り個人のわが ままが全体 の中で目立って きたときに どうなって しまうか、深 層部分

か らさ りげなく気付 いてもらうとい う意味 があったのかも知れない。 もちろん、今 の若 い世代

に勧 善懲悪の ような話が アレルギー をもって迎え られる可能性が ない ともいえませ んが、そん

な若い人々 とて自分が社会の中であ る程度 の責任ある立場 につ くと視点 を変 えるものだ。当然

そのような 「個」 としての動 きとい うのはある。私 の議論 でもその意味での 「個」 とい うこと

を中心 に展 開 しています。個 を無視 することはで きませ ん。そ して個 も変わるか ら全体 も変わ

る必要がある。 その時に どち らに持 ってい くか、 「他 山の石」 と して、サ クセスス トー リーだ
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けで な く失敗 の ス トー リー も含 め、役 立 つ ような知 的 資源 が あれ ばい い と思 い ます。 プ ライ オ

リテ ィー につ い ては 、そ れ程 な くて いい ん じゃない で しょうか。む しろ色 々 な もの があ って も

い い と思 い ます。

古川 「追体験」 という言葉 があ りますが、賢い人間はそれがで きる訳 です。 しか し 「頭でっかち」

とい うか追体験だけでの弱 さとい うの もあ ります。CADの 設計で コンピュータで完壁 に設計で

きるものなのに、実際にやってみると作 れない とい うケースが起 こるそ うですね。実際に設計

してやっているのにダメであるとか、強度 を計算 した筈 なのに倒 れて しまうとか、昔の人な ら

構造物 に独特の何 か 「知恵」 を入 れておられたんで しょう。だか ら、 「耳学問」 というように、

知識 だけではいけないのです。

事務局 先生 のご専門 と融合する分野、又は学際 と して最 も近 い分野はなんで しょうか。

古川 社会心理学は社会科学ですから、人間が作 る社会 を対象 にしています。経済学や政治学 も、美

術 に しても人間の生活 をよくす るという意味では隣接 していると言えば隣接 してい ると言える

で しょう。だか ら、社会科学 と理系 も離 れているようでも、人工知能の認知科学 に しても人間

の考え方 を応用 しようというのですから実は関係 していますね。 しか しコンピュー タとい うの

は人間 と反対の ものなんですね。入間は 「群 れ」 を作 るのが好 きですが、 コンピュー タにはグ

ループで働 いた り組織 的にやってい くということはで きない し、 ネッ トワークというのはそれ

はつなが ってい るという意味 に過 ぎない。 どこが近い とい うのは考え方次第で、最 も遠い と言

えば全然遠い。先 ほ どのカオスの話に しても比喩 とい うことで、 「カオス」 と呼べば一番理解

しやすいとい うことである し、知的活動 としての 「言葉」なのです。

事務局 今 の 日本の教育 にはある意味での特殊性があると思いますが、 もし言語 を越 えた相互 ネッ ト

ワークが整備 され、 その新 しいメディア利用 の リテラシーが進んだとすると、今 の日本の社 会

が育んでい る人材 とは違 った、 もっと多彩でク リエイティブな人材が生 まれる可能性がある と

お考えですか。

古川 十分 あ り得 ると思 います。そ もそ も、それほ どのコミュニケーション能力 を持 った機械 を作 り

出すこと自体が 「新 しい時代」 という訳です よね。新 しいコミュニケーションの形 や、新 しい

現象、方法だ とか新 しい行動様式 だとか、そ ういうものがで きれば必 ずそのような人材 を必要

とする筈 なんです。従 って、今 までにない人材が出て くるというのはあ り得 る。昔、 日本語 だ

けが当た り前だった時代 には、英語が使 えれば 「あいつは変 わってる」 という時代 もあった訳

で(笑)、 「新 しい道具が使 える」 ということなのだから、それは新 しい人材 であると言えた

だろう。それは知識 に近いものなのか も知れない し、我々が 「異質 な人材」 とい うとき、技術

や知識や道具 を使 える ということを言 うのか も知れない。 よっぽ ど変わった考 え方 を している

人は 「変人」であ って、 「人材」 とは言 わない。 「人材」 という言葉 自体 が企業側 の論理 とい

うニュアンスがあ る気がするが(笑)。 それ よりは、技術 の進歩 もさることなが ら、経済発展

が伴 うことがその ような異質 な人が出て くる条件 になると思 う。経済的な発展 が どうなってい

くかは私 にも分か らないが(笑)、 外 国に行 った りす ると、随分 ものの見方が違 いますね。物

理的な接触 をすることによって視点 も拡がるだろう。 「世界 はひ とつ」 とい うことが素直に言

えるようになるか も知 れない。

古川 「接触 をしないために起 こる偏見」 というのはある。その点で言えば、例 えば我々が身障者に
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対 して どこか偏 った見方 をしていることもあると思います。あるもの について評価す るとか感

じるとか、 それに基づいて次 にどんな対応 をするかな ど、政治意識 に して も政治行動の レベル

において も、私が今受けているのも 「態度調査」である訳で、 こうい うもの を社会心理学では

みな 「態度」 と呼 びます。つ ま り、単 に知識や見聞だけからくる 「態度」 と、実際 に物理的な

接触 を経 ての 「態度」 とは違 う。そ して、メデ ィアのような 「道具」 を経 由 しても 「態度」は

違 って くる。実際の物理的接触 を経 ないで生 まれて くる 「態度」 には一種 の偏見が混在 してい

るが、新 しい人材 や個性 を持 った人が生 まれて くることで言 えば、 じかに接触 しない まで も、

あ る種 の 「道具」 を使 って視野 の拡が った人、地球 レベルで話 しがで きる人が出て くる可能性

はあると思います。それは徐 々に変 わることだ し、急激 に ドラスティックに変 わったとい う訳

ではない。確かに今の価値観 というのは昔 と較べれば全然違っています。経済的にも豊かになっ

た し、外国人 を見ても驚いた りしなくなった。けれども日本 の社会 としては徐々に変わっていっ

た と言った方がいいで しょう。

古川 繰 り返す と、それはひ とつの 「道具」 であ り、今 日のように情報力が豊かにな り技術 的にも双

方向通信が高速でで きるようになったとしても、コミュニケーシ ョンの手段 のひ とつです よね。

言葉 とかの人間が生 きてい くためのベー シックな道具は、それよ りももっと必要 とされる。申

し合わせ、仕組み、慣習なども 「道具」 のひ とつで、それがな くては生 きていけない訳ですか

ら、な くならないのではないで しょうか。天然資源のアナ ロジーではないですが、天然資源 と

い うと埋蔵量の ことが言われますよね。知的資源 も一定程度の加工が なされる資源 という、 こ

の レベルでの必要性で しょう。

事務局 例 えば図書館 とか博物館にあるような資料以外 の、 まだ情報化 されていないカオス とか感性

の情報 をデータ化 した り、それ をデー タ化するための技術の開発 な ども提言する必要がある、

という考 え方 もあ ります。環境問題で確かにCO2が どうとかの数値 デー タはあるが、住人が苦 し

んでいるとか目が痛 いとか、 どう感 じているか とかが情報 としてはあ って もデータとしては存

在 していず、またデータにする技術 も開発 されていない。そうい うもの まで も視野 に入れたデー

タベースの捉え方を今 のうちに しておかないと、マルチメディアをや るに して も情報化 した と

いって も不充分で使い ものにならないのだ と。 この面で、組織 心理学 とか社会心理学では、 ど

のような情報 が欠 けていますか。

古川 それこそ 「メタ知識」 のような ものが必要だ と思 います。つま り、データや情報は持 っていな

くて もいい訳で、コンサルタン トと一緒でコンサルティングを受 けて もす ぐに使 えるというも

のではない。暫 くトライアル してみないといけない。 しか し、誰 に聞けば、 どこに行 けば どん

な形で手 に入 るかとい う情報は非常 に重要だ と思 う。それがない ことにはどんなにすば らしい

情報資源があって も宝 の持 ち腐れになって しまう。

古川 今 もキーワー ドというのがあ りますが、 もっとうまく引けるといいです よね。文献検索 を して

もうまいのが出て来 ない。それは研 究者 なら皆不満度 が高い(笑)。 キー ワー ドに して も 「こ

れだったらこんなもの もある」 と教 えて くれるといいですよね。 「これも調べ たらいい と」言 っ

て出 して くれる とか、あるといいで しょうね。漠然 と した ことをキーワー ドで引こうとする訳

ですけれども、 こち らのキーワー ドを重ねてい くと量 が膨大 になって しまい もっと漠然 として

しまう。知識 というのは結局、 こうい う部分を言 うのではないで しょうか。例 えば会社 から 「メ

タ知識」 を持った方がいな くなると会社 は大変です。見 ただけのカンで判 断で きる人 とか、生

き字引のような方 というのはいます よね。一口では言えない し、 それ をどう財産 とす るか とい
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うのは難 しい問題です よね。

古川 こんな話 をい くらコンピュータで自動的にデー タ入力 させて も編集者 以上にはな らないですよ

ね。結局、 「情報の練 り上 げ」 というので も、人同士 のインタラクシ ョンか ら来 る練 り上 げで

すか ら。だか ら皆の知恵 になる。

事務局 ネ ッ トワークで情報共有すれば、情報伝達者 としての従来 の中間管理職の機 能は不要 となる

として も、情報 の管 理者 として、新 しい役割 についての リー ダーシップとい うのが重要 になっ

て くる と思 うんですが。

古川 「情報」 とい うことですからそれは 「エディター ・シ ップ」 ということになるで しょうね。情

報の練 り上 げの際 に どうコンバイ ンして情報 を仕 立てるか、む しろ今 の中間管理職にはそれを

使 って頑張 って もらう。せ っか く作 ったネ ッ トワークですか ら情報 を活用 して、エディッ トし

て、 もっと有効性 を持 てるようなアイディアにしてい く。それからそれを提案 に してい く。そ

れができるような管理者が求め られるようになると思い ます。ある会社で、IMSと 絡んでファイ

リング ・システムを導入 したそうです。その部門は華々 しく立ち上がった。 ところが会社 にとっ

て重要 な情報 は何 かが分 からない。結局、朝か ら晩まで コピーだけをす ることになって しまっ

た(笑)。 つ ま り、情報がふんだんにあるに してもどの情報 とどの情報 を取 るか という眼力が

必要 になって きます。 メタ知識の果たす役割 とい うのはもの凄 く大 きいですね。

事務 局 全世界のネッ トワークになって個が全世界 に向けて情報発信 するとい うが、それだけ能動的

に働 きかける人間はいない、二割 ぐらいではないか とい う意見。受動的な受 け方はするけれ ど

もインタラクテ ィブな情報 を指向する人など少 ない、という意見があ ります。 どんな状況になっ

て もそ うなので しょうか。第二 は帰属意識の問題で、 日本 の近代 史か ら言 えば、 「藩」 か ら

「国」 へ と帰属意識 が移 っていって今度 は世界 に向かって 「国」 の意識が薄 れるの じゃないか

という意見があ りますが、 どうお考えですか。

古川 私 はネ ッ トワー クに熱 已・でないから言 うのですが、我々にとってネッ トワークに入 ってい くと

い うのは 「コス ト」 なんですね。都合のいい ときに入 れればいいけれ ど、それはお金 とか時間

とか、心理的な意味 で もコス トなんです。だから、それを活用 しようとす る時 にはメ リッ トが

どの くらいあるかを考 える。現に今のネ ッ トワークというのは主に趣味 の世界です よね。先端

的な嗜好の 「遊び」 です よね。離合集散の激 しい無責任な世界ですね。一方、企業のネッ トワー

クというのは明 らか に別の次元 の もので、明 らかに目的 を持 ったものがある。企業がやってい

るような、ある タス クや目的のための手段 と して使 ってい くネ ッ トワーク とは区別 する必要が

ある と思いますね。 ビジネス としては拡がるとは思い ますね。 どちらが主流 になってい くかの

問題 だ と思い ます。 ただ、企業の中で も使 われた例 というのはあ って、支店長 さんがセクハ ラ

を した とか(笑)。 しか しこうい うもの を操作すること自体 は面白い と言 いますよね。 「地球

の裏側 と交信 がで きた」時の感激 とか、英語 を初めて使 ってみて 「サ ンキュー」が通 じたんで

嬉 しかったとか。ネ ットワークによるメリッ トを感 じられないと関係 を維持で きないですか ら、

もしそ うい う道具 だ とすると、操作 によってその満足 をどれだけ満 たせるかということになっ

て くる。それ を満 たせて くれる ものがあるとすれば、ゲー ムなどの娯楽です とか、 ダイヤルQ2

の ような裏技的な使 い方 とい うことになる(笑)。 ともか く、ネ ットワークに入 るというのは

メ リッ トがなければ コス トだけにな りますから、 ネッ トワークが整備 されただけでそれが活性

化 して人が利用 す るようになる保 証があるのかは疑問です。
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事務局 コンピュータ ・メーカーに限 らず、家電 メーカーも含め通信 の方で もマルチメディアを標傍

してお り、供給者側 は活発です。 しか し、ユーザー側 に本 当にニーズがあるのか、今 までのテ

レビや ビデオか らCDへ と簡単 に需要が起 こって きたようにはいっていない。ゲーム機 の よう

なもの も含 めて、マルチメディアには非常 に食い付 きが悪 い。そこで本 当にニーズがあるのか

どうかが問題 にな ります。アンケー トの結果 を見 てますと、マルチ ・データベース化 とかバー

チャル ・リアリテ ィとか まさにマルチメディアが こういう形で世 の中に出て情報が得 られたら

素晴 らしいそ と、そう思 ういます。 しか し、大衆の分野でそ うい うものが果た してあるのか ど

うか、世界の隅々の情報が瞬時に得 られるというようなことが本当にニーズになるので しょう

か。

古川 一時脚光 を浴びま したが、今 は街の片隅でひっそ りとキャプテン端末が眠っている状況があ り

ますよね(笑)。 実は もっと克 明に手軽 に詳細 に情報 を提供 して、 もっと利用 されることもあ

り得 るで しょうけれども、それは本質的 に一般の人が供給者側 の期待感 に対 して どうなのか と

いう問題ですね。注意すべ きは、今 のマルチメディアがホームユースで言 われている点です。

家庭 に入 っていける可能性があるの は、家庭教 師の ような教育関係、医療、通信販売 な どがあ

ると思 う。 これらはほ とん ど主婦 とい うか女性に近い部分。家庭 に製品が入ってい くには主婦

を納得 させ る必要がある。 この点で言えば どの程度女性達 に訴えるニーズを提供 で きるか とい

う問題 になる。それで も図書館 な どの資源 というのはその社会に とっての財産である し、豊か

な表現が量的にセーブされる とい うのは非常 に価値 があることだ。それこそ文字だけではな く

別の もの もセーブで きるとい うのは もっ といいと思います。 しか し、これは商業 ベースに乗 る

かどうかは別の話になる。主婦 ならばキーワー ドを探 した りするより、近所の井戸端会議で もっ

とてっと り早 く結論的な情報 を手 に入れ られるか も知 れない。そ うい うことを考 えると商業的

には期待 できるか どうか、定 かでないか も知 れない。

事務局 レポー トの最終報告 のポイン トのひとつ に、 日本が将来的に知的資源立国となるべ きである

という全体 的なテーマがあ ります。 しか し、知的資源立国 と言った場合 に、 まだそれが何 を指

しているのか煮詰 まっていない。

古川 こういう言葉 も徐々 に使 い始めてお られるんですね。 日本 の貿易黒字 もモ ノの点ではな く情報

の点では確実 に輸入超過です よね。論文 にして もそ うだ し、する と日本 の持 っている知的資源

というのは一体何か とい う問題 もあ ります。知的資源 による立国 とい うのは、悲観的になった

り楽観 的になった りと、面 白い議論 になるように思いますね。なに しろ変 えない といけない と

い う危機感 は一致 をみているのですか ら。何 も輸出 をしないまで も取 りあえず日本で も多 くの

人達がそれで気持ち も豊かにな り、知的好奇心 を満た し、 ビジネスの効率 も上が り、色々なこ

とをデ ィスカ ッションをする際に効率 も上が るということがあれば十分 だ と思い ますね。最初

は生活 の向上や身近な豊かさへの変 革 とい うことで、知的資源立国 というのは先 の話の様 な気

が します。

古川 私 は宗教 的に疎いのですが、外国の例 を見ていると宗教が完壁 に国 と結 びついてい ますね。 日

本 の場合はそれ程の ものはな くて、せいぜ い葬式 ぐらいの結び付 きで しかない。例 えば、イス

ラム社会の分か りに くさもこういう知的資源の利用 で掴めるようになるで しょうね。 しか し、

海外の宗教 のデータベースを作 れと言ったって、やっぱ りそれは 「歴史」 なんですね。過去の

ことがある程度わかると、今が分か って くるで しょう。
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事務局 本 日は長 いお時間有難 うございました。
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宮崎 正俊委員1

事務局 まず先生のご専 門についてお教 え下 さい。

宮崎 私 はこの大学院情報科学研究科の中の三つの専攻のうちの、 システム情報科学専攻 というとこ

ろにいます。専門は情報 システムの設計や評価です。特 にその中で もソフ トウェアが中心です。

情報 システムを作 る際 にはハー ドウェア も必要ですが、いいソフ トウェアがない とダメだとい

うことで、 このソフ トウェアの開発 を長年やってきた訳です。 目指 しているのは、情報 システ

ムとい う大 きな枠組があ りま して、その中で例 えばネ ットワークによる分散環境で、その中に

あるコンピュー タを どうやって うま く使 っていこうか ということです。それか ら 「ヒューマ ン

インタフェース」 です。要するにこれが よくならない と誰で も使 える とい うことにはな りませ

ん。子供か らお年寄 り、 そ して障害者 までコンピュー タを自由に使 って もらいたいと思 ってい

る訳です。将来 は感性的な情報処理 をや りたい と考えてまして、それはある意味で はヒューマ

ンインタフェースの問題 と関係 して きます。あ と 「地域 情報 システム」 とい うことが盛 んに言

われていま して、各省庁 がバ ックア ップして色んな地方 自治体でその構築が進め られた りして

い ますけれ ども、私 はそのお手伝 い もしてい ます。それから、これか ら重要なのは教育用の シ

ステムですね。 この分野は 日本 は完全 に遅れていますか ら、小中高校 で早急 にその導入 と活用

を進めない といけ ません。大 まかに言ってこんなことにな ります。

事務局 「知 的で優 しい ヒューマンインタフェース」 とい うことですが、 これは今 どの辺 まで研 究が

進 んで いるんで しょうか。

宮崎 今は まだ知的な ところまでは行 っていません。入 り口までですね。これまではヒューマ ンイン

タフェースのハー ド環境が未成熟で した。最近 になって画面が高解像度で きれいであるとか、
シ シ

もちろんカラーであるとか、高速 に動作 するとか、そ うい うのが出て きま したので、 こっいっ

の を使 ってソフ トでいかにユーザ に分か りやすい表示 をしてい くか とい う方向になっている。

これに対 してユーザ もインタラクテ ィブに応 えて使 ってい くとい うことが今の段 階でやっとよ

くなってきました。 これからは もっとコンピュータ側 で賢 くなって くれないといけません。 こ

れまではコンピュー タの レベルが低 かったか ら、人間の方がそれ に合 わせるのに非常 に苦労 し

て きま した。一生懸命勉強 した り、専門家の ような人でないと使 えなか った。今は少 し進 んで

きましたので、人間の方 もほんの少 し勉強するだけで使 えるようになっています。 これか ら将

来 は、 コンピュータが本当に賢 くなって人工知能的な機 能をもって くるようになると、子供 と

か コンピュータの素人、それからお年寄 りとか障害者 にも使いやすい ものになってい くんでは

ないで しょうか。 まだまだコンピュータは人間が上手 く操作 しない と使 いこなせ ません。今、

「マルチメディア」 とい うことが言 われていますが、あれ には色 んな知的 な技術 の要素 が入 っ

て ますから、あれが もっと進めば非常にいいインタフェースがで きて くるんではないで しょっ

か。

事務局 コンピュータで使いに くい点に 「英語」の問題があ りますが、 日本語 でで きるようになるの

はいつ頃なので しょうか。

宮崎 私 は、ほ とんどの人々は実 はその点 について全 く考 えていないと思い ます よ。 日本 でいいソフ

トウェアがで きない、 コンピュータの利用が進まない、 とい うのはそれがひとつの理由なんだ

と思い ます。 日本語 だ と文字種が多 いか ら、英語圏の アルフ ァベ ッ トと比べ ると入力が格段 に
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大変ですね。 しか しそれ も最近はワープロもよくなってきていて、 日本語入力の問題 も解決 の

方向に向かってい ます。後は日本語 をち ゃんと扱 って くれるコンピュータか どうかの問題だけ

になって きます。その ようなコンピュー タが開発 されないと困るわけですが、 日本ではそれを

やっている人 はあま りいないのではないですか。私の研究室 では、 「プログラムを日本語で書

く」 という研究 を今年 からたまたま始めてい ます。そのような考 え方は今 まであるにはあ りま

したが・それはベースになっているプログラムの 「言語」がアメ リカで作 られた言語で、それ

を日本語の命令 でやれるように単語 を直すという程度 のものです。それではいけないとい うこ

とで・私の ところでは・できるだけ 日本語の言語 に近いもので プログ ラムを作 りたいとい うこ

とでその設計を始めているんです。これはある意味での 「日本語処理」 ということになるで しょ

う。そ ういう日本語 のプログラム言語 が上手 く設計ができれば、 プログラムを書ける人の層 が

広 がると思 うんですよね。今 のように非常 に複雑 な文法ス タイルで、 しかもアル ファベ ッ トで

書 くとい うんじゃなければ、層 が広 がるはずです。層が広が るといいプログ ラムが どん どんで

きて くるん じゃないか と思います。 さらに、 日本語 で考えて日本語のプログラムを開発 してい

るのに、英語で コマ ン ドを入れてコンピュー タを利用 する とい うアホなことももう止め ようと

考 えています。学会 には少 し発表 しているんですが、 日本語でオペ レーティングシステムを開

発 しようと、今その実験 を始めているんです。で きる訳 ないと笑われているかも知れませんが、

確 かにこれは商売でやろうとすると大変 です よね。 しか し大学 におけるひ とつの可能性 を追求

す る研究 としてやるというのはいいかなと思 います。やってみることに価値があるん じゃない

か と思っています。今 日たまた まそ うい う話が出 ましたが、沢山ニーズがあるとい うことであ

れば我々と して も 「や り甲斐」があ ります(笑)。

事務局 知的資源 を日本人が整備するのに、 日本語の問題 を解決 しておかない と世界へ の情報発信 と

い うの もうまくいかない、 とい うことですね。

宮崎 そうですね。 日本語で 日本の情報 をきちっと掴 んでお くと、私 は後 は簡単 に発信で きるような

気がするんです。そのためにはそ うい う環境 を作 る必要があ ります。

情報 システムで 日本語が本当に上手 く扱 える環境があると、それに参加 して くる人 も増 えるん

じゃないで しょうか。

事務局 「感性 に優 しい ヒューマンインタフェース」 とい う先生のご研究は、具体的 にはどの辺 りを

おや りになっているんで しょうか。

宮崎 まだ手 をつけたばか りなのですが、 「障害者 のための情報処理システム」 を研究 している学生

が私の研究室にお りまして、障害者のためのシステムの元 を作 っていた りしてますんで、そ う

い う段階では感性に訴えるものが入 って くる訳 です。つ ま り人間の五感 とい うものが入 って き

ます。 これは私 の全 く個人的な夢 なんですが、 「バーチャル リア リティ」の世界 に 「香 り」 と

か 「臭い」 を持 ち込みたいと思います。そうい うのをコンピュータでコン トロールで きるよう

になると、非常 に面 白い ものがで きるかなと思 う訳です。 と言 うのは、今はバーチ ャル リアリ

テ ィと言 うのは 「音」 とか 「触覚」 だけです よね。そ こに香 りなんかが付 いて くる と、 より現

実感 に近づいて くると同時に障害者 の治療 とか リハ ビリとか、医学的な治療 に使 えるような気

が しているんです。

事務局 世界的に言って も、 まだまだ 「感性」の点では深 い領域 には入っていない とお考 えですか。
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宮崎 そ うですね。 「感性」が難 しいのは、多分今 までの工学 とか技術 だけでは解決で きないか らで

す。要するに人 間のメンタルな部分 とか、人 間側 の研究 とい うの をかな りやらない といけない

で しょう。従 って、そういう分野の研究者 とも一緒になって研究 しないといけない と思 います。

それは ヒューマ ンイ ンタフェースの研究でもそ うなんですね。今 までの ように技術分野の工学

だけでは到底議論 で きないです よね。人間を扱 っている芸術 とか心理 とか、 もっと広 い分野の

人 と一緒にやっていかない とで きません。

事務局 コンピュー タのソフ トに して もハー ドに して も、我々の使 い方に して も、何 を契機 に してそ

れは変 わるんで しょうか。技術 が蓄積 され社会資本 と してそれが積み上が ってゆ くというのは

変化ですが、そのある発達の時点 と今 とを隔てる決定的な要素 というのはどんな ものなので しょ

うか。

宮崎 それは飛躍 とい うことです よね。私 は今の時代 とい うのは、そんなに 「飛躍」するというか、

そんなにものごとをよくする ような、画期的な ものはないん じゃないか と思い ますね。少 な く

とも情報の分野 に関 して言えばそ うです。 「マルチメデ ィア社会」 とい うことに して も、言 っ

てみれば、誰で も子供で もお年寄 りで も情報 の恩恵 を受 けることがで きる社会 だ とい うことで

す よね。そのためには最先端 の情報機器が絶対的に使 いやす くならない とダメです よね。誰か

ら見て もね。後 は啓蒙活動に よって、情報 を活用 してゆ くとい う姿勢 を誰で も持つ ようになる

ことです。いい ものがで きれば、自然 にみんなが使いたい と思 うようになるのか、それともみ

んなが使 えるようになれば、いい ものがで きて くるのか、それはよく分 からないですが、その

両方が うま く結びつ くといい ものがで きて くるのではないか。端末 に して も今 あるものでは も

の足 りない。 もっともっとヒューマンインタフェースが優 れてお り、持 ち運べて、無線か何 か

でいつで もどこで も使 えるとい うようなものが欲 しい訳です。今、携帯電話が爆発 的に売 れて

い ますが、それはその通 りで、 あんな便利 なものはない(笑)。 あれが飛躍だ とすれば確 かに

そ うで、時間 と場所 の制約がな くなったとい うのは大 きい訳です ね。 コンピュータで もそ うい

う物理的な制約 をいかに して解除するかがポイ ントになると思います。安 くなって、小 さ くなっ

て、バ ッテ リー も軽 くなって、 となればひとつの飛躍で しょうね。

事務局 委員会ではMの 話が出て、各省庁が2010年 にどうなるかという話 も出 してい ますが、先生 は

どうお考 えで しょうか。

宮崎 あれはNn'が やるんで しょう。要するに、2010年 にはNITが 光 フ ァイバーを各家庭 に引 きます

よと。そのスピー ドが10GB(ギ ガバイ ト)と か。それは2015年 とかい う話 も出ている。私 は、

それをやるんだったら当面CATVを 活用 した方がいいと思 う。 どう してやらないのか不思議 なん

です よね。今 までは各家庭 に入 っていた 晴 報のパイプ」 は電話線 しかなかった訳です。音声

を通す電話線 をみんな苦労 してパソコン通信 やFAXに 使 った りしている訳 ですよね。そんな馬

鹿 な話はないですよ。CATVが 活用で きれば、100MB(メ ガバイ ト)ぐ らい送れ ますか ら。広 く

太いパ イプがすでに引けている形 になる訳ですよ。技術的には全 く問題 ない訳 です。 ダメなの

は 「規 制」 な んで しようね。携帯電話が普及 したのはその規制が緩 くな ったか らで しょう。

CATVを ベースに して将来の ことをやろうと思えばできると思 うんです よ。実際に仙台やあちこ

ちでCATVで 「ビデオ ・オン ・デマ ン ド」の実験 を始 めています よね。

事務局 「マルチメデ ィア社会」 になったら、そこで送 られる情報 の内容 のここが決定的に変 わるん

だ とい うの は何 かあるので しょうか。
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宮崎 当面は情報 としては、新聞やテ レビやそんな既存 の情報 しかないで しょうね。後 はユーザが、

我々を含 めて何 を欲 しがっているかということですね。実 は私 の研究でNTI'の 協力 を得てマルチ

メディアの実験で、1.5MBの 送信実験 をやろうとしているんですが、その とき困 るのが 「何 を送

ればいいで しょうか」、 「どういう応用があるか」、 とい うことになっちゃう。今度 はそれを

考 えない といけない。

宮崎 だか ら、全 く新 しい情報 を作 り出す ということになると、なかなか難 しいです よね。社会が動

いている中でそんな ものがポ ッと出て くる訳 がない。 しか し、元々あるんだけれども我 々が忘

れていて見逃 している。そういうのを見付 けてきて、うまく集めて体系化 してやる。そ してユー

ザ が使 いやすい形で提 供 してやる。 そうすればユーザ も逆 にそれを非常 に利用 しやすい形で利

用 で きるようになる。だから同 じように、ユーザが使 う観点からすると、いつで もどこで も簡

単な操作で使 える、そ うい う状況がない とダメです よね。首都圏に住 んでいると分 か らないで

しょうが、地方都市 に住 んでい ると自動車は必須 なんです。それで どうして車 を使 うか という

と、車が手元にあるということは決定的 に便利 なんです よ。それが結果 と して タクシーよ りは

割高だ としても、24時 間いつで も使 えるという手段 があるだけで十分 なんです よ。 だか ら、多

少高 くても圧倒 的に便利 だったら人 は使 いますよね。そ うい うことだ と思い ますね。

事務局 「高速処理の並列 アルゴリズ ム」 ということについて、少 しご説 明いただけますで しょう

か。

宮崎 今 のコンピュータとい うのは、1946年 にアメ リカのフォン ・ノイマ ンとい う人が 「提案」 した

コンピュータなんですね。それが現在 で も使われていて、パ ソコンに してもスーパーコンピュー

タにして も全 てノイマン型 コンピュータなんですね。そのコンピュー タは どうやって処理 して

いるかというと、問題 をひとつひとつ処理 していきます。決められた順序 に逐次処理 してい き

ます。それが基本 な訳です。簡単 に言 うと、ある式 を解 くの に足 し算 をやって引 き算 をやって

とい うように順 にやってい くということですね。それ しかない訳 です。ですか らその計算 の時

間を短 くしようとすると、縦 に詰めてゆ くしかない。縦に詰めると言 って もその 「詰 まり方」

というのはその時の技術 による他 はない。 うまくいっても半分 に詰 まる ぐらい しかで きない し、

そ もそ もそんなに簡単 に短 くなる ものではない。それから更 にその時 間を短 くするのには、で

は並列 に処理 しましょうとい う考 え方が 出て くる訳です。例 としては、ある計算機 で10時 間計

算がかかる計算 をしようという時、10台 の頭脳 を持 った並列 コンピュータでやれば1時 間で終わ

る。そのためのハー ドウェア的な技術 はで きているが、問題 はソフ トウェアの方が まだ追い付

いてい ません。我々が ものを考える とき、あれやって これやって と、 だいたい直列 に考 えてい

る。その直列な思考 の流 れを並列 に置 き換 える方法 というのがなかなか見つか りませ ん。全 て

の ものが直列か ら並列に切 り替 えられるか という保証はない し、並列 をやれば部分 的には速 く

なるが、並列は最初 から無理だとい う問題 もある。 ともか く、直列 を並列 にするの を 「並列 ア

ル ゴリズム」 と言 って、その処理 を 「並列処理1と 呼 んでいる訳です。

事務局 それは先の話なんで しょうか。

宮崎 それは色々な レベルがあ りますが、 もう 「並列処理」 とい うのはで きています。開発の最初は

アメリカで したが最近 日本のメーカー も出 していて、並列 コンピュー タとい うのは特別 な もの
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ではな く汎用 的なコンピュータとして存在 しています。それで、その並列 の度合い とい うこと

ですが、それは 「CPU」 と呼 んでいる頭脳 をい くらで も増 やす ことで上げてい くことが で きま

す。 しか し、それは物理的にい くらでもいいかと言 うと問題があ ります、そのひ とつ にメモ リ

があ ります。CPUが 一台だけだとそのメモリに入っているプログラムとかデータは一台が自分の

もの として占有で きます。それが二台三台 と増 えてい くと複数のCPUが それ を使 う訳ですからメ

モ リの競合 が起 きますので、一方が使 っている間は処理 を待 たな くてはな らない訳です。それ

で十個 とか二十個 とCPUが 増えてい くと競合の割合 が増えますから、待 ち時間が多 くなってか

えって遅 くなるので、あ まり数 を増やすことがで きない。私 の研究室に も並列 コンピュータが

あ りますが、十台 ぐらいのσ'Uし かあ りません。今の並列 の限界 は三十台 ぐらいで しょうか。そ

の程度 の実用化 の段階には入 ってい ます。ただ し並列 コンピュータを使 いこなすとい うのは大

変 なんです。順序 のある ものを並列 にバ ラバ ラにして処理 しますので、 どれが並列 に処理で き

るかをちゃん と調べない といけませ ん。あるところは同時にやってもいい よとか、それを人 間

がチェック しない といけないので大変です。 さっきは極端 な例 で10台 などと言い ましたが、理

論 的には10台 で10分 の1の 時間でで きるとい うことになっていて もなかなか うま くい きません。

そ もそ も我々 自身にそのプログラムを組む能力が不足 しているか ら、実際 には部分的に2台 、3

台 しか動いていないよということもあ り得 ます。それで もし10台が本 当に動 いたとして も、 メ

モ リ上でぶつか りますか ら、そこでス ピー ドが落ちて しまいます。

宮崎 更 にそれを飛躍 させて、CPUの 数 を数百、数千、数万台 と増やそうという話 もあ りますが、そ

れ を 「超並列 コンピュー タ」 と言 う訳ですね。超並列 コンピュー タというのは、やは りアメ リ

カの方が先行 してい ますが まだ研究段階で、例 えば千台のCPUを 使 った超並列 コンピュータで問

題 を解 く訳ですから、問題があるにはあってもその問題 自体 が特殊 な問題 にな ります。一般的

にできるとい うことではあ りません。ただ千 とか一万のCPUを 使 った超並列 コンピュータだ とい

うことになると、 メモ リを共有 しないでそれぞれの四Uが 持つ という形 にな ります。そ こで完

全 に全 く独立 に動 いていたんではひとつの仕事ができない訳ですから、お互い に連係 して通信

す る訳 です。す ると簡単 な算術で も通信 のチ ャンネルが幾何級的に増 えるとい うことになる訳

ですが、その通信の仕方 というハー ド的な制約 もあ ります。現在単体 のCpuで 得 られる最高の性

能 というのはある訳 ですが、 これは何 で決まるかと言 うと半導体 の性能 とか、 アーキテ クチ ャ

から決 まっている訳 ですね。チ ップとしては最高の性能が出ていて も、これ をもっと速 くしよ

うとしたら、当然横 に持 って きて並列にする他 はあ りません。そういうことで並列 の研 究 もや

られている訳です。人間の脳の 「ニューロン」 の働 きも並列でやられていると言 われます よね。

操臆 ある脳 の細胞 を真似 て上手 くネッ トワークでつ なげると結構速いだろうな、 というのはあ

りますが、その辺 になって くる とまだよ く分 かっていないですね。

事務局 それは 「パ ターン認識」 と言 うのとも関連 している訳ですか。

宮 崎 並列処 理 はパ ター ン認 識 に応用 で きるか も知 れ ませ ん。特 定 の問題 を非常 に速 く処理 す る とい

うこ とを 「超 並列 」 は狙 ってい る訳で すか ら。 「高速並 列処 理」 とい うと、ス ーパ ー コン ピュー

タの 「並列 」 にな って くる訳 で す。最高速 の スーパ ー コン ピュー タのCPUを 八 つ ぐらいつ な げて

処 理 す る訳 で す 。 や っぱ りそ の場合 もメ モ リは共 通 です 。 「ヒ トゲ ノ ム解析 」 とい うの は、遺

伝 子 の組 み合 わせ情 報 とい う こ とで しょうね。 ス ーパ ー コ ン ピュー タで の応 用 は分 か りませ ん

が 、 い くらで も速 い コン ピュー タが欲 しい と言 い ます よね。 「アナ ログ コ ン ピュー タ」 につ い

て は よ く知 りませ んね。 ただち ょっ と考 える と、 「アナ ログ」 とい うの はデ ジ タル に較 べ て不

安 定 です よね。歴 史 的 に は最 初 にアナ ログ コン ピュー タが あ って、 それか ら 「ハ イブ リッ ドコ
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ンピュー タ」 とい うのが生 まれま した。今 はもうデジタル コンピュー タです よね。メモ リも何

かそうい うのでで きるとか聞いたことはあ りますが、確かに可能性 はあるで しょうが、再現性

の問題 とかはどうなんで しょうか。 デジ タル万能か どうか も言えないで しょうが、確か にコン

ピュータの 「記 劇 や 「伝送」 の部分でならそういうアナ ログ技術 が使えるか も知 れない とは

思 いますけれ ども。

事務局 「一品種一生産」 という概念があ ります。 これから20年か ら30年先 のスパ ンで感性情報 を処

理 するのに進歩があるとす ると、そ うい う社会がやって くる とお考 えですか。

宮崎 「産業構造 を変革する」 とい うのは、当然 そうなると思いますね。流通産業 も失 くなって しま

うで しょうね。ただ問題 は、情報 インフラを作 るに しても、何のためにそ うい うことをやるか

です よね。私か ら言 えば、 日本のエ ネルギー問題 は大変大事だ と思 うんです。少資源国ですか

ら、エネルギー をいかに使 わない社会 を どうやって実現す るか。そのために情報や情報 インフ

ラが有効 な もの として機能するんではないか と思 います。そ してそのための情報 システムは ど

うあ るべ きかを研究す る必要があるか と思い ます。

宮崎 情報 インフラができたときに生産の無駄を省 くとか、食べ残 しがな くなるとか、それは結局、

エ ネルギーをセーブする方向ですよね。便利 になるだけで はな くて、何 か 「哲学」の ような も

の も必要なんですね。例 えば、そうなると、人間の移動が少 な くなるか も知 れません。そ うす

ると乗 り物が使 うエネルギーが少 な くなると思います。

宮崎 例 えば、 ビジネスではあ ま り動 きた くないというのはあると思 うんですよ。 ロスをな くす とい

う必要があれば、そのための情報イ ンフラなのであって、 「テ レビ会議」 というのはあ ります

が、ああいうものではな くて、自宅 で本当に仕事がで きるということなら通勤は減 るし、通産

省 が言っている 「サテライ ト・オフィス」 というの ももっともっと活用 されるような気 が しま

す よね。そのためにはもちろん社会 や、会社 の仕組みや業務形態が変 わってこない といけない

ですよね。

事務局 「企業の情報処理システム」 というのは研究 テーマに入 っておられるで しょうか。情報 の中

継者 としての中間管理職がな くなる とか、 「情報 の共有化」が企業 に何 をもた らすので しょう

か。

宮崎 「企業の情報処理 システム」 に興味はあ ります。私 はそれは凄 くいい ことだと思い ます。社長

以下 ともども、 まずやるべ きだ と思い ます。若手か ら役員 まで、電子 メール を使 って色 々と情

報 を交換 し合いなが ら仕事 を してい くと、離れていても仕事 で問題 はな くな ります。その上、

組織 とい うのは縦割 りですか ら、若 い人がい くら素晴 らしいアイデ ィアを出 して も上 に行かな

いんじゃないかと思 うんです。若い人 にはクリエイティビテ ィがないとか言いますが、私 はむ

しろ係長 だの色々な人がいて、周 りが取 り上げな くて、情報 が下の段 階で潰 されちゃうような

ものがあると思います。電子掲示板 な らや りたい人が書 くということがで きます し、そ うする

ととてつ もな くいいものが出て くるような気が しますね。

事務局 そ うすると政治の レベル とか、一般社会 でもそういうことが起 きる可能性があ りますね。

宮崎 そ うですね。アメリカでは大統領 に直接電子 メールを出す こともで きる し、大統領のステー ト
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「

メ ン トはイ ンターネッ トに流れ ますか ら、 うちの研究室 の学生で も新聞 よ り早 く読むことがで

きていますね。そうすると情報が早 くて、人々の情報 にアクセスする権利 も平等 にな ります よ

ね。企業 で もだんだんと電子メールみたいな ものを活用 しようとする動 きが増えているみたい

ですね。そ うしたことには確 かにマイナス面 もあるか も知れないが、プラスの面の方がずっと

大 きい と思 います。

事務局 マ イナス面 と言 うと、ネ ッ トワークを考 えるときには、ある種 の 「性善説」の ように考 えた

方がいいので しょうか。

宮崎 新聞 な どに取 り上 げられてい ましたが、一般の商用 ネッ トではい くつ かあ ったようですが、

「イ ンターネ ッ ト」ではあま り聞かないですね。インターネッ トでは目的意識が しっか りして

いて、 どんな場合で も情報 を発信 した人が確実に分かる ようになっていますか ら、みんな注意

していると思い ますね。一般の商用 ネッ トについて も、 うちの学生 からはそういう話 を聞いた

ことはないですね。インターネ ッ トとい うのは比較的同 じ目的 を持 った人 が確立 した良識の上

に立 って参加 してい るというのはあ りますね。何か問題 を起 こす に しても、 インターネ ッ トの

世界 か ら弾 き出 され るデメ リッ トは計 り知れないから、その辺の ところはみんな慎重にやって

い るのだと思い ます。パソコン通信の場合にはまだ 「郡雄割拠」 ですか ら、他 のネ ッ トに知 ら

ん顔 して移 るということがで きる し、その意味では安易 に考 えて悪 さをする ということがある

か も知 れない。

事務局 ネ ッ トワークの世界では様 々な事故が生 じるとその影 響も大 きくなって しまって、世界的な

ものになってい くで しょうか ら、そ うい う面での教育 も しておかねばいけませ んね。

宮崎 そ うですね。そ ういう意味では学校で も、初等中等の段階か ら 情 報教育」 とい うことをもっ

とやって欲 しいですね。今の学校 の コンピュータ設備 に して もお粗末 だ し、教 えられる先生 も

足 りませ ん。

事務局 日米 を比較 しても、 「情報化」 とい う時に本当に日本 の社会 もアメ リカの ような情報化社会

が実現 で きるのか、 日本の社会 のどうい う問題 を解決 したときにそれが実現で きるので しょう

か。

宮崎 ひとつ は教育で しょうね。情報 に対する価値観が持 てないと困 ります。それは情報 とい うもの

が重要 であ ると、情報 に投資するのは当然であると、そ うい う基本認識がアメリカとは違いま

す。 日本人 はやは りコミュニテ ィを中心 とした社会で した。だか ら隣組があって町内会があっ

て、そ こで結構情報 を伝達 していました。人 間同士が直に情報 を伝達す るもんだか ら、情報 イ

ンフラをなかなか必要 としない、だから要するに、社 会の基本的 な単位 か らして違 っている。

これがアメリカだ と個人が単位 で一番小 さな社会 はコミュニティです よね。次が家族で、家族

が集 まった単位 なんかない。 日本だ と家族か ら村、職場 までそれ以上 の広 が りがあ ります。だ

か らもの凄 く結び付 きが強 いのです。多分それでは具合が悪 い し、そ うい うのは段 々崩 れつつ

あって今の若い世代 はそうな り始めてい ます。そ うなって くれば情報 インフラも必要 とされ ま

す。今 の学生なんかは、研究室へ来る とまずメールを読む ことか ら始 めて、読 んだ ものに返事

を書いて出 している訳です。それによって驚 くほ ど離れた ところの人 と友達になって、ネ ッ ト

ワーク上で のコミニュティを作 っています。だか ら、 これか らの若い人 とい うのは、自分 たち

の関係 としてそ ういう社会を作 ってい く方向へ進むん じゃないか と思 います。 コンピュータを
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前 にして座 っているだけで、他 の人 と会話 しない とおか しくなるんじゃないか と心配する人 も

いますが、それはパ ソコンだけを使 っているからで、だか ら 「オタク」の ような人 も出て しま

う。 しか し人 と人 のコミュニケーションとしては、はるかに多 い量を している。彼 らは話 し言

葉で打ち込んでいるんですね。 これからはそ うい う若い人 のために 「情報 インフラ」 を整備 し

てやらないといけないで しょうね。 しか しそれに して も日本 の通信費 は高過 ぎます。

事務局 今、英語が ネッ トワークの世界で も標準 になっていて、 このままゆ くと日本の1青報 を英語で

発信するということになって も、それでは理解 されない。 日本の情報 を出すには 日本語で情報

を発信する環境が必要だ と。問題点 として 日本語の処理がネ ックになるということが指摘 され

て ますが。

宮崎 日本人 が英語 を理解 してアクセスするよ り、外 国人 が 日本語 を理解 してアクセス して くる方

が、はるかに難 しい と思います。確かに 日本の文化的な情報 には日本語が必要だが、私 が最近

考 えているのは、 日本 の国内では処理 も蓄積 も日本語 で しよう、それで他 と通信 するときには

その間に 「変換器」 を置 けばいい、アメリカ人が英語で何 か言って きたら、それを変換 して日

本語に直 します。 日本人 も正 しい日本語 を使 う、今 の学生 みたいな日本語ではな くね(笑)。

事務局 委員会で も出 ましたが、英語な どを直訳 してとんで もない ことになって しま うな ど、翻訳の

処理の問題 はどうなるんで しょうか。

宮崎 だから、私は 「翻訳」ではな く、 「通訳」 システムにすればいい と思 う。翻訳 だと原文があっ

て完壁 に変換 してい くというものですが、通訳 だ と伝 えて言葉のや りとりをしてい く間に、間

違 ったものはその都度修 正がで きる訳です。そ うすると、 インタラクティブの利点が活 かされ

ます。会話のように段階を踏みなが らその時その時で訳 してい くと、会話がおか しな方向に行っ

て しまって も判 るか ら、人間の方で修正することがで きます よね。要するに言葉 の 「イ ンター

プ リタ」 ということです。 「翻訳」 と考 える と難 しいけれ ども、そんなに難 しく考 えないで気

軽 にシステムを作 ったらいい。会話ですか ら。通産 と文部省 だか、小学校 を100ぐ らいでイン

ターネッ トで結 んで 「国際化」 をやると言ってい る。英語の問題 もあるだろ うし、教師の方 に

もそんなに準備 がで きている訳 ではない。そんな国際化 はいったい どうや ってやるんで しょう

か(笑)。 私 はそれで考 えたんです。 日本の小 学生が簡単 な日本語 を入力 した ら簡単 な英語 に

変 換して くれるようなシステムがあればいいと。それは先程言いました 「日本語処理 システム」

の応用の一部な訳 です。そ うす ると、 コマン ドを打 った りしないで、音声の話 し言葉で喋って

検索がで きるという可能性が出て きます。今 の音声認識は何 か難 しいことを狙 い過 ぎてるので

はないで しょうか。手間はかか るか もしれないが、それをもっと低 い レベルか らやるという発

想で詰めてい くと、使えるものがで きるか も知れ ない と思 い ますね。考えてみれば今 のワープ

ロの漢字変換はその レベルです よね。それで も結構使 えている。音声認識 に したって、 間違 え

たら言い直せばいい。簡単 に使 えるもの を作 ろ うとすればで きるんですが、技術者 というのは

だいたいそうですが、完全 を狙い過 ぎていると思 います。た とえそれが不完全 であって も間に

人間が入れば、完全 なものにすることがで きます。私 はだか らそ こは最近 の 「情報通信 システ

ム」 とは違 うところだと思い ます。昔 「データ通信」 とい うのがあ りましたが、データ通信 で

は間に人間は入 りませ ん。両方 とも機械ですか ら、間違 って もらうとチェックの しようがない

か ら凄 く複雑 なエラーチェックが必要にな ります。 ところが、インターネッ トなどもの凄 くルー

ズなシステムですよ。 システムとしてはほとんどチェック していない状況です よね。誤入力 を

すれば直す し、間違 った ものが行けば相手が間違 っているよということで送 り直 した りで きま
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す。人間が入るシステムと人間が入 らないシステムとは決定的な違いがあ ります。昔の情報 シ

ステムは人間が入 らないシステムで したが、今はそのベースの上 に人 間系 を含 めた情報 システ

ムが乗 るようになった。だから、 「ヒューマンインタフェース」 や 「感性」の問題が言 われる

んだ と思い ます。

宮崎 「感性」 とい うのはそ もそも判 りません。何 をもって 「感性情報処理」 といっているかが判 ら

ないですね。テーマ としては 「イメージ」 とか 「音楽」 もそ うだろうと思 うが、いまひ とつ よ

く判 りません。 「感性情報処理」 というと音楽は入 ります よね。バーチャル リアリティとのか

らみで なら、感性 と人間の五感の関係 というのは どうなんで しょう。 「感性」 とい うのは人間

のメンタルなことに関わることだ と思い ます し、バーチ ャル リアリティに関 して言 えば、 まず

人間の五感 に働 きかけるとい うことだ と思い ます。

事務局 バーチ ャル ・リアリティの世界が実現 されるようになると何 が真実 の世界か判 らな くなる恐

れがあると、そうい う指摘 もあ りました。

宮崎 それはそうで しょうが、映像だって目をだましてい る訳 です よね。 しか し 「臭 い」はなかなか

だ ませないです よね。臭いになると前の臭い を消す とい うのが難 しいです し、ネ ックにな りま

すから、結局実際 に臭 いを出すん じゃな くて鼻 をだ ます とい うことになるんで しょうね。

宮崎 「知的資源」 とい うことも、そ う言われる とどんな ことを意味 されているのか判然 と しませ

ん。 これを見て も、技術 的なノウハウの知的資源 とい うのか、 これが全部知的資源 とい うこと

になっているのか、余 り広 く取 れば、 これはごく一部 しか載 っていないということになる し、

最初 はそち らで もっと定義されてか ら始 められて もいいと思い ます。 「天然資源」 と 「知的資

源」 とい う相対的 な位置付 けということなら分か ります。そうい うことな ら分 かる し、ではそ

れを 「どう使わせ るか」 ということになって、では最初 にそれを 「どう蓄積す るか」 というこ

とにな ります。 しか しただ 「蓄積」 されただけでは、それは 「データ」であ り、既存のデー タ

ベースに過 ぎない。単 なる 「情報資源」 と 「知的資源」 とい うことを分ける、上手 く体系付 け

ることが必要 になる と思いますね。例 えばある人が医学的問題 を解決 したい と思 ってその要求

を出 したときに、 この知 的資源の中から 「マイクロマ シン」 とい うのがある よと、 これ を使 っ

てみた らどうか とい うことが出て くればいい訳です。 こうい うことは、既存 のデー タベースで

は情報が ブッブッ切 れている訳 だから出てきません。 ということは、それ を上手 く体系付 けて

既存 のデータベース をネ ットワーク化するというのが必要だとい うことになるで しょうね。 「マ

イクロマシン」だ った ら、その分野の文献 を見れば出て きてその分野について分 か っている人

にとっては意味があるかも知 れ ませ ん。 しか し、マイクロマ シンがあ ることも知 らない人にマ

イクロマシンの情報 を知 らせ るには、情報のネッ トワーク化が必要 にな ります。

事務局 関連情報や応用情報 ということで、情報 を取 り出す とき色々な切 り口で情報が取 り出せ るよ

うな技術が欲 しい と言 われています。

宮崎 「デー タベース」 として自然 に作 られてい くものは、結構 あると思います。研 究 を した りして

いるだけで文献 は整理 されてい くし、それな りにデー タベースというのがで きてい きます。そ

れは失 くなる訳 ではないので、それをつな ぐようなデータベース というのが 「知的資源」 とい

うことになる と思 い ます。 しか し 「失敗情報」 とか、保存 される他 に消 えて しまう情報 という

の も押 さえないといけない と思 います。それ をきちっ とやっておかない と、後 で取 り出せない
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ということになって困 ることにな ります。結局、 「存在するんだけれ ども関連 が判 らない」 と

い う情報 はあ りますから、知的資源の分類の ような ものをやっていかない といけないのではな

いかと思い ます。

宮崎 それ と本当に、 日本はなんとか知的資源 を増や してですね、そ して、外 国に対 して輸入だけで

な く輸出 してい くとい うのは非常に重要なことです よね。 日本が何 かを持 っているということ

じゃない と世界 の先端情報が入 って こな くな ります。そうじゃないと乗 り遅 れるということに

なっちゃいますよね。そういう意味 では、今度 そち らが学術情報 センター と接続 される という

けど、あれは非常 にいいことですよね。

事務局 長時 間有難 うございました。
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